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　第一章　宝石だらけのこの世界で







　安そうな場末の酒場兼けんレストラン。そこの入り口に一番近いカウンター席。今日は風が強いせいで、さっきから入り口のウエスタン扉とびらが勝手にパタンパタンとやっていた。そのたびに砂が飛んできて、手元の野菜スープに入り込んでくる。

　嫌いやな席に座ってしまった。もっと奥おくのテーブル席に座ればよかった。横目で三つ離はなれた椅い子すを見てみると、若い男女が仲なか睦むつまじくローストビーフの盛り合わせを食べている。

　オスカー・オズワルドは、手元の野菜スープに視線を戻もどしてため息をついた。すると、ローストビーフを食べていた男女が、「ため息をつきたいのはこっちだ」と言わんばかりの視線を向けてくる。

　オズワルドは心の中で「悪かったな」と呟つぶやく。なにせ自分は小こ汚ぎたない流る浪ろう人にんだ。黒くろ髪かみはボサボサ、身につけているショルダーガード付きのコートはくたびれて、ところどころ破れかかっている。ズボンについた泥どろも落とさず、爪つま先さきの擦すり切きれたブーツを履はき、砂の入った野菜スープをジャリジャリ言わせながら食べているのだから。

　オズワルドは自覚していながらも、久しぶりの食事を前にして席を立つわけもなく、砂ごと残りのスープを飲み干した。それからカウンターの内側で暇ひまそうにしていたウエイトレスを手で招まねき、伝でん票ぴようを差し出す。

「はい、四百クリューになりますねー」

　オズワルドはポケットの中にあった小こ銭ぜにを全てカウンターの上に置く。そして、店員の迷めい惑わくそうな視線も気にせず、大小さまざまな小銭を数え始めた。

「三百二十……三十……あと七十か…………」

　オズワルドは顔をしかめてボサボサ頭をかきむしると、服のポケットというポケットに手を突つっ込こんで中身をカウンターに並べ始める。紙くず、タバコのパッケージフィルム、オイル切れの使い捨てライター……見事にゴミばかり。だが、コートの内ポケットに小さな石を見つけた。

「残りの七十クリュー、これでダメか？」

　オズワルドは小指の爪つめほどの石をカウンターに置いた。色は無色透とう明めい。形は五十八面体。それは、外から差し込む光を受け止めた瞬しゆん間かん、眩まばゆい光を放ち始める。

　間ま違ちがいなく、ダイヤモンドだ。

　しかし、それを見た店員は呆あきれたようにため息をついた。

「お客さーん。これじゃコーヒー代にもなりゃしないですよ」

「……だよな。ちょっと待っててくれ」

　オズワルドはさらにポケットを漁あさる。……と、尻しりのポケットに硬こう貨かの感かん触しよくがあった。ゆっくり手を引ひき抜ぬいたオズワルドは、その額面を見てホッと胸を撫なで下おろす。

「すまん。待たせた。これで──」

　一言謝り、オズワルドが硬貨をカウンターに置こうとした瞬しゆん間かん。

「邪じや魔まするぞッ！」

　突とつ然ぜん、銃じゆう弾だんがウエスタン扉とびらを砕くだいた。その破片がオズワルドの手元を掠かする。「あっ」と思ったときにはもう遅おそく、硬貨が落ちてカウンター下の隙すき間まに転がっていった。

「あーあー、くそ……どこ転がってった？」

　オズワルドの呟つぶやきは、店内の悲鳴にかき消される。入ってきたのは、五人組の男たちだった。どいつも砂で薄うす汚よごれた格好をして、それぞれ手には物ぶつ騒そうな代物を握にぎっている。店にいた客は息を殺し、頭を抱かかえてテーブルの下に隠かくれた。

　五人の先頭に立つ男が店内を見回す。彼だけは、手に物騒な代物を持っていない。代わりに、腕うでそのものが鉄でできた義手だった。男はその腕をまっすぐ伸ばす。次の瞬間、掌てのひらに穴が開き、機械音と共に銃じゆう身しんが飛び出した。そして、そこから一番奥おくのテーブル目め掛がけて銃弾を吐はき出だす。

「ブラン！　出て来な！」

　男が叫さけぶと、奥のテーブルから神経質そうな青年が両手を上げて立ち上がった。彼は引きつった笑みを浮うかべながら、震ふるえた声を絞しぼり出だす。

「や、やあ。久しぶり。なにか用──」

　青年の頬ほおの脇わきを銃弾が掠める。引きつった笑みは、泣き笑いに変わった。

「惚とぼけるんじゃねぇよ。よくもエドガーさんの金をちょろまかしてくれたな」

「じょ、冗じよう談だんだろ？　あれくらい、あの人にとっちゃはした金じゃないか。こんな遠くまで追手をよこすはずないだろ？　なぁ、ホントは俺おれの金が欲しくて──」

　再び銃声が青年の言葉を遮さえぎる。

「ああ。お前が盗ぬすんだ金なんて、エドガーさんにとっちゃはした金だ。ヤギにでも食われたと思って諦あきらめるってよ。……でもな、あの人はナメられるのが嫌きらいなんだ」

　三度目の銃じゆう声せい。しかし、今度は青年の悲鳴も加わった。彼は肩かたを押おさえ、その場に蹲うずくまる。

「ブラン、お前ヤギだったら良かったのにな。そしたら晩飯にされて許してもらえたのによお。……おっと。どっちにしろ、死ぬには変わりないか」

　男どもの嘲ちよう笑しように、客はますます身を屈かがめる。その中で、オズワルドも地面に這はい蹲つくばっていた。だが、彼が他の客と違ちがうのは、必死にカウンター下の隙間から小こ銭ぜにを取ろうとしていることだ。

　オズワルドはカウンターに身を乗り出し、裏で震えているウエイトレスに訴うつたえる。

「なぁおい。この下に俺の百クリューがあるんだ。あれなら文句ないだろ？　釣つりをくれ」

　話しかけられた店員はあっけに取られた後、ぶるぶると身体を震わせ始める。

「なっ、なにバカなこと言ってんのよ！　いいからアンタ、何とかしてよ！」

「なんだよ。あとで箒ほうきかなんかで取ればいいだろ」

「そうじゃなくて！」

　ウエイトレスは必死に奥おくのテーブルで青年をいたぶる男どもを指差す。

「あいつら何とかしてよ！　お客さん、そんなバカでかい剣けん持ってるんだから！　賞金稼かせぎか遊ゆう石せき民みんなんでしょ！」

　ウエイトレスがオズワルドの背後を指差す。

「こいつは剣じゃないんだがなあ……」

　オズワルドが自分の背中を撫なでる。そこにあったのは、鞘さやに収まった鉄の塊かたまりだった。女性の胴どうほどもある太さ、長身のオズワルドに見み劣おとりしない長さ、無ぶ骨こつなグリップ、どこを見ても剣に思える。

「なんでもいいから！　何とかしてくれたら、百クリューどころか一食でも二食でもお代いらないから！」

「一食でも二食でも？　…………お前、今の言葉忘れんなよ？」

　オズワルドは欲よくたかった笑みを浮うかべて頷うなずくと、ゆっくり店の奥へと歩き出す。その足音に気がついたのか、青年をいたぶっていた男どもがこちらを振ふり向むいた。オズワルドは薄うすく愛想笑いをし、顎あごを動かしただけのような会え釈しやくをする。

「なんだお前は？　ブランのツレか？」

「ただの貧びん乏ぼう人にんだよ」

　そう言ってオズワルドが背中から鉄の塊を引ひき抜ぬく。窓から差し込む光が反射し、男どもは目を細めた。そして、オズワルドが肩に担いだそれを見て、一いつ斉せいに眉まゆを顰ひそめる。

「なんだそりゃ？　剣か？」

　シルエットだけ見れば、それは大剣なのだろう。しかし、鍔つばには物々しい機械が組み込まれ、スイッチやらレバーやらがごちゃごちゃと付いていた。そして刀身には、磨みがかれたダイヤモンドがいくつも均等に装着されている。鋭えい利りなダイヤモンドの刃はは、互たがいに光を吸収・放射して輝かがやいていた。凶きよう悪あくな外見と、光り輝くダイヤモンドの刃を併あわせ持もつ異い形ぎようの剣──いや、これは剣と言うより、人の身の丈たけほどもあるチェーンソーだ。

「こいつは剣ほど斬きれ味あじよくねぇよ。試してみるか？」

　オズワルドが得え物ものを横よこ薙なぎにする。その長さに間ま合あいを見失っていた先頭の男が、まともに受けてふっ飛んだ。テーブルを割り、勢いを失わぬまま壁かべに頭を打ちつけて気絶する。

「テメェッ！」

　男二人が殴なぐり掛かかってくる。オズワルドは突つっ込こんできた一人目を闘とう牛ぎゆう士しのようにして避よけ、がら空きの後頭部に肘ひじを打ち込む。続く二人目の拳こぶしを得物の腹で受け止め、そいつが砕くだけた拳を抱かかえて蹲うずくまったところで顎を蹴けり飛とばした。

「このッ！　調子に乗るんじゃねぇぞ！」

　残る二人が銃じゆうと仕込み義手を構える。オズワルドはとっさに身を翻ひるがえし、カウンターの裏に飛び込んだ。

　一いつ寸すん遅おくれて銃じゆう弾だんが襲おそい掛かかる。椅い子すを撃うち抜ぬき、テーブルの上のグラスを砕くだき、棚たなに収まった酒さか瓶びんが次々割れていく。

　オズワルドは身を隠かくしながらテーブルの上に手を伸ばし、ローストビーフの皿を引き寄せた。

「これもお代いらない？」

　同じ場所に隠れているウエイトレスに尋たずねると、彼女は涙なみだ混まじりに激しく頷うなずいた。オズワルドは満足げな表情で、残り物のローストビーフを口に放り込む。空になった皿は、カウンター裏から飛び出すと同時に投げつけた。

　フリスビーのようにして発射された皿。それは男の一人に命中し、彼の顔面は破片でずたずたになった。──残るはリーダー格一人。オズワルドはローストビーフを頬ほお張ばりながらカウンターから飛び出す。

「調子に乗りやがって！　ぶっ殺してやらぁっ！」

　男が狂きよう乱らん気ぎ味みに腕うでから銃弾を放つ。オズワルドは得え物ものの腹を盾たてのようにして突つっ込こむ。銃弾が襲い掛かり、何度も甲かん高だかい音が響ひびく。そこに混ざり込んだ、カチ──という空くう虚きよな音。

「弾たま切ぎれだな！」

　オズワルドが得物を振ふり下おろした。リロードしようとしていた男は、とっさに鉄の義手でそれを受け止める。その重量に膝ひざが曲がるものの、地に着くまではいかない。

「へ、へっ……その剣、見てくれだけで本当に斬きれ味あじは悪いみたいだな……」

「だから言っただろ。こいつは剣ほど斬れ味よくねぇって。…………ただし」

　オズワルドが、鍔つば元もとの機械に手をかける。そこにあるワイヤーを掴つかむと、笑みを浮うかべ、勢いよくそれを引いた。

「剣より斬れるものは多いな！」

　重たいエンジン音。銃じゆう声せいよりも喧やかましい騒そう音おんと共に、オズワルドが持った得物の刀身が高速で回転を始める。嵌はめ込こまれたダイヤが輝かがやきながら尾を引き、まるで刃はが光でできているようだ。ダイヤは鉄の腕を削けずり、周囲に火花を撒まき散ちらし始める。

「なっ！　お、おい！　なんだそりゃあ！　やめっ、やめろ！　そいつを止めろ！」

　オズワルドは聞く耳を持たず、さらに力を込める。男の膝はついに折れ、地に着いた。ダイヤモンドの刃はみるみる腕にめり込み、ついに──。

「やめっ──」

　切断。だが切っ先は店の壁かべにめり込み、回転する刃は男の髪かみの毛を少し削ったところで止まった。それでも男はプレッシャーに耐たえ切きれなくなったのか、白目を剥むいて気を失う。

　オズワルドは鍔元のスイッチで刀身の回転を止めた。

「鉄の腕じゃ、軟やわすぎたな」

　そして再び元の鞘さやにしまう。

「あ、あんた……強いな」

　ふと足元を見ると、男どもにリンチされていた青年がオズワルドのズボンの裾すそを掴つかんでいた。

「な、なぁ。俺おれのボディガードにならないか？　こいつらに手を出した以上、あんたも狙ねらわれるだろうし……どうせ狙われるなら金をもらいながらの方がいいだろ？　な？　いい話──」

　オズワルドは話の途と中ちゆうで青年の胸倉を掴む。撃うたれた肩かたが動いたのか、青年は情けない悲鳴を上げた。

「四六時中ヤロウのお守りをするなんて、悪い話だよ」

　オズワルドは薄うすく笑い、青年を投げ飛ばした。彼の身体は窓を突つき破やぶり、路地に投げ出される。オズワルドは手を叩たたいて汚よごれを落とすと、カウンターに向かって歩き出した。

　店にいる誰だれもが、惚ほうけた表情でオズワルドを目で追う。

「ごちそうさま。約束どおり、返してもらうよ」

　オズワルドはそう言うと、カウンターに載のせたままの小こ銭ぜにを掴み、ポケットに入れた。

「ちょっと待って！」

　ふいに呼び止められ、オズワルドは振ふり返かえる。そこでは、ウエイトレスがじっとこちらを見つめていた。オズワルドは少しだけ笑みを浮うかべ、彼女の頭に手を置く。

「こんな有様じゃ、ろくに作れないだろ？　今日は帰るよ」

　そう言うと、ウエイトレスはぎゅっとこちらの手を握にぎってきた。オズワルドは「おっ？」と思ったものの、平静を装う。

「安心しろ。また来るよ。……そうだ。せっかくだし、ドアは普ふ通つうのにしたほうがいい。料理に砂が入るからな」

　オズワルドは優しく彼女の手を離はなそうとする──が、次の瞬しゆん間かん。ウエイトレスががっちり腕を掴んできた。思わず面食らうオズワルド。強きよう烈れつなアプローチ……か？

「ドアはそうするわ。…………でも」

　しっかり腕をホールドしたウエイトレスが、半目になってこちらを睨にらむ。

「他の壊こわしたものは、弁べん償しようしてって」




　店の外に出ると、すでに周囲は真っ暗だった。道の両りよう脇わきに並ぶ飲食店はとっくに明かりを消し、街頭のオレンジ色だけが物悲しく石いし畳だたみを照らしている。オズワルドはため息をついた後、店の脇に並べられたカラ樽だるの上に腰こしを下ろした。

「ちくしょう、あのアマ……約束が違ちがうじゃねぇか」

　万年金欠のオズワルドが、店の修理費を雑用で許してもらうのに十時間もかかってしまった。当然、店を壊しまくったから食べ放題の話はナシである。結局は休みもなくこき使われ、もうくたくただ。あのゴロツキどもが現れなければ店の外で吸おうと思っていたタバコを、ようやく口に咥くわえる。だが、ポケットから取り出したライターのオイルが切れていたことを思い出し、舌打ちして再びそれをしまう。

　仕方なく、オズワルドは背中の巨大チェーンソーを取り出した。エンジンワイヤーを引いてそれを回転させると、刃はを石いし畳だたみに押おし付つけ、飛び散った火花でタバコに火をつける。

「タバコで腹が膨ふくれりゃなぁ……」

　誰だれに言うでもなく、紫し煙えんを吐はき出だしながら情けなくうなだれた時だった。

「夜中にそのエンジン音は迷めい惑わくよ」

　ふと、声をかけられる。気がつくと、店と店の間に、女が二人立っていた。

　一人は若い女だ。繁はん華か街がいを歩けばすぐに声をかけられそうなほど露ろ出しゆつの多い格好をして、長い赤毛を夜風に揺ゆらしている。端たん正せいな顔つきをしているものの、それほど化け粧しようっ気けがないところを見ると、客引きではないようだ。

　もう一人は幼い少女だった。淡あわい色のワンピースを着込み、女と同じ色の髪かみの毛を両サイドでくくっている。夜の町にいるべき容姿ではない。しかし、その表情に子供らしさは感じられず、無機質な人形のように思えた。
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「ずいぶん変わったライターね。どこで売ってるのかしら？」

「……こいつは非売品だよ。昔の友人が作った特別製だからな」

　若い女はくすりと笑い、少女は何の反応も示さない。二人はゆっくりとこちらに歩み寄り、オズワルドの少し手前で立ち止まった。

「初めまして。私はクロウ・ロシェリア。こっちはエネットよ」

　若い女が言い、それから隣となりの少女の肩かたに手を置いた。紹しよう介かいされた少女は、丁てい寧ねいに会え釈しやくをする。

「オスカー・オズワルドだ」

　オズワルドはそう言い、それからエネットの方をチラリと見て、まだ長いタバコをカラ樽だるに押し付けた。

「お気になさらないでください。私はアンドロイドですから」

　エネットの言葉に、オズワルドは片かた眉まゆを上げてもう一度彼女を見た。さっきはただの無愛想な子どもと思ったが、言われてみれば整いすぎた顔つきや、動きの少ない表情や、発音の仕方に違い和わ感かんがある。なるほど──機械人間ならば納得だ。

「よくできてるな」

　オズワルドは一度消したタバコをもう一度口に咥えた。それから再び巨大チェーンソーを取り出そうとしたが、その前にロシェリアがマッチを差し出す。

「あげるわ。裏のストリップバーのスカウトマンにもらったものだから」

「悪いな。……ところでロシェリア──だったか」

「ロシェでいいわ」

「なら俺おれもオズでいい。……それでロシェ。何か用か？」

　そう尋たずねると、ロシェは瞳ひとみを細めた。

「噂うわさを聞いたの。そこの店でバカみたいに大きなチェーンソーで暴れた男がいるって」

「スプラッタ映画の撮さつ影えいだと思ったのか？」

　オズワルドの冗じよう談だんに、ロシェは小さく笑う。

「驚いたわ。探して実際見てみたら、チェーンソーじゃなくてライターだったんだから」

　ロシェの冗談に、今度はオズワルドが小さく笑った。

「それから、もう一つ驚いたの。まさか『ライトイーブン』にそんな使い方があるなんてって」

　ロシェが口にしたその単語に、オズワルドは笑みを消す。

「……知ってるのか？　こいつも有名になったもんだな」

　オズワルドが、背中の巨大チェーンソーを揺ゆらした。

「宝石加工用装備・七大傑作マスターピースの一つ。通称『ライトイーブン』。十年前に十メートル級アレキサンドライト──『世界の心臓』をカットする際に使用されたものですね。電でん磁じレーザー切断機が廃すたれた今、最も宝石切断に適した道具であるが、所持者は行方不明──宝石歴史書には、そう載のっています」

　エネットが何かを読み上げるような口調で言う。

「たいしたデータベースだ。俺おれのこともその歴史書に載ってるのか？」

「オスカー・オズワルド──十年前に世界最大の宝石『世界の心臓』を発はつ掘くつ・加工した『ワールフドハラートン発掘ドチームル』の一員だと」

「そりゃ間ま違ちがいだ。一員だった……だよ。今は辞めた」

　オズワルドはタバコをもみ消し、その吸すい殻がらを覆おおうように握にぎる。だが、次に手を開けた瞬しゆん間かん、吸殻はどこかに消えていた。オズワルドはおどけた表情を浮うかべ、空になった掌てのひらを二人に見せつける。

「今はこんな子供騙だましで路ろ銀ぎんを稼かせぐ日々さ」

「あら、見た目の割に器用じゃない。あのワールドハートを辞めてそんなことをしてるなんて信じられないけど、噂うわさは本当だったのね。……まぁこっちには都合いいわ」

「……どういう意味だ？」

　オズワルドが顔を上げると、ロシェは笑って自分の胸に手を当てた。

「私たちは、遊ゆう石せき民みんなの」

　遊石民──その単語に、オズワルドはいぶかしそうな表情になる。

「お前らが？　冗じよう談だんだろ？　遊石民ってのは鉱こう脈みやくを探して何年も世界中を旅するんだ。鉱脈を見つけたって何日も発はつ掘くつ作業する。女一人とアンドロイド一体じゃあ無理だろう」

　オズワルドの言葉に、エネットが小さく頷うなずいた。

「もちろん。私たちは宝石の鉱脈を見つけても、発掘する手段を持っていません。だからこそ、現場で作業する人を雇やとっているのです」

　オズワルドは片方の眉まゆを上げる。……だんだん、話が見えてきた。

「実は私たち、この近くで未発掘の鉱脈を見つけたの。かなり上質な宝石が採れそうなんだけれど、難しい場所でね……。そのへんの技術者やゴロツキじみた遊石民じゃ手に負えない」

　ロシェが、オズワルドの瞳ひとみを覗のぞき込こむように顔を近づけてくる。

「そこで、オズのような腕うで利ききでフリーの技術者を探していたのよ。どう？　私たちと一いつ緒しよに宝石発掘をしてみない？　もちろん、報ほう酬しゆうは弾はずむわ。売り値の半分でどう？」

　誘ゆう惑わくするように首を傾かしげるロシェ。オズワルドは半目になりながら、新しいタバコを咥くわえた。

「……ずいぶん気前のいい話だな」

「それだけ、他の人間に先を越されたくないのよ」

　オズワルドはマッチで火をつけ、夜空に向かって煙けむりを吐はく。

　さて、どうしたものか……。一いつ攫かく千せん金きんを夢見る遊石民を語り、詐さ欺ぎを働くなんて話はよく聞くことだ。騙されたら最後、身み包ぐるみ剥はがれ、滅めつ多たに人の通らない荒こう野やに放置される。現に、そんな奴やつらの屍しかばねを旅の途と中ちゆうで何度か見つけた。

「ねぇオズ。気前いいって言うくらいだから、報酬に文句はないでしょ？」

　ロシェはポケットから一枚の紙切れを取り出すと、そこにペンを走らせる。

「明日の八時、この場所に来て。まだ文句があるなら、そこで聞くから」

「お、おい。俺おれは受けるなんて──」

　だがロシェは、オズワルドの言葉を遮さえぎって強引に手に紙切れを押おし付つけてきた。そして背中を向け、肩かた越ごしに小さく手を振ふり、去っていく。

「良いお返事をお待ちしています」

　エネットは丁てい寧ねいに頭を下げた後で、小走りにロシェを追いかけていく。

　そんな二人の背中を見送った後で、オズワルドは紙切れに目を落とした。

『西側　遊ゆう石せき船せん置き場』

　オズワルドは煙けむりを吐はき出だしながら考える。

（他人に構うより、自分の旅を続けたほうが利口だな）

　正直、明日にはこの町を去るつもりでいた。

（……だが、明日のメシ代もない。荒こう野やに放置されなくてもそのうち飢うえ死じにか）

　メモを裏返す。それは、娼しよう婦ふスカウトマンの名めい刺しだった。

（依い頼らい主ぬしは、風俗店に引く手数多あまたの美人）

　オズワルドは、タバコを咥くわえた口の端はしを吊つり上あげる。

「ま、受ける理由はあるか」




　石いし畳だたみに並ぶ白い木の壁かべの建物は、どれも風に舞まう土つち埃ぼこりのせいで汚よごれている。道行く人々は皆、防ぼう塵じん性せいのマフラーやバンダナを首に巻き、いつでも口元を隠かくせるようにしていた。

　周囲を鉱こう山ざんに囲まれたこの町では、発はつ掘くつで舞う粉ふん塵じんが風に乗って流れ込んでくる。空気は酷ひどく乾かん燥そうしていて、こまめに水分を取らなければすぐに喉のどを痛めるだろう。朝っぱらから酒場のドアをくぐる人間を何人も見かけた。

　町を西に向かって歩くと、石畳の道は途と中ちゆうから舗ほ装そう道路になる。古ふる臭くさい町並みは消え、大型トレーラーやトラック、小型飛行機が並ぶ近代的な風景に出くわした。

　オズワルドは「西側　遊石船置き場」と書かれた看板を横目で見て、それから周囲を見回す。遊石船置き場の中央には巨大な燃料給油タンクがあり、トレーラーが長い列を作っていた。けたたましいクラクションと、「早くしろ！」「もたついてんじゃねぇ！」という怒ど号ごうが飛び交っている。その列に並べない小型飛行機は端はしの方に並んでいて、給油車が忙いそがしく燃料を注いで回っていた。こちらも怒号が絶えないが、給油車を運転しているのは錆さび付ついたアンドロイドなので、嫌いやな顔一つせず「すみません。お待たせしました」と繰り返しているだけだ。

　オズワルドは喧けん騒そうに顔をしかめながら、猫ねこ背ぜ気ぎ味みに遊石船置き場を歩く。そうやって十分ほどうろつくと、ようやく探していた顔を見つけた。

「よぉ、探したぞ」

　オズワルドは、小型飛行機の傍そばにいたエネットに向かって手を上げた。こちらに気づいた彼女は、飲んでいた水すい筒とうの蓋ふたを閉め、丁寧に頭を下げる。

「オズワルドさん。来てくださったんですか。ありがとうございます」

「まぁな。……相棒はどうした？」

「マスターは朝食を買いに行っています。もうじき帰ってくると思いますが……」

「そうか。……ところでお前、アンドロイドのくせに飲み食いするのか？」

　オズワルドは、エネットが肩かたから下げた水筒を指差す。ピンク色をした花はな柄がらの、可愛らしい水すい筒とうだ。まるでピクニックに行くような出で立ち。いかつい男どもが闊かつ歩ぽするここでは、とにかく浮ういている。

「私はより人間らしいアンドロイドを目指して作られていますので、液えき体たいの経けい口こう摂せつ取しゆなら可能です」

「酔すい狂きような作り手だな。……まぁいいか。すまないが俺おれにも分けてくれ。ここは乾かん燥そうしすぎだ」

「これですか？　お気に召めすとは思いませんが」

「なんでも構わない。好すき嫌きらいするほど贅ぜい沢たくな育ちしてないんでな」

「お腹、壊こわすかもしれませんよ？」

「安心しろ。俺は泥どろ水みず飲んだって平気だ」

　そう言うと、エネットは渋しぶ々しぶといった表情で水筒の蓋ふたに中身を注いだ。オズワルドは差し出されたそれを受け取り、一気に煽あおる。

　そして思いっきり地面に吐はき出だした。

「ぶっはっ！　なんだこりゃ！　うぇ……酷ひどい味だな」

　オズワルドは口に残ったヌメリとした液体を、ぺっぺっと吐き出す。

「それはアンドロイド用オイルです。口を入り口として全身の駆く動どう系けいに注油しているんです。やはりお気に召しませんでした？」

「俺の関節にオイルは必要ないからな……」

　オズワルドは袖そでで口を拭ふきながら水筒の蓋をエネットに返す。

「あら、やっと来たのねオズ。待ちくたびれて先に買物して来たわよ」

　と、背後からかけられた声に振ふり向むくと、紙かみ袋ぶくろを抱かかえたロシェが笑みを浮うかべていた。しかし、オズワルドのやつれた表情を見て首を傾かしげる。

「どうしたの？　顔色が変よ。悪いものでも食べた？」

「いや、喉のどが渇かわいているだけだ。ついでに朝飯も食べてない。すまないが何かくれ」

「図々しいわね……」

　ロシェは紙袋に手を入れ、そこからサンドウィッチの包みとオレンジジュースを取り出した。受け取ったオズワルドは、さっそく貪むさぼりつく。オイルの後のまともな食べ物は、格段に旨うまかった。

「代金は報ほう酬しゆうから引いておくわよ」

「……しっかりしてるな」

　ロシェはイタズラめいた笑みを浮かべ、自分もサンドウィッチをかじる。

「ところでオズ。アナタのマシンは？　私たちの遊ゆう石せき船せんには発はつ掘くつ機能がないから、オズのが必要なんだけれど」

　そう尋たずねられ、オズワルドは少し視線を逸そらして頭をかいた。

「あー、いや。ここにはないんだ。まずは現場を見て、それから持ってくる」

「面めん倒どうね。……まぁいいわ。オズのやり方に従したがいましょ」

　ロシェは何か考え込むような表情をしたあと、指についたソースを舐なめてそう言った。

「じゃあまずは私たちの遊石船で行きましょうか」

　そう言って、ロシェは隣となりの小型飛行機を指差した。オズワルドも彼女の指の先を視線で追う。

「『ラズーリン』か」

　『ラズーリン』の全長は八メートルほど。翼よく幅ふくは十メートルちょっとといったところか。細長い楕だ円えん形けいの機体に、Ｉを横にしたような翼つばさがついている。カラーリングは濃こい青。そして、機体の前面下には小さなガトリング砲ほうがついている。

「改造機か？　ラズーリンに武器はついていないだろ？」

「はい。簡易武装し、航空機動マニユーバ性能を重視したカスタム機です。製作者は『Ｌラピスラズーリン』と呼んでいました」

「女二人の旅だと、やっぱりこれくらいは武器がなくちゃね」

　オズワルドは、二人の説明を聞きながらＬラピスラズーリンを見つめ、顔をしかめる。

「これ、三人乗れるのか？」

「私は操そう縦じゆう席せき。エネットがサポート用の副操縦席。その後ろにちょっとした荷物置き場があるから、オズはそこね」

「俺おれは荷物扱あつかいかよ……」

　オズワルドがぼやいている間、ロシェはＬラピスラズーリンの後方にある料金所で駐ちゆう機き料りようを払はらう。ポストのような機械にカードを差し込み、暗証番号を打ち込むと領収書が出てきた。彼女はそれを受け取ると、上を指差す。

「さ、飛びましょ」

　まずロシェがはしごを使って上り、続いてエネットが上る。最後にオズワルドが上り、エネットの背後にある小さなスペースに足を踏ふみ入いれた。座ることができないほど狭せまいので、中ちゆう腰ごしになり、エネットが座る席の背もたれに掴つかまる。

「あぁくそ。狭くて低くて最高の乗り心地だ……」

「当機自じ慢まんのエコノミークラスよ」

　ロシェがエンジンをかけると、上から透明なカプセルが下りてきて、搭とう乗じようスペースをすっぽりと覆おおう。ロシェの前のモニターに光が灯り、円形のレーダーが展開された。

「フライトシステム、起動します」

　エネットが呟つぶやき、副操縦席のパネルからコードを引っ張り出す。彼女のうなじには、赤く光るスイッチといくつかの穴が開いていた。エネットは穴の一つにコードを差し込むと、すっと目を閉じる。

「……フライトシステム、オールグリーン。マスター、飛べます」

「オーケー。かっ飛んでいくわよ」

　ロシェが操そう縦じゆう桿かんを引く。轟ごう音おんが響ひびき、機体が大きく揺ゆれた。前を見ると、景色がゆっくり垂直に下がっていく。

「それじゃ、出発！」

　青い飛行機は、轟音を置き去りにして空に飛び出した。




　町の外には荒こう野やが広がっていた。木々が生えているのは町の周辺だけで、あとは乾かわいた大地と傷いたんだ舗ほ装そう道路が伸びているだけである。Ｌラピスラズーリンはずいぶんな速度で空を翔かるが、それでも一番近い町に行こうと思うと丸一日はかかるだろう。

「ここから西に向かって少し飛べば、目的の鉱こう山ざんが見えてくるわ」

　眼下の地面に映るＬラピスラズーリンの影を眺ながめていたオズワルドは、ロシェの言葉に顔を上げた。彼女は肩かた越ごしに振ふり向むき、オズワルドがこちらを向いていることを確認すると、再び前を向いて話を続ける。

「主に採れる宝石はトルマリンよ。売りやすくていいでしょ？」

「トルマリン──電気石か。売りやすいのか？」

「トルマリンは、圧電効果がある宝石よ。重宝するじゃない。知らないの？」

「宝石の硬こう度どとか、カットの仕方は詳しいが、そういうことは専門外だ」

「『世界の心臓』の発はつ掘くつに携たずさわったとは思えないわね。カットの仕方なんて適当にカッティングマシーンに任せればいいじゃない。今時、宝石をアクセサリーにする人なんていないんだから」

　ロシェが呆あきれたようにため息をつく。オズワルドは黙だまって視線を外に戻もどした。

「今の時代、宝石はエネルギーよ。電力を増ぞう幅ふくさせる宝石が発掘され始め、『宝石大量発掘時代ジユエリー・ラツシユ』になって数十年。発掘量も宝石の大きさも、五十年前とは比べ物にならないくらいになった。今や電化製品の動力には全て宝石が使われてるんだし、ワールドハート社が見つけた『世界の心臓』は世界の五割の電力を担っているわ。そんなこんなで装そう飾しよく品ひんとしての宝石の価値は暴落。今、宝石のアクセサリーをつけている人がいたら笑われるわ。『あら、奥様。ネックレスにゴミがついていましてよ』……なんてね」

　ロシェは笑うが、オズワルドは外の風景を眺ながめたままだし、エネットは無表情だ。彼女の笑い声は乾いたものに変わり、ついには口元をへの字にする。

「とにかく！　トルマリンは宝石の中でも強い電力を作れるから、売りやすいの！　一個一個は大した額にならないけど、チリも積もればなんとやらよ。それに、もしも希少宝石が出ればかなりの額が期待できるわ」

「希少宝石ねぇ。宝石なのに希少ってのもおかしな話だな」

　オズワルドがぼやくと、目の前のエネットが首を傾かしげた。

「おかしな話でしょうか？　宝石は大量発はつ掘くつされ、一つの値段がジュース代以下です。希少宝石は、その中でも数十万から数百、数千万の値がつくほど高いエネルギーを持っています。希少と言って差さし支つかえあるのでしょうか？」

「ああ、いや……昔、年寄りから宝石は貴重なもんだったって教わって育ったせいだ。なんでもない。それだけだ」

「ふーん？　オズって前時代的なこと考えるのね。生まれはどこ？　何してたの？」

「生まれはずっと東にある寂さびれた街だよ。そこで貧びん乏ぼう生活してた」

「貧乏生活は今もじゃない？　朝食も買えないんでしょ？」

「……違ちがいない」

　オズワルドが苦笑する。ようやく、ロシェも口元のへの字を元に戻もどした。

「マスター。そろそろ到とう着ちやくします」

　エネットの言葉に、オズワルドは笑い声をやめる。見ると、背の低い山が迫せまっていた。土と岩だけの無骨な風ふう貌ぼうだ。鉱こう山ざんと言うには、確かに相応しい。

　だが、オズワルドは眉まゆを顰ひそめている。

　Ｌラピスラズーリンは速度を落とし、鉱山の麓ふもとでホバリングした。それからゆっくりと高度を落とし始める。地面に近づくにつれ、エンジンで吹き飛んだ砂が周囲を舞まう。着陸した瞬しゆん間かん、土つち煙けむりが視界を覆おおった。

「おいおい……こりゃあ……」

　オズワルドはＬラピスラズーリンから降り、目の前の鉱山を見て顔をしかめた。それから頭上の二人に向かって声をあげる。

「すでに採とり尽つくされてるぞ！」

　オズワルドが鉱山を指差す。山の周囲は、螺ら旋せんを描えがくようにして道が作られていた。山やま肌はだは穴だらけ。そこから飛び出ているトロッコのレールは錆さび付ついている。よく見れば足元にはタバコの吸すい殻がらや、爆ばく薬やくのカスが転がっていた。人の気配はない。ここはもう、終わった鉱山だ。

　だが、ロシェは慌あわてる様子もない。

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。そう見えるだけで、まだ奥おくの方に残っているのよ。早く発掘ポイントを見つけて。そーいうのは専門外だから、オズに任せるわ」

　ロシェは操そう縦じゆう席せきからひらひらと手を振ふる。どうやら降りる気はないらしい。オズワルドは早くもこの依い頼らいに乗ったことを後こう悔かいしつつ、鉱山に向かって歩き出した。

（こんな搾しぼりカスみたいな鉱山で、どこに宝石があるってんだ）

　鉱山の穴は深く、どこまで続いているかわからない。ロシェはこの奥にあると言うが……。

（だいたい、発掘ポイントなんて俺おれもよくわからねぇぞ）

　オズワルドの専門は、見つけた原石をカットし、磨みがくことだ。

（これじゃ報ほう酬しゆうが………………ん？）

　足を止める。何かが頭の中で引っかかった。

（あいつらは、宝石が奥おくの方にあるとわかってるんだよな？）

　ゆっくり、ボサボサの頭をかく。

（それなのに、発はつ掘くつポイントを俺おれに見つけさせるっていうのは……どういうことだ？）

　やはり遊ゆう石せき民みんを騙かたる詐さ欺ぎか？　……いや、まさか。見るからに貧びん乏ぼうそうなオズワルドから金を得られるとは思わないだろう。

（この依い頼らい……どうもきな臭くさい）

　オズワルドは振ふり返かえる。

「おい、ロシェ────」

　だが、彼女を問いただそうとした瞬しゆん間かん、重いエンジン音が轟とどろいた。

　見れば、鉱こう山ざんの向こう──自分たちが来たのとは反対方向から巨大な鉄の塊かたまりが迫せまってくる。

「なんだ……ありゃあ」

　それはざっと五階建てのビルほどの大きさはあるだろう。形は、マンボウを横半分に切ったような奇き妙みような外見をしていた。マンボウの下にはゴツゴツした厳いかついタイヤがいくつもついており、それが地面を削けずりながら走っている。まるで大型貨物船が、海ではなく大地を走っているような様だ。

　マンボウは、オズワルドたちと三百メートルほどの距きよ離りをとって停止する。

『あー、あー……そこのラズーリン。聞こえるか？』

　マンボウから、男の声が響ひびいてくる。

「オズ！　こっち来て！　通信よ！」

　ロシェに呼ばれ、オズワルドは胸に浮うかんだ疑問をひとまず保留し、ラズーリンに向かって走った。はしごを駆かけ上あがると、操そう縦じゆう席せきのモニターに男が映っている。

　年ねん齢れいは三十代前半だろうか。短い頭とう髪はつに、青い釣つり目め。顎あごには無ぶ精しよう髭ひげを蓄たくわえている。モニターには胸までしか映っていないが、なかなか逞たくましい体つきをしているのが窺うかがえた。バーでブランデーを傾かたむけているのが似合いそうな伊だ達て男おとこである。

『俺は、遊石船イーストウッド号の船長をやっているトラヴィスという者だ。目の前にマンボウ見えるだろう？　それだ』

「目め障ざわりなほどにね。いったい何の用？」

　ロシェがそう言うと、トラヴィスは薄うすく笑った。しかしすぐに元の険しい表情に戻もどる。

『悪いが、ここの鉱こう脈みやくを発見したのは俺達が先だ』

　その言葉を聞いて、オズワルドは目を細めた。他の遊石民が発掘しにやってくる──ということは、ここにまだ宝石が眠ねむっているのは確かなのか？

『出て行け──と言いたいところだが、無む駄だな争いはしたくない。弾だん丸がんもタダじゃないんでな。……どうだろう？　ここは一つ、互たがいのテリトリーを決めて宝石探しをしないか？』

「顔に似合わず丁てい寧ねいな物もの腰ごしじゃない。でもね──」

　ロシェはモニターに向かって舌を出す。

「嫌いやよ。ロマンと野望を持たなきゃ遊ゆう石せき民みんとは言えないでしょ？　ここの宝石は、全部私たちのものよ。横からしゃしゃり出てきたような奴やつに渡わたしたら、一いつ攫かく千せん金きんが一攫五百金じゃない」

「マスター。オズワルドさんを忘れています。私たちは五百をさらに半分にするので、一攫二百五十金です。ですので──」

「エネットは黙だまってて」

「はい。申し訳ありませんマスター」

　二人のやり取りを見て、モニターのトラヴィスが低く笑いを噛かみ殺ころす。

『君たちは、可愛らしい顔に似合わず強気だな。だが、そのちっぽけなガトリング砲ほうで俺おれ達を追い返せるのか？　こちらには────』

　その時、モニターがぶれた。誰だれかが向こうのカメラを動かしたらしい。次にモニターに現れたのは、十代半ばの少年だった。

『もしもし!?　聞こえます？　僕、イーストウッド号でメカニックをやってるマイセルって言います！』

　少年──マイセルは、こちらに向かって手を振ふっている。渦うず巻まいた栗くり色いろの癖くせっ毛け。痩やせ細ほそった身体にくたくたの作業着を身につけ、薄うす汚よごれたメガネを掛かけている。そのレンズの奥おくで光る瞳ひとみは、子供のように澄すんでいた。

『そのラズーリンなんですか？　見たことないカスタムしてますね！　エンジンの型番なんですか？　尾び翼よくパーツのメーカーどこです？　詳くわしく調べさせてくれたら、僕たちはここから手を引き──あいたッ！』

　弾丸のように喋しやべるマイセルの頭に、拳げん骨こつが振り下ろされる。そしてまたカメラが動き、しかめっ面のトラヴィスが映った。

『ウチのクルーが言ったことは気にしないでくれ。いいか？　話を続けるぞ。こちらには兵器も多く積んでいる。ラズーリンを改造した程度で────』

『ボス！　こんな奴ら追おっ払ぱらっちゃおーよーっ！』

　またしても、誰かがトラヴィスの言葉を遮さえぎった。モニターの向こうでトラヴィスは両手で頭を抱かかえ、「ウチのクルーは何でこんな勝手な奴ばかりなんだ……」と呻うめいている。

『よく聞けー！　そこのラズーリン！　ここの鉱こう脈みやくはなー！　あたし達イーストウッドクルーのものなんだよー！』

　少女のような、キンキンと甲かん高だかい声が響ひびいてきた。同時に、マンボウ型のイーストウッド号が振しん動どうを始める。

　イーストウッド号の上部、ちょうどマンボウの背びれにあるハッチが開いた。そこからレールのようなものが飛び出し、スライドしながら延びてくる。

『マイセル！　何でハッチを開いた！　今すぐ閉じろ！　あのバカを出すな！』

『だ、だってシェリルさんが！』

　モニターの向こうではなにやら揉もめているようだ。

「……なんなんだ、こいつら？　なにがしたいんだ？」

「さあ？　……でも、敵意はばっちりみたいよ。見て」

　ロシェがイーストウッド号を指す。レールの上にある赤い回転灯が光り、サイレンが響ひびいた。

「マスター。レーダーに反応あり。……何か来ます」

　エネットの言葉に、オズワルドとロシェはレールの奥おくを見つめた。

『Ｔトルマリンマクスウェル！　はっしーん！』

　轟ごう音おんと共に、何かがレールの上を滑すべってくる。空に飛び出したのは人の影かげ。だが、それは人間よりも何倍も大きい。

　人影が地面に着陸する。地面が揺ゆれ、粉ふん塵じんが舞まった。

「あれは……人型重機シユタイン!?」

　粉塵が晴れた先を見て、ロシェが声をあげる。

　そこにいたのは、十メートル近くある人型の機械だった。金色のボディ。顔面を模もした頭部に光る赤い目。手には列車一車両分はありそうなアサルトライフル。そしてその背中には、巨大な砲ほう身しんを背負っている。

　人型重機シユタインの胸の部分が開く。その中にいたのは、腕うでを組んで仁に王おう立だちしている少女だった。

　金きん髪ぱつのショートカット。くりくりとした大きな瞳ひとみ。一見すれば可愛らしい少女だ。だが、身につけているのはオイルレザーのベスト。足にはダメージジーンズとウエスタンブーツ。極めつけが、頭に釣つり合あっていない大きなテンガロンハット……西部劇の仮装にしか見えない。

「あたしはイーストウッド号の人型重機シユタイン乗り！　シェリルだ！　どーだっ！　驚いたか！」

　少女──シェリルはこちらに向かって指を突つきつける。
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　オズワルドとロシェは、そんな彼女を見ながら唖あ然ぜんとした。

「……ああ、驚いたよ」

「でしょでしょ？　こーんな若くて可愛いのに人型重機シユタインに乗ってるんだよ？」

　オズワルドの呟つぶやきに、シェリルは飛とび跳はねて喜んでいる。

「まったく驚いた。その歳でガンマンごっこしてる女がいるとは思わなかったよ」

「なっ！　こっ、これは『ごっこ』じゃない！　あたしはガンマンなの！」

　一転、飛とび跳はねて喜んでいた彼女は拳こぶしを振ふり回まわしながら憤ふん慨がいする。

「じゃあ、なんでガンマンならそういう格好するか知ってるか？」

「え？　えっとねー、それはねー……んーと……」

　シェリルは口に人差し指を添そえ、何か考えるように上を向く。

「やっぱりガンマンごっこじゃねぇか」

「うっ！　うるさい！　ガンマンならこの服って決まってるの！」

「なんだそりゃ。だいたい、ガンマンって『マン』だぞ？　お前は女だろ？」

　痛いところだったのか、シェリルは「うっ……」と言葉を詰つまらせた。そして、悔くやしそうにこちらを睨にらみながら瞳ひとみを潤うるませる。

「な、なにさ……さっきからバカにしてバカにして！　とにかくあたしはガンマンなの！　女とか関係ないの！　魂たましいがガンマンなの！　もー怒おこった！　泣かす！　泣かしてやる！」

　一方的に駄だ々だをこねると、シェリルは泣きべそをかきながら人型重機シユタインの中に戻もどっていった。

「お前が泣いてるじゃねぇか」

「うるさぁーいっ！　あたしをナメるなーっ！」

　涙なみだ交まじりの捨て台詞と共に、胸のハッチが閉まった。

「言っとくけど、このＴトルマリンマクスウェルは発はつ掘くつ用ようの人型重機シユタインじゃないんだからね！」

　彼女の乗る人型重機シユタインが動き出す。

「これは戦せん闘とう用ようよっ！」

　そして、手に持ったアサルトライフルをこちらに向けた。

「──やばっ！　エネット！　発進させて！」

「了解ですマスター」

　オズワルドが荷物置き場に飛び込むのと、Ｌラピスラズーリンが急きゆう浮ふ上じようするのと、銃じゆう弾だんが炸さく裂れつしたのは全て同時だった。間かん一いつ髪ぱつでＬラピスラズーリンから外れた弾だん丸がんは地面を抉えぐり、砕くだいた土つち塊くれを周囲に撒まき散ちらす。

「アイツ、本気で撃うってきたぞ」

「オズが挑ちよう発はつするからでしょ！」

「マスター。オズワルドさん。言い争い中すみませんが、向こうから通信です」

　エネットの言葉と同時に、スピーカーからトラヴィスの声が流れてくる。

『あー……お前達、ウチのクルーがすまないな。アイツはああなったらしばらく収まらん。悪いが死しに物もの狂ぐるいで逃にげてくれ。バカに殺されるのは嫌いやだろう？』

「ふーん？　なるほど……そうやっていっつも先客を追おっ払ぱらってるのね？　だけどその手には乗らないわよ！　みすみす鉱こう脈みやくを見み逃のがすわけないじゃない！」

　ロシェはモニターを叩たたくようにして通信を強制終了させる。

　同時に旋せん回かい。ＬラピスラズーリンはＴトルマリンマクスウェルの方に頭を向け、ガトリング砲ほうで弾たまをばら撒く。だが、Ｔトルマリンマクスウェルは転がって避よけると、背中越しに銃じゆう口こうを向けて引き金を引いた。

　ロシェの顔が引きつる。とっさに操そう縦じゆう桿かんを右に捻ひねり、飛んできた弾丸を紙かみ一ひと重えで避けた。

「あのガキ、本当にごっこじゃないみたいだな。いい反応してるよ」

「なに悠ゆう長ちようなこと言ってんのよ！　オズも早くして！」

「…………なにが？」

　危機迫せまる表情でこちらを向くロシェだが、オズワルドはいつもの表情を崩くずさず首を傾かしげた。

「人型重機シユタインよ！　『世界の心臓』の発はつ掘くつに使った機体！　持ってるんでしょ!?」

　ガトリング砲をばら撒くロシェ。だが、小しよう口こう径けいの弾丸じゃ着ちやく弾だんしても装そう甲こうに小さな傷が付くだけだった。

「早く遠えん隔かく操縦で呼び寄せて！　オズの人型重機シユタインに期待してケンカ売ったんだから！　こんなガトリング砲じゃ時間稼かせぎぐらいしかできないわよ！」

「んな勝手な……。遠隔操縦なんてないぞ」

「端たん末まつも持ってないの!?　じゃあ操作コード教えて！　エネットが遠隔操縦して呼ぶから！」

「だから、んなもんねぇって言ってるだろ」

　油が切れたアンドロイドのように、ぎこちない動きでロシェがこちらを向く。

「……もしかして、遠隔操縦そのものが…………ない？」

　オズワルドが頷うなずく。

「嘘うそでしょッ!?　どんだけ古いのよ！」

　ロシェは機体を急旋回させると、一目散に逃とう走そうを図る。だが、操縦席のすぐ横を銃弾が掠かすめた。眼下を見ると、Ｔトルマリンマクスウェルが地面を滑すべって追いかけてきている。足の底にローラーがついているらしい。足を動かさないままで走り、上半身はこちらに向けて照準を合わせている。

「盛大にケンカふっかけて逃にげるとは、いい根性してるなロシェ。……あ、あと右から狙ねらわれてるぞ」

「うるさいわね！　ほっといて──ってそっちを先に言いなさいっ！」

　ロシェがとっさに機体を傾かたむけると、すんでの差で銃じゆう弾だんが真上に流れていく。

「仕方ない……ロシェ、町の東側の森まで飛んでくれ。そこに俺おれの機体がある。他人のケンカに借り出されるのは気が乗らないが、このままじゃ俺まで撃げき墜ついされちまう」

「わかったわ！　──だけど何でそんなとこにあるのよ！」

「……町の格納料金、払はらえないんだ」

「この貧びん乏ぼう人にんっ！」

　Ｌラピスラズーリンが東に向かって速度を上げる。だが、まるで「待って」とでも言いたげにＴトルマリンマクスウェルが左ひだり腕うでを伸ばした。

『逃にがさないんだから！』

　左腕の手首が折れ、そこから筒つつ状じようの弾だん丸がんが飛び出した。それは空中に放たれるや否いなや、後ろから火を噴ふき、猛もうスピードで迫せまってくる。

「おいおい、ミサイルだぞロシェ！　ったく、ガキになんてもの持たせてるんだ」

　モニターに、こちらに迫る赤い点が映し出された。

「見えてるわよ！　これくらい、振ふり切きってみせるわ！」

「いえ、マスター。違ちがいます。これは……」

　突とつ然ぜん、迫り来るミサイルの弾だん頭とうが弾はじけ飛とんだ。その中に納まっていたのは、無数の小さなミサイル。それが一いつ斉せいに飛び出し、後ろから火を噴いて拡散した。

「これは、多弾頭ミサイルです！」

　モニターの赤い点が十数個に増大する。振り返れば、いくつもの小さなミサイルが白い煙けむりを空に残しながら追いかけてくる。上下左右、縦じゆう横おう無む尽じんに空を翔かるミサイルに囲まれるのは時間の問題。

「──っ！　エネットッ！　ブースト掛かけるわ！」

「了解。エネルギー残量からして──リミット五秒」

「十分！」

　エネットが別のケーブルをうなじに差し込む。それと同時にロシェが座る操そう縦じゆう席せき脇わきのパネルが開き、赤いレバーが飛び出した。

「オズ！　掴つかまってて！」

　ロシェは叫さけび、そのレバーを思いっきり引いた。──瞬しゆん間かん、身体が背面に押おし付つけられるほどの衝しよう撃げきに襲おそわれる。Ｌラピスラズーリンのエンジンが火を噴き、モニターの速度計の針が振り切れた。あまりの速度に、頬ほお肉にくが波打つ。目標を失った小型ミサイルは、急に不安定な飛行になってぐらつき、他のミサイルと衝しよう突とつして次々に弾はじけ飛とんでいった。

「……なんとか、撒まけたかしら……？」

　通常速度に戻もどったところで、ロシェが額の汗あせをぬぐって呟つぶやく──が、船内にシェリルの笑い声が響ひびいた。

『凄すごい凄い！　あれを避かわせちゃうんだ！』

　同時に、弾だん丸がんが翼つばさを掠かすめた。機体が大きく揺ゆれる。背後を見ると、Ｔトルマリンマクスウェルはずいぶん離はなれた場所にいた。

『でもその距きよ離りじゃ、まだまだあたしには近いよん！』

　弾丸が降り注ぐ。また何発か掠った。彼女は大たい言げん壮そう語ごだが、それでもかなりの遠距離から狙ねらえる腕うでを持っている。

『どこまで逃にげられるでしょーかっ！　あははは！』

　小刻みで連続的な銃じゆう声せい。そこに混じるシェリルの嬌きよう声せい。彼女はまるでコメディ映画でも見ているように、コロコロ笑いながら銃じゆう弾だんを撒き散らす。

「あいつ……乱射魔トリガーハツピーか。ぶっとんだガキだな。末すえ恐おそろしいよ」

「なに吞のん気きなこと言ってるのよ！　もうブーストできないのよ！　このままじゃ──」

「慌あわてるなって。もう俺おれの機体のすぐ傍そばだ」

　Ｌラピスラズーリンが森林地帯の上空に入る。それを追って、Ｔトルマリンマクスウェルも森の中に滑すべり込こんだ。背の高い木々が葉を茂らせ、地面の色は見えない。──明らかに不利だ。シェリルの機体を捕ほ捉そくできない。断続的に森の隙すき間まから銃弾が飛んできて、攻こう撃げきの予測もできない。

　おまけに……。

「オズの機体はどこにあるの！　このままじゃ着陸できないわよ！　さっきから低空で飛んでるけど、降りられる場所がどこにも──」

「ちょっとどいてくれ」

　オズワルドはロシェの頭に手を置き、操そう縦じゆう席せきに身を乗り出した。オズワルドに潰つぶされているロシェは「いたたた！」と声をあげながら必死に機体を水平に保っている。

「これか？　まぁ、まさか自じ爆ばくスイッチとかはついてないだろ」

　オズワルドが黒いボタンを押おす。すると、ゆっくりＬラピスラズーリンのハッチが開き始めた。

「なっ！　バカ！　そこはハッチの開閉ボタン！　早く閉めて！」

　強風が流れ込んでくる。ロシェは風圧に髪かみを押さえて叫さけび、エネットはうなじのケーブルが抜ぬけないようコードを抱かかえ込こんだ。

「閉めたら降りられないだろ」

　そんな中、オズワルドは操縦席の縁ふちに立った。コートを強風にたなびかせ、落ちたら確実に助からない高度にも物もの怖おじせず地面を見つめる。

　そんなオズワルドの姿を見たロシェの顔が、強こわ張ばった。

「オズ……？　まさか……冗じよう談だんでしょ……？」

「じゃ、またあとで」

　そう言い残し、オズワルドは飛び降りた。

　凄すさまじい風圧が襲おそい掛かかる。ロシェが何か叫さけんだようだ。だけど風切り音しか聞こえない。目が乾かわく。風が口に入って息ができない。墜つい落らく死しまで残り数秒の中、オズワルドは背中から巨大チェーンソー『ライトイーブン』を抜ぬき、ワイヤーを引いて刃はを回転させた。

　そして、それを一番背の高い木の先せん端たんに叩たたきつける。

　刃が木にめり込む。高速回転するライトイーブンは木を縦たてに裂さいていく。しかし、オズワルドは鍔つば元もとのレバーを引いて刃の回線速度を遅おそくした。それにつられて落下スピードは徐じよ々じよに減速し、ついにはパラシュートを使ったように静かに着地する。

「スカイダイビングはもっと高くなきゃ面白くないな。…………さて、と」

　オズワルドは、縦に裂いた木から視線を逸そらし、背後に目を向けた。

　そこには、巨大な鉄の人型がうなだれるようにして座っている。白と黒のモノトーンカラー。長身痩そう躯くのその人型重機シユタインは、どこかオズワルドを彷ほう彿ふつさせる。

　オズワルドがライトイーブンのスイッチを入れると、胸のハッチが開いた。そこに入り込むと、暗い操そう縦じゆう席せきが出迎えてくれる。

　ハッチが閉まった。目の前には、大きな窪くぼみがある。

　オズワルドは、そこにライトイーブンを突つき入いれ、回した。

　モニターに明かりが灯る。機体の顔にある双そう眸ぼうにも光が灯った。

「起きろ、Ｄダイヤランページ」




　森の木々にとまっていた鳥たちが、一いつ斉せいに飛び立つほどの轟ごう音おんがした。

「なっ、なに!?　なんの音？　うるっさーいっ！」

　森の上を旋せん回かいし続けるＬラピスラズーリンを狙ねらっていたシェリルは、耳を塞ふさいで周囲を見回す。音が大きすぎて、どこから聞こえてくるかわからない。操縦席のスピーカーは音割れし、自然と自分の声も大きくなる。

　何がどうなっているのかわからない。ついさっき、狙いを定めていたＬラピスラズーリンから人が落ちた。逃にげ切きれないと思って飛び降りたバカがいるくらいにしか思わなかった。仕方ないから残ったＬラピスラズーリンを打ち落とそうとした矢先に、この轟音。

　その時、森の奥おくで何かが光った。

　次の瞬しゆん間かん、巨大な人ひと影かげが躍おどり出でてくる。それは巨大な剣けんのような物を振ふりかぶり、こちらに向かって振り下ろしてきた。

「あぶなっ！」

　間かん一いつ髪ぱつで人影の攻こう撃げきを避よけたシェリルは、その全ぜん貌ぼうを見て目を剥むく。

　色は白と黒のモノトーン。十数メートルはある長身痩そう躯くのボディ。古く薄うす汚よごれてはいるが、間ま違ちがいなく人型重機シユタインだ。そして、それは細身に似合わず、無骨で巨大なチェーンソーを右手に持っている。音の正体は、チェーンソーの回転音だった。

『よぉ、乱射魔トリガーハツピー』

　スピーカーから、Ｌラピスラズーリンから落ちたはずの男の声が聞こえてきた。




『すごーい！　しぶとーい！　そんなにあたしに撃うたれたいんだ！』

　スピーカーから、シェリルの不敵な声が聞こえてきた。オズワルドは無言でライトイーブンを構える。Ｄダイヤランページが持つそれは、オズワルドが持っているものをそのまま大きくしたような、凶きよう悪あくな代物だ。

『でも丁度よかったー。さっき飛行機から落ちたときビックリしたけど、これであたしをバカにした奴やつを思う存分叩たたきのめせるかと思うと──』

　彼女の言葉が終わる前に、オズワルドはＴトルマリンマクスウェルに向かって突とつ進しんした。横よこ薙なぎの一いち撃げき。しかし、Ｔトルマリンマクスウェルが足裏のローラーで急後退したので空から振ぶりしてしまう。勢い余ったライトイーブンは、周囲の木々を次々と伐ばつ採さいした。

　銃じゆうを構えるＴトルマリンマクスウェル。だが、オズワルドは倒たおれてくる木を一本掴つかむと、それを思いっきり彼女に投げつけた。それでもシェリルは慌あわてず、「甘い！」と叫さけんで即座にアサルトライフルで木を打ち落とす。

『もー！　なんでいきなり攻こう撃げきしてくんのさ！　少しくらい喋しやべらせてよー！』

「お前が言うな。こっちは燃ねん費ぴ悪いんだ。さっさと済ませたいんだよ！」

　Ｄダイヤランページが走る。襲おそい掛かかるＴトルマリンマクスウェルの銃じゆう弾だん。それをライトイーブンの腹で受け止め、懐ふところに飛び込んだ。

　ライトイーブンを振り下ろす。Ｔトルマリンマクスウェルはとっさにそれをアサルトライフルで受け止めた。だが、回転する刃はは受けきれず、火花を散らしながら砲ほう身しんが切断される。

『わは！　すっごい斬きれるね！　あははは！　こわーい！　逃にげろー！』

　下がろうとするＴトルマリンマクスウェル。だが、その頭を掴み、引き寄せると同時に頭ず突つきを見み舞まう。さらに腹部を蹴けり飛とばし、Ｔトルマリンマクスウェルは砂すな埃ぼこりを撒まき散ちらしながら倒れた。

『もー！　人型重機シユタインでインファイトなんて面白くなーいっ！　あたしは銃じゆう撃げき戦せんが好きなの！』

　鉄が軋きしむ音を立てながら、Ｔトルマリンマクスウェルがゆっくり立ち上がる。

「わがままなガキだな。生あい憎にく、こっちはお前のみたいに銃じゆう火か器きを持ってないんだ」

『……ふーん。そっかー……』

　オズワルドの言葉に、シェリルは何か含ふくみあるような呟つぶやきを漏もらす。

「お前も、もう銃がないんだ。とっとと降参しろ」

『お生憎様！　背中のコレが見えないのかな!?』

　土つち煙けむりを上げながら、シェリルが一気に後退する。

『Ｔトルマリンマクスウェルの本当の姿、見せてあげるんだから！』

　シェリルが叫さけぶ。同時に背中に背負った砲ほう身しんが下りた。それに連動するように頭部が折りたたまれる。足の関節が外れ、地面に根を張った。腕うでも鉤かぎ爪づめのように地面に食い込む。その姿はまるで、角が砲ほう台だいになったカブトムシのよう。

「変形した？」

　砲身の背後にあるコッキングレバーがスライドし、弾だん丸がんが薬室に送り込まれる。

（バカかコイツ？　地面に根ぇ張ったら動けないだろ）

　オズワルドは、さっと射線上から外れる。

『喰くらっちゃえ！』

　Ｔトルマリンマクスウェルがトリガーを引いた。

　──風船が割れるような、軽い音が響ひびく。

　Ｔトルマリンマクスウェルの砲身から出てきたのは、なにかの粉だった。それが風に舞まい、どこかに流されていく。

　立ちすくむオズワルド。

「……不発？」

『もういっちょ！』

　めげずにシェリルが発はつ砲ぽうする。だが、やはり砲身から飛び出したのは粉だった。

「壊こわれてんじゃねぇか！　その大たい砲ほう！」

　オズワルドがライトイーブンを構えて突とつ進しんする。だが、ふいにスピーカーから「んふ」というシェリルの含ふくみ笑わらいが聞こえた。

『壊れてないんだな！　これがね！』

　突然、砲身が二つに割れた。そして、二ふた叉またの槍やりのような形になった銃じゆう口こうから電でん撃げきが弾はじける音がする。それを聞いてオズワルドはとっさに足を止めた。砲身の中に見えたのは、目が焼けるような激しいスパーク。

「電磁砲レールガンかっ！」

　射線上から逃のがれるオズワルド。同時に、砲身から雷かみなりが射出された。空気が爆はぜる音をかき鳴らし、雷がまっすぐ飛んでくる。それはわずかにオズワルドの脇わきを掠かすめた──が。

　──雷が、曲がった。オズワルドの背後に消えるはずだった雷は、急に直角に曲がり、オズワルドの機体を打ち抜いた。操そう縦じゆう席せきの中が激しく点てん滅めつする。機体が大きく揺ゆれ、バランスを保てず地面に膝ひざを突ついた。眩まばゆい雷らい光こうの中、モニターを見ると、再びＴトルマリンマクスウェルが砲身をこちらに向けている。

　風船が割れるような音。また、Ｔトルマリンマクスウェルの銃口が粉を噴ふいた。それがオズワルドの機体に降り注ぐ。キラキラと光を反射して瞬またたく、不思議な粉だ。

「この粉……もしかして──！」

　オズワルドはとっさに立ち上がり、Ｔトルマリンマクスウェルの砲ほう身しんから逃のがれようとする。

『無む駄だだって！　その粉を被かぶったら、もう逃にげられないんだから！」

　砲身がオズワルドを向く。

『可変電磁砲レールガン──発射ぁっ！』

　砲身が雷らい鳴めいを放つ。それはヘビのようにうねり、逃れようとするオズワルドを追いかける。ライトイーブンで受け止めようとしたが、それはぶつかる寸前で湾わん曲きよくし、側面からＤダイヤランページを撃うち抜ぬいた。

　その衝しよう撃げきに倒たおれるＤダイヤランページ。

「くそっ……その粉、宝ほう石せき粉ふんか」

『せいかーい！』

　楽しそうにシェリルが笑う。

『このトルマリン宝石粉はね、電気の誘ゆう導どう率りつが高いんだよー。だから、粉を撒まき散ちらしてから電磁砲レールガンを撃ち込めば────』

　シェリルが上空に向かって電磁砲レールガンを放つ。それは数メートル上じよう昇しようした後、オズワルドに向かって急降下してきた。

　三度、雷に機体を貫つらぬかれる。操そう縦じゆう席せきの中にアラームが鳴なり響ひびき、モニターが赤く光った。そこに映っているのは「Error」の文字。モニターには機体の全体図も表示されており、その左半身が真っ赤に染まっている。

　オズワルドは舌打ちし、左ひだり腕うでを動かそうとした。

「……だめか」




『シェリル！　もういいだろ！　退ひけ！』

　地面に倒たおれたＤダイヤランページに向かって狙ねらいを定めていたシェリルは、突とつ然ぜん舞まい込こんできた通信に口を尖とがらせた。見ると、数百メートル後方にイーストウッド号が停車している。どうやら、やっと追いついたらしい。

「むー。なんでよーボスー！　ここまで来たんだから、トドメ刺さしちゃおーよー！」

『シェリルさん！　Ｔトルマリンマクスウェルの武装じゃＤダイヤランページに勝てないんです！』

　次に聞こえてきたのは、マイセルの切せつ羽ぱ詰つまった声だった。

「なんでよー！　もう勝てそうじゃん！　っていうか、なんであの機体の名前知ってるの？」

『あれが持ってるチェーンソーは、『世界の心臓』をカットしたライトイーブンです！　そんなものを持ってるのは、Ｄダイヤランページしかいません！』

「え？　あれって凄すごいの？　やったー！　あれに勝ったら有名になれるね！」

『このバカが！　勝てねぇって言ってるだろ！』

　トラヴィスの怒ど声せいに、シェリルは「ぶー」と言いながら足をバタバタさせる。

『シェリルさん！　可変電磁砲レールガンの威い力りよくは、本当はもっと凄すごいんです！　だけどＤダイヤランページを見てください！　あれは、まだ動けます！　なんでだかわかりますか！』

「へー。これってもっと強いんだ？　もっかい撃うってみよー」

『都合のいいところだけ聞かないでください！』

　シェリルはマイセルの言葉を無視し、Ｄダイヤランページに砲ほう身しんを向ける。

『いいですか！　ライトイーブンの刃ははダイヤモンドでできています！　それを、希少宝石を動力として高速回転させれば、どんな硬こう度どを持った物体でも切断してしまいます！　アレキサンドライトとは思えないほどの硬度を持った『世界の心臓』ですらカットしたんですから！』

　マイセルは熱っぽく語るが、シェリルは髪かみの毛を左の指でくるくる巻きながら、退たい屈くつそうにＤダイヤランページを見つめる。右の指は、早く引き金を絞しぼりたいと疼うずいていた。

『ライトイーブンの名前の由来はそこです！　輝かがやく宝石を真っ二つにすることから名づけられたんですよ！』

　シェリルはマイセルの声を聞きながら大きくあくびをした。目の前では、Ｄダイヤランページがやっとのことで立ち上がる。

『ですが、ライトイーブンの命名理由にはもう一つあるんです！　アレは────』

「話が長いよー。アイツ、もう立っちゃったし。撃つねー」

　シェリルが可変電磁砲レールガンのトリガーを引く。砲身がスパークし、空気が震ふるえるような轟ごう音おんと共に雷かみなりを吐はき出だした。うねり、猛たける電でん撃げきがＤダイヤランページに向かって牙きばを剥むく。

「痺しびれちゃえぇっ！」

　Ｄダイヤランページがライトイーブンを振ふり下おろす。

　──その瞬しゆん間かん、当たるはずだった電磁砲レールガンが真っ二つにされた。分断された電磁砲は、Ｄダイヤランページの背後の地面に着ちやく弾だんし、雷らい光こうを放つ。Ｄダイヤランページの姿が、逆光で真っ黒に見えた。ただ、赤く光る双そう眸ぼうと、手に持ったダイヤが連なるチェンソーだけが異様なまでに輝いている。

　──光を均等に分けるものライトイーブン。

「……え？」

　シェリルの顔が引きつる。

『──アレは、電磁砲レールガンすら切断してしまうんです！　ライトイーブンの刃はダイヤモンド！　ダイヤモンドは絶ぜつ縁えん体たい！　ライトイーブンの秘密は、ダイヤエッジの回転と、間に組み込まれた分電素材によって切断を可能とし──』

「ご、ごたくはいいよ！　どうするの！　もう銃じゆうもミサイルもないのに！」

『だから勝てないって言ったじゃないですか！』

　Ｄダイヤランページがライトイーブンを地面に突つき刺さした。そしてエンジンワイヤーを引き、刃の回転をタイヤ代わりにしてこちらに突っ込んでくる。シェリルは悲鳴を飲み込みながら可変電磁砲レールガンを放つが、それはライトイーブンによってあっけなく切断された。

　そして衝しよう突とつする二体。Ｄダイヤランページはまるでボクシングのクランチのように腕うでを絡からませ、Ｔトルマリンマクスウェルの動きを封ふうじる。

「は、はは……なーんだ。もう右半分しか動かないじゃん。焦あせって損したー」

　シェリルは再びトリガーに指をかける。

「ゼロ距きよ離りでぶっ放してあげる！」

　その瞬しゆん間かん、突とつ然ぜんＤダイヤランページの胸のハッチが開いた。

　そこにいたのは、キーホールからライトイーブンを引ひき抜ぬいたオズワルド。

「よぉ」

　彼は片手を挙げて挨あい拶さつをする。

「ちゃ、ちゃお……」

　シェリルが顔を引きつらせて挨拶を返すと、オズワルドは薄うすく笑い、ライトイーブンを構え、走り出し、そしてハッチから──飛んだ。

「嘘うそでしょぉおおっ！」

　オズワルドが生身でこちらに飛とび掛かかってくる。モニター越しに、彼の好戦的な笑みがどんどん近づいてきた。それが目め一いつ杯ぱいアップになった瞬しゆん間かん、モニターは砂すな嵐あらしになり、代わりにライトイーブンの先せん端たんが飛び出てくる。

「ひぃいっ！」

　ライトイーブンの先端は、シェリルの鼻先数センチのところで止まる。それが半分ほど引ひき抜ぬかれたの見て、ほっと息を吐はいた。しかし、それも束の間。エンジン音が響ひびき、刃が高速回転を始めた。ダイヤの刃は操そう縦じゆう席せきの壁かべを削けずり、火花をそこら中に撒まき散ちらし始める。

「熱い熱い熱い熱い熱い！」

　シェリルは顔を覆おおって悲鳴をあげる。その間にもライトイーブンは操縦席の外がい壁へきを引き開き、人が通れるくらいの大穴を開けた。

　そこから、オズワルドが獰どう猛もうな笑みを浮うかべながら入ってくる。

「お邪じや魔まするよ」

　シェリルは顔を強こわ張ばらせ、ゆっくり、震ふるえながら両手を上げる。

「こ、こんなの反則──」

　彼女の言葉を遮さえぎり、オズワルドはテンガロンハットに拳げん骨こつを叩たたき込こんだ。シェリルは目を回し、がっくり操縦席のシートにもたれかかる。

　そんな彼女を見てオズワルドは息を吐き、タバコを一本取り出した。ライトイーブンの火花でそれに火をつけると、大きく吸い込んで煙けむりを吐き出す。

「やんちゃが過ぎたな、乱射魔トリガーハツピー」




　シェリルの首根っこを掴つかんでＴトルマリンマクスウェルから降りると、イーストウッド号からトラヴィスとマイセルが出てくるところだった。二人は両手を頭の後ろに置き、オズワルドと十メートルの距きよ離りをとって止まる。

「降参だ。もう抵てい抗こうはしない」

　トラヴィスが何かを地面に落とし、それをこちらに向かって蹴けってくる。滑すべってきたそれを踏ふみつけて止めると、掌てのひらに余るほどの大きな鍵かぎだった。

「イーストウッド号の鍵だ。これで俺おれ達は丸まる腰ごし。……だからウチのクルーを解放してくれ」

「ぼ、ボス……そんな……大事な船なのに……ダメだよ！　もう旅できなくなっちゃうよ！」

　いつの間に目を覚ましたのか、シェリルはオズワルドに首根っこを掴まれながら、泣き声交じりの声を漏もらす。

「遊ゆう石せき船せんは時間を掛かければ作れますけど、人命はそうもいかないですからね」

　マイセルは気弱そうな笑みを浮うかべた。

「ったく、このバカが……無事帰ってきたら拳げん骨こつだ」

　トラヴィスが、何かを諦あきらめたようにため息をつく。

「……うっ、うぅ……ごめんなざい～」

　仲間の言葉を受けたシェリルが、ボロボロと涙なみだをこぼし始めた。何度もしゃくりあげ、溢あふれる滴しずくを両手の甲こうで拭ぬぐう。

「ったく、うるさいガキだな」

　オズワルドはその泣き声に顔をしかめ、彼女をトラヴィスに向かって放り投げた。ついでに、足元の鍵も蹴り返す。

　シェリルを受け止めたトラヴィスは、意外そうに目を丸くしてこちらを見つめた。

「ガキも船もいらないさ。俺には使い道がないからな」

「いいのか？」

「ああ。アンタは話せる男みたいだしな。このまま退ひいてくれれば、俺の雇やとい主ぬしも納得するだろうさ」

「……恩おんに着る」

「ありがとうございます。本当に……なんてお礼を言っていいのか……」

　頭を下げるトラヴィスとマイセル。シェリルはトラヴィスの胸に顔を埋うずめて、まだぐずぐずと鼻を鳴らしていた。そんな三人に向かって、オズワルドは肩かたをすくめる。

「それよりも、一つ聞かせてくれ。あの鉱こう山ざんには本当に宝石があるのか？　どう見たって採とり尽つくされてる。それでも発はつ掘くつに来たからには、確かな情報があるんだろ？」

　ようやく、オズワルドは疑問に思っていたことを聞けた。だが、トラヴィスは難しそうに顔を歪ゆがめ、首を横に振ふる。

「実は、俺たちも確かな情報で来たわけじゃないんだ」

　今度はオズワルドが顔を歪ゆがめる。

「町で仮面の女に情報をもらったんだ。あの鉱こう山ざんにはまだ宝石がある。情報をやるから、売り値を分けろってな。うさん臭くさかったから、俺おれ達も調査してハズレなら諦あきらめる気でいたんだが……」

「ん？　なんかどこかで聞いたような…………その仮面の女ってのは？」

「さぁな。ロシェリアという名前以外は……」

「なんだって？」

　オズワルドは空を見る──が、いつのまにかＬラピスラズーリンの姿がどこにもない。

　次の瞬しゆん間かん、突とつ然ぜんＤダイヤランページが動き出した。

「なっ──!?」

　オズワルドは思わず背中に手を当てた。だが、キーとなるライトイーブンはちゃんとそこにある。しかし、それでもＤダイヤランページは動くことをやめない。身体を軋きしませながら、ゆっくりと立ち上がり、こちらを向いた。

『ありがとうオズ。アナタが話し込んでいるおかげで、なんとかエネットにエンジンを起動してもらえたわ』

　スピーカーから響ひびいてきたのは紛まぎれもない、いなくなったと思ったロシェだった。

「おい！　なんのつもりだ！」

『最初からこのつもりよ。私たちの目的は、このＤダイヤランページだったの。鉱山の話も、私が遊ゆう石せき民みんって話も嘘うそ。オズとイーストウッド号を引き合わせるための方便よ。本当はＴトルマリンマクスウェルに勝ってもらって、Ｄダイヤランページを横取りしようと思ったんだけど……ま、結果オーライね』

「ああ、くそ……油断してたな……」

「俺達もまんまとハメられたってワケか……ずいぶん舐なめた真ま似ねをしてくれる」

　苦い顔のオズワルドと、敵意を露あらわにするトラヴィス。

「ずるいですよ！　僕だってもらえるならＤダイヤランページ欲しいのに！」

「なんでそんなの欲しいのよ！　あたしの機体の方が格好いいのに！　納得いかなーい！」

　そしてトンチンカンなことを言うマイセルと、いつの間にか元気になったシェリル。

　そんな彼らを見て、ロシェが小さく笑う声が響いてくる。

『皆みなに恨うらみはないけれど、追われたら面めん倒どうだから、その船は壊こわさせてもらうわ！』

　ロシェがライトイーブンを引ひき抜ぬく。そして、エンジンワイヤーを引っ張って刃を回転させ始めた。

『真っ二つにして──って、ちょ！　ちょっと！　なんなのこれ！』

　ライトイーブンを回転させ始めたＤダイヤランページが、激しく揺ゆらいだ。右足でケンケンをするように、ぐらつきながら何とかバランスを保とうと四苦八苦している。

『マスター。回転振しん動どうが大きすぎます。オートバランサーも作動しません』

『こ、の……っ！　ポンコツ──きゃあっ！』

　Ｄダイヤランページが傾かたむき、激しく転てん倒とうした。粉ふん塵じんが舞まい上あがり、飛んできた砂すな粒つぶがオズワルドたちに降り注ぐ。Ｄダイヤランページからは、「ちょっと！　動かないわよ！」「マスター。電気系統が完全にショートしました」という声が聞こえてくる。

　オズワルドとトラヴィスは顔を見合わせる。

　そして、拳こぶしの骨を鳴らしながらＤダイヤランページに向かっていった。




「いい格好だな、ロシェリア」

「ふん……羨うらやましいなら代わってあげるわよ」

　イーストウッド号のブリッジは、車の運転席とマンションの一室が合体したような不思議な作りだった。縦たて二メートル、横五メートルの巨大なフロントガラス。操そう縦じゆう席せきは一人用で、背後にはソファセットが置かれている。壁かべ際ぎわには冷蔵庫やキャビネット、水場まであった。

　中でも一番目立つのが、ブリッジの中央で天井を支える太い支柱。ロシェは、そこに縄なわで縛しばり付つけられていた。憎にく々にくしげに顔を歪ゆがめ、目の前に立ちはだかるトラヴィスを睨にらみつけている。

「マスター！　マスターを放してください！　お願いします！　マスター！　マスター！」

　オズワルドの手の中では、エネットが必死にもがいていた。華きや奢しやな手で、か弱くオズワルドの顔を叩たたいて抵てい抗こうしている。

「おい。こいつ、黙だまらせられないか？」

　オズワルドはペタペタと触さわるようなビンタに顔をしかめ、隣となりに立つマイセルに話しかける。

「アンドロイドは首の後ろに電源があることが多いですよ」

　マイセルの言葉に、オズワルドが「これか？」と言ってエネットのうなじにあったスイッチを押おす。すると、とたんに彼女は口を閉ざして四し肢しを弛し緩かんさせた。オズワルドが手を離はなすと、エネットは尻しりから床ゆかに落ちて横たわる。

　それを見て、ロシェは睨みつける標的をオズワルドに替えた。

「さて……ロシェ。どうして俺おれのＤダイヤランページを狙ねらった？」

「……あれは、私たちのものよ」

　その言葉に、オズワルドは疲つかれたように息を吐はく。

「盗人ぬすつと猛たけ々だけしいな。バカ言うなよ。アレは俺の昔なじみに作ってもらったモンだ」

　呆あきれたように言うオズワルドに対して、ロシェは自分が間ま違ちがっていないとでも言いたげな目をしている。

「まっ、どちらの言い分が正しくても、俺達には関係ないな。その続きは法ほう廷ていででもやってくれ。今問題なのは、俺達をハメたこの女をどうするかだ」

　トラヴィスはタバコに火をつけると、冷たい眼まな差ざしでロシェを見下ろす。

「遊ゆう石せき民みん流りゆうのやり方として、こういう場合は荒こう野やに放置したいが……オズワルド、お前はどうしたい？　ステキなアイデアを言ってくれたら、是ぜ非ひ採用しよう」

「勝手にしてくれ。せいぜい朝食代を踏ふみ倒たおさせてもらうよ」

　オズワルドもタバコを咥くわえて言うと、トラヴィスはニヒルに口の端はしを吊つり上あげた。

「決まりだ……おいシェリル。こいつをどっかに捨てて来い」

「りょーかいボス！」

　エネットの頬ほおをいじっていたシェリルは、勢いよく立ち上がって敬礼をした。

「トラヴィスさん。このアンドロイドはもらってもいいですか？　なんだか珍めずらしい型なんで、分解してみたいんですけど」

「迷めい惑わく料りようとしてそれくらいはもらってもいいだろう」

「なッ!?　エネットは関係ないでしょ！　その子は私の命令で動いただけよ！　何かするなら私だけにしなさい！」

　トラヴィスがそう言った瞬しゆん間かん、今まで黙だまっていたロシェが急に怒ど鳴なった。だが、すかさずシェリルが拳けん銃じゆうを構え、彼女の眉み間けんにポイントする。

「お姉さーん。暴れないで？　指が滑すべっちゃうかもしれないよ？」

　その時だった。

「わっ！　な、なんだこの子！」

　エネットを持ち上げようとしたマイセルが素すっ頓とん狂きような声をあげた。見ると、エネットの手が小刻みに動いている。

「おいおい……俺おれはちゃんと電源切ったぞ？」

　オズワルドも目を剥むいている。思わず、口に咥えていたタバコが落ちた。

　その間にも、エネットの動きは大きくなる。手だけでなく、首も動き出した。ガクガクと、ぎこちない動きを繰くり返かえす。

　やがて、彼女の目に生気が宿った。

「──や、やめてぇっ！」

　次の瞬間、エネットは弾はじけるように立ち上がり、マイセルを突つき飛とばし、ロシェを守るように立ちはだかった。とっさにオズワルドはライトイーブンを引ひき抜ぬいて彼女の首に添そえる。シェリルも狙ねらいをロシェからエネットに移した。

　二つの武器に狙われたエネットは、小さく震えながら、涙なみだ声ごえを絞しぼり出だす。

「お、お願い……マスターに酷ひどいことしないで……ごめんなさい……謝りますから……私にできることなら、なんでもするから……」

「エネット！　やめなさい！　私は大だい丈じよう夫ぶだから！」

　ロシェが叫さけぶが、それでもエネットは両手を広げたままその場から動かない。

「アンドロイドが主人の命令を無視……？　おいマイセル、どうなってる？」

「わかりません……けど、これは……」

　トラヴィスの問いかけに、マイセルは目を見開いたままメガネのレンズを擦こする。

「もしかしたら、この子の動力には希少宝石が使われているのかもしれません」

「わかるように言え」

　オズワルドはマイセルの方を向かずに言う。目は、片時もエネットから逸そらさない。

「希少宝石は、莫ばく大だいなエネルギーの他にも、人格が宿ると言われているんです。だからアンドロイドの人格形成に使われたりするんですが……。もし、この子の動力にも希少宝石が使われているとしたら、そこに宿る人格が彼女を無理やり起動させたのかも……凄すごい、凄いですよこれ！　こんなアンドロイド、前例がないですよ！」

　マイセルは興こう奮ふんし、鼻の穴を膨ふくらませながら大声をあげる。

「マ、マイセルさんの言うとおりです」

　エネットが震ふるえた声でそう言う。それがまるで本当の子どもが怖こわがっているようで、オズワルドは顔をしかめ、ライトイーブンを少しだけ遠ざけた。

「聞いてください！　マスターが悪いことしたのは、私のためなんです！」

　機械仕じ掛かけの瞳ひとみが揺ゆらいでいる。涙るい腺せんがあれば、今にも涙なみだが流れてきそうだ。

「エネット！　黙だまってなさい！」

　ロシェは身をよじりながら叫さけぶが、それでもエネットは話を続ける。

「私は、見てのとおり不安定なアンドロイドです。人格がたまにしか出てこられないんです……。ですけど、Ｄダイヤランページの動力に使われている希少宝石があれば、私はこの人格を保てるかもしれないんです！」

「どうして俺おれの機体とお前が関係ある？」

「それは、私の動力が、Ｄダイヤランページの動力と同じ不純ダイヤモンドジルコニアの希少宝石だからです。だからキーがなくても私はＤダイヤランページを動かせたんです」

　なるほど……とオズワルドは納得する。確かに、さきほどロシェはキーなしでＤダイヤランページを動かした。疑問に思っていたが……そういうことだったか。

「マスターは、私を人間と同じように生活させるために、良質な不純ダイヤモンドジルコニアを探してたんです。私の我わが侭ままなんです。だから、マスターは悪くないんです……お願いします、酷ひどいことしないで……許して……くだ、さい……」

　しゃくりあげるエネット。涙は出ていなくても、本当に泣いているようだった。

「バカ！　このバカエネット！　なに言ってるのよ！　早く逃にげなさい！　こら！　早く！」

　ロシェはまるで悲鳴をあげるみたいな声でエネットに命令し続ける。

　そんな二人を見て、オズワルドは顔をしかめた。

「……くそ、やってられねぇな。これじゃこっちが悪者だ」

　そしてライトイーブンをしまう。シェリルもおずおずと拳けん銃じゆうを腰こしのホルダーに差し込んだ。

「まぁ、話はわかった……けど、それとこれとは別の話だ。Ｄダイヤランページは簡単にくれられるものじゃない。悪いが、他を当たってくれ。……おい船長、こいつらの扱あつかいは任せたぞ」

　オズワルドは二人に背を向け、代わりにトラヴィスの肩かたに手を置く。

「面めん倒どうなことだけ押おし付つけてくれるな……まぁ、いい。荒こう野やに放置は変わらんが、アンドロイドはおまけで返してやる」

　トラヴィスはため息をつき、タバコをテーブルの上の灰皿に押し付けた。

「おいシェリル。二人を捨てて────」

　命令しようと振ふり返かえったトラヴィスは、シェリルの姿を見て顔をしかめた。

「おい。お前、何してる？」

「ボス！　この子、ウチの子にしようよ！」

　シェリルは、まるで捨すて猫ねこを拾ってきたようにエネットを抱だきしめていた。

「だってさ！　この子こんなに健けな気げだし可愛いんだよ！　ほら、もう大だい丈じよう夫ぶですよー。怖こわい人はいないよー。お姉ちゃんが守ってあげるからねー」

　目め尻じりを垂らしてエネットの頭を撫なでるシェリル。一方、エネットはさっきまで自分に銃じゆうを突つきつけていた女がデレデレしているのを見て唖あ然ぜんとしている。

「このバカが……マイセル、捨てて来い」

「トラヴィスさん！　この子を捨てるなんてとんでもない！」

「お前もか……」

　呆あきれを通り越したような表情のトラヴィスは、額に手を当てて首を左右に振ふる。そんな彼に対して、マイセルは鼻息を荒あらくしてエネットを指差した。

「こんな貴重なアンドロイド、手放すなんてもったいない！　ウチに置きましょう！　オイル注しも僕がやります！　ボディクリーニングもやります！　ちゃんと面倒見ますから！」

　彼もまた、捨て猫を拾ってきたような口ぶりで言う。

「ちょっと！　何勝手なこと言ってるのよ！　エネットは私のよ！」

　ロシェは必死に足をばたつかせて抗こう議ぎするが、シェリルとマイセルはエネットを掴つかんだまま離はなさない。まるで、拾った子猫に本当の飼かい主ぬしが現れてしまったような光景だ。

「わ、私もマスターと一いつ緒しよにいたいんですけど……」

　だが、二人に掴まれながらエネットが控ひかえめに言うと、シェリルとマイセルは難しそうに唸うなった。わずかに、彼女を掴む手の力が弱まる。

「エネットちゃんがそう言うなら、あたしも心が広いところを見せなきゃかなー」

「アンドロイドが自己主張……凄すごい……貴重だ……よし！　二人ともウチに置きましょう！」

「お前ら、何を勝手に……」

　トラヴィスは苦言を呈ていそうとするが、それよりも早くクルー二人が彼の両りよう腕うでにしがみつく。

「ボスー！　お願いー！　一生のお願いだからー！」

「トラヴィスさん！　彼女のメンテ費用は僕が出しますからお願いします！」

　そして、二人はまるで駄だ々だっ子このようにトラヴィスの両腕を左右に引っ張り始めた。やじろべえのように揺ゆれるトラヴィスは、一ひと傾かたむきごとにこめかみの青筋を浮うき立たたせる。

「あー！　うっとうしいぞ！　…………わかった、もうわかった！　女は捕ほ虜りよ、アンドロイドは備品として船に置くことを許可する！」

　トラヴィスが二人を振ふり払はらって叫さけぶ。シェリルとマイセルは、同時に「やったー」とバンザイした。そんなクルーの姿を見て、トラヴィスは心しん底そこ疲つかれたように肩かたを落とす。そして小声で「俺おれはガキどもの親じゃなくて船長だぞ……」と愚ぐ痴ちった。
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「あの……トラヴィスさん。ありがとうございます。マスターと私を助けてくれて……」

　エネットはおずおずと言い、そして丁てい寧ねいに頭を下げた。一方、ロシェは敵意と安あん堵どが混じった複雑な表情で押おし黙だまっている。

「別に助けたわけじゃない。お前は備品だし、主人は捕虜だ。それなりの扱あつかいは覚かく悟ごしておけ」

　それでもエネットは頭を上げない。トラヴィスは彼女から視線を逸そらすと、二本目のタバコに火をつけ、ため息と共に吐はき出だした。そして、疲れた笑みを浮うかべてオズワルドに向き直る。

「……オズワルド。そういうことになったが、お前の気は済むか？」

　疲ひ弊へいしたトラヴィスに同情しつつ、オズワルドは肩をすくめた。

「好きにしてくれ。俺はとっとと自分の旅に戻りたい」

　そう言うと、オズワルドは踵きびすを返して歩き出した。背中越しに手を挙げ、「じゃあな」とだけ告げる。

「あ。Ｄダイヤランページ、壊こわれて動かないですよ？」

　と、マイセルの言葉にオズワルドはピタリと足を止めた。

「……冗じよう談だんだろ？」

「冗談じゃないです。電磁砲レールガンを三発も喰くらったんですから、左半身の電気系統がショートしてます。ライトイーブンを持ってたおかげで、右半身が無事なのが救いですね。それだけなら僕が修理できるんですけど、ロシェさんがコケたんでパーツが破損しまくりなんですよ。これは交こう換かんしなきゃダメです」

　オズワルドは歯を剥むき出だしにし、ロシェの方を向く。思わずライトイーブンのグリップに手が伸びるが、それを見たロシェは開き直ったような笑みを浮かべた。

「捕ほ虜りよに暴行するのは人道に反する行こう為いよ」

　そう言って舌を出す。

「このアマ……くそ、どうすりゃいいんだ……」

　オズワルドはグリップから手を離はなし、代わりにボサボサ頭をかきむしる。

「……まぁ、故障の半分はウチのクルーが悪いから、応急処置ぐらいはマイセルがやろう。お前も少しウチに留まるか？　簡単な食事と寝ね床どこくらいなら用意しよう」

「……飯ももらえるのか？」

「まぁ、今さら客が一人増えたところで変わらんからな。船とクルーを見み逃のがしてもらった礼もある。それなりのもてなしはしよう。……もっとも、行き先はウチに従したがってもらうがな」

　オズワルドは腹をさすり、難しそうに唸うなる。

「……世話になる」

　そして、顎あごを軽く引いて頭を下げた。

「やった！　Ｄダイヤランページをいじれるなんて夢みたいだ！」

「後にしなよマイセル。それよりもエネットちゃんの歓迎会をやろー！」

「マイセル！　余計なパーツは使うなよ！　シェリル！　備び蓄ちく少ないんだからやめろ！」

　嬌きよう声せいをあげながらブリッジを飛び出していくクルーに、トラヴィスが怒ど声せいを送る。だけど二人は聞いていない。

「遊ゆう石せき民みんって言うより、まるで託たく児じ所しよだな」

「ホント。……それにしても威い厳げんのない保ほ父ふさんね」

　そんな光景を見て、オズワルドとロシェは苦笑した。

「ん？」

「あ？」

　だが、同じタイミングで笑ってしまったので、二人は顔をしかめる。

　そして互たがいに少しだけ睨にらみ合あい、そっぽを向いたのだった。






　第二章　宝石を巡る人々







　エンジンの振しん動どうで目が覚める。寝ね惚ぼけ眼まなこのままカーテンを開けると、どこまでも荒こう野やが広がっていた。イーストウッド号は宝石を運ぶ大陸横断列車の線路に沿そって走っているようで、窓の先には等とう間かん隔かくで並んだ枕まくら木ぎが現れては消え、現れては消え……を繰くり返かえしている。

　オズワルドに与えられたイーストウッド号の客室は、お世辞にもいい部屋とは言えなかった。三さん畳じようほどの空間に、硬かたいベッドとテーブル、椅い子すが一つしかない。それでも、ずっとＤダイヤランページの操そう縦じゆう席せきで寝ね泊とまりしていたオズワルドにしてみれば、最高の寝ね心ごこ地ちだった。

　オズワルドはあくびを一つすると、壁かべに立てかけたライトイーブンを背負う。とりあえず、食い物をねだろうと思った。……いや、まずはＤダイヤランページの修理の進み具合を見ようか。そんなことを考えながら客室から出ると、部屋の前にいた女とばったり出くわしてしまう。

「よぉ。朝から甲か斐い甲が斐いしいな。すまないがハムエッグとコーヒーを持ってきてくれないか？」

「キッチンに毒薬はあったかしら？　それがないと作れないわ」

　皮肉めいた笑みを浮うかべるオズワルドに対し、ロシェはうんざりした表情で言う。

　彼女は今、ふてぶてしく床ゆかのモップがけをしていた。捕ほ虜りよを得たならば、強制労働と相場が決まっている。

「おはようございます。オズワルドさん」

　ロシェの隣となりで窓を拭ふいていたエネットが、ぺこりとお辞じ儀ぎをしてくる。その表情は、昨日とは打って変わって無機質なものに戻もどっていた。

「なんだ？　昨日のヤツはどうした？」

「私の人格は、普ふ段だんは眠っています。申し訳ありませんが、今は出てきません」

「そうなのか。ずいぶんと寝ね坊ぼ助すけだな」

　オズワルドは、コンコンとエネットの頭をノックする。

「エネットに触さわるな！」

　と、ロシェがモップで手を払はらおうとするが、オズワルドは余よ裕ゆうの表情でひょいと身を引いた。

「おっ、捕虜のクーデターか？　気をつけろよ、拘こう束そくされてないだけありがたいと思えって」

「拘束？　コレに比べたら、そっちのほうがいくらかマシよ」

　ロシェはため息と共に右手を上げて手首をだらりと下げた。そこには、昨日までなかった鉄製のブレスレッドが嵌はめられている。

「探知機よ。逃にげられないし、外そうとしたり、抵てい抗こうすればかなりの電流が流れるみたい」

　よく見れば、ブレスレッドには真しん珠じゆが嵌め込まれていた。これがこのブレスレッド型探知機の動力なのだろう。

「豚ぶたに真しん珠じゆだな」

「……どういう意味よ」

「お前みたいな盗人ぬすつとには、劣れつ悪あくな安物が似合うってことだよ」

　ロシェは無言で蹴けりを放ってくるが、オズワルドは笑いながらそれを避よけた。そのまま、「せいぜい頑がん張ばれ」と言ってロシェの肩かたに手を置き、廊ろう下かの奥おくに歩き始める。後ろでロシェが悪態をついたが、オズワルドはそ知らぬ顔でタバコに火をつけた。




　廊下を突つき当あたりまで進むと、エレベーターが現れる。昨日ざっと船内を歩いてみたが、どうやらイーストウッド号は三階層に分かれているらしい。上がブリッジ。真ん中が居住スペース。下が人型重機シユタインの格納庫だ。遊ゆう石せき民みんの船は長い旅の中で生活し、なおかつ巨大な重機や大量の宝石を運ぶので、船は自然と大きくなる。イーストウッド号も貨物船くらいのサイズはあるが、それでも遊石船の中では小さい方だろう。

　オズワルドはエレベーターで下の格納庫へと降りた。扉とびらが開くと、目の前にだだっ広い空間が広がる。天井の高さは数十メートル。そこにはレールが張はり巡めぐらされ、巨大なクレーンがそれにぶら下がって忙いそがしく動き回っていた。

　部屋自体は広いが、ずいぶん圧あつ迫ぱく感かんがある場所だ。おそらく、ＤダイヤランページとＴトルマリンマクスウェル、そしてＬラピスラズーリンが格納されているせいだろう。他に人型重機シユタインは見当たらないが、この三機だけで部屋の半分を占しめている。

「あっ！　オズワルドさん！　おはようございます！」

　オズワルドがタバコをくゆらせながら自分の相棒を見上げていると、そこの操そう縦じゆう席せきからマイセルが顔を出した。

「いやー、Ｄダイヤランページは凄すごいですねー！　十年も前の機体なのに、要所要所は現在でもトップクラスの出来ですよ！　ライトイーブンを扱あつかえるパワーを持ちながら、全体のスマートさ！　そしてバランス感覚に優れた機動性！　設計者の血の滲にじむような試し行こう錯さく誤ごと、機体への愛が感じられます！　さすが『世界の心臓』をカットした機体は違ちがいますね！」

　マイセルはそう言うと、手元のリモコンを操そう作さした。すると天井のクレーンが動き、部屋の隅すみからコンテナを掴つかんで彼の元まで持ってくる。マイセルはそこから電気ケーブルを取り出すと、満面の笑みを浮うかべた。

「腕が鳴りますよ！　これで燃えなきゃメカニックじゃないです！　もう部品一つ見るのも楽しくて楽しくて！　昨日から一いつ睡すいもしてないんですから！」

「……ほどほどにな。まぁ、俺おれとしてはありがたいけど」

　見れば、彼の目の下には黒々とした隈くまができあがっていた。それでもその表情は光ひかり輝かがやいている。まるでタヌキの目にライトを当てたようだ。

「あっ、そうだ！　オズワルドさん！　せっかくいい人型重機シユタインを持ってるんですから、もう少し操そう縦じゆう席せきは綺き麗れいに使ってくださいよー」

　そう言いつつ、マイセルはハッチの上にゴミだかガラクタだかわからないものの山を載のせる。

「ああ……ついでに掃そう除じしておいてくれ。大たい概がいゴミだから」

「そんな勝手な……修理に集中したいのに…………ん？」

　ふいに、マイセルがガラクタの中から大きな紙を引っ張り出した。

「これって……もしかしてライトイーブンの……！」

　紙を広げた彼は、今まで以上に目を輝かがやかせ始はじめる。

「どうした？　なにか見つけたか？」

「えっ!?　あ……いや、ただの図面ですよ。──そ、そうだ！　修理に役立ちますから、これは僕が預かっててもいいですか？」

「んー、まぁ、俺は図面なんか見てもわからんから、勝手にしてくれ」

「あ、ありがとうございます！」

　マイセルは大げさに頭を下げると、大事そうに図面を作業着のポケットにしまい、鼻歌を歌いながら修理を再開する。

「……それでマイセル。修理はどれくらいかかるんだ？」

「そうですね。パーツ交こう換かんが必要ですから、これから行く街で調達する予定です。パーツさえそろえば、一日で動かせるようになりますよ」

　その言葉に、オズワルドは少しだけ顔をしかめる。

「その次の街ってのは？」

「遊ゆう石せき民みんが集まるシャロンタウンって街です。このまま行けば三、四日で着きますよ」

「長いな……暇ひまだ」

　オズワルドがため息をつくと、マイセルが作業を中断してこちらを振ふり向むいた。

「なら僕の映像ディスク貸しましょうか？　『機神伝説ゴルヴィーノ』とか、『宇宙戦記ダイグレアス』なら全巻そろってますよ！　今から見れば劇場版まで見られますし！」

「……なんだそりゃ」

「アニメーションです！　どっちも名作ですよ！　特にメカニックが格好よくて、それに憧あこがれて僕もメカニックになったんですから！　いやー、中ちゆう盤ばんで自分のプライドと挫ざ折せつに悩みながらも合体ロボを完成させるシーンなんか何回見ても号ごう泣きゆうで、僕もいつか合体できる人型重機シユタインを作ってみたいんですよ！　……そうそう！　あの話はファンの間でも評価が高くてですね──」

「いや、いい。寝ねて待つことにするよ」

　気乗りしないオズワルドの返事に、マイセルは「絶対面白いのに……」と残念そうに呟つぶやいた。オズワルドにしてみれば、アニメーションを見て過ごすなら、今のうちにベッドの寝ね心ごこ地ちを味わっていたほうがいい。どうせ、この船を下りたらまたＤダイヤランページの中で寝ね泊とまりだ。

「あ、オズワルドさん。一つだけいいですか？」

　格納庫から出ようとエレベーターのボタンを押おしたとき、マイセルが何か思い出したように声をかけてきた。

「ベルナルトって何です？　パーツの所々に書いてあるんですけど、メーカーですか？」

　その名前に、オズワルドは一いつ瞬しゆんだけ動きを止める。それから短くなったタバコの火を指で潰つぶすと、吸すい殻がらを手のひらで包み込んでどこかに消した。

「メーカーじゃない。Ｄダイヤランページとライトイーブンを作った奴やつの名前だよ……俺おれの親友だ」

「へー！　そうなんですか！　凄すごいなあ。これを個人で作ったんですか！　会いたいなあ」

「……まぁ、伝えとくよ」

　オズワルドがそう言うと、マイセルは「本当ですか！　お願いしますね！」と身を乗り出して言ってきた。

　そんな彼にオズワルドは片手を挙げて応じ、エレベーターに乗り込む。それから最上階のボタンを押した。

　壁かべに背中を預け、肩かた越ごしにライトイーブンを見つめ、ため息混じりに呟つぶやく。

「お前に会いたい奴がいるとよ」




　最上階のブリッジにたどり着くと、ソファに座っていたトラヴィスがこちらを向いた。どうやらイーストウッド号は自動操そう縦じゆうにしてあるらしく、空の操縦席では勝手にハンドルが動いている。

「意外と早起きだなオズワルド。ベッドが硬かたすぎたか？　あれでもマシなほうなんだがな」

「そんなことないぞ。身体を横にして寝ねたのは久しぶりだったから、ぐっすりだ」

　オズワルドはそう言いつつ、トラヴィスの向かい側に座る。そして、ついでとばかりに彼の目の前にあったバターロールに手を伸ばした。

「ならよかった。じゃあ眠ねむたそうな目つきは生まれつきなんだな」

　トラヴィスはそっとバターロールを遠ざける。オズワルドは、今しがた指し摘てきされた眠そうな目をさらに細め、渋しぶ々しぶ手を引っ込めた。代わりにタバコとマッチを取り出す。

「それにしても、やっぱり昔ながらの職人っていうのは早起きが常なのか？」

　オズワルドはマッチを擦こすろうとした手を止め、睨にらむような目つきでトラヴィスを見た。それから手元に視点を戻もどし、タバコに火をつける。

「……調べたのか」

「お前を船に置いておくのは、ウチのクルーがやらかした責任を取るためだ。しかしな、船にいる奴の素す性じようも知らないで平気でいられるかどうかは別の話さ」

　トラヴィスもタバコに火をつけ、シニカルに微ほほ笑えむ。

「宝石ブランド『オズ』。初代のオスカー・オズウェンが創立して以来、宝石大量発掘時代ジユエリー・ラツシユが来るまで、世界ナンバーワンの宝石装そう飾しよく品ひんブランドだってな。お前はオスカー家の七代目宝石職人、オスカー・オズワルドだったってわけだ。どうして今の時代に宝石職人なんて人間がいるのかはわからないが……一つだけ合点がいった。お前は、現存する最後の宝石職人ラスト・カツターだったからこそ、ワールドハート社から『世界の心臓』のカットなんて重役を任されたんだな？」

　トラヴィスは一通り語り終えた後、そっとバターロールが載のった皿をこちらに押おしてきた。勝手に調べた謝罪のつもりだろうか。オズワルドはそう受け取り、バターロールも受け取った。

「……そのとおりだよ。今の時代、宝石のカットなんてもんはカッティングマシーンにかけて終わりだが、『世界の心臓』は特別だった。デカい上に規き格かく外がいの硬こう度どを持っていて、正確にカットできる機械も、それを作れる人間もいなかったんだ。削けずり出だしのままじゃ、世界の五割を担う電力なんて作れなかったみたいだしな」

　オズワルドはもそもそとバターロールを食べながら、つまらなそうに言う。

「なら、今この世界の繁はん栄えいがあるのはお前のおかげってわけか。そんな英雄にバターロールとは失礼だったかな？」

「よせよ。そんなんじゃない。バターロールもウマい」

　最後の一ひと欠片かけらを飲み込むと、オズワルドは満足げに息をついた。

「だがオズワルド。お前はそれだけのことをしたんだから、こんな食うや食わずの旅なんてする必要ないんじゃないのか？　ワールドハート社にいれば、何一つ不自由のない暮らしができただろうに」

　オズワルドは、少しだけ視線を下に向ける。確かに、トラヴィスの言うとおりだ。今の時代、宝石職人なんて職業は何の役にも立たない。ワールドハート社から『世界の心臓』のカットを依い頼らいされるまで、自分は泥どろ水みずで喉のどを潤うるおすような真ま似ねをしていた。

　ワールドハート社に留まれば、金持ちになれた。英えい雄ゆうにもなれた。硬かたいベッドで満足し、バターロールを美味いと頬ほお張ばる生活は送っていなかった。

　それでも辞めたのは……。

「…………人を探しているんだ」

　呟つぶやくように、それでもしっかりした口調で言う。その言葉に、トラヴィスは眉まゆを顰ひそめた。

「人探し？　誰だれだ？」

「わからん」

　オズワルドが即そく答とうすると、トラヴィスは呆あきれたように口を開ける。

「わからないのに人探しはないだろう。名前は？」

「知らない」

「年齢は？　男か？　女か？」

「姿を見たことがない」

　トラヴィスは疲つかれたようにソファにもたれかかった。

「それじゃ見つかるわけないだろう。手て掛がかりくらいないのか？　何年探しているんだ？」

「手掛かりはない。探してるのは三年……いや、そろそろ四年だ」

　トラヴィスは額を押おさえ、首を二、三度左右に振ふる。

「いったい、そいつが何をしたって────」

　そこまで言いかけたが、オズワルドを見た瞬しゆん間かん、トラヴィスは口を閉ざした。彼は視線を逸そらすと、少しだけ頭を下げる。

「すまない。余計な詮せん索さくだった」

　いきなり謝られたので、オズワルドは少々面めん食くらう。別に、彼の言い分は正しい。なのに、どうしてこちらを見た瞬間に謝ったのか？　オズワルドはそっと顔に手を当ててみたが、今、自分がどんな表情をしているのかはわからなかった。

「まぁなんだ。お前の素す性じようも目的も明らかになったところで、俺おれも一安心できる」

　ややぎこちなく話題を変えるトラヴィスだが、オズワルドもそれ以上身の上話をするつもりはなかった。素直に彼の話題に乗ることにする。

「それで？　もう一人とオマケ……ロシェとエネットの素性とやらは調べたのか？」

　そう尋たずねると、トラヴィスは肩かたをすくめて首を振った。

「調べたが、これと言った情報はゼロだ」

「それであのブレスレットか？　いくらなんでもやりすぎだろ。探知機つけてまで逃にがさないほどの女でもないだろうし、外したら電流を流してまで手元に置いておくような奴やつにも思えないぞ？　お前はもともと二人を捨てるつもりだったんだし、逃にげたら逃げたで困らないだろ」

「もっともだ」

　トラヴィスは頬ほお杖づえをつき、ニヤリと口の端はしを吊つり上あげる。

「ただな、オズワルド。あのブレスレットはお前が思っているようなものじゃない。あれは探知機なんかじゃないし、無理やり外したところで電流も流れやしない。ただの脅おどしだよ」

「じゃあ、イマドキ真しん珠じゆなんか使ったただのアクセサリーってわけか？」

「それも違ちがう」

　もったいぶった言い方に焦じれ、オズワルドは表情を歪ゆがめる。それを見たトラヴィスは「わかったわかった」と笑い、ポケットから掌てのひらサイズの端たん末まつを取り出した。そして、スイッチを入れると、ノイズ交じりの声が聞こえてくる。

『……──はぁ……面めん倒どうくさい。格納庫の掃そう除じなんて業者レベルじゃない。モップ一本じゃ何日かかるかわかったもんじゃないわ……』

『安心してくださいマスター。時間はたっぷりあります』

『終わる心配なんかしてないのよエネット。……はぁ、これさえなければなぁ』

　端末のスピーカーから、コンコンと何かを叩たたく音が聞こえてくる。

「なるほど。盗とう聴ちよう器きか」

「そうだ。素す性じようがわからないなら、これで動きを把は握あくすればいい。おまけに、あのアンドロイドは貴重なものらしいしな。手に入れた場所や、技術に関する情報を得られれば儲もうけ物ものだ。逃にげられたれたとしても、こっちは痛くも痒かゆくもない」

「……色々と考えてるんだな」

　趣味が悪い──という感想は言わないでおいてやった。

『ちょっとアンタ！　……マイセルだっけ？　ここにあるのはゴミ？　捨てていいの？』

『あっ！　いえ、そ、その、あの……それはゴミじゃくて、アニメの劇場ポスターで……』

『あっそ。……って言うかさ、何でいきなり隠かくれたの？』

『い、いや、あの……ぼぼぼ僕、女の人とか……その、苦手で……』

　二人の会話を聞きながら、オズワルドは端たん末まつに向かって憐れん憫びんの眼まな差ざしを向ける。

「……おい船長。クルーの中にも女がいたけど、アイツは大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「いや、誰だれだろうとマイセルは極力女に近づかない」

「……損、してんな」

「同感だ」

　盗とう聴ちよう器きの向こうのロシェも呆あきれたようで、ため息のような音が聞こえてきた。

『アンタ、それでよくエネットを調べたいだなんて言えたわね』

『エネットさんはアンドロイドじゃないですかっ！　一いつ緒しよにしないでくださいっ！』

『いきなりキレないでよ！　……ううん。それよりも何？　この腑ふに落ちない気持ち……』

『マスターも調べられたいのですか？』

『エネット。黙だまってて』

　こんな調子で本当に情報が得られるんだろうか……とオズワルドは思う。目の前を見てみると、トラヴィスも同じことを考えているようで、なんとも微び妙みような表情でいた。

『あー！　エネットちゃん！　こんなとこにいたー！』

　突とつ然ぜん、スピーカーが音割れするほど大きなキンキン声が混じる。

『おはようエネットちゃん！　うりうりうりぃ』

『ちょっと！　エネットにひっつかないで！』

『好きなものに頬ほおずりして何が悪いのさ！』

　鼻息の荒あらさがこちらにまで伝わってくる。

『ねぇエネットちゃん。掃そう除じなんかしてないでさ、あたしと遊ぼうよー。銃じゆうの分解組み立て競争したり、部屋で爆ばく弾だん作ったりしようよー』

『なによそれ……何が面白いのよ』

　明らかに引いたロシェの声に続き、シェリルの不満そうな声が聞こえてくる。

『好きなんだからいいじゃん。あたしは派手なものと可愛いものが好きなの！』

　姿は見えなくても、ロシェが疲つかれたように頭を押おさえているのがわかる。

『ねぇねぇエネットちゃん？　エネットちゃんはあたしのこと好き？　あたしはエネットちゃん好きだよ！　手しゆ榴りゆう弾だんの次くらいに』

『私には好きや嫌きらいを判断する機能がありません』

『じゃあ好きってことにしちゃおう！　エネットちゃん。あたしのこと好きって言ってみて！』

『シェリルさん。好きです』

　思わず耳を塞ふさいでしまうほどの歓声が響ひびいた────と思ったら。

『ねぇボス！　聞いた!?　好きだってぇーっ！　これって腕うで輪わで録音してるんだよね？　あとでこの部分だけコピーしてあたしにちょーだい！』

「おまっ──！　このバカがぁッ！」

　トラヴィスが端たん末まつを握にぎり締しめ、凄すさまじい勢いで罵ば声せいを浴びせる。

『え……？　ちょっと、これ盗とう聴ちよう器きもついてるの？　聞いてないわよ！　勘かん弁べんしてよ！　もうトイレ行けないじゃない！』

『盗聴器もって言うか、それしかついてないよー』

『シェ、シェリルさん！　だ、だめですよ言っちゃあ！』

　トラヴィスは両手で顔を覆おおってうなだれている。

『はい？　探知機は？　無理やり外したら電流は？』

『なにそれ？』

　ブレスレットがついた右手の拳こぶしを握り締める音が聞こえる。

『……マイセル。これ外して』

『だ、ダメですよ！　でででできません！　そ、それよりもあんまり寄らないで下さぃ……』

『は・ず・し・な・さ・い！』

『わ、わかりました！　わかりましたから！　近づいてこないでください！』

　しばらく鉄が擦こすれる音がし、やがて重たい何かが床ゆかに落ちた。続いてそれを踏ふみつける音と共に、端末のスピーカーがノイズ以外を発しなくなる。

「おい船長。クーデターだぞ、クーデター。それもお前んとこのクルーのせいで」

「わかっている……本当になんというか……」

　ぽつりと、トラヴィスが呟つぶやいた。

「ウチのクルー、バカしかいない……」




　オズワルドがイーストウッド号に乗ってから三日目。そろそろ次の街に到とう着ちやくする希望が見えてきた頃ころだが、同時に、暇ひまな船内生活に飽あきてきた頃でもある。

　なにか良い暇ひま潰つぶしはないか──そう思ってブリッジにやってきたところで、奇き妙みような光景を目にした。

「うっ……うぅ……」
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　シェリルが、下着姿にテンガロンハットという出で立ちでソファに座って泣きべそをかいている。テーブルを挟はさんだ向かい側では、ロシェが勝かち誇ほこった笑みでカードの束たばをシャッフルしていた。その隣となりにいるエネットは、恐おそらくシェリルのものであろう服を丁てい寧ねいにたたんでいる。そして、運転席ではトラヴィスが興味なさそうにタバコをふかしていた。

「……なんの遊びだ？」

「あっ！　オ……オズぅッ！」

　シェリルが泣きべそをかきながらこちらに駆かけ寄より、コートにしがみついてくる。それから顔をくしゃくしゃに歪ゆがめてこちらを見上げ、震ふるえる手でロシェを指差した。

「ロ、ロシェちゃんとポーカーしたんだけどね、あのね、ロシェちゃん強くてね……！」

「身み包ぐるみ剥はがされるまで負けたってわけか……服に手をかけた時点でやめとけよ」

「だってぇ、大勝ちすればエネットちゃんもらえると思って……もう着るものないよぉっ！」

「私はエネットを賭かけるなんて一言も言ってないんだけどね」

　勝ったロシェですら、呆あきれため息をついている始末。これ以上みじめなギャンブルルーザーもいないだろう。

「……おい船長。お前んとこのクルーがこんな姿になってるけど、いいのか？」

　オズワルドがそう言うと、トラヴィスは心底どうでもいいと言った表情で煙けむりを吐はき出だす。

「なぁオズワルド。女が胸を隠かくすのは、そこに価値があるからだ。逆に男が胸を隠さないのは、そこに価値がないからだ。価値がないものは隠かくさなくていい……そう思わないか？」

　オズワルドは自分にしがみつくシェリルを見る。白く、みずみずしい肌はだ。水色の可愛らしいパンツと、胸が小さすぎてつけている意味がわからないブラジャー。

「……ああ、そうか。こりゃ隠す価値ねぇな。つるっつるで洗せん濯たく板いたにもなりそうにない」

「なっ、なによなによ！　オズとボスのバカあっ！　あたしはこれからなんだから！」

　シェリルが駄だ々だっ子このように何度も胸板を叩たたくので、オズワルドは頭を鷲わし掴づかみにして引ひき剥はがした。

「ねぇオズ。その子のこと、ちょっとでも可か哀わい想そうって思うなら、取り返してみない？」

　ふと、ロシェが含ふくみのある笑みを浮うかべて言ってきた。彼女は、カードの束を一枚一枚、上の手から下の手に流れるように落として挑ちよう発はつしてくる。

「全然、可哀想なんて思わない」

　オズワルドは間かん髪はついれずに答える…………が。

「……けどまぁ、暇ひま潰つぶしには丁度いいか」

　オズワルドはそう言ってシェリルの代わりにソファに座った。それを見たロシェが笑みを深める。

「なぁ。一つだけ聞いていいか」

　オズワルドの言葉に、ロシェはカードを切りながらこちらを向く。

「どうしてお前はまだこの船にいるんだ？　もうあの腕うで輪わはないんだ。逃にげりゃいいだろ」

「オズワルドに同感だ。逃げてもいいんだぞ。食くい扶ぶ持ちが減って助かる」

　トラヴィスも便乗するが、ロシェは意に介さず鼻を鳴らす。

「そんなの決まってるじゃない。目的のダイヤがここにあるからよ」

　少し鋭するどくなる彼女の目つき。オズワルドは「あっそ」と呟つぶやいてタバコに火をつけただけだった。…………どうせ、人型重機シユタインの動力は素人しろうとに外せるものじゃない。マイセルを脅おどせばできるだろうが、それでも一日がかりの作業になる。最初のように乗り逃げしようにも、肝かん心じんのＤダイヤランページは動かない。今は、相手にするだけ無む駄だだ。

「さ。何を賭かけるの？」

「全財産」

　そう言ってオズワルドはポケットの中の硬こう貨かを全て出した。さらに小指の爪つめほどのダイヤも追加する。それを見たロシェが呆あきれたようにこちらを見てきた。

「それに釣つり合あいそうなのは、これくらいね」

　ロシェはやれやれといった感じでシェリルの服の束から靴くつ下したを掴つかみあげた。

　カードが五枚、配られる。オズワルドの手元に来たカードでできる役は、５のワンペアのみ。三枚をチェンジすると、さらに８のペアが来た。

　対するロシェは二枚チェンジする。二人は互たがいに視線を絡からませると、同じタイミングでカードをテーブルの上に広げる。

　ロシェの役は、キングのワンペアだった。

「俺おれの勝ちだな」

「ま、ここで私が勝ったら面白くないしね。……で？　どうするの？　その小こ銭ぜにと靴くつ下したじゃ、掛かけ金きん不足にもほどがあるわよ」

　ロシェがブーツを掛け金にしたので、オズワルドは無言でシェリルの頭からテンガロンハットを奪うばってテーブルの上に載せた。

「あたしの帽子！　それはガンマンの魂たましいなのに！」

「お前の服を取り返してるんだ。お前も少しくらいはリスク負え」

　続く二回戦。オズワルドは５のスリーカード。ロシェは７と９のツーペア。

　三回戦。オズワルドはフラッシュ。ロシェはクイーンのワンペア。

　四回戦。五回戦。六回戦…………オズワルドは取り返した服を次々足し、面白いように勝っていく。エネットがせっせとたたんだ服は、どんどんテーブルの上に無造作に積み上がっていった。

　そして、ついに彼女の持ち物はシェリルの拳けん銃じゆうのみとなる。

「ほら、最後だ。その銃賭かけろよ」

「いいけど……この銃、ヴィンテージモデルの美品よ？　こんな服の束じゃ足りないわ」

「……おいシェリル。残り全部脱ぬげ」

「オズのばかぁっ！　できるわけないでしょーっ！」

　シェリルはブラとパンツを手で隠かくして身を縮こめる。

「可か哀わい想そうじゃない。オズ……そんなことしなくても、いいもの持ってるじゃない」

　ロシェは負け続けた焦あせりも見せず、目を細めて艶なまめかしい笑みを浮うかべた。

「Ｄダイヤランページの動力……不純ダイヤモンドジルコニア。それなら足りるわよ」

「やっぱりそれが狙ねらいか」

　オズワルドは口の端はしを吊つり上あげると、ゆっくり立ち上がる。

「俺がそれを賭けたら、今度はお前が掛け金不足だぞ。勝負は終わりだ。……シェリル。残りは自分で何とかしろ」

　オズワルドはシェリルの「えー！」という不満を無視し、出て行こうとする────が。

「待ちなさい！」

　その言葉に、オズワルドはゆっくり振ふり返かえった。ソファでは、ロシェが自分の胸に手を当ててじっとこちらを見つめている。

「私を──」

　ロシェの喉のどが、力が入ったように上下する。

「私を賭けるわ」

　オズワルドは、無言で彼女を一いち瞥べつする。

「オズが勝ったら、私を好きにしていい。オズのモノにしてもいいし、どこかに売ってもいいわ。なにされたって文句言わない。どんな命令にだって従ってあげる。どう？　悪くない掛かけ金きんだと思うけど」

　整った顔立ちに、男ならつい目で追ってしまうようなプロポーション。いつもの露ろ出しゆつの多い服装とは違ちがい、身につけているのは色気のない長袖のシャツだが、服装に頼たよらなくても魅み力りよく的てきな女であることは間ま違ちがいない。

「オズが勝ったなら、身も心も魂たましいさえも、全部残らず捧ささげるわ」

「マスター。私は──」

　エネットが何か言おうとしたが、ロシェは手でそれを遮さえぎる。

「大だい丈じよう夫ぶ。私は負けないから」

　絶対的な自信が宿った声。その声色に、オズワルドは薄うすく笑みを浮うかべた。

「……そうか。じゃあやってみるか」

　オズワルドは再びソファに座り直す。

「え？　え？　ちょ、ちょっとさー。あんまりそういうのは良くないんじゃない？　オ、オズ。もういいよ。銃じゆうは自分で何とかするからさ。ね？　ボスからも何か言ってよ！」

　シェリルは怖おじ気けづいたように言うが、トラヴィスは変わらぬ表情でタバコの煙けむりを揺ゆらす。

「自分のケツを他人に拭ふかせるとどうなるか……いい機会だ。勉強しておけ」

　有無を言わせない口調に、シェリルは視線を床ゆかに彷徨さまよわせた。

　オズワルドとロシェは互たがいに一秒見つめ合う。そして、カードをシャッフルし始めた。今まで以上に念入りに、何度も何度も混ぜ合わせる。ブリッジの中は急に静かになった。ただ、ひたすらカードを切る音だけが響ひびく。

「ほら、アンタも切りなさい」

　ロシェからカードの束を渡わたされる。だが、「あ」という呟つぶやきと共にオズワルドがカードをこぼしてしまった。上から何枚かがテーブルの上に散らばる。

「ああ、もう。なにしてるのよ。……もしかして、緊きん張ちようして手でも震ふるえてる？」

　オズワルドがこぼしたカードを集めていると、ロシェが挑ちよう発はつするように言ってくる。

「……ただの武む者しや震ぶるいだよ」

　カードを集めてシャッフルし終えたオズワルドは、それをロシェに渡した。

「ふん。強がっちゃって」

　彼女は意地悪く笑い、そしてカードを配り始めた。

　──その瞬しゆん間かん、ロシェの表情が凍こおる。自分の手元にカードを配ろうとした時点で動きを止め、瞳ひとみを見開いた。しかしそれは一いつ瞬しゆん。口を硬かたく結ぶと、再びカードを配り始める。

　五枚配られると、オズワルドはすぐにカードを開いた。そしてロクに考えもせずテーブルの上に伏ふせる。だが、ロシェはじっと自分の手札を凝ぎよう視ししていた。わずかに手が震ふるえている。

　長考の後、ロシェは五枚チェンジをした。

「……オズ。……チェンジは……？」

「しない」

　オズワルドとロシェは互たがいに見つめ合う。──いざ、オープン。ロシェはゆっくりと手札を広げ、オズワルドはさっさと提てい示じする。

　ロシェの手札は、ブタだ。

　オズワルドの手札は、エースのフォーカード。

「な、ん……で」

　オズワルドはタバコに火をつけ、テーブルの上のカードに煙けむりを吹きかける。

「ずっと露ろ出しゆつの多い服着てるくせに、今日に限って長なが袖そでだもんな」

　ロシェは自分の袖を押おさえつける。

「いつ……盗とったのよ」

「知ってどうする？　お前はもう、俺おれとギャンブルなんてできないんだぞ？」

　そう言った後で、オズワルドは立ち上がり、テーブルをまたいでロシェの前に立つ。彼女は顔を強こわ張ばらせ、逃にげるように身体をソファの背もたれに押し付けた。

　その時、エネットが異音を発し始める。体が小刻みに揺ゆれ、うめき声のようなものを漏もらし、やがて目に生気が宿った。

　そして、ぎこちない表情が消え、彼女の宝石に宿る人格が出てくる。

「オ、オズワルドさん！　私と、私と勝負してください！」

「お生あい憎にく様さまだが、勝負は終わりだ。ギャンブルのコツは引ひき際ぎわを見極めることだよ」

「そんな……お、お願いします！」

　エネットは頭を下げるが、オズワルドは取り合わない。彼女の表情が絶望に染まる。そんな様子を、シェリルは不安そうに、トラヴィスは厳しい表情で見つめている。

「じゃあ、早速約束を果たしてもらうか」

「え!?　そ、そんな……今、ここで……？」

「俺の命令には必ず従うんだろ？」

「そ、そうだったわね……す、好きにしなさいよ」

　オズワルドが顔を近づける。一センチ近づくごとに、ロシェの表情が険しくなっていった。だが、こちらを睨にらんでいたのも最初だけ。すぐに目をぎゅっと瞑つむり、蒼そう白はくな顔面の頬ほおだけを赤く染めて小刻みに震え始める。

　そして。

「もらうぞ」

　オズワルドは、ロシェの手から銃じゆうを取り上げた。そして、それをシェリルに向かって放り投げる。オズワルドはロシェから顔を遠ざけると、一度だけ伸びをして、出口に向かって歩き出した。

　ロシェとエネットは惚ほうけ、シェリルはあっけにとられ、トラヴィスは呆あきれたように鼻から息を吐はく。

「ちょ、ちょっと！　何のつもりよ！」

　ロシェは立ち上がり、足早にオズワルドに歩み寄ると、強く腕うでを掴つかんだ。

「掛かけ金きんは銃じゆうと……その……わ、私のはずよ……」

　オズワルドは、目を細めてロシェを見下ろした。彼女はしばらくそれを睨にらみ返かえしていたが、やがて根負けしたように視線を逸そらす。

「貸しにしておくよ」

「なっ……なによそれ！　アンタに貸しなんか作りたくないわ！」

「だから貸しにしておくんだよ。それに……」

　オズワルドはパッとロシェの手を払はらい、意地悪く笑った。

「生き娘むすめの相手は面めん倒どうだ」

「な──っ！」

　顔を赤くしたロシェを見て、オズワルドは低く笑い声を漏もらした。そしてブリッジを後にする。背後の部屋では何か声が聞こえてきたが、オズワルドは気にせずエレベーターのボタンを押おした。

　タバコに火をつけ、そっとぼやく。

「まっ、いい暇ひま潰つぶしにはなったな」




「なによ、オズの奴やつ……気に入らないわ。格好つけて……」

　オズワルドが出て行った扉とびらを見つめ、ロシェは悔くやしさを滲にじませた表情で呟つぶやいた。

「良かったじゃないかロシェリア。自分を安売りするのはまだ早いぞ」

「別に……私は……」

「しかしまぁ、オズワルドの気持ちもわかる。あんなに怖こわがられたんじゃ、その気も失せるな」

　ロシェは意地悪く笑うトラヴィスを睨みつけるが、事実、自分でもバレバレの虚きよ勢せいを張っていたことを自覚できるから何も言い返せない。

「でもホッとしたよー。見み逃のがしてくれるなんて、オズはいい人だね！」

　シェリルは、いつもどおり陽気な笑みを浮うかべながら服を着ている。すっかりイカサマされていたことなど頭にないようだ。服が戻もどってきてどうでもよくなったのか、それても安心したついでに忘わすれてしまったのか。どちらにせよ、能天気な娘だ。

「見逃してくれたなんで言わないで。借りよ借り。借りを作っちゃっただけ」

　ロシェはふてくされてそっぽを向く。

「マスター……あの……」

　顔を背そむけた先にいたのは、不安と安心が入り混じったように目を伏ふせているエネットだった。

「その……こんなこと言うの、酷ひどいかもしれないけど……あんまり自分を犠ぎ牲せいにしないでください……」

　エネットは視線を床ゆかにさまよわせながら、「えっと、えと……」と言葉を探している。

「私は、マスターにも幸せになってもらいたいですし、だから……あの、もうああいうことは、しないで、ほしい……です……」

　言った後で、エネットは目をぎゅっと瞑つむって深く頭を下げる。

「ごめんなさい……私のためなのに、こんなこと言って……」

　そんなエネットの姿を見て、ロシェはふてくされていた表情を消す。肩かたの力を抜ぬき、視線を落とし、そっと彼女の頭に手を触ふれた。

「いいのよ……ごめんね、エネット。……うん。もうしないから。約束する」

　ロシェは両手でそっとエネットの頬ほおを押おさえると、俯うつむいた顔を上げさせた。

「だから、そんな顔しないで。……ね？」

　ロシェが首を傾かしげて微ほほ笑えむと、ようやくエネットも笑顔になった。しかし、次の瞬しゆん間かんに彼女の内部からノイズ音が響ひびく。

「あ……なんだか、安心したら疲つかれちゃった、みた、い……。ちょっと、眠ねむ、り──」

　最後まで言い終えることなく、エネットの首ががくんと倒たおれた。目から生気が消え、表情が無機質なものになったところで、再び顔を上げる。人形のようになった彼女の姿を見て、ロシェは浮うかべていた笑みを抑おさえた。

「マスター。私の人格は眠ねむりました。人工頭脳に切り替えます」

「……そう」

　ロシェは目を伏せて呟つぶやき、少しだけ息を吐はく。

「……いい娘こだな。アンドロイドにしておくのは惜しい。お前の考えに同意するのは癪しやくだが、その子の人格を保てるようにしたいと思うのも無理ないな」

「自じ慢まんの、相棒よ」

　エネットの髪かみを撫なでるロシェの表情は、少し険しかった。

「ねーねーボス。ボスもエネットちゃんのこと気に入ったならさー、これから不純ダイヤモンドジルコニア探ししない？　オズはくれないだろうからさー、あたし達で探してあげようよ！」

「バカ言え。希少宝石ってことわかってるのか？　絶ぜつ縁えん体たいのダイヤモンドは動力に使えないクズ宝石だが、不純ダイヤモンドジルコニアは他の宝石よりも段だん違ちがいのエネルギーを作れる。いくら気に入ったって言っても、そんなお宝を赤の他人にくれてやるわけないだろう。街頭募金に釣つり銭せんを入れるのとはワケが違う。もし俺おれ達が見つけたら即そく売うっ払ぱらうぞ」

「ボスのケチー。人でなしー。いーじゃん。優しさと可愛さプライスレスだよ」

「なんでお前みたいなのが遊ゆう石せき民みん名乗ってんだろうな……」

　トラヴィスはため息をついた後で、ロシェに視線を移す。

「……で？　ロシェリア。お前はどうするつもりだ？　実力行使もムリ。イカサマギャンブルも失敗。オマケに大事な相棒と無茶しないって約束までして、まだオズワルドのダイヤを狙ねらうのか？　とっととここを出て別の不純ダイヤモンドジルコニアを探したほうがいいだろ」

「オズのじゃなきゃダメなのよ。これくらいで諦あきらめるわけないでしょ」

　そう言った後で、ロシェはちらりとエネットを見る。

「……なにか別の方法を考えるわよ」

「アンドロイドの言葉はちゃんと聞くんだな。普ふ段だんからそれくらいの可愛げがあれば、オズワルドも貸しになんてしなかっただろうに」

「可愛げなんていらないわ」

　吐はき捨すてるようにいい、ロシェはエネットを連れてブリッジを出る。

　誰だれもいない廊ろう下かを進み、エレベーターのボタンを押おした。

「……ねぇ、エネット」

　重たい音が上がってくるのを聞きながら、ロシェはふとエネットに話しかける。

「私ってさ……そんなに可愛くない？」

「申し訳ありませんマスター。私には可愛い可愛くないを判断する機能がついていません」

「……あそ」

　チン──と、エレベーターが到とう着ちやくした。




　荒こう野やを進んでいると、ふと乾かわいた地面に背の低い雑草が生えている場所がある。それは遊石民にとって、街に近づいているという目印だ。大地に根付く雑草は、道を進むごとにその数を増やして行き、街まち影かげが見えるころには地が緑色に染まる。

　オズワルドがイーストウッド号に乗ってから四日目の朝、ついに目的地──シャロンタウンに到着した。

　周囲数十キロ圏けん内ないに鉱こう脈みやくが蟻ありの巣のように存在しているこの街では、自然と遊石民が集まってくる。街の周囲には、イーストウッド号よりも大きな遊石船がいくつも停まっていた。この街に市街地と荒野を隔へだてる壁かべがないのは、こうして巨大な遊石船が街の周囲を覆おおってしまうためだろう。

「トラヴィスさん。船の戸と締じまりオッケーです」

「ボスー。火の元確認してきたよー」

　格納庫にマイセルとシェリルがやってきたところで、トラヴィスはよしと頷うなずいた。

「じゃあ買出しに行くぞ。皆みな車に乗れ」

　トラヴィスが顎あごでジープを指す。色は土色。ルーフはオープンタイプ。リアに予備タイヤと牽けん引いんパーツがついており、荷台車を引っ張って走る作りになっている。ジープの座席は運転席と助手席のみだから、ほぼ全員、荷台に乗れということなのだろう。

　誰だれが荷台に乗るか──話し合う前に運転席にトラヴィスが乗り、「あたしここー！　エネットちゃんもこっちー！」とシェリルが荷台に上がってエネットを手て招まねきする。必然的にロシェも荷台に上がり、女性が苦手なマイセルは助手席へ。結局、出で遅おくれたオズワルドはクッション一つない荷台に登った。

「全員で行く必要ないんじゃないか？　二人乗りなんだし」

「クルー以外の人間に船の留守番は頼たのみたくない。俺おれは運転だし、マイセルにはパーツを見てもらわなきゃならん。シェリルを置いていくのは家に時限爆ばく弾だんをセットして出かけるようなもんだからな……。結局、全員で行くしかないんだよ」

　トラヴィスのため息は、ジープのエンジン音でかき消された。

「じゃあタラップ下ろしますね」

　マイセルがポケットからリモコンを取り出して操作すると、格納庫の扉とびらが開いた。そして、床ゆかから地面に向かってタラップがスライドしながら伸びる。

　年ねん季きの入った音を響ひびかせながら、ジープはイーストウッド号を飛び出した。




　シャロンタウンの街並みは単純だ。街の中心をメインストリートが走っており、その両りよう脇わきにありとあらゆる商店が並ぶ。街はそのメインストリートによって南北に分断され、南側が住宅街。北側が宝石加工や人型重機シユタイン製造の工業地帯となっていた。

　イーストウッドクルー及び二名と一体を乗せたジープは、十数キロにわたって延びるメインストリートをまっすぐ進む。道みち幅はばは広いが、車が多いせいでとろとろとしか走れない。オマケに人型重機シユタインが後ろからまたいできたり、別の車を掴つかんで無理やり通ったりする。メインストリートは、人々の声と、雑多な車や人型重機シユタインで埋うめつくされていた。

「まずはＤダイヤランページとＴトルマリンマクスウェルのパーツを買いに行くぞ。それから食料、日用品の順番だ。いいか？　無む駄だ遣づかいするなよ、シェリル」

「なんで名指しなのー！　ボスはいっつもあたしばっかり──あ！　ハニーアップルだ！」

　文句を言い終わる前に、シェリルは後方のバイクに目を留とめた。サイドカーにアクリルケースを載せて走る、移動販はん売ばいバイクだ。彼女が車の間を縫ぬって走るバイクに向かって手を振ふると、販売員のおっちゃんはこちらに寄ってきて併へい走そうし始める。

「なんにします？　お嬢じようちゃん」

「えっとねー。ハニーアップル六個入り！　ハチミツいっぱいかかってるの！」

　そう言ってシェリルは荷台から身を乗り出し、おっちゃんの手に硬こう貨かを載せる。それと交こう換かんで、おっちゃんはサイドカーのアクリルケースからカップを一つ取り出した。中身は、たっぷりハチミツのかかったカット林りん檎ごである。

「まいどー」

　おっちゃんはカップを渡わたし終おえると、また車の隙すき間まを縫ぬって走り去っていった。シェリルは早速カップの蓋ふたを開け、使い捨てフォークでハニーアップルを一つ頬ほお張ばる。

「あまーい！　おいしー！　はいエネットちゃん！　あーん」

「私、故障しますよ？」

「あ、そっかー。じゃあロシェちゃん。あーん」

　シェリルはハチミツが滴したたる林りん檎ごをロシェの口元に差し出す。

「アンタ、少しくらいボスの話を聞いてあげなさいよ」

　と言いつつも、ロシェはシェリルの手から林檎を食べる。

「はい、じゃあ次オズ！　あーん」

「え？　ちょ、ちょっと！　それ私が使ったフォーク──」

「あ？」

　ロシェが言い終わる前に、オズワルドはシェリルの手から奪うばうようにして林檎を頬張っていた。清すが々すがしいまでに気にしてない彼の姿を見て、ロシェは口をへの字にしてそっぽを向く。

「ボス。あーん」

「俺おれはオズワルドとか……まぁ、この中でキスしたいやつなんていないがな」

　肩越しに差し出された林檎を頬張ったトラヴィスは、「甘あますぎる……」と顔をしかめた。

「はいマイセル。あー──」

「ぼ、ぼぼぼ僕はいいですから、あんまり顔近づけ──」

　拒きよ否ひしようとしたマイセルの口に、シェリルは否応なく林檎を突つっ込こむ。その瞬しゆん間かんマイセルは目を剝むき、顔を青くさせながら胸をどんどんと叩たたき始はじめた。

「──っはぁ！　し、死ぬかと思った……シェリルさん！　丸まる吞のみさせないでくださいよ！」

「なによー。マイセルがちゃんと噛かまないからじゃん」

「どう見たってお前のせいだろ……。どうするんだよ。林檎で窒ちつ息そく死しとか、末代までの恥はじだぞ」

「いや、マイセルで末代でしょ……」

「お前ら、なんでもいいから車くらい静かに乗ってろ」

　街の喧けん騒そうの中、彼らの乗ったジープは特に騒さわがしかった。




　メインストリートを五キロほど進み、そこから一本北側の道に入ると、人型重機シユタインのパーツショップが大量に現れる。オズワルドたちは、その中でも最初に目についた店に入った。

　店の中は狭せまく、オズワルドたち全員が入店すると、盛大に賑にぎわっていると錯さつ覚かくできるくらいだ。細長い作りの店内には、何に使うかわからない鉄の塊かたまりが無む秩ちつ序じよに並んでいる。金属と埃ほこりの匂においが鼻先をくすぐり、なんともむず痒かゆい。

「はー、シャロンタウンの店は品ぞろえいいですねー。やっぱり鉱こう脈みやくが多い街は違ちがいますよ」

「おい。いいからとっとと買うぞ」

「もうちょっと見たいのに……わかりました」

　オズワルドは、渋しぶ々しぶ頷うなずいたマイセルを連れてカウンターに向かう。そこには、中年の男が座っていた。鉄てつ粉ぷんとオイルで汚よごれた服を身につけ、欠けた歯を覗のぞかせながら小型テレビでラズーリンのレース中ちゆう継けいを見ている。

「すいません。このパーツが欲しいんですけど」

「ん？　あいよ。ちょっと待ってな」

　男は小型テレビから顔を上げると、マイセルからメモを受け取った。彼は横目でレース中継を見つつ、メモに書かれたパーツリストを一いち瞥べつして電卓を叩たたき始はじめる。

「……ん？　ずいぶん古いモンばっかりだな」

「十年前の機体を修理したくて……もしかして、ないんですか？」

「いや、あるにはあるが……兄ちゃんに払はらえんのかい？」

　そう言って男は電卓をこちらに突つき出だしてきた。オズワルドとマイセルは顔を近づけ、液晶画面を覗き込む。そして、「一、十、百、千、万……」とゼロを数え始めた。

　桁けたを追うごとに、二人の顔がどんどん引きつっていく。

「二百五十万クリュー!?　何でこんなにするんですか！　全部型落ち品なのに！」

　マイセルが叫さけぶと、男は呆あきれたようにため息をつく。

「兄ちゃん、こりゃ型落ちじゃねぇ。絶ぜつ版ぱんパーツだ。これでも端は数すう分ぶん、まけてやってんだぞ？」

「おい、ぼったくりじゃないだろうな？」

「そう思うなら他行きな。拝おがみ倒たおしてウチより五万も負けてもらえりゃ、御おんの字じだろうよ」

　男は、オズワルドの凄すご味みにもまるでひるまない。本当にぼったくりではないらしい。

「どうした？　なに手間取ってるんだ？　男が長考するのは、チェスと風ふう俗ぞく嬢じようを指名するときだけにしておけ」

　二人が額面を見て唸うなっていると、トラヴィスが退たい屈くつそうな表情でやってきた。その後ろをついてくる女性陣じんも、鉄に囲まれた店内にうんざりした様子である。

「あ、トラヴィスさん……ちょっと値段が……」

　そう言ってマイセルが値段を告げると、とたんにトラヴィスは顔をしかめる。

「二百五十万？　おいおい、予算はその半分だぞ」

「あたしらって貧びん乏ぼうだもんねー」

「貧乏なのに人様の機体をぶっ壊こわしたのはどこのどいつだ」

　トラヴィスは青筋を浮うかべ、シェリルの顔面を鷲わし掴づかみにする。

「痛いたい痛い！　ボス痛い！　もー！　壊したのならロシェちゃんもそうでしょー！」

　シェリルは何とかトラヴィスから逃のがれ、顔を押おさえながら涙なみだ交まじりにロシェを指差す。

「そういやそうだな。なぁ船長。こいつのラズーリンを売ったら足りるか？」

「ああ、その手があったか。格納庫の掃そう除じもできて一石二鳥だ」

　オズワルドとトラヴィスはロシェを一いち瞥べつした後、互たがいに頷うなずき合あう。

「二人とも、人の機体を勝手に──！」

「お前は自分が捕ほ虜りよだってのを忘れるなよ」

　トラヴィスは指を突つきつけて彼女の言葉を遮さえぎる。ロシェは口をきつく結んで視線を逸そらすことしかできない。

「あのー、トラヴィスさん。たぶん、あのラズーリンは売れないですよ」

　と、マイセルが控ひかえめに手を挙げた。

「ロシェさんのラズーリンは、飛ぶ時にエネットさんのサポートが必要なんですよ。面白い作りですけど、それを好んで買う人も、買い取る店もないと思います」

「じゃあ鉄くず同然じゃないか……くそ」

　悪態をつくトラヴィスを見て、ロシェはほっと息を吐はく。

「──しかたない。マイセル。手持ちの予算でＴトルマリンマクスウェルは直るか？」

「あ、それなら大だい丈じよう夫ぶです。すぐに直せますよ」

「おいおい。俺おれの機体はどうするんだよ」

　二人の会話を聞いてオズワルドは顔をしかめるが、トラヴィスは顎あご鬚ひげを撫なでながら自信ありげな笑みを見せる。

「慌あわてるな。ちゃんと直してやるさ。俺達は遊ゆう石せき民みんだ。金がないなら、宝石を発はつ掘くつして稼かせげば良い。Ｔトルマリンマクスウェルを直して発掘させるんだよ」

「発掘って……何日かかるんだよ。人型重機シユタインは一体しかないんだろ？　おまけにアレは戦せん闘とう用ようじゃなかったか？」

「ちゃんと発掘用のアタッチメントもあるから安心しろ。まぁ、一ヶ月もあれば修理費ぐらいは稼げるだろうさ」

「そんなにかかるのかよ……」

　オズワルドは額を押おさえてうなだれ、深々とため息をついた。まさかこんなに足止めを喰くらう羽目になるとは思わなかった。……だが、今さら文句を言ったところで、彼らに頼たよる以外、自分の機体を直す方法はない。

「待てないか、オズワルド？　なら、お前はすぐに金になりそうなのを持ってただろ？　なんならそれを売り飛ばせばいいじゃないか」

　その瞬しゆん間かん、ロシェが顔を強こわ張ばらせる。横目でトラヴィスを睨にらむが、彼は澄すました表情でその視線を受け流した。

「俺の見立てでは、軽く百五十万にはなるぞ。予算と併あわせれば十分足りる。……そうだ。俺が紹しよう介かい者しやに成りすまし、店からマージン搾しぼり取とって荒あら稼かせぎ──っていうのも一つの手だな」

　だが。

「なに言ってんだ？　俺おれは何も持ってないぞ」

　オズワルドは首を傾かしげてポケットの裏地を引っ張り出してみせる。それを見て、トラヴィスは少し口元を緩ゆるめて二度ほど頷うなずいた。

「その気がないならいい。……よし、マイセル。必要なパーツを買え」

　そう言ってトラヴィスはマイセルを連れて再びカウンターへと向かう。そんな彼の姿を、オズワルドはただ不思議そうに眺ながめていた。

　そして、そのさらに後ろでは、ロシェが安心と悔くやしさの入り混じった表情でオズワルドを睨にらんでいた。




　買出しを終えたオズワルドたちは、一いつ旦たんイーストウッド号へと戻もどった。

　トラヴィスの指示の元、一行は鉱こう脈みやくがある場所に向かってイーストウッド号を走らせる。シャロンタウンから数十キロ離はなれた場所には岩が剝むき出だしになった鉱こう山ざんがいくつもあり、宝石を発掘するには事欠かない……はずなのだが。

「くそ……ここもか」

　トラヴィスは、目の前の鉱山を見て悪態をついた。彼の目は、鉱山の至るところにいる人型重機シユタインに向けられている。すでに、別の遊ゆう石せき民みんが発はつ掘くつ作業を行っているのだ。

　宝石発掘をしようと決めてから、もう十七回もこの光景を見た。数十箇か所しよ以上の鉱脈がある街なのに、ことごとく先客がいる。それは、もちろん良い鉱脈から埋うまっていくのだから仕方ないかもしれない。だが問題なのは、どこの鉱山も一つの遊石民のチームが独どく占せんしていることだろう。

「『ワールドハート遊石部隊ハートビーツ』め……邪じや魔ましてくれるな」

　トラヴィスは苛いら々いらと髪かみをかく。

　──ワールドハート遊石部隊ハートビーツ。彼らは『世界の心臓』を所持するワールドハート社の社員だが、こうして新しい宝石を探して遊石民としての活動もしている。厄やつ介かいなのは、その規き模ぼの大きさだろう。百人を超える大規模遊石民のため、彼らが発掘を始めると、近くの鉱脈を軒のき並なみ独占してしまうのだ。

　同業者にとっては、疫やく病びよう神がみ以外の何物でもない。……しかし、相手は世界の五割の電力を供給し、今や国家と同等の権力を持つ企き業ぎようだ。一遊石民が横取りできるはずもなかった。

「仕方ない。別の鉱脈に移動するぞ」

「またか……。別にしらばっくれて端はしっこの方で発掘したっていいんじゃないか？」

　いい加減飽あきたという表情も隠かくさず、オズワルドが言う。もう何時間も、鉱山に行っては諦あきらめて移動するのを繰くり返かえしているんだ。このままでは鉱脈探しで日が暮れる。

「遊石民には遊石民の縄なわ張ばりってのがあるんだ。ほら、それを見てみろ」

　トラヴィスは少し離れた場所にある、鉄製の杭くいを指差した。それはアンテナのように上部が枝分かれしており、表面には緑色のランプが光っている。スピーカーらしきものもついているが、音は聞こえてこない。

「ジュエリーマーカーだ。簡単に言えば、遊ゆう石せき民みんの縄なわ張ばりを表す目印だな。これを打ち込めば、一月は鉱こう脈みやくを独どく占せんできるルールになってる」

「遊石民ってのも意外と面めん倒どうなんだな。もっと自由かと思ってた」

「自由というものは、ルールがあって初めて成立するものなんだよ」

　トラヴィスはくるりと踵きびすを返し、イーストウッド号へ向かって歩き出した。他の皆みなも彼の後に続き、疲つかれたように船へと戻もどり始はじめる。

　だが、ふとオズワルドは思いつき、マイセルの肩かたを軽く叩たたいた。

「なぁ、お前たちもジュエリーマーカーとかいうの持ってるのか？」

「え？　そりゃ遊石民なら持ってますよ」

「ほら」と、マイセルが腕うでくらいの長さがある筒を取り出す。グリップとトリガーがついていて、銃じゆうのような形だった。

「どうやって使うんだ？」

「簡単ですよ。引き金を引けばジュエリーマーカーが発射されますから、地面に向かって打つだけです」

　オズワルドは「ふーん」と鼻を鳴らし、ジュエリーマーカーの銃じゆう口こうを地面に向けた。

「これ……今打ち込めばさ、俺おれ達の縄張りだって言い張れるんじゃないか？」

「えッ!?　だ、ダメですよ！」

　マイセルは血相を変え、止めようと手を伸ばしてくる。

　しかし、それよりも早くオズワルドは引き金を引いた。

　軽い射出音と共に、銃口から鉄製の杭くいが発射される。それは地面に突つき刺ささると、上部が枝分かれし、アンテナとなった。

　次の瞬しゆん間かん、耳を劈つんざくようなアラームが鳴なり響ひびく。

「な……なにをした!?」

　トラヴィスが勢いよく振ふり返かえる。そして、地面に突き刺さっているジュエリーマーカーを見て呆ぼう然ぜんと口を開けた。

「お前……嘘うそだろオイ、なんてことしてくれるんだ！」

「なんだ？　まずかったか！」

「激マズですよ！　ジュエリーマーカーは、他のジュエリーマーカーの傍そばに打ち込むと、縄張り侵しん害がいとみなして警けい告こく音おんを鳴らすんです！」

「そうなのか。うるさいな、確かに」

　早口で喋しやべるマイセルの言葉を聞きながら、オズワルドは喧やかましくアラームを鳴らすジュエリーマーカーを見て顔をしかめた。そんな吞のん気きなオズワルドとは対照的に、トラヴィスは両手で頭を抱かかえ込こんでいる。

「それだけじゃない……他の縄なわ張ばりにジュエリーマーカーを打ち込むってことはな、先客に対する宣戦布告なんだよ！　お前は！　今！　ワールドハート社に喧けん嘩かを売ったんだぞ！」

　その瞬しゆん間かん、鉱こう山ざんで作業していた十数体の人型重機シユタインが一いつ斉せいにこちらを向いた。それぞれ手に銃じゆうを構え、確実にこちらをポイントしてくる。それだけじゃない。近くの鉱こう脈みやくにいた人型重機シユタインまで集まってきた。おまけに人型重機シユタインに乗っていなかった生身の作業員ですら、それぞれ銃を構えている。

　こちらの数は五人と一体。対して向こうは五十人近く。

　トラヴィスは立ちくらみでも感じたように額を押おさえてよろめく。

「……いいか、お前ら。楽しい語学の時間だ。俺おれの後に続いて元気に発音しろ。いくぞ？　リピート、アフタミー──すまない！　間ま違ちがえた！」

　トラヴィスは両手を上げ、声を張り上げる。

「面白いな。かかってこいよ」

　オズワルドが背中からライトイーブンを引ひき抜ぬき、肩かたに担いで挑ちよう発はつする。

「よーし！　やっちゃうよー！」

　シェリルも腰こしのホルダーから銃を抜いて構えた。

「お……お前ら……！　バカか！　バカなのか！　バカの国の言葉で『ごめんなさい』はなんて言えばいいんだ！」

　トラヴィスは悲鳴に似た叫さけび声をあげるが、オズワルドとシェリルは聞いていない。

「いい？　エネット。私たちは捕ほ虜りよよ。無む抵てい抗こうをアピールして助けてもらうの」

「はい。マスター。わかりました」

　ロシェとエネットはそれぞれポケットから白ハンカチを取り出してヒラヒラ振ふっている。

「お前らは……こんな時ばっかり捕虜ヅラしやがって……！」

　そんな二人に対し、トラヴィスは行き場のない怒いかりに小刻みに身体を震ふるわせている。

「……目を開けたら……何事もない朝でありますように……」

　マイセルはその場に横たわり、胸の前で手を組んで目を瞑つむった。

「お前は諦あきらめが早すぎるだろう！　もうちょっと頑がん張ばって生きる努力をしろ！」

　トラヴィスは狂きよう乱らん気ぎ味みに叫んだ。その間にも、ワールドハート社の人型重機シユタインはじりじりと距きよ離りを詰つめている。オズワルドとシェリルは、腰こしを低く落とし、いつでも飛び出せるように身構えていた。

『お前たちは手を出すな！』

　その時、どこからともなく男の声が響ひびいてくる。見ると、鉱山の一角から人型重機シユタインが一体、飛び降りた。それは足についたローラーを回転させ、土つち煙けむりを上げながら接近してくる。そして、オズワルドたちの目の前で停止した。

「こいつは……まさか」

　オズワルドは目の前に現れた人型重機シユタインを見て眉まゆを顰ひそめる。

　その人型重機シユタインは、特とく殊しゆだった。形も、色も、他の人型重機シユタインとは違ちがっている。おそらく隊長機なのだろう。深い青色のボディ。肩かたにはワールドハート社の社章。右みぎ腕うでだけがやけに長く無骨で、どうにもアンバランスだ。その右手の先には、二メートルもある巨大な杭くいが装着されている。

「このアーム……七大傑作マスターピースの杭打ち機パイルバンカー!?　も、もしかしてこれはＡアゲートノッカー!?」

　珍めずらしい人型重機シユタインを見て生きる気力が湧わいたのか、寝ねそべっていたマイセルが起き上がって興こう奮ふんし始める。

『目的を教えてもらえないかな。まさかその人数で僕たちと戦うつもりかい？』

　人型重機シユタインのスピーカーから、男の声が聞こえてくる。柔やわらかく、大人しい口調だった。ジュエリーマーカーを打ち込んだオズワルドたち以上に敵意が見られない。

「そのつもりだよ。お前ら、鉱こう山ざんを独どく占せんしすぎだ。少しくらい分けろって」

　オズワルドは人型重機シユタインに向かってライトイーブンを突つきつける。

「よせ！　オズワルドッ！　その人型重機シユタインは『Ａアゲートノッカー』だ！　ワールドハート社の幹部、メリンジャー・ウーノの機体だぞ！　そんな奴やつに喧けん嘩か売ってただで済むと思ってるのか！」

「知ってるよ」

　その言葉を聞いて、トラヴィスはますます頭を抱かかえた。シェリルはうずうずして銃じゆうを構えている。マイセルは少年のような瞳ひとみで人型重機シユタインを見つめ、ロシェとエネットはじりじり後退しながら逃にげる隙すきを窺うかがっていた。

『ふふっ……相変わらず図々しいな、オズは』

　ふと、スピーカーから笑い声が漏もれる。その言葉に、オズワルドを除のぞく一同はあっけにとられたように動きを止めた。

　人型重機シユタインが振しん動どうし、ゆっくりと膝ひざを突つく。そして、胸のハッチが開き、中から男が現れた。

　年齢は二十代後半。ワールドハート社の制服に身を包み、ブロンドの髪かみは後ろでくくっている。柔にゆう和わな笑みを浮うかべているその姿は、一見すると優やさ男おとこ。とても、この無骨な人型重機シユタインを操る男に見えない。

　彼は操そう縦じゆう席せきから地面に飛び降りると、満面の笑みを浮かべて両手を広げた。

「久しぶりだね、オズ」

　そして、親しげに名前を呼ぶ。

「相変わらずへらへらしてるな、ウーノ」

　オズワルドはライトイーブンをしまい、ボサボサ頭をかく。すると、ウーノは堪こらえ切きれなくなったように小さく噴ふき出だした。

「はははっ、変わってないねオズは。……いや、変わったのかな。まさかオズが遊ゆう石せき民みんになってるなんて知らなかったよ」

　ウーノが笑いながら背中を叩たたいてくる。オズワルドは肩かたの力を抜ぬいて苦笑いした。

「遊ゆう石せき民みんじゃないさ。少し世話になっているだけだ。変わらないのはお前だろ」

「酷ひどいなぁ。これでも幹部になって、少しは貫かん禄ろく出たかなって思ってたのに」

　ウーノは眉まゆを顰ひそめて気弱な表情になる。残念ながら、そこに彼の言う貫禄は感じられなかった。オズワルドは、それがなんだか可お笑かしくて低く笑う。

「ねー！　オズー！　なに仲良くしてんのさ！　ドンパチするんじゃなかったの！」

　ふと、シェリルが膨ふくれっ面つらで近寄ってくる。この乱射魔トリガーハツピーは、銃じゆうを取り出したのに一発も撃うてていないのが気に食わないらしい。危ない子供だ。

　だが、ウーノはそんな彼女に対しても笑みを崩くずさず、膝ひざを曲げて視線を合わせる。

「初めまして。メリンジャー・ウーノって言います。オズとは昔一いつ緒しよに働いてたんだよ。だからドンパチはしたくないんだ。なにか不満みたいだけど、銃はしまってね。可愛いんだから、あんまりそういうのは振ふり回まわさないほうがいいよ」

「え？　可愛い？」

　この少女は相変わらず、自分に都合のいい部分しか聞かない。シェリルは膨れっ面を笑顔に変えると、素直に銃をしまい「ねー！　ボスー！　あたし可愛いってー！」と言いながら、ご機き嫌げんな足取りでトラヴィスの元へと向かう。

「……賑にぎやかな仲間ができたみたいだね」

　ウーノは、微ほほ笑えましそうにシェリルの背中を見送っている。それに対し、オズワルドは辟へき易えき気ぎ味みだ。

「仲間じゃないさ。言ったろ。世話になっているだけだって」

「そっか。でも、一緒に旅してるんだろう？　紹しよう介かいしてくれないかい？」

　オズワルドは「面めん倒どうだな……」とぼやきつつ、少し離はなれた場所にいるイーストウッド号の搭とう乗じよう者しやたちを手で招まねく。警けい戒かいしていたトラヴィスやロシェ達だが、オズワルドと親しそうに会話しているのを見て少し緩ゆるんだのか、素直に近づいてきた。

　横一列に並んだイーストウッド号のメンバーを見て、オズワルドは頭をかく。

「えーと？　右からトラヴィス、マイセル、シェリル、ロシェ、エネット。それから、こっちがウーノ」

「こんなに紹介が下手な奴やつ、初めて見たぞ」

　トラヴィスは顔をしかめ、一歩ウーノの前に歩み出た。

「先ほどはジュエリーマーカーの誤射で騒さわがせてしまい、申し訳なかった。──メリンジャー・ウーノ、噂うわさは聞いている。まさかオズワルドと一緒に『世界の心臓』を発はつ掘くつした仲間だとは知らなかった」

　トラヴィスは丁てい寧ねいに、一度頭を下げる。

「俺おれはイーストウッド号の船長をやってるトラヴィスという者だ。それから、ウチのクルーのシェリル。メカニックのマイセル。そして捕ほ虜りよ……いや、もっと図々しいな。穀ごく潰つぶしのロシェリアとその相棒エネットだ」

　トラヴィスの紹しよう介かいに合わせ、シェリルは元気に手を挙げ、マイセルは緊きん張ちようしたように頭を下げ、ロシェは口をへの字にして会え釈しやくし、エネットは丁てい寧ねいに礼をする。ウーノは一人ひとりを順番に見つめ、それから爽さわやかに微ほほ笑えんだ。

「初めまして。僕はワールドハート遊石部隊ハートビーツの部隊長兼けん幹部をやってます、メリンジャー・ウーノです。先ほどの件なら気にしてませんよ。大方、オズが無茶をやったんでしょう？」

「理解してくれる人間で助かった」

　トラヴィスとウーノが握あく手しゆを交わす。オズワルドは苦い顔でタバコに火をつけていた。

「それで、ここには君たちも宝石発はつ掘くつに？」

「ああ。だが、お宅にほとんどショバを握にぎられてしまっている」

　トラヴィスが皮肉の混じった笑みを浮うかべて言うと、ウーノは困ったように笑って「いや、申し訳ない」と頬ほおをかいた。

　その後で、ウーノは縦たてにした拳こぶしを唇くちびるに当て、何かを考え始める。

「……これは一つ、提てい案あんなんだけど」

　ウーノは拳を離はなし、自信なさげに言葉を紡つむぐ。

「良かったら、一いつ緒しよに発掘しないかい？　協同発掘ということで」

「いいのか？　そちらにメリットはないだろう」

「全然構わないよ。ワールドハート社の社訓には、『困苦する者には手を差し伸べよ』ってある。……それに」

　ウーノがこちらを向き、笑いかけてきた。

「久しぶりにゆっくり友人と話がしたい。ここでまた別れたら、次はいつ会えるかわからないからね」

「特に話すようなこともないけどな……まぁ、感謝するよ」

　オズワルドはタバコをふかし、薄うすく笑う。それに対し、ウーノは満面の笑みで返した。

「決まりだ。じゃあ僕は早速部下に通達してくるよ。『世界の心臓』をカットした男と働くとなれば、きっと皆みなやる気が出る」

「おい、よせよ。やりづらくなる」

　オズワルドは声をかけるが、ウーノは笑って首を振ふり、人型重機シユタインに乗り込んだ。そして、後方で待機していた部下の元へと走っていく。

「……爽やかな男だな。お前と親しくしているのが信じられないくらいだ。だいたい、知り合いなら先に言ってくれ。肝きもが潰つぶれるかと思ったぞ」

　部下を集めるウーノの人型重機シユタインを見ながら、トラヴィスは緊張が解けたように肩かたの力を抜ぬく。

「まだワールドハートにいるなんて知らなかったんだよ。機体を見た時にもしかしてとは思ったけど」

「あのな、ワールドハートの幹部クラスにまでなって辞めたのは、お前くらいのものだぞ」

　呆あきれたようなトラヴィスの言葉に、オズワルドは興味なさそうに煙けむりを吐はき出だした。




　翌日。イーストウッドクルーはワールドハート遊石部隊ハートビーツと協同発はつ掘くつを開始した。基本的に遊ゆう石せき民みんは他の遊石民と組むことを嫌いやがるが、今回はそれがない。恐おそらく、ウーノが「『世界の心臓』をカットしたオズワルドと、その仲間たちだ」と紹しよう介かいしたためだろう。ワールドハート社の人間にとって、『世界の心臓』を発掘したメンバーは英えい雄ゆうで、全員が幹部クラスになっている。辞めたとはいえ、飛び入りで協同発掘しても疎うとまれないくらい、オズワルドの影えい響きよう力りよくは残っていたらしい。

「正直、予想以上だよ。イーストウッドのクルーは」

　ウーノがそう言った瞬しゆん間かん、鉱こう山ざんの一角で爆ばく発はつが起こった。爆ばく煙えんと土煙が空に昇のぼり、照りつける太陽を隠かくす。オズワルドは耳に突つっ込こんでいた指を離はなし、「なんだってぇっ？」と少し大きな声で聞き返した。

「イーストウッドのクルーは優秀だって言ったんだ。ほら、あの子」

　ウーノが、鉱山の一角で飛とび跳はねているテンガロンハットを指差す。

「シェリルちゃんって言ったっけ？　爆発物の扱あつかいが上手すぎる。発はつ破ぱ作業が倍くらい捗はかどっているよ。いっそのこと、ウチの部隊に加えたいくらいだ」

　あながちお世辞でもないウーノの口調に、オズワルドはげんなりと顔をしかめる。

「やめとけ。シェリルは乱射魔トリガーハツピーな上に異常爆発嗜好者ボム・ラバーだ。好きなだけ銃じゆう弾だんと爆ばく薬やくを使えると知ったら、一日で全部使っちまうぞ」

　シェリルがワールドハート社に入ったところでどうでもいいが、一応、友人として忠ちゆう告こくはしておく。

「うっ……それは困るなあ。……でも、優秀なのはホントだよ。彼女だけじゃない。マイセル君は不調気味な機械をどんどん直してくれるし、トラヴィス船長は鉱こう脈みやくの見つけ方が上手い」

「人を過大評価するのは、昔からお前の悪い癖くせだぞ」

「そんなつもり、ないんだけどなあ……」

　ウーノは困ったように笑みを浮うかべながら、頬ほおを指先でかいた。

　変わらない友人の姿に、オズワルドは少しだけ笑みを浮うかべる。そしてタバコを取り出し、口に咥くわえた。ついでに、箱からもう一本飛び出させて、それをウーノに差し出す。

　しかし、ウーノは申し訳なさそうに眉まゆを顰ひそめ、掌てのひらをこちらに向けた。

「あ……いや、やめたんだ」

「お前が？　俺おれより吸ってたくせに」

　オズワルドは驚きに目を見開く。思わず、口に咥くわえたタバコを落としそうになった。

「うん。ホープス社長が『タバコは身体に良くない』って仰おつしやったんだ。その日からスッパリやめた。もう二年になる。最初はきつかったけど、せっかくホープス社長が気き遣づかってくださったんだから、無む碍げにするわけにはいかないよ」

「相変わらず、お前は社長の言葉は何でも聞くな」

　意外と、昔の友人は変わったのか……いや、ある意味変わらない。ウーノという男は、昔からワールドハート社の社長──ホープスに絶対服従だ。社長が「急ぎの仕事を頼たのむ」と言ったら、一週間も不眠不休で働いたことがあるくらいなんだから。

「オズ。ウーノ。昼食持ってきてあげたわよ」

「お疲つかれ様さまです。オズワルドさん。ウーノさん」

　と、そこにバギーに乗ったロシェとエネットがやってきた。彼女が運転するバギーには、山のようにホットドッグの包みが積み上げられている。彼女はその山の上からホットドッグを二つ取ると、こちらに向けて差し出してきた。

「なんだ穀ごく潰つぶし。ちゃんと働いてたのか」

「穀潰しどころか、オーバーワークよ。ったく、全員分の昼食を二人で作ったんだから」

　ロシェは疲れたように息を吐はき、バギーのハンドルにもたれかかった。その間、疲れを知らないエネットがせっせと二人分の飲み物を準備している。

「彼女は料理の覚えがあるって言ったから、昼食の準備をお願いしたんだよ。材料費はこっち持ちだけど、買出しと調理は全部やってくれたんだ」

　ウーノは説明しながら包みを開け、ホットドッグにかぶりついた。それから「うん。美味しい」と満面の笑みを浮うかべる。それを見て、ロシェもまんざらじゃない表情を見せた。

「お前、料理なんてできたんだな。…………毒とか入ってないよな」

「オズのにだけ入れてやればよかったわ」

　その言葉を聞いてオズワルドは安心し、包みを解いてホットドッグを丸ごと頬ほお張ばる。ウーノの言うとおり、確かに旨うまかった。

「僕らは発はつ掘くつ中ちゆう、ずっと保存食やレトルトだからね。こういう昼食は本当に嬉うれしいんだ。ありがとう。ロシェリアさん。エネットさん」

「とんでもないです。私はマスターのお手伝いをしただけですから」

「どーいたしまして。……オズもなにか言ったらどうなの？」

「もう一個くれ」

「絶対いや」

　ホットドックの山に向けて差し出した手をピシャリと叩たたかれ、オズワルドは渋しぶい顔になる。

「君は食い意地の悪さを治したほうがいいよ。……でも、今回ばかりはオズの気持ちもわかる。本当に美味しいもの。二人とも料理上手だね」

　ウーノは、そう言ってエネットの頭を撫なでた。

「──う」

　その瞬しゆん間かん、エネットの体が小刻みに痙けい攣れんする。

「エネット！　どうしたの！」

　ウーノは慌あわてて手を離はなし、おろおろしながらエネットとロシェの顔を交こう互ごに見比べた。

「え？　え？　ご、ごめん！　ぼ、僕なにかまずいことをした？」

「あ……いえ、何でもないです。なにかエラーが発生したようで……」

「そ、そう。びっくりしたぁ……」

「襲おそわれると思ったんじゃないか？　お前、ガキが好きだからな」

「ちょ、オズ！　子供は好きだけど、決して変な意味じゃないよ！」

　ウーノは泣きそうな顔で訴うつたえるが、オズワルドは意地悪く笑ったままだ。

「エネット、大だい丈じよう夫ぶ？　……一回メンテナンスしたほうがいいのかしら……」

　ロシェは不安そうにエネットの頭を撫でる。ウーノは少しほっとしたようだが、自分が触ふれた瞬間にエラーが起きたので、まだバツが悪そうにしていた。こちらに助けを求めるような視線を送ってくるが、オズワルドは知らん顔でホットドッグを頬ほお張ばっている。

「隊長。お話し中失礼します。お客様が見えました」

　そこに、ウーノの部下が数人の男を引き連れてやってきた。ウーノは助かったとばかりに顔を緩ゆるめるが、部下が連れている男たちを見て再び表情を引ひき締しめる。

「隊長殿どの。精せいが出ますなぁ」

　やってきたのは、六人の男だった。先頭に立っているのは、中年の小太りな男。鉱こう山ざんに似つかわしくない高価なジャケットを着込み、ヤニで黄色くなった歯を見せてニヤついた笑みを浮うかべている。顔の彫ほりは深いが、瞳ひとみだけが突つき出でているので妙みような威い圧あつ感かんがあった。

　そして、後ろに連れている五人は町のゴロツキのような小こ汚ぎたない格好をしている。

　全員、どう見ても堅かた気ぎではない連中だ。

「エドガーさん、こんにちは。……今日はどういったご用件で？」

　オズワルドは、小太りの男──エドガーに頭を下げるウーノを見つつ、新しいタバコに火をつけた。ワールドハート社の幹部である彼が頭を下げるならば、よほどの人物なのだろうか。……いや、ウーノは誰だれに対してだって下手に出る。結局予想がつかない。

「いやなに、見慣れない遊ゆう石せき船せんが停まっていると報告を受けたものでね。……困るんですよ。勝手に他の遊ゆう石せき民みんに発はつ掘くつさせちゃあ。私が受け取ったショバ代はワールドハート社の分だけなんですから」

　ああ、なるほど……とオズワルドは納得した。この鉱こう山ざんはフリーではなく、この男の持ち物だったのか。そこにイーストウッド号がいるのを見て、新たに場所代をせびりに来たのだろう。……まぁ、ここでの発掘を許可したのはウーノなので、オズワルドは関係ない顔をしておく。

「彼らは関係者です。ほら、彼。彼は『世界の心臓』をカットしたオスカー・オズワルドです」

　振ふられてしまった。オズワルドは渋しぶ々しぶエドガーと視線を合わせ、顎あごを動かしただけのような会え釈しやくを送る。

「あーっ！　この男！」

　と、エドガーの後ろにいたゴロツキたちがこちらを指差す。全員、なぜか怪け我がをしていた。包帯ぐるぐる巻きで、まるでミイラの集団だ。

「エドガーさん！　こいつです！　こいつがブランのツレです！」

　男たちはこちらを指差しながら喚わめくが、オズワルドは眉まゆを顰ひそめて首を傾かしげる。

「誰だれだそれ。そんな奴やつ知らん。お前らとも初対面だぞ」

「テメェ！　しらばっくれる気か！　この前のこと、忘れたとは言わせないぞ！」

「知らないって言ってるだろ。だいたい、お前らみたいなミイラと会ったら、いくらなんでも忘れないぞ」

『これはお前にやられたんだよ！』

　男たちは口をそろえて叫さけび、こちらに詰つめ寄よろうとする。だが、エドガーがそれを手で制した。彼はポケットに両手を入れると、横おう柄へいな足取りでこちらに向かってくる。

「君がブランの友人か」

　話の通じない奴らだな──とオズワルドは心の中で呟つぶやき、露ろ骨こつに面めん倒どうくさそうな顔をする。

「まぁ、彼のことはいい。もう『終わった』ことだからね」

　エドガーが黄色い歯を見せて笑う。そこから嫌いやな匂においが漂ただよってきて、オズワルドは顔をしかめた。

「ただ一つ、忠ちゆう告こくしておこう。……私の縄なわ張ばりで妙みようなことはするな」

　エドガーはそう言って立ち去ろうとする。……が、ふとバギーに積み上がっているホットドッグを見て足を止めた。

「ワールドハート社の遊ゆう石せき部隊が、こんな物を食べてるのか」

　エドガーはホットドッグの山から無造作に一本引ひき抜ぬいた。その拍ひよう子しに山が崩くずれ、ホットドッグは次々と地面に落ちる。それでもエドガーは気にせず、包みを解いて一口かじりついた。だが、彼はすぐに口の物を吐はき捨すて、手に持った包みも地面に放り投げる。

　それを見たロシェが目を見開く。歯を食いしばり、拳こぶしを握にぎり締しめ、バギーから降りた。

「アンタ！　なんてことするのよ！」

　ロシェはエドガーに詰め寄る。ゴロツキたちが行く手を遮さえぎろうと前に出るが、それでも彼女は止まらない。

　だが。

「待てよ、ロシェ」

　オズワルドはロシェの肩かたを掴つかんで引き止めた。彼女は激げつ高こうを露あらわにしたままこちらを振り返る。

「オズ！　止めないで──」

「落ちたのは、俺おれが食ってもいいだろ？」

「…………は？」

　ロシェは怒いかりに満ちていた表情を一転させ、あっけにとられたように口を開ける。

　その間にもオズワルドはしゃがみこみ、落ちたホットドッグを頬ほお張ばり始めた。エドガーたちが汚お物ぶつを見るような目で見てくるが、オズワルドは気にしない。ただ、地面に散らばるホットドッグをかき集めては頬張り、舌した鼓つづみを打つ。

　だが、オズワルドが三つ目のホットドッグに手を伸ばそうとした時、不意にエドガーがそれを踏ふみ潰つぶした。彼がゆっくり足を上げると、そこには無残にも潰れたホットドッグが現れる。

　しかし、それでもオズワルドは気にしない。潰れたそれを拾い、包みを開けて口に入れた。

「……こんなのが『世界の心臓』をカットしたのか？　ただの乞こ食じきじゃないか」

　エドガーは顔をしかめ、ゴロツキたちを連れて遠ざかっていく。その後ろ姿を見て、ウーノは嫌けん悪お感かんを露あらわにする。ロシェは忌いま々いましく睨にらんでいたが、足元で自分が作った物を貪むさぼるオズワルドを見て少しだけ目を伏ふせた。

「嫌いやな思いをさせてごめんね……ロシェリアさん。エネットさん」

　ウーノは心底申し訳なさそうに深く頭を下げる。

「アイツ……気に入らないわ。…………でも」

　ロシェはちらりとオズワルドを見て、そこで言葉を止めた。

「私は、マスターがいいと言うなら何も問題ありません」

「エネット。私、いいなんて言ってないわよ」

「そうでしたか。オズワルドさんが食べているのを見て少し嬉うれしそうな顔をしていましたから、誤認しました。申し訳ありません」

「そんな顔……してない」

　ロシェは口を曲げると、そっぽを向いた。だが、それでもオズワルドを気にしているようで、チラチラ肩かた越ごしに振ふり返かえっている。

「ふぅ……さすがに腹いっぱいだな。残りは取っておこう」

　六個目のホットドッグを飲み込んだオズワルドは、残りをかき集めると、両手一いつ杯ぱいに抱かかえた。

「ウーノ。俺はイーストウッド号で寝ねてるから、カットが必要になったら呼んでくれ」

「君は相変わらず自由と言うか、なんと言うか……」

　ウーノの呆あきれた口調もどこ吹く風で、オズワルドは鼻歌交じりにイーストウッド号へと向かう。手元を覗のぞき込こみながらホットドッグの数を数え、「二日は持ちそうだ。食い切れるかな」とにやけながら呟つぶやいた。

「オズ！」

　振り返ると、ロシェが落ちなかったホットドッグを一つ手に取ったところだった。

　そして彼女は大きく振ふりかぶる。

「おまけよ！」

　そしてオズワルドに向かって放り投げた。天高く舞まうホットドッグ。オズワルドは上を見上げながら前後左右に位置を調節し、見事ホットドッグを手元の山に加える。

「これで二十三個目だ。思いっきりホットドッグを食えるなんて、今日はツイてる」

　オズワルドは一度だけ笑い、また鼻歌を歌いながらイーストウッド号へと歩いていった。




「今日の発はつ掘くつ量りようは、僕たちの過去発掘量を大おお幅はばに上回る結果となった。これは皆みなの頑がん張ばりと、イーストウッドクルーの協力があっての結果である」

　シャロンタウンの酒場で、ウーノがビールジョッキを持って喋しやべる。彼の部下たちは疲つかれを振り切った笑みを浮うかべながら、隊長の言葉に頷うなずいていた。

「──と、堅かた苦くるしい挨あい拶さつはここまでにしておこうか。──皆！　明日も頑張ろう！」

　乾かん杯ぱい──ウーノの言葉を引き金に「乾杯」の合唱が起こり、酒場のいたるところからグラスをぶつけ合う音が鳴なり響ひびいた。今日はウーノの部隊で店を借り切っているから、まるで祭りのような騒ぎとなる。

「かんぱーい！　乾杯！　乾杯！　乾杯！　乾杯乾杯乾杯乾杯乾杯乾杯乾杯かんぱーいっ！」

　シェリルはオズワルドたちとグラスをぶつけ終わると、席を立って他のワールドハート社の面々のところに走っていった。そして、誰だれ彼かれ構わずグラスをぶつけ始める。どうやら全員と乾杯するつもりらしい。

「皆も今日はありがとう。君たちのことは必ずホープス社長に報告するよ。きっと喜んでくれる」

　席に着くなり、ウーノはこちらを一人ひとり見ながら嬉うれしそうに言った。

「世界一の会社の社長に感謝されるってのも、悪くないわね」

「お役に立てて光栄です」

　ロシェはサワーを傾かたむけながら微ほほ笑えみ、エネットは持参のオイルを飲みながら頭を下げる。

「いやいや、僕らこそ今日は楽しかったですよ！　やっぱりワールドハート社は高性能な人型重機シユタインを揃そろえてますね！　アレを僕好みに改造できたらなぁ……」

「じ、自分のでやってね……」

　うずうずと両手の指を動かすマイセルを見て、ウーノは苦笑いを浮かべる。

「今日はいい日だな。ホットドッグは山ほど食えるし、ウーノのおごりで酒は飲めるし」

「……思い出した。オズワルド、皆が一生懸けん命めい働いている間、部屋でホットドッグに埋うもれて熟じゆく睡すいしていた件について説明しろ」

　トラヴィスが睨にらんでくるが、オズワルドは聞こえないフリをしてジョッキの中身を空にする。

「……まぁいい。どうせ、お前にカットしてもらうようなものは出なかったしな。……ところでウーノ隊長。一つ聞きたいんだが」

　トラヴィスはこちらから目を離はなし、ウーノに向き直る。

「ワールドハート社は、『世界の心臓』で生み出す電力を売って成り立っているんだろ？」

　ウーノはグラスを置くと、嬉うれしそうに微ほほ笑えむ。

「そうだよ。ホープス社長は世界の繁はん栄えいと発展を考えて、かなり低価格で売っていらっしゃるけど、それでも世界の五割の電力を担っているからね。収入は凄すごいよ。だけどホープス社長は、自身の収入すら研究や発展のために寄付しているんだ。素晴らしいお方さ！　一生かけて付いていくに値する人物っていうのは、彼のような人のことを言うと思うんだよ」

「そ、そうか……まぁ、社長の話は今度でいい。俺おれが聞きたいのは、なんでワールドハートは遊ゆう石せき部隊を持ってるんだってことだ。今さら遊ゆう石せき民みんと同じことをしなくてもいいだろう？」

　トラヴィスの言葉に、ウーノは薄うすく笑う。グラスを持ち、一口飲んでから目を細めた。

「トラヴィス船長も遊石民なら、知っているでしょ？」

「……『ハートの欠片かけら』を探してるのか」

　ウーノが小さく頷うなずく。

「『ハートの欠片』ってなによ」

「もう一つの『世界の心臓』です、マスター」

「『世界の心臓』が二つもあるの!?」

　ロシェはむせつつエネットに向き直る。

「正確には二つじゃない。『世界の心臓』は、本当はもっと大きな宝石なんじゃないかって説だ。それが何らかの形で半分に割れ、今ある『世界の心臓』となった。見つかっていない方の半分を『ハートの欠片』っていうんだ。遊石民の間じゃ有名な話だし、みんなあわよくば──って思って探しているんだ」

　かく言う俺達もな──とトラヴィスは挑ちよう戦せん的てきな笑みをウーノに向ける。ウーノは、機材も人員もイーストウッド号より遥はるかに勝っているのに、気け圧おされたように愛想笑いをした。

「まぁ、本当に『ハートの欠片』があるかどうか、確証はないんですけどね。ただ『ある』って説が今のところ有力です。その辺の話は、オズワルドさんが詳くわしいんじゃないですか？」

　マイセルの言葉に、オズワルドは鳥の串くし焼やきを飲み込んだ後で「まぁな」と言う。

「カットしてた時に思ったんだけど、『世界の心臓』はどうもおかしい。割れたような形けい跡せきがあるんだ。ただ、その欠片が『世界の心臓』くらい大きいかどうかはわからん」

「ふーん、とんでもない話ね。仮に『ハートの欠片』が『世界の心臓』と同じくらい大きかったら、単純に考えて全世界の電力を作れるのね。それってつまり、この世界を手に入れたようなものじゃない？　……もしかして、ワールドハート社って世界制服でも企たくらんでるの？」

　ロシェは冗じよう談だんめいた口調で言うが、ウーノは「とんでもない！」と必死に手と首を振ふって否定する。

「ホープス社長は全世界に安定した電力を供給して、世の平和と発展を願っていらっしゃるんだ。見つけても、邪よこしまなことには使わないよ！」

　そう言ったところで、ウーノは深々とため息をつく。

「でも、『ハートの欠片かけら』についてはそもそも手て掛がかりもなにもないんだよね。『世界の心臓』を発はつ掘くつした場所にはなかったし……これじゃホープス社長の願いを実現できないよ。ああ……僕が無力なばっかりに……」

　どっぷりうなだれるウーノ。そんな彼の姿を見て、オズワルドはふと思い出した。「そう言えばコイツは、酒が入ると社長の話ばかりするか、自己嫌けん悪おに陥おちいるかだったな」と。

「ボスー！　おかわり頼たのんでー！　皆みなと乾かん杯ぱいしたら全部こぼれちゃった！」

　そこに、落ち込むウーノとは正反対の陽気なシェリルが戻もどってきた。彼女はトラヴィスの背中にしがみつくと、「あ、これでいいや」と彼のジョッキに手を伸ばす。

「未成年はダメだ。ジュースでも飲んでろ」

　取っ手に掛かけた手を叩はたかれ、シェリルは頬ほおを膨ふくらます。

「いいじゃん！　あの子だって未成年なのにお酒買ってるよ！」

　と、シェリルはカウンターの前にいる小さな女の子を指差した。ボロボロの布切れのような服を着て、奥おくの棚たなに飾かざってある酒さか瓶びんのラベルを指差している。

「あれ？　今日って貸切じゃないんですか？」

「酒を買いに来る客くらいはいるだろ。……それにしても、あんな服着た子供に酒のお使いをさせるのか。酒を買う金があれば、もう少しまともな服を着せてやればいいものを」

　トラヴィスは呆あきれたようにビールを口に含ふくむ……が、その女の子がポケットから大量の札束を出したのを見て噴ふき出だした。目の前にいたマイセルに降りかかり、彼は間ま抜ぬけな悲鳴をあげる。

　店員は札束を受け取ると、それに見合う量の酒を出した。重いボトルが何本も入った袋ふくろが二つ。それから彼女の身長ほどもある酒さか樽だるを一つ。女の子は両手にボトルの入った袋を持ち、酒樽を縄なわで縛しばって自分の背中にくくりつけた。明らかに、重量オーバーだ。

　彼女は腰こしを曲げ、酒樽の重さに耐たえながら歩き始める。さらには両手のボトルを引きずらないように必死に腕うでを上げ、フラフラと出口に向かっていた。

　オズワルドたちは、唖あ然ぜんとその光景を見つめている。

「あ……」

　その時、女の子の膝ひざが折れ、その場に崩くずれ落おちた。酒樽に潰つぶされ、うめき声を漏もらしながもがく。重すぎて、自力で立ち上がれないんだ。

「ちょ、ちょっと！　大だい丈じよう夫ぶ？　オズも手伝って！」

　すぐさまロシェが立ち上がり、女の子の元に駆かけ寄よった。オズワルドも呼ばれ「しかたないな……」と呟つぶやきながら歩み寄る。

「ありが、とう……ござい、ます……」

　オズワルドに起こしてもらった女の子は、虚うつろな瞳ひとみでお礼を言う。

　……どうも様子がおかしい──そう思った時に、気がついた。

「おいガキ、どうした？　傷だらけじゃないか」

　ロシェもそれに気づいたようで、目を見開いて口に手を当てる。

「酷ひどい怪け我が……こっちに来なさい。手当てしてあげるから」

「いい、です……平気、ですから……」

　差し出されたロシェの手を、女の子はやんわり断る。

「でもそんな怪我じゃ──」

「いいんですっ！」

　急に、女の子はロシェの手を振ふり払はらった。ロシェは驚き、払われた手を所在なさそうに引っ込める。

「は、早く帰らないと、エ、エドガーさんに、𠮟しから、れる……」

　女の子は呟つぶやき、そして自分の言葉に怯おびえたように体を震ふるわせ始はじめた。瞳ひとみが揺ゆれ、顎あごが咬かみ合あわないように小刻みに動く。彼女はふらつきながらも立ち上がると、焦しよう点てんの合わない瞳で前を見ながら店を出て行った。

　その背中をロシェはやりきれない表情で見送り、オズワルドは下を向いてタバコに火をつける。

「……エドガーは、元は奴ど隷れい商人なんだ」

　ふと、ウーノが呟つぶやくように言う。左手で額と両目を覆おおっているから表情は見えないが、露ろ出しゆつしている口元は強く噛かみ締しめられている。

「彼は奴隷を使って鉱こう山ざんの発はつ掘くつを行い、現在の財を成したんだ。この辺の鉱山を買い取り、誰だれも手出しができないようになっている。今の子は、きっと売れ残りだろう……」

　その言葉に、オズワルドたちは口をつぐむ。いつの間にか、部下たちも黙だまって扉とびらの方を見ていた。さっきまでの喧けん騒そうはどこに行ったのか、酒場は静せい寂じやくに包まれている。

「……気に入らないな」

　オズワルドの呟きが、大きく響ひびいた。

「だよねー！　オズもそう思うよね！　あの子のこと助けたいよね！」

　そこに、さらに大きくシェリルの声が響く。

「ねぇウーノ！　残ってる爆ばく弾だん貸してよ！　あいつの屋や敷しきつきとめて爆ばく破はしてくるから！」

「バカヤロウ。奴隷まで木こっ端ぱ微み塵じんにする気か」

　ウーノに詰つめ寄よるシェリルの頭を、トラヴィスが掴つかんで引き止める。

「ごめん、シェリルさん。手は貸せない。今ここで、事を起こすわけにはいかないんだ」

　ウーノは呟いた後、顔を押おさえていた手をどけた。

「でも、安心して。このことはすでにホープス社長に伝えてある。社長は、この世の平和を目指すお方だ。エドガーのやり方を許すはずがない」

　露あらわになった彼の目には、強い光が灯っている。

「そして、僕も」




　昨日、過去最大の発はつ掘くつ量りようを記録したウーノの遊ゆう石せき部隊だが、今日は目に見えて作業が滞とどこおっていた。それはおそらく、イーストウッドクルーの動きが悪くなっているからだろう。あのエドガーの鉱こう山ざんで働いていることが、どうしても引っかかっているのだ。

　そして、作業が滞っている原因がもう一つ。

「待たせたわね」

　昼をずいぶん過ぎた頃ころ、やっとロシェとエネットがバギーに昼食を載のせてやってきた。腹が減っては発掘できないのが遊ゆう石せき民みんだが、全員分の食事を二人に作ってもらっているので、さすがに文句を言う人間はいない。

「どうしたんだ？　昨日はあんなに早かったのに」

「すみません。ちょっと、調子が悪くて」

　エネットがサンドウィッチを渡わたしながら言う。確かに、手の動きがぎこちない。

「ホント。どうしたのかしら？　昨日オイルも飲んだのに」

　ロシェは心配そうにエネットの髪かみを撫なでる。その拍ひよう子しに、彼女の身体がぐらりと傾かたむいた。

　そして、そのままバギーから転がり落ちる。

「エネットッ！」

　その瞬しゆん間かん、ロシェはバギーから飛び降り、エネットの傍そばに膝ひざを突ついた。

「エネット！　しっかりして！　どうしたの！　エネット！」

　ロシェは血相を変えてエネットの身体を揺ゆさぶる。

「どどど、どうしたのエネットちゃん！　病気？　どこか痛いの？」

「お前、バカだろ」

　おろおろするシェリルにトラヴィスは呆あきれたように肩かたを落とす。

　その騒さわぎに意識を取とり戻もどしたのか、ぎこちなくエネットの瞳ひとみが動いた。

「あ……申し訳ありません、マスター。体が、動き、ませ、ん……」

「あー、喋しやべれるなら電源は問題ないみたいですね。どこかの断線か、駆く動どう系けいの異常でしょう」

「マイセル！　なにのんびりしてるのよ！　早く何とかしてあげて！」

　ロシェが詰つめ寄よると、マイセルはまるで女の子みたいな悲鳴をあげて後ずさりする。

「わ、わわわかりました！　わかりましたから！　あんまり近寄らないでくださぃ……」

　怯おびえるマイセルにロシェは口をつぐみ、大人しく離はなれた。そこでようやくマイセルはほっと息を吐はく。

「……じゃあ、オズワルドさん。イーストウッド号まで運んでくれませんか？」

「ったく、世話が焼けるな」

「申し訳、あり、ま……せん」

　オズワルドはエネットを起こすと、持ち上げて肩かたに担いだ。

「……結構重いな」

「そりゃアンドロイドだからな。見た目はそれでも鉄の塊かたまりだ」

「たぶん、八十キロくらいはあるでしょうしね」

　男性陣じんがぼやいた瞬しゆん間かん、突とつ然ぜんエネットが異音を発し始めた。同時に、か細くしゃくりあげるような声が聞こえてくる。

「うっ……ひっく……酷ひどいです皆みなさん……気にしてるのに……」

　オズワルドが自分の肩を見てみると、そこにぶら下がっているエネットが顔をくしゃくしゃにしていた。どうやら人格が出てきたらしい。そんなに気にしていたのか……。

「あんた達！　なに泣かせてるのよ！」

「女の子の体重のこと言うなんてサイテー！」

　後ろから女性陣が、まるで火がついたように文句を叩たたきつけてくる。それを受けたオズワルドとトラヴィスは、顔をしかめながらイーストウッド号へと進む足を速めた。マイセルだけが「アンドロイドも体重気にするんだ……これは面白いな」と呟つぶやいてしまい、女性陣から罵ば倒とうの一いつ斉せい射しや撃げきを受けて泣きそうになっている。

　イーストウッド号の格納庫にたどり着くと、オズワルドは動かないエネットを作業台の上に寝ねかせた。工具や何かの部品に囲まれて横たわるエネットは、目だけを動かして不安そうに周囲を見ている。

「じゃあ、とりあえず中を開けてみますね」

　マイセルが作業台の前に立ち、電動ドライバーを片手にエネットに手を伸ばした。だが、彼女に触ふれようとした瞬しゆん間かんにピタリと手を止める。

「あの、ワンピースって、どうやって脱ぬがせたらいいんですか？　僕、やったことなくて……」

　マイセルが助けを求めるように振ふり返かえってきたので、オズワルドたちは一いつ斉せいに「あぁ……」と頷うなずいた。

「そりゃヤったことないなら、やったことないだろうな」

「お前がそれに悩むのは今回限りだろうから、そう落ち込むな」

「マイセルだしねー」

「みんな酷いっ！」

　情けない声をあげるマイセル。そこにロシェがため息をつきつつ「どきなさい」と前に出た。

「オズとトラヴィスは向こう向いてて」

　機械の裸はだかを見たところで……と思いつつ、オズワルドとトラヴィスは後ろを向いた。その間にロシェはエネットの背中のジッパーを下げ、肩かた紐ひもを外し、胸を露ろ出しゆつさせた。

「じゃあマイセル。頼たのむわよ」

「あの、マスター……」

　作業台を離はなれようとしたロシェを、エネットが呼び止める。ロシェは一いつ瞬しゆんだけ足の動きを止めたが、少し俯うつむき加減になるとエレベーターに向かって歩き出した。

「私は上にいるから、直しておいて」

　そう言い残し、ロシェはエレベーターに乗って上に行ってしまった。その背中を見送ったオズワルドは、いぶかしそうに眉まゆを顰ひそめる。

「なんだアイツは？　あんなに心配してたくせに、見ていかないのか？」

「女はアンドロイドの修理なんて見ても、面白くないんだろうな」

　こいつは別だが──とトラヴィスは鼻息を荒あらくしてエネットの素す肌はだを見ているシェリルの頭をポンポンと叩たたく。

「じゃあエネットさん。ちょっと開けますね」

「は、はい……」

　緊きん張ちようしたようなエネットの声。マイセルは彼女の鎖さ骨こつに手をかけると、パカリと胸板を外した。中には鉄の部品やゴム製の配線などがひしめき合っている。顔や身体つきは人間と相そう違いないのに、中は鉄の塊かたまり──さすがにこうして見ると異様だな、とオズワルドは思う。

「うっ……これは酷ひどいですね」

「なんだ？　まずい故障か？」

「いえ、そういうわけではないんですけど……」

　マイセルはエネットの中を見ながら顔に嫌けん悪お感かんを浮うかべる。

「メンテナンスが全然なってないんですよ。素人しろうとでもできるような簡単なものすらサボってる。これでラズーリンのサポートさせたり、数十人分の食事を作らせたりしてたんですから、不調が出るのは当たり前ですって。もう……ロシェさんたら、機械は人間よりも繊せん細さいなのに」

「そうなんだー……可か哀わい相そう、エネットちゃん」

　シェリルが口先を尖とがらせて彼女の頭を撫なでる。エネットは、ただ瞳ひとみを伏ふせて黙だまっているだけだった。

「そういや昨日も突とつ然ぜんエラー出して痙けい攣れんしてたな」

「え？　そうなんですか？　それはちょっと原因わかんないなぁ。まぁ、今の症しよう状じようだけならすぐにリペアできますけど……って、あれ？　なんだこれ？」

　エネットの内部をいじっていたマイセルが、眉み間けんに皺しわを寄せて首を傾かしげた。

「おかしいな……何だこの作り？　１、２、３、４、５、６……全然足りない……？」

「おい。今度はどうしたんだ？」

　難しい表情で内部を覗のぞき込こんでいたマイセルに声をかけると、彼はメガネのレンズを擦こすりながら顔を上げる。

「エネットさんの動力になる宝石が、全然足りてないんですよ……いや、動かす分には足りてるんですけど、なぜか宝石を追加するスロットがついてるんです。……なんでこんな意味のない作りにしてるんだろ？」

　マイセルは首を傾かしげながらもリペアを進める。

　彼の言ったとおり、その作業は十数分で終わった。

「あ……動きます。ありがとうございました」

　エネットがゆっくりと上半身を起こし、それから急いでワンピースを着直した。顔色に変化はないが、恥はずかしそうに太ももの間に両手を入れて肩かたを縮こめている。

「エネットさん。君はどうしてこんな風に作られたんですか？　動力は今ついている不純ダイヤモンドジルコニア一つで十分すぎるのに、追加スロットがあるなんて絶対おかしいですよ」

「その、それは……」

　エネットは顔を伏ふせる。恥じらいは消え、躊躇ためらいが表に浮うき出でていた。

「言えないのか？」

「そういうわけでは、ないんですけど……マスターは隠かくしたがっています。…………でも」

　エネットは顔を上げ、こちらの顔を一人ひとり見つめる。

「私は、皆みなさんに知ってもらいたいです」




「私の人格の名前は、クロウ・エネットって言います」

　作業台の上に座るエネットがそう言った瞬しゆん間かん、オズワルドたちはそのファミリーネームに目を見開いた。

「私は、マスター……クロウ・ロシェリアの妹を模もして作られたアンドロイドなんです」

　大きな瞳ひとみ。長いまつげ。薄うすい唇くちびると、形のいい鼻。鮮あざやかな赤毛……それは確かに、幼いころのロシェを彷ほう彿ふつさせるような姿形だった。

「十年前の話です。私とマスターは孤こ児じでした。小さな教会にお世話になっていて、穏おだやかに暮らしていたと思います。でも……」

　エネットはそっと目を伏せた。

「私は、殺されました」

　オズワルドはタバコに火をつけ、トラヴィスは唾つばでも吐はき捨すてたそうに顔を歪ゆがめ、シェリルとマイセルは少し瞳を揺ゆらす。

「私が持っていた両親の形見──希少宝石のネックレスを狙ねらった人たちに襲おそわれたんです。マスターは一命を取り留めましたが、私はダメでした。残ったのは、隠しておいたネックレスの欠片かけら一つだけで、他は全部盗とられてしまいました」

　エネットが自分の胸に手を当てる。

「マスターは妹を生き返らせたくて、残ったネックレスの欠片──不純ダイヤモンドジルコニアを使って、あるアンドロイド技師に私を作ってもらいました。希少宝石には人格が宿る…………マスターはそれに望みを託たくし、それはこうして形になったんです」

　オズワルドは煙けむりを吐はき出だし、ちらりと自分の背後に佇たたずむＤダイヤランページを見た。

「でも、私が持っていた希少宝石は元々数種類。手元に残った不純ダイヤモンドジルコニア一つじゃ、こんな不安定なアンドロイドにしかなれなかったんです。だからマスターは、奪われた他の宝石を探して、私の人格だけでも生き返らせようとしてくれているんです」

「じゃあ、俺おれのＤダイヤランページにある動力は……」

「はい。私たちを襲おそった盗とう賊ぞくが売りさばいたものが、巡めぐり巡ってＤダイヤランページの製作者の元に渡わたったんだと思います。マスターがＤダイヤランページにこだわるのは、その動力に私の人格が宿っているからなんです」

　Ｄダイヤランページに乗るようになって、十年経つ。だが、まさか自分の機体の動力がそんな方法で手に入れられていたなんて思ってもみなかった。

　だが、オズワルドはそれでも…………。

「Ｄダイヤランページの動力……それから、世界のどかにある私の希少宝石を全部集めれば、私は生き返れる。身体は機械でも、心は蘇よみがえる。そしたら、きっと、私は……」

　涙なみだが流れそうで、だけど絶対に何も流れない瞳ひとみで、エネットはこちらを見つめる。

「昔の記き憶おくを、全部取とり戻もどせる」

「エネットちゃん……もしかして」

　シェリルの震ふるえる声に、エネットは小さく頷うなずいた。

「私は、中にある宝石の分だけしか記憶がないんです。両親はどんな人だったとか、マスターと過ごした日々とか、なにもわからないんです。マスターに教えてもらっても、それは記き録ろくであって記憶じゃない。その時に私が何を感じて、何を思ったのかもわからない。私の記憶は、アンドロイドとして蘇った時からのものが全てです」

　エネットは俯うつむき、小さく肩かたを震わせる。

「だから私は……マスターを姉と認識できないんです……」

　唯ゆい一いつ残された家族なのに……彼女は、本当は一人ぼっちなんだ。

「私が全部の宝石を集められたら、私の記憶は全部戻る……もっと長い時間、外に出ていられる。もっと、もっとマスターの妹になれる。もっと、もっと、もっとマスターに好きになってもらえる。……そしたら、きっと、きっと……」

　涙を流せたら、彼女はどんなに楽だろう。

「胸を開けられる時に怖こわがったら、ずっと手を握にぎっててくれる……」

　エネットは膝ひざを立てて座り、そこに顔を埋うずめた。

「私……人間になりたいんです……」

　そこで、彼女の目から精せい気きが消えた。




　エレベーターで二階に上がると、廊ろう下かの隅すみにロシェが座っていた。壁かべに背中を預け、膝ひざを立て、その間に顔を埋うずめている。その姿は、さっきエネットがしていたポーズと全く同じだ。

　この姉妹は、嫌いやなことがあると、こういう格好になるらしい。

　オズワルドが足を進める。すると、その音に気がついたのかロシェがパッと顔を上げた。そして少し顔を歪ゆがめた後、何事もなかったかのように立ち上がる。

「妹の修理、終わったぞ」

　そう言った瞬しゆん間かん、ロシェが目を見開く。彼女は口をつぐむと、視線を床ゆかに這はわせ「お喋しやべりなんだから……」と呟つぶやいた。

「薄はく情じような奴やつだな。傍そばについてやれば良かったのに」

「オズには……関係ないでしょ」

　ロシェは歯を噛かみ締しめ、拳こぶしを握にぎり、忌いま々いましそうにこちらを睨にらみつけてくる。そんな彼女の姿を見て、オズワルドは鼻を鳴らした。

「妹の胸が開けられて、中が機械だらけなのを見たくなかったか？」

　──瞬間、ロシェの張り手が襲おそい掛かかる。が、オズワルドは自分の頬ほおに当たる前に彼女の手をがっちり掴つかんだ。

「メンテナンスしないのも、妹の身体が機械仕じ掛かけなのを見たくないからか？」

　反対の手が襲い掛かる。それも、オズワルドは頬に当たる前に掴んだ。

「……なによ、同情でも湧わいたの？」

　ロシェは手を振ふりほどき、ふつふつと怒いかりを滾たぎらせたような口調で言う。

「まっ、そんなところだ」

「じゃあＤダイヤランページの動力をよこしなさいよ」

「それはできないな。俺おれはあれでやりたいことがある」

　オズワルドはタバコに火をつけると、天井に向かって煙けむりを吐はき出だした。

「……お前は幸運だよ。死んだ奴やつのためにできることなんて何もない。だけど、お前にはあるんだ。そばにいることくらい、してやれ」

「なによ……らしくないわね。よく喋るじゃない」

「そんな気分なんだ」

　オズワルドは歩き出す。すれ違ちがい様ざまにロシェの肩かたに手を置き、タバコをふかしながら奥おくへと進んでいった。

　廊ろう下かには、煙だけが残る。

「……わかってるのよ……」

　誰だれもいなくなった廊下で、ロシェは呟く。全て承しよう知ちの上だ。エネットが身の上を話したのは、自分の非情な行動を弁護してくれたんだ。

　そして、もう一つ。

「ダメなお姉ちゃんだってことくらい……わかってるのよ……」

　涙なみだが滲にじんだのは、タバコの煙けむりが目にしみたせいにした。




　オズワルドたちがワールドハートの遊ゆう石せき部隊と発はつ掘くつを始め、五日が経った。相変わらずあのエドガーの元で作業をしているのは気に入らないが、それでもワールドハート社だけよりは進みがいい。Ｄダイヤランページのパーツ代を稼かせぐのには一ヶ月はかかると思われていたが、それはもうじき終わりそうである。

　五日目の夜。ベッドで寝ねそべっていたらノックの音が二回したので、オズワルドは「開いてるよ」と返事をした。するとドアがスライドし、トランクケースを持ったウーノが現れる。

「どうした？　晩ばん酌しやくなら付き合ってやるぞ」

「こんなトランクケースにお酒を入れるわけないじゃないか……と、言いたいところだけど」

　ウーノはトランクを掲かかげて見せた後、後ろ手に隠かくしていたウイスキーのボトルを取り出した。それを見てオズワルドは笑みを浮うかべ、「座れよ」と部屋の隅すみにある椅い子すを指差す。

「グラスもロシェリアさんに借りてきたよ」

　ウーノはテーブルの上にグラスを二つ置き、そこにウイスキーを半分ほど注いだ。オズワルドはベッドに腰こし掛かけると、早速一つを手に取り、ちびりと一口飲む。

「で？　用件は何だよ」

「せっかちだなぁ君は。……まぁいいや。ちょっとこれを見てくれよ。今日、トラヴィスさんが掘ほり当あてたんだ」

　そう言ってウーノはトランクの蓋ふたを開け、中から拳こぶし二つ分ほどの石を取り出す。紅くれないと白の綺き麗れいな縞しま模も様ようの石だ。オズワルドは少し目を開き、甲かん高だかく口笛を鳴らす。

「紅縞瑪瑙サードニクスか。色もいいし、デカい。メノウの中じゃ一級品だぞ」

「だろ？　オズなら喜ぶと思った」

　ウーノは微ほほ笑えみ、メノウをテーブルの上に置く。

「でね？　ホープス社長に報告したら、僕の機体に組み込んでいいって仰おつしやったんだ」

「そういや、お前の『Ａアゲートノッカー』の動力もメノウだもんな」

「ああ。そこで、これのカットをオズにお願いしたい」

　オズワルドはタバコに火をつけるのをやめ、ウーノを見る。

「……カッティングマシーンにかけりゃいいじゃないか」

「機械に頼たよるのもいいけれど、せっかく世界最高の宝石職人がいるんだ。そっちにお願いしたほうがいい。職人の芸術的なカットは、機械でやるより動力として安定するし、パワーも出る。そのレベルのことをできるのはオズしかいないし……なにより、君が喜ぶと思って」

　オズワルドの最大で唯ゆい一いつの取とり柄えは、宝石のカットだけ。現代ではまず必要とされないもの。ハイエンドな技術の使い道がないのは、職人にとって屈くつ辱じよくだ。

「……そういうことなら、まぁ……ここの発はつ掘くつに混ぜてもらった礼もあるし、やってやるよ」

　そう言ってオズワルドは壁かべにかけたライトイーブンを手に取った。ワイヤーを引いてエンジンを回転させると、右手にメノウを持ち、ゆっくりと刃はに近づける。

　本来宝石のカットは、テーブルの上で、小さな電動カッターを使ってやるものだ。だが、宝石自体が大きいせいで、オズワルドはまるで林りん檎ごの皮かわ剝むきのようにしてカットをする。

「後にも先にも、そんな方法でカットするのも、できるのも、君だけだろうね」

　ウーノの言うとおり、荒あら々あらしい道具を使い、ミリ単位でのカットを行う姿は、どうにもアンバランスで難易度が高そうだ。オズワルドは集中して返事もしない。

「普ふ段だんはぐうたらしてるのに、宝石をカットしている時だけは真しん剣けんだね」

　宝石と刃の間から火花が飛び散り、ウイスキーの水面に鮮あざやかに映える。

「本当に惜しいよ。君のような男をフリーにしておくのは」

　ウーノはウイスキーを半分ほど飲み干し、グラスをテーブルの上に置いた。そして少しだけ身を乗り出し、カットをしているオズワルドと同じくらい鋭するどい目つきになる。

「オズ。ワールドハートに戻もどってこないか？」

　火花がやんだ。オズワルドが刃から宝石を離はなしたせいだ。だが、すぐまたカットを再開する。

「……やめとくよ。俺おれにはやることがある」

「…………ベルナルトの復ふく讐しゆうか」

　また、火花がやんだ。オズワルドの瞳ひとみが、カットしている時よりも険しくなる。

「もう四年だね、君の親友が殺されてから。……彼は、僕たちにとっても大事な仲間だった。『世界の心臓』をカットしたＤダイヤランページとライトイーブンを作り、共に発掘し、世界を変えた。……それがいけなかったのかな。彼の技術とその結晶は、『世界の心臓』や『ハートの欠片かけら』を狙ねらう者にとってなくてはならないものだ。何としても手に入れたい。手に入らないならば、他の誰だれにも手に入らないようにしたい……そう思うのかもね」

　オズワルドは何も言わず、三み度たびカットを開始する。

「四年前、君はベルナルトを殺した人間に復讐すると言ってワールドハートを辞めた。殺した相手の顔もわからないから、彼の忘れ形見を持ち、いつかこれを狙ってくる相手が現れるように願って。そして彼の作ったもので、彼を殺した人間を殺せるように願って……」

　オズワルドは、ウーノの言葉を聞かないようにしながらカットに集中する。

　……だけど、どうしても脳裏にチラついてしまう。唯ゆい一いつ無む二にの親友だった男の顔が。共に肩かたを組んで笑い合った時の顔が。互たがいにすれ違ちがい、喧けん嘩かした時の顔が。酒を飲み交わしながら夢を語り合った時の顔が。

　死しに際ぎわの、顔が。

　気づけば、ライトイーブンの回転は止まっていた。刀身に埋うめ込こまれたダイヤモンドに自分の顔が映っている。目を血走らせ、歯を剝むき出だしにして食いしばり、怒いかりに頬ほおが震ふるえていた。

　オズワルドは目を瞑つむり、一度深呼吸すると、もう一度ライトイーブンを回転させてカットを始める。

「オズ……僕も、そして『世界の心臓』を発はつ掘くつした仲間も、ベルナルトの死は悲しんでいる。だけど、この四年間どうだった？　手て掛がかり一つ掴つかめていないんだろ？　オズ……今からでも遅おそくない。違ちがう道を歩くことはできないのか？　彼の作ったものを世界に役立て、彼を英えい雄ゆうとして静かに眠ねむらせてあげることはできないのか？」

「………………俺おれは」

　オズワルドはメノウを強く握にぎり締しめ、絞しぼり出だすように、オズワルドは呟つぶやいた。

「俺は、復ふく讐しゆうだけは絶対にやめない」

　ダイヤモンドのように、硬かたい声こわ色いろ。

「別にアイツのためってワケじゃないんだ。ただ、アイツを殺した奴やつが生きていることが、心の底から気に食わない。もし今の今、アイツを殺した奴がどこかで笑っているのかもと考えるだけで、全身の産うぶ毛げが逆立つんだよ」

「…………君は」

「この話はこれで終わりだ。カットも終わった」

　オズワルドはライトイーブンの回転を止め、テーブルの上に丸くカットしたメノウを置いた。ウーノはそれを手に取り、寂さびしそうに微ほほ笑えむ。

「腕うでを上げたんだね……本当に惜しいよ」

「そうでもない。少し集中力が切れたから、多少歪ひずみがあるかもな」

　オズワルドはライトイーブンを元に戻もどし、グラスの中身を一気に空にした。

「だとしたら、それは僕の責任だね」

　ウーノはメノウをトランクにしまった後で、ボトルを取って空のグラスに注いでくれる。

「──でもね、オズ。僕は諦あきらめ切きれないんだ」

「しつこいぞ。この話はもう終わりって言ったろ」

「いや、まだ終わらせないでくれ」

　珍めずらしく、ウーノが後に引かない。彼のその態度に、オズワルドは黙だまって話を聞く体勢をとる。

「オズ、提てい案あんだ。僕はこれから、ベルナルトを殺した相手の情報を集める」

　オズワルドは驚いたように目を見開いた。瞳ひとみ一いつ杯ぱいに、眼光を鋭するどくしたウーノの顔が入り込んでくる。

「ワールドハートは今や世界の半分を統すべる組織だ。前とは、比べ物にならないほど巨大になっている。今まで悲しみに暮れるだけだったけれど、これからは本格的に動くことにするよ」

　口調は変わらなくても、籠こもる力が違う。ライトイーブンのエンジン音で聞きこえ難にくくなっている耳にも、はっきり入り込んでくる。

「そして君が復讐を終えたら、ワールドハートに戻ってきてくれ」

　──思えば、考えもしなかった。復ふく讐しゆうを終えたら、どうするかを。

　でも、そんなのは、終わった後に考えればいい。

　オズワルドは、凶きよう悪あくな笑みを浮うかべる。

「──いいぜ。あいつを殺した奴やつをぶっ殺せれば、なんだっていい。復讐を終えたら、ワールドハートに戻もどる。……約束だ」

　オズワルドはグラスを掲かかげた。そこにウーノが自身のグラスをぶつけてくる。甲かん高だかい音を響ひびかせ、二人は一気に中身を飲み干した。

「……うん決まりだ。今度こそ、この話は終わりにしようか」

　いつの間にか、ウーノはいつもの優しげな口調に戻っている。

「──そうだ、オズ。カットのお礼に、これをあげるよ」

　ふと、ウーノは何か思いついたようにポケットに手を入れた。そして小さな銀色のものを取り出してオズワルドの手元に置く。

「欲しがってたろ？」

　それは、使い古したオイルライターだった。

「いいのか？　これ、大切なものじゃなかったか？」

「まぁね。初めて社長からいただいたお給料で買ったものだよ。でも、もうタバコは吸わないし、未練たらしく持ってただけなんだ。君に使ってもらえるなら本望さ」

　オズワルドはオイルライターを手に取ると、手の中で転がし、小さく微ほほ笑えんだ。

「なら、ありがたく使わせてもらうよ」

　ウーノも微笑み返す。

「大切にしてくれよ？」

　オズワルドは頷うなずき、早速それでタバコに火をつけた。




　イーストウッド号の船室は古く、至る所にガタがきている。元々が雑な作りで、なるべく金をかけないようにして作ったのが丸わかりだから、壁かべだって薄うすい。

　だから、ロシェの部屋は、隣となりにいるオズワルドたちの会話がよく聞こえた。

「あいつも、大切な人を殺されたのね……」

　ベッドの上で膝ひざを抱かかえ、壁かべに背中を預けていたロシェは、誰だれに言うでもなく呟つぶやいた。部屋の隅すみに置かれた椅い子すを見ると、そこでは妹の形をしたアンドロイドが人形のように座っている。

「復讐……か」

　複雑な気持ちだった。

　大切な人を殺された気持ちは、よくわかる。自分だって、妹を殺した人間が目の前に現れれば、どす黒い衝しよう動どうに駆かられるだろう。それでも自分が復讐者にならないのは、妹の人格が生きているからだ。

　だけどオズワルドは、あえてその衝しよう動どうに身を任せて生きている。それは別にいい。その気持ちはわかる。しかし、彼は復ふく讐しゆうの道具として、自分の妹の人格が宿る宝石を使おうとしている。

　妹の宝石をそんなふうに使われるのは嫌いやだ……だけど、彼の気持ちは痛いほどわかってしまう。

　……オズワルドは自分にとって、妹の宝石を持っているだけの人間だった。それにプラスして、だらしなくて、飄ひよう々ひようとして、人を小ばかにする嫌な奴やつだ。

　だけど、今はやけに変なことばかり思い出してしまう。ポーカーで負けたのに見み逃のがしてくれたこととか、貸しにしたのにすっかり忘れてしまっていることとか、落ちたホットドッグを美味しそうに食べていたこととか……。

　気に入らない。胸の中にある靄もやがかかったような不快感が気に入らない。ロシェは頭を振ふってそれを振ふり払はらおうとした。

　でも、それは消えてくれない。また、彼の言っていた言葉を思い出してしまう。

　──死んだ奴のためにできることなんて何もない──

「だけど、私にはある……か」

　胸の中にある靄を消すのは、いったん保留だ。ロシェはもう一度、部屋の隅すみで大人しくしているエネットを見る。

「エネット。こっち来なさい」

「はい。何か御用でしょうか？　マスター」

　エネットがこちらに歩み寄ってくる。その姿を見て、昔のことを思い出した。妹はよく、自分が名前を呼ぶと、まるで小犬のように「なぁに？　お姉ちゃん？」と駆かけ寄よってきた。

　エネット。大好きな妹。お姉ちゃん子で、いつも自分の真ま似ねばかりしていた。二つにくくっている髪かみ型がただって、本当は幼い頃ころロシェがしていた髪型だ。妹が真似したんだ。だけど自分たち姉妹は本当によく似ていて、見分けがつかなくなるから、ロシェは今の髪型に変えた。

　ロシェは前髪をかき上げるフリをして目を擦こすると、目の前に来たエネットの髪に触ふれる。

「メンテナンス……してあげるね。後ろ向きなさい」

「はい。……ですがマスター、私の動力部は胸ですが？」

　ロシェは「いいから」と自分の前に座らせると、髪をほどき、そこに櫛くしを入れた。
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「私にできるメンテナンスは、これくらいしかないけど……これだけは昔から私の役目よ」

「あ……マスター……」

　エネットは少しだけ目を大きくする。だが、すぐに彼女の表情はとても穏おだやかで嬉うれしそうなものに変わった。




　十数日ぶりに入るＤダイヤランページの操そう縦じゆう席せき。オイルとタバコの匂においが染み付いたそこに足を踏ふみ入いれた瞬しゆん間かん、なんとも懐なつかしい気分に襲おそわれた。思えばこの機体を作ってもらってから、こんなに長い間乗らなかったのは初めてだろう。郷きよう愁しゆうなど持ち合わせていないつもりのオズワルドだったが、今感じている気持ちがそれなのかもしれない。

　背中のライトイーブンを引ひき抜ぬき、目の前の鍵かぎ穴あなに差し込む。鞘さやよりもぴったりと嵌はまり込こむ感かん触しよく。それを右に捻ひねると、操そう縦じゆう席せき中じゆうのランプが点灯した。モニターにはＤダイヤランページの全体像が表示され、全て緑色に光っている。

　オズワルドは小さく頷うなずくと、エンジンを止め、ライトイーブンを背中に戻もどし、それから操縦席から外に向かって顔を出す。

「大だい丈じよう夫ぶだ。かなり機き嫌げんよくなってる」

「でしょう？　交こう換かんパーツがない間はひたすら部品の分解・洗浄オーバーホールしてましたからね」

　眼下にいるマイセルは、鼻の穴を膨ふくらませて胸を張る。

　ウーノの遊ゆう石せき部隊と共に発はつ掘くつを始めて一週間。ようやくパーツを買えるだけの金が貯まり、Ｄダイヤランページの修理が終わった。

　これでもう、オズワルドがこの場にいる意味はなくなる。

　オズワルドは操縦席から飛び降り、格納庫の床ゆかに着地した。それからマイセルに向かって右手を差し出す。マイセルは少し驚いたように目を丸くしたが、やがてはにかみ、オイルで汚よごれた手をズボンで擦こすって差し出してきた。オズワルドはそれをがっちり掴つかみ、握あく手しゆを交わす。

「もう行くのか？　オズワルド」

「ああ。もともとコイツが直ったら出て行く話だったしな」

「そうか……これで少しはこの船も静かになってくれる」

　壁かべに寄りかかっているトラヴィスは皮肉っぽく笑い、オズワルドは肩かたを竦すくめてそれに答える。

「えーっ！　オズもう行っちゃうの？　もうちょっと一いつ緒しよに旅しよーよー！」

　シェリルが腕うでを掴つかんできて、まるで親に甘える子どものように袖そでを引っ張る。だがオズワルドは静かにその手を彼女のテンガロンハットに乗せた。

「俺おれは俺。お前らはお前らの目的があるだろ？　せいぜい頑がん張ばって『ハートの欠片かけら』でも探してくれ。もし見つかったら、タバコ一箱と美味い飯でカットを引き受けてやるよ」

「そんなー。……あっ！　もう一回Ｄダイヤランページ壊こわせば一緒にいられるかな？」

「ふざけんな」

　テンガロンハットに乗せていた手を拳こぶしに変えて叩たたきつける。シェリルは「あう」と声を漏もらした後、そこを押おさえながら目に涙なみだを浮うかべ、こちらを見上げてきた。

「それじゃあ、世話になった」

　イーストウッドクルーに見送られ、オズワルドは再びＤダイヤランページに乗り込もうとする。

「待ちなさいよ」

　だがその時、エレベーターが到とう着ちやくする音がした。同時に硬かたい声色が響ひびく。エレベーターに目を向けると、そこにはロシェとエネットがいた。

「エネットのダイヤを持ってどこ行く気？」

「懲こりない女だな、お前も」

　ため息をつくオズワルドの元に、厳しい表情をしたロシェが近づいてくる。

「返せ……って言ってもオズは返すような男じゃないでしょうね」

「ん？　ずいぶん物わかりが良くなったじゃないか」

　目の前まで来たロシェは、オズワルドの軽口にも厳しい表情を崩くずさない。

「交換条件よ」

　ロシェは、まっすぐＤダイヤランページの隣となりにあるＬラピスラズーリンを指差す。

「私のラズーリンの動力をあげるわ。希少宝石じゃないけど、Ｄダイヤランページを動かすパワーくらいならあるはず。だから、代わりにエネットの宝石を返して」

「……釣つり合あってないな」

　その答え自体は、即そつ決けつだった。それでも間を置いたのは、彼女がまっすぐ言ってきたからかもしれない。今まで乗のり逃にげしようとしたり、イカサマギャンブルで騙だまし取とろうとしていただけに、これまでとは違ちがった真しん剣けんさを感じる。

　だが、だからと言って承しよう諾だくできる提てい案あんではない。

「お前も知ってるだろ？　ライトイーブンの回転振しん動どうは半はん端ぱじゃない。不純ダイヤモンドジルコニアくらいのパワーがないと、立つことすら難しい。ラズーリン程度の動力じゃ力不足だ。お前みたいにコケるのはゴメンだしな。……それに、俺おれは今のままのＤダイヤランページでやりたいことがある」

「……ベルナルトの復ふく讐しゆう？」

　瞬しゆん間かん、オズワルドは自分の顔が歪ゆがむのがわかった。頭の中に昔の親友の映像が次々流れ込んでくる。最後に見えるのは、決まって死に顔だ。

「……聞いてたのか」

　オズワルドは一度深呼吸し、表情を戻もどしたところで尋たずねる。

「文句なら、船室の壁かべ代だいをケチったトラヴィスに言ってね。ウーノとの話は、全部聞こえてたわ。Ｄダイヤランページを作ったベルナルトって人が、オズの親友だったこと。その人が殺されたこと。オズが復讐のために旅をしていることも」

　ロシェの言葉に、イーストウッドクルーが目を見開く。ただ、トラヴィスだけが納得したように二、三度頷うなずいていた。

「親友が作ったもので、親友を殺した相手に復讐したいの？」

　尋ねてはいるが、ロシェは確信しているようだった。こちらをじっと見つめる瞳ひとみには、一点の疑念もない。オズワルドは自分の内側にある黒くべたついた感情を抑おさえながら、ゆっくり言葉を紡つむぐ。

「……そうだよ。俺はＤダイヤランページとライトイーブンでアイツを殺した奴やつを殺してやりたい。こればっかりはやめるって考えが浮うかんでこないんだ。だから、不純ダイヤモンドジルコニアは返せない」

　体の内側から外側にかけて、黒い感情に蝕むしばまれていくようだった。行き場のない苛いら立だちに全身の筋きん肉にくに力が入る。押おさえ込こもうとすればするほど、心に深く根付いた復讐心が反発して外に飛び出そうとしてくる。

「正直、お前や妹のことなんて知ったこっちゃないんだ」

　自分は、非情で身勝手なことを言ってるんだろう……そんな自覚はあった。でもダメだ。ダメなんだ。親友が死んだ時から、オズワルドは復讐こそが生きている意味なんだ。

　ロシェは俯うつむき、「そう……」と呟つぶやく。だがすぐに顔を上げると、こちらを睨にらみつけてきた。

「でも、私だってオズの親友なんて知ったことじゃないわ」

　ロシェは吐はき捨すて、腰こしにぶら下げたホルダーに手を伸ばした。

「わかり合えないなら、こうするしかないわよ」

　そしてロシェは銃じゆうを引ひき抜ぬき、それを突つきつけてくる。

「……お前に恨うらみはない。だけど、俺の復讐を邪じや魔まするなら同類だ」

　オズワルドもライトイーブンを引き抜き、構えを取る。

「──マ、ス……ター。マス、ター……やめて──やめてください！　私のためにそんな、そんなことしないでください！　お願いします」

　張はり詰つめる空気に耐たえられなくなったのか、エネットの人格が出てきた。彼女は姉の服を掴つかんで引っ張るが、ロシェは何も言わずにじっとこちらを見み据すえている。

「お前ら、エネットの言うとおりだぞ。やめろ！　俺おれの船で勝手は許さない！」

「そうだよ！　こんなの全然面白くないよ！」

「二人とも落ち着いてください！　ね？　まずは武器をしまってください！」

　イーストウッドクルーの言葉にも、オズワルドとロシェは耳を貸さない。互たがいに視線を交差させ、じっと相手の動く瞬しゆん間かんを窺うかがう。

　男は殺された親友の仇かたきを取るため。

　女は殺された妹を生き返らせるため。

　お互い相手の痛みがわかるはずなのに、目的が違ちがったせいで、死体を一つ増やそうとしている。わかり合えたはずの二人なのに、どこかでズレてしまっていた。

　勝負はすぐに終わるだろう。ライトイーブンがロシェの首をはねるか、銃じゆう弾だんがオズワルドの眉み間けんを撃うち抜ぬくか。

「オズ、掛ベけツ金トは不純ダイヤモンドジルコニアと互たがいの命よ」

「ロシェ、勝った方の総取りでいいな？」

　二人は自分の得え物ものに力を込める。

「どっちが早いか──」

「──勝負しようぜ」

　──その時だった。

　あまりにも間ま抜ぬけな、エレベーターの到とう着ちやく音おんが響ひびいた。

「皆みなここにいたのか──えっ!?」

　現れたのはウーノだった。彼はこちらを見るなり、愕がく然ぜんとする。

「な、なにしてるんだ君たち！」

　彼は叫さけぶと、オズワルドとロシェの間に躊躇ためらいなく割って入ってきた。

「何しに来たウーノ」

「邪じや魔ましないで」

「いいや！　邪魔させてもらう！」

　ウーノががっちりと手を掴つかんでくる。もう片方の手ではロシェの銃じゆう身しんを押おさえて上に向けていた。細い男なのに、かなりの握あく力りよくがある。

　興が殺そがれてしまった。……結局、オズワルドとロシェは、どちらからでもなく武器を下ろした。それを見て、エネットとイーストウッドクルーはほっと息をつく。

「オズ、何があったか知らないけど、こんなことしてる場合じゃないぞ」

　ウーノがこちらに一歩詰つめ寄よる。鋭えい利りな眼光だった。怒いかりと喜びをない交ぜにしたような複雑な表情。彼は一度だけ大きく深呼吸すると、はっきりとした口調で告げる。

「ベルナルトを殺した奴やつが、わかった」

　──心の中の黒いものが、溢あふれ出だすのがわかった。









　第三章　アヴェンジャーハート







「ベルナルトを殺したのは、エドガーだ」

　ウーノの言葉を聞いたオズワルドは、無言で一度納めたライトイーブンを引ひき抜ぬいた。

「目的はもちろんＤダイヤランページとライトイーブン。しかしそれは手に入らなかった。だから設計図を盗ぬすみ、それを基にして作った機体と奴ど隷れいで鉱こう山ざんの発はつ掘くつを行い、今の地位を手に入れ──って、オズ！　どこに行く気だ！」

　オズワルドはすでに、ウーノの話を聞かずに歩き出していた。その足は、まっすぐＤダイヤランページに向かっている。

「決まってるだろ。聞きたいことは、もう聞いた」

　オズワルドがライトイーブンのスイッチを入れると、機械音とともにＤダイヤランページのハッチが開く。

「ま、待ってくれオズ！　エドガーはただの成金じゃない！　手下に人型重機シユタインを持たせて私有軍にしているんだ！　君一人で行ってどうする！」

　ウーノは声を張り上げて制止するが、オズワルドの足は止まらない。

「三日──いや、せめて二日待ってくれ！　そしたら僕たちも動けるようにするから！」

　そこで初めて、オズワルドは振ふり返かえった。目を細め、薄うすく笑いかける。

「情報……助かったぞウーノ。あとは俺おれの問題だ」

　冷たく、静かなオズワルドの声。それはまるで、耳から氷水を入れられたように、背筋に悪お寒かんが走る声だった。小さな笑みを浮うかべてはいるものの、目は何も見ていない。ただ双そう眸ぼうの奥おくに、直視しがたい鋭えい利りな光が宿っている。

　オズワルドは再びＤダイヤランページに向かって歩き出した。ウーノは何か言おうと口を開いたが、何も言わないまま唇くちびるをきつく噛かみ締しめる。オズワルドとＤダイヤランページの間に立っていたシェリルとマイセルは、怖おじ気けづいたように左右に分かれて道を開けた。トラヴィスは、そんな光景を腕うでを組んで見つめている。

「オズ……」

　最後に、ロシェが小さく声をかける。だが、オズワルドは何も言わないまま彼女の脇わきを通り過ぎた。そのまま振り返らず、オズワルドはＤダイヤランページに乗り込んでエンジンを始動させる。

「マイセル。ハッチを開けろ」

　Ｄダイヤランページのスピーカーからオズワルドの声が流れてくる。だが、マイセルは躊躇ためらうように周囲を見回した。

「で、でもオズワルドさん……ウーノさんもああ言ってますし、今は……」

　Ｄダイヤランページの首が動き、その双そう眸ぼうがマイセルを捉とらえる。ただの人工的な光を宿した瞳ひとみなのに、それはまるで殺気立った獣けもののように見えた。マイセルは、喉のどの奥おくで小さく悲鳴を漏もらす。

「マイセル、開けてやれ。ここで渋しぶったら、アイツはライトイーブンで壁かべを切きり崩くずすぞ」

「は、はい……わかりました……」

　トラヴィスの言葉に、マイセルは渋々リモコンを操作して格納庫のハッチを開ける。日が暮れかかった外の風景が現れ、Ｄダイヤランページの顔がそちらを向いた。

「じゃあな、お前ら」

　Ｄダイヤランページが膝ひざを曲げると、背後のブースターが火を噴ふく。格納庫に轟ごう音おんと爆ばく風ふうを撒まき散ちらしながら、Ｄダイヤランページは外に飛び出していった。




「なんなのよ……アイツ……」

　ロシェはイーストウッド号の自室で膝を抱かかえ込こみ、そう呟つぶやいた。

　脳裏にこびりついているのは、オズワルドの目の奥の光。耳から離はなれないのは、彼の冷え切った声。──正直、怖こわかった。

　今まで自分は妹の宝石を探すため、それなりに危ない橋を渡わたってきた経験がある。そのたびに自分は妹のことを思い出して奮ふるい立たち、なんとか乗り越えてきた。

　だけど、今回は別だ。妹の宝石が目の前にあるのに、自分は手を出せなかった。彼の行く手を遮さえぎったら最後。何も言われず、あの巨大なチェーンソーで真っ二つにされると確信した。それだけオズワルドの凝こり固かたまった復ふく讐しゆう心しんと、その奥底に宿る怒いかりに触ふれてしまった。彼に銃じゆうを突つきつけ、ライトイーブンを引ひき抜ぬかれた時だって、こんな思いはしなかったのに……。

　このまま放っておいたら、どうなるのだろう？　……きっと、彼は死ぬ。いくらなんでも、私有軍を持っている相手に単身で乗り込んで、勝てるわけがない。恐おそらく彼は、エドガーに恨うらみ言ごとと罵ば倒とうを浴びせながら惨ざん殺さつされるのだろう。

「マスター。大だい丈じよう夫ぶですか？　顔色が優れないようですが」

「えぇ……まぁ……ちょっとね……」

　エネットが心配そうに尋たずねてきたので、ロシェは無理やり笑みを作って答える。そっと彼女の頬ほおに触ふれ、人の温もりのない感かん触しよくに目を伏ふせた。

「……オズワルドさん……心配ですね」

　ふと呟いたエネットの言葉に、ロシェはパッと顔を上げた。

「マスターも心配なのですか？」

「そんなこと……ないわ。アイツがどうなろうと、知ったことじゃないし……」

「そうでしたか。申し訳ありません」

　エネットはぺこりと頭を下げる。しかし、なぜだかその謝罪はいつも以上に無機質に感じた。

「……ですがマスター。私の人格は、オズワルドさんに無事でいてもらったほうがいいと思っているようです」

　ロシェは驚いたようにエネットを見た。

「私がＤダイヤランページを奪うばおうとした時、感じ取りました。オズワルドさんは、私の宝石を大事にしてくれている。それは私の人格にとって嬉うれしいものでした」

　エネットは宝石が埋うめ込こまれた自分の胸に手を当てる。

「欠片かけらとは言え、Ｄダイヤランページもクロウ・エネットです。身体を失い、生きているのか死んでいるかわからない状態になったクロウ・エネットが、誰だれかから愛されて大切に思われているのは、幸福なことなのです」

　心が締しめ付つけられる。幼い頃ころに殺され、独りぼっちでＤダイヤランページに取り込まれてしまったもう一人のエネット。宝石の中に閉じ込められ、孤こ独どくと恐きよう怖ふに苛さいなまされても、それを訴うつたえかけることなどできない。そんな中で、たとえエネットがそこにいることを知らなくても、大事にしてくれる人がいたということは、どれだけ彼女の心を救っただろう。

「Ｄダイヤランページの中にいるエネットは、マスターが恋しいようですけれど、寂さびしくはなかったようでした。エネットの傍そばには、いつでもオズワルドさんがいてくれたのです。Ｄダイヤランページを動かす時に『起きろ』と言われ、戦う前に『いくぞ』と言ってもらえる。調子が悪くなって怒ど鳴なられる時ですら、エネットは自分に話しかけてくれる人がいることが、嬉しかったんです」

　エネットが、そっと微ほほ笑えんだ。

「だからでしょうか？　私の人格は、オズワルドさんが好きなようです」

　彼女の笑顔を見ると、いつも自分は冷静でいられない。この笑顔を守れるなら、どんなことでもしようと思えてしまう。愛しい愛しい……たった一人の家族。

（オズが死んだら……Ｄダイヤランページのエネットが泣いちゃうかもね……）

　ロシェは立ち上がり、Ｌラピスラズーリンのキーを指に引ひっ掛かけた。

「エネット、来なさい」

　ロシェは妹に向かって微笑みかける。

「いつかの借りを返しにいくわよ」




「あとはアサルトライフルのマガジンとぉー、トルマリン宝ほう石せき粉ふんを一ダースねー」

「シェ、シェリルさん……やめましょうよ……トラヴィスさんに怒おこられますよ」

　マイセルがそう言った瞬しゆん間かん、シェリルは両手を広げて彼に抱だきついた。とたんにマイセルは悲鳴をあげ、両手を上に伸ばしたままの状態でぶるぶる震ふるえる。

「わ、わかりました！　わかりましたから離はなれてください！」

「うんうん。それでいーの」

　シェリルが離れると、マイセルはへなへなと骨が溶とけたようにその場に座り込む。それから力ない手つきでポケットから弾だん薬やく庫この鍵かぎを取り出した。

　それを受け取ったシェリルは、いたずらっぽく微ほほ笑えむ。

「次に文句言ったら〝ちゅー〟するよ」

「うっうっ……嫌いやだ……それは嫌──あいたっ！」

　マイセルを一発叩はたき、シェリルは弾薬庫を開ける。そこにきれいに並べられている弾薬や爆ばく弾だん、トルマリン宝ほう石せき粉ふんを見て舌なめずりし、両手一いつ杯ぱいにそれらを抱かかえた。

「おい、シェリル」

　突とつ然ぜん背後からかけられた低い声に、シェリルは「ひゃあっ！」と悲鳴をあげて飛び上がる。両手一杯に抱えた弾薬を隠かくすように背後を振ふり向むくと、そこには呆あきれ顔がおのトラヴィスが腕うでを組んで立っていた。

「ボ、ボス……えっと、えっとねー、これはねー……」

「言い訳はしなくていいぞ。オズワルドを追っかけようとしたんだろう？」

　言い返せず、シェリルは口先を尖とがらせて黙だまる。それを見てトラヴィスは深くため息をついた。

「おいマイセル。お前も止めろ。……まぁ、抱だきつかれたりなんだりして脅きよう迫はくされたんだろうがな……もうちょっとしっかりしろ」

「だ、だってシェリルさんが……」

「ボス！　あたしのハグを脅迫とか言わないでよーっ！」

　シェリルは地じ団だん駄だを踏ふむが、トラヴィスはうるさそうに顔をしかめるだけだ。

　自分は花をも凌しのぐうら若き乙女。キスを嫌けん悪おされ、ハグを脅迫扱あつかいされては心に傷もつく。これは人型重機シユタインで大暴れでもしなけりゃ気が済まない。

「いーじゃん！　別にいーじゃん！　そりゃあたしだって人の復ふく讐しゆうに肩かた入いれなんてしないよ！　でもさー、あのエドガーってのは悪い奴やつじゃん！　あたし達は正義の遊ゆう石せき民みん、イーストウッドクルーでしょ!?　悪い奴は成敗しなきゃ！」

「正義なんて名乗った覚えないぞ」

「あたしはそのつもりで遊石民になったの！　西部劇の保安官とか、流れガンマンみたいに悪い奴を懲こらしめたいの！」

　シェリルはテンガロンハットにつけた星型のバッジを指差す。

「ボスだって見たでしょ！　アイツ、小さい子供をボロボロになるまでコキ使ってるんだよ！　許せないよ！　私有軍持ってよーが何しよーが関係ないって！　あたしとオズが組めば敵なしだよ！」

「勝ち負けの問題じゃない。個人的な感情でもめ事を起こすなって言ってるんだ。ただでさえお前は一回スイッチ入ると止まらなくなるんだからな。このままだと、お前が保安官に撃うたれるハメになるぞ」

「でもでもでも！」

　シェリルは引き下がらない。そんな彼女に、トラヴィスは子供を諭さとすような口調で言う。

「落ち着け、シェリル。何も俺おれは、エドガーを襲しゆう撃げきすることに反対はしていない。無む駄だな感情で動くなって言ってるんだ」

「……ボス？」

「トラヴィスさん？　それって……」

　クルーに見つめられ、トラヴィスはシニカルに笑う。

「俺達は遊ゆう石せき民みんだ。愛するのは荒こう野や。夢見るのは一いつ攫かく千せん金きん。手には弾だん丸がん、心にロマン」

　歌うように言い、トラヴィスはタバコに火をつける。

「オズワルドが狙ねらうのは、エドガーの命だ。俺達もそれに協力する。ただし、エドガーが死んだ後、あいつが持っている鉱こう山ざんの権利を得るのは俺達だ」

「トラヴィスさん。それって……つまり横取りですか？　『エドガーを殺して鉱山の権利を白紙にした』っていう遊石民のタブーはオズワルドさんに被かぶせての……」

　マイセルの怖おじ気けづいたような口調に、トラヴィスは惚とぼけたように首を傾かしげる。

「人聞きの悪いことを言うなマイセル。アイツはもともと鉱山の権利なんていらないし、そもそも親友の仇かたきとやらを他人にやりはしないだろう。被せるも何も、アイツが望むのはそれなんだ。俺はな、鉱山の権利が白紙になる瞬しゆん間かん、一番近くに居合わせて、イイトコの総取りをしようって話をしているんだ」

　トラヴィスは煙けむりを吐はき出だし、狡こう猾かつな笑みを浮うかべる。

「オズワルドは復ふく讐しゆうを果たす。俺達は膨ぼう大だいな鉱こう脈みやくを得る。エドガーの奴ど隷れいは解放される。どうだ？　アイツに協力するだけで一石三鳥だ」

「ボ、ボス……凄すごい！　頭いい！　それならあたしは、思いっきりやってもいいんだね！」

「でもなんか、汚きたないことしているような……」

「青あお臭くさいこと言うなマイセル。チャンスってのは、いつも泥どろの中にあるもんだ」

　その時、エレベーターの到とう着ちやく音おんが響ひびいた。目を向けると、中からロシェとエネットが出てくる。こちらを見た彼女は一度目を丸くし、それからすぐに細目になって眉まゆを顰ひそめた。

「なに？　アンタたち。Ｔトルマリンマクスウェルの発進準備なんかして。オズに協力するつもり？」

「そういうお前は、どうなんだ？」

　トラヴィスの問いかけに、ロシェは肩かたにかかった髪かみを払はらう。それから隣となりのエネットの頭に手を置き、瞳ひとみに宿る光を強くした。

「私は、いつかの借りを返しに行くのよ」

　トラヴィスはニヒルに笑う。

「一石四鳥になったな」




　シャロンタウンまであと数キロというところで、ふいに通信が入った。手元のスイッチを押おすと、Ｄダイヤランページモニターに金きん髪ぱつの少女が映り、スピーカーから甲かん高だかい声が聞こえてくる。

「オズー！　待ってよー！　あたしも連れてってー！」

　オズワルドは顔をしかめ、Ｄダイヤランページを停止させた。振ふり返かえると、後方からシェリルのＴトルマリンマスクウェルとロシェのＬラピスラズーリンが迫せまってくる。

　二機は、Ｄダイヤランページの手前で停止した。

「何しに来た？」

　邪じや魔まするなら──と言いかけたところで、それよりも早くシェリルが口を開く。

「あたしも参戦する！　悪い奴やつはほっとけないよ！　ボスはねー、えっと……んーと……なんとかって言ってた！」

　意味がわからず、オズワルドは眉まゆを顰ひそめる。彼女と話しても埒らちは明あかないようなので、今度はＬラピスラズーリンの方に通信を入れてみた。

「お前は何だ？」

　そう尋たずねると、モニターに映ったロシェはぶすっとした顔で画面越しに睨にらんでくる。

「いつかの借りを返しに来たのよ」

　こっちも意味がわからない。オズワルドは首を傾かしげた。

「自分が言ったことの責任くらい持ちなさい！　私がバカみたいじゃない！」

　オズワルドの仕草が気に障さわったのか、ロシェはモニター一いつ杯ぱいに顔をアップにして怒ど鳴なってきた。邪魔だし、うるさいので通信を切って先を急ごうと思ったが、それよりも早くロシェが「切るな！」と先手を打ってくる。

「いい？　オズはＤダイヤランページとライトイーブンで親友の仇かたきを取りたいんでしょ？」

　ロシェが少し身体をずらすと、彼女の後ろに座るエネットが映る。

「私たちがそれに協力してあげるわ。だから、仇を取って用済みになった不純ダイヤモンドジルコニアは私たちに返して。──これは契けい約やくよ。オズが復ふく讐しゆうを終わるまで、エネットのダイヤはオズのもの。目的を達成したら私たちにダイヤを渡わたす。……どう？」

「ああ、そういうことか」

　やっと話を理解できた。

「いいぜ……エドガーを殺せば、こいつで戦う必要もなくなる。契約してやるよ。復讐が終わったら、Ｄダイヤランページの動力をお前らに渡す」

　妙みような気分だ。ずっと願っていたものに手が届きそうな喜び──ではない。これを果たせればどうなってもいいというような、自や棄けで、破は滅めつ的てきで、空くう虚きよな感覚。

「だけどな、一つ言っておくぞ。エドガーを殺すのは俺おれだ。お前らは手ェ出すな。いいな？」

　シェリルとロシェは、無言のまま頷うなずく。だが、オズワルドはもうそれすら見ちゃいなかった。親友を殺した奴を殺すのは自分──それはもう決まっている。邪魔するなら誰だれだって関係ない。ライトイーブンでぶった切る。それが協力者であり、自分の手助けをしようとしていてもだ。

「じゃ、じゃあオズ。早速だけど、エドガーの屋や敷しき周辺の地図をそっちに送るね」

　少し引きつったような声のシェリル。モニターを見ると、そこにはこの周辺の地図が映し出されていた。地図の中心に赤い丸が三つ光っていて、その先にある街を挟はさみ、反対側にある建物にバツ印が点てん滅めつしている。

「マイセルが調べてくれたんだよ。この赤マルが私たちで、バツ印がエドガーの屋敷だって」

「そうか。街で聞き込みする手間が省けた。おまけに街からこんだけ離はなれてりゃ、周りを気にせずヤれるな」

「浅はかよ、オズ。こんな離れた場所に屋敷を構えるってことは、街に置けないくらい多くの人型重機シユタインを持ってるってことなのよ？」

「関係ねぇよ」

　オズワルドは言い捨て、バツ印目指してＤダイヤランページを走らせた。

　スピーカーからロシェたちの声が聞こえてきたり、後ろからついてきたりしたが、オズワルドは見向きもしない。目は、地図のバツ印しか見えない。

「そうだ……」

　アイツは、バツ印にカットしてやる。




　最近はツイている。全てはあのワールドハート社から鉱こう山ざんのレンタル依い頼らいが来てからだ。自分が持つ全ての鉱山を貸し出したので、場所代はかなりの額になっている。

　エドガーは自室の窓辺に近づく。壁かべ一面ガラス張りになった窓から見えるのは、広大な庭。そこにあるのは噴ふん水すいや植木などではなく、外がい壁へきに沿そって立ち並ぶコンテナだ。中に入っているのは自じ慢まんの人型重機シユタインたち。ワールドハート社から得た資金を使い、これをさらに増やそう。私有軍はますます強大なものとなる。

　今やこの屋敷は、一つの要よう塞さいだ。入り口は正門のみ。屋敷の周囲は鉱山で囲まれており、木も生えていないので身を隠かくして近づくこともできない。今ならば、たとえワールドハート社の人型重機シユタイン部隊でも迎むかえ撃うつ自信があった。

　この地方で自分に逆らえるものはいない。奴ど隷れい商人として、金持ち相手にゴマをすりながら商品を売りさばいた頃ころが懐なつかしい。今は、媚こび諂へつらってきた相手が自分に尻尾しつぽを振ふってくる。

　まったく、いい時代だ。宝石の価値観が変わり、今偉いのは宝石を持っている人間ではなく、宝石を探せる人間。その中でも、奴隷という便利なモノを持っている自分は恵まれている。

　だが、それもそろそろ邪じや魔まになってきた。

　ここまで成り上がった今、わざわざ「金がかからない」という理由で売れ残りどもを屋敷に置いておく必要はない。小こ汚ぎたない奴隷に雑用をさせるより、使用人を雇やとったほうがいいだろう。それも、雇うのは若い女だ。たとえ倫りん理りから外れたことをしたところで、自分を糾きゆう弾だんできる輩やからなどいない。

　……問題なのは、奴ど隷れいの後始末か。今さら買い手はつかないし、解放して一人前に人権など得られてしまっては、さんざん使い捨てにしてきたことを咎とがめられる。別に金で解決できることだが、奴隷ごときに金を使うのは癪しやくだし、面めん倒どうだ。

　どうするか──そう呟つぶやいた時、いいアイデアが浮うかんだ。

「そうだ……また前のように鉱こう山ざんの発はつ掘くつをさせよう。そこでまとめて爆ばく破はすれば、なんの手間もかからない」

　名案だ。ワールドハート社が発掘を終えたら、早速実行しよう。

　──そう考えた時だった。

　突とつ然ぜん、轟ごう音おんと共に正門が爆ばく発はつした。夜の闇やみに赤い光が迸ほとばしり、それから黒こく煙えんが空に向かってもうもうと立たち昇のぼる。警けい報ほうが鳴なり響ひびき、眼下の玄関からは手下どもが一いつ斉せいに飛び出していった。

　その光景を、エドガーは口を開けっぱなしにして見つめる。爆ばく炎えんが庭の芝しば生ふに燃え移り、周囲は夜とは思えない明るさとなった。

　赤く燃える正門。そこに、巨大な人ひと影かげが映りこむ。

「あ、あれは……」

　炎ほのおに照らし出されたのは人型重機シユタイン。夜に溶とけ、または反発するような白と黒のモノトーンカラー。火の中でもはっきりわかるほど赤い瞳ひとみ。手には巨大なチェーンソー。

「オスカー・オズワルド？」

　間ま違ちがいない。あの手に持つ巨大なチェーンソーは、『世界の心臓』をカットしたライトイーブンだ。そして、それを扱あつかえる人型重機シユタインも、それを乗りこなせる人間も、世界でたった一人。

「何故……いや、それよりも──」

　エドガーは驚きよう愕がくに染まっていた顔を、喜びに変える。

「ツイてる……やはり最近はツイてるぞ！」

　正門が爆発したときはあまりの突とつ拍ぴよう子しのなさに度ど肝ぎもを抜ぬかれたが、冷静に考えればなんてことはない。

　これはチャンスだ。オズワルドとかいう男はワールドハート社の関係者。たとえどんな理由があろうと、こんな暴挙は許されない。ここで奴やつを始末すれば、あのＤダイヤランページとライトイーブンを手に入れられる。それだけじゃない。世界の半分を担う会社の弱みを握にぎることができるのだ。

「金になる！　このトラブルは金になるぞ！」

　エドガーは通信端たん末まつを取り出し、屋や敷しき全体に向かって怒ど鳴なる。

「全員、戦せん闘とう体制を取れ！　侵しん入にゆう者しやをぶっ殺すんだッ！」




　Ｄダイヤランページが正門に近づくと、すぐさまそこを見張っていた人型重機シユタインがこちらに銃じゆう口こうを向けてきた。

「おい！　そこで止まりやがれ！　お前何モンだぁ？　何しに来た？」

「どけよ」

　Ｄダイヤランページがライトイーブンを引ひき抜ぬく。その瞬しゆん間かん、見張り役の人型重機シユタインが首を傾かしげた。

「んん？　そのチェーンソー……お前、もしかしてオズワルドとかいう奴やつか？　おいおい……なんの巡めぐり合あわせだ？　俺おれの腕うでをぶった切った礼をさせに来てくれたのか？　あぁん？」

「どけって」

　Ｄダイヤランページは歩みを止めず、どんどん見張り役に近づいていく。上空を飛ぶロシェや、後方にいるシェリルが『オズ！　待ちなさいよ！』『オズ！　どうするの？』と言ってきても、返事すらしない。

「はっ！　こりゃあ笑えるぜ！　丁度いい。あの時の礼も兼かねて、そのゴミみてぇな人型重機シユタイン……俺の機体で本当のゴミにしてやらぁッ！」

　見張り役がそう叫さけんだ時──

「……もういい。どかなくても通るぞ」

　Ｄダイヤランページが突とつ進しんした。ライトイーブンを突つき出だし、見張り役の腹部を貫かん通つうさせる。それでも勢いは止まらず、正門に突つき刺ささった。

　ライトイーブンが刺さった場所から火花が飛び散る。次の瞬間、相手の人型重機シユタインが轟ごう音おんと共に爆ばく発はつした。正門を吹き飛ばし、黒こく煙えんを上げ、飛び散った火花が屋や敷しきの芝しば生ふを燃やす。

　オズワルドは炎と黒煙の中を通り、ゆっくりと庭の中に足を踏ふみ入いれた。

「オズ！　正面突とつ破ぱなんかして、なにか作戦があるんでしょうね!?」

「好きにしろ。俺はエドガーを探す」

「マスター。詰つまるところ、オズワルドさんは何も考えていないようです」

「なるようになるなる！　さっ！　張り切って悪者退治、いってみよーっ！」

　Ｄダイヤランページが庭に入ると、周囲に立ち並ぶコンテナのシャッターが一いつ斉せいに開いた。そこから、何体もの人型重機シユタインが飛び出してくる。その総数、約四十体。

　オズワルドは無表情のまま人型重機シユタインを見回すと、屋や敷しきに向かってまっすぐ駆かけ出だした。

　すぐさま二体の人型重機シユタインが行く手を阻はばむ。だが、撃うたれるよりも早くＤダイヤランページはライトイーブンを一体の脳天に食い込ませた。続く動作でワイヤーを引いて刃はを回転させると、一気に胴どうの辺りまでぶった切る。そのまま切断──はせず、人型重機シユタインごとライトイーブンを横よこ薙なぎにして、隣となりにいたもう一体もろとも吹っ飛ばした。

　さらに、背後から銃じゆう剣けんで襲おそい掛かかってきた奴やつに左ひだり肘ひじを打ち込み、相手の体勢が崩くずれたところで身体を半回転させライトイーブンを肩かた口ぐちに叩たたきつける。強きよう靭じんな装そう甲こうに刃は半分ほどまでしか埋うまらないが、高速回転とＤダイヤランページの腕わん力りよくで押おし込こみ、斜ななめに分断した。

「調子に乗るんじゃねぇぞ！」

　数十メートル離はなれた人型重機シユタインが銃じゆうを構える。その銃口からは、激しい光が瞬またたいていた。

　──電磁砲レールガン。青白い光が発射される。

「お前がな……」

　飛来した雷かみなりをライトイーブンで両断。二つに分かれた光こう弾だんは、Ｄダイヤランページの背後にいた人型重機シユタインに命中した。電磁砲レールガンを受けた人型重機シユタインは痙けい攣れんし、黒い煙けむりを上げて動かなくなる。

「電磁砲レールガンを斬きった!?　くそったれがッ！」

　電磁砲レールガンを撃うった人型重機シユタインが、実じつ弾だんマシンガンに持ち替えようとする。それよりも早く、Ｄダイヤランページはライトイーブンの刃はを逆回転させ、そいつ目め掛がけて投げつけた。

　ライトイーブンは人型重機シユタインを貫つらぬき、先せん端たんが地面に突つき刺ささる。それだけじゃない。高速回転する刃は、まるでタイヤのように地面を削けずりながら戻もどってきた。

　戻ってきたライトイーブンを掴つかむと、オズワルドはぐるりと周囲を見回す。

「エドガーを出せ」

　周囲に轟とどろく銃じゆう声せいや人型重機シユタインが動く音の中でも、オズワルドの静かな声はよく通る。しかし、Ｄダイヤランページをとり囲む人型重機シユタインは、ただ銃を構えるだけだ。

　オズワルドは、肩かたを震ふるわせて小さく笑う。

「そうかよ……そういうつもりなら──」

　Ｄダイヤランページが地面を砕くだいて踏ふみ出だす。ワンステップで一番近くにいた奴やつに斬きり掛かかり、腕うでを斬り落とした。そこに飛来する銃じゆう弾だん。Ｄダイヤランページは今しがた腕を切り落とした人型重機シユタインを盾たてにし、そいつに数十の穴が開いたところで前に向かって蹴けり出だした。

　蜂はちの巣になった人型重機シユタインは、仲間を巻き込み爆ばく発はつする。その爆ばく炎えんに向かって駆かけ出だすＤダイヤランページ。黒こく煙えんを潜くぐり抜ぬけ、爆発に巻き込まれなかった奴を脳天から股またまで斬り裂さいた。

「晴れねぇ……晴れねぇんだ……」

　小さく呟つぶやくオズワルドとは裏腹に、Ｄダイヤランページは発はつ狂きようしたように次々と襲おそい掛かかる人型重機シユタインを斬り捨てる。腕うでを砕き、首を斬り飛ばし、足をへし折り、地に伏ふせたボディに回転する刃を押おし当あてた。ライトイーブンが敵に触ふれるたびに飛び散る火花。夜の闇やみに鮮あざやかに映えるそれは、まるで人型重機シユタインが流す血ち飛沫しぶきのようだった。

「お前らなんか斬ったって、ちっとも心が晴れねぇんだ……」

　燃え盛る庭に照らし出されるのは、巨大な人ひと影かげ。巨大なチェーンソーを持ち、次々と他の人影を斬り捨てるその姿は、鬼おにか修しゆ羅らを思わせる。

　復讐鬼アヴエンジヤー──オスカー・オズワルド。




　次々と人型重機シユタインを斬り捨てるＤダイヤランページを横目に、シェリルはエドガーの屋や敷しきの裏手に回っていた。周囲の目は完全にオズワルドに向いているから、敵の目を盗ぬすむのはそう難しくはない。むしろ難しいのは、暴れまわるＤダイヤランページに触しよく発はつされて自分も特攻したい衝しよう動どうを抑おさえることだった。

　目的の建物は、すぐに見つかった。豪ごう華かで屈くつ強きような屋や敷しきとは裏腹に、日当たりの悪い場所にある、朽くちかけた小屋。その屋根に手をかけ、天井を引っぺがすと、一いつ斉せいに悲鳴があがった。

　中にいたのは、年とし端はも行かぬ少年少女。互たがいに身を寄せ合い、恐きよう怖ふに怯おびえた目でこちらを見上げている。

　ビンゴだ。ここが奴ど隷れいたちの部屋で間ま違ちがいない。シェリルはＴトルマリンマクスウェルのハッチを上げて姿を見せると、奴隷たちに向かって声をあげる。

「正義のガンマン、早はや撃うちシェリルちゃん参上！　助けに来たよ！」

　事前に考えていたポーズを決めると、奴隷たちがあっけに取られたような目で見てくる。

「あたしは、あのエドガーとかって奴やつを倒たおしに来たんだよ！　今オズが戦ってるから、今のうちに逃にげて！　ここを出たら南にまっすぐ走るの。そしたらマンボウみたいな船があるから、そこに匿かくまってもらって！」

　だが、奴隷たちは一向に動かない。シェリルは「早く！」と急かすが、皆みな抱だき合あったまま震ふるえている。

　その時、庭の方から人型重機シユタインが一体現れた。そいつはこちらに気がつくと、銃じゆうを向けてくる。シェリルはとっさに操そう縦じゆう席せきに戻り、機体を旋せん回かいさせると同時にアサルトライフルを引ひき抜ぬいてトリガーを引いた。

　早撃ちなら、こんなゴロツキなんかに負けない。発射された銃じゆう弾だんは適確に敵の胸を撃うち抜ぬき、そいつは上空に銃を乱射しながら仰あお向むけに倒れた。

「早く！　一生ここで過ごすつもりなの!?」

　シェリルは背後で守る奴隷たちに向かって声をあげる。

「荒こう野やに出てみなよ！　生きるのは大変だけど、そこには自由があるよ！」

　その言葉が引き金になったのか、奴隷たちは一斉に小屋から駆かけ出だした。シェリルは笑みを浮うかべると、アサルトライフルで屋敷の塀へいを撃ち抜く。そこに開いた穴から、奴隷たちは次々と逃げ出していった。

　最後の奴隷が塀の穴から抜け出したところで、シェリルはエドガーの屋敷を見上げる。膝ひざを曲げ、そして一気に屋根の上まで飛んだ。Ｔトルマリンマクスウェルの重みに足が屋根にめり込むが、気にしない。屋根をベコンベコンとへこませながら庭の方まで歩くと、眼下ではＤダイヤランページが何体目かになる人型重機シユタインの首を刎はね飛とばしたところだった。

「うふ、ふふふふふ──やっちゃうよーっ！」

　シェリルはアサルトライフルを構えた。心しん臓ぞうが震ふるえている。なにをしなくても口元が笑みを象かたどった。全身がザワつき、今にも弾はじけ飛とんでしまいそう。

「トリガーハッピーターイム──スタート！」

　叫ぶと同時に引き金を引いた。庭中に向かって、銃弾のシャワーを浴びせ始める。下にいた人型重機シユタインはそれを受け、次々と火花や煙けむりを上げていった。

「オズ！　避よけてね！」

　左手を突つき出だし、そこから多た弾だん頭とうミサイルを撃うち出だす。発射されたミサイルは途と中ちゆうで弾頭が弾はじけ飛とび、そこからさらにいくつもの小さなミサイルが飛び出した。ミサイルは地面を抉えぐり、爆ばく発はつを引き起こし、その炎ほのおと爆ばく風ふうで周囲の人型重機シユタインを巻き込んでいく。

「変形！　遠えん距きよ離り射しや撃げきモード！」

　Ｔトルマリンマクスウェルの背中にある砲ほう身しんが下り、頭部が折りたたまれる。手足が屋根に根を張り、Ｔトルマリンマクスウェルは巨大な固定砲ほう台だいの姿に変へん貌ぼうした。

　引き金を引くと、そこからから輝かがやく粉が発射される。それは風に流されて拡散し、庭中に行いき渡わたった。一度だけではない。二回、三回と粉を発射して、あたりを輝く粉で埋うめ尽つくす。

　シェリルは興こう奮ふんに息を荒あらくしながら、その中で最も粉が集まっている場所に砲身を向けた。

「可変電磁砲レールガン──発射ぁっ！」

　スパーク音と共に、砲身から雷かみなりが発射された。一筋のその光は、粉に当たると拡散し、十数本の雷となって周囲に襲おそい掛かかる。一いつ瞬しゆんだけ庭が昼間よりも明るくなり、何も見えなくなる。そして、その光が収まったときには、十数体の人型重機シユタインが痙けい攣れんしながら横たわっていた。

「最っ高！　あたしの目もテンションもヤバイよ！　外す気がしないね！　今なら百メートル離はなれた蚊かの心臓にだってぶち込めるかもっ！」

　銃を長く扱あつかっていると、たまにこういう瞬しゆん間かんが訪れる。視野が狭せまくなり、全身が震ふるえ、周囲に電気が流れているような感覚に陥おちいるんだ。こうなったら絶好調。どんな的でも外さないと思える。

　だがその時、背中に悪お寒かんが走った。

　外す気がしない──という感覚は消えない。だが、妙みようなものが混じっている。

　絶対に当たる──という感覚。

　まずい。これはまずい。汗あせが浮うかび、頬ほおを伝って顎あごから落ちた。

　絶対に当たる──これは、誰だれかに銃じゆう口こうを向けられているときに感じるものだ。

「どこ!?　どこかで誰かがあたし達を狙ねらっている！」

　周囲を見回し、気がついた。

　屋や敷しきの一角から、長い砲身が庭に向かって飛び出していることに。

　その銃口の先にあるのは、夜空を駆けるＬラピスラズーリン。

「ロシェちゃん！　逃にげてぇっ！」

　銃口が、火を噴いた。




　自分は大きな勘かん違ちがいをしていた。

　オズワルドが単身エドガーの屋敷に乗り込もうとした時、彼は殺されると思った。

　だが、今この光景は何だ。数の不利を感じさせない、疾しつ風ぷう怒ど濤とうのＤダイヤランページ。ライトイーブンを振ふり回まわし、襲おそい掛かかる人型重機シユタインを次々に切断していく姿は、まさに暴れるダイヤモンド。

「これじゃ借りを返す隙すきもないわね……とは言っても、このまま何もしなかったら私がバカみたいじゃない」

　ロシェは操そう縦じゆう桿かんを引き、Ｌラピスラズーリンを宙返りさせると地上十メートルの高度で低空飛行を始めた。目の前にはＤダイヤランページに向かって狙ねらいを定めている人型重機シユタイン。ロシェはそこに向かってまっすぐ飛んでいく。

「マスター。Ｌラピスラズーリンの機き関かん砲ほうで人型重機シユタインの装そう甲こうを撃うち抜ぬくのは不可能に近いですが」

「わかってるわ！　でも、この子にはこの子なりの戦い方があるのよ！」

　ロシェが操縦桿のトリガーを引くと、Ｌラピスラズーリンの下面から二本のワイヤーが射出された。それは鉤かぎ爪づめをもって目の前の人型重機シユタインに食らいつき、Ｄダイヤランページへの狙いを大きく外す。

　人型重機シユタインはすぐさま膝ひざを曲げて踏ふん張ばった。そしてワイヤーを掴つかみ、逆にこちらを振り落とそうと力を込める。だが、それよりも早くロシェはエネットに命令を飛ばしていた。

「エネット！　ブーストかけて！」

「了解。三十秒、いけます」

　次の瞬しゆん間かん、ブースターが火を噴ふいた。急加速したＬラピスラズーリンは一筋の青い光となり、ワイヤーを打ち込んだ人型重機シユタインの上をすれすれで飛び越す。

「ついてきなさい！　散歩させてあげるわ！」

　あまりの速度に、ワイヤーを撃ち込まれた人型重機は転倒し、Ｌラピスラズーリンに引きずられる。庭の地面を抉えぐりながら引っ張られるその姿は、まるで市中引き回しの刑けいだ。──それだけじゃない。引き回される人型重機シユタインは他の機体にもぶつかり、腕うでが、足が、頭がもげていく。

　ロシェは操縦桿を切る。Ｌラピスラズーリンは高度を上げながら旋せん回かい。それにつられて人型重機シユタインも回る。人型重機シユタインが空中で一回転した瞬しゆん間かん、ロシェはワイヤーの鉤爪を離はなした。

「飛んでけぇっ！」

　まるでハンマー投げのように飛んでいく人型重機シユタイン。それは他の機体にぶつかり、一いつ拍ぱく遅おくれて爆ばく炎えんを上げた。

　黒い煙けむりを突つき破やぶり、夜空に駆かけ上あがるＬラピスラズーリン。

「量産型の飛行機だからって甘く見ないでよね！」

　ロシェが勝ち誇った笑みを浮うかべる。

　しかしその時、操縦席の中に警けい告こく音おんが鳴なり響ひびいた。同時に、エネットが悲鳴を上げるように叫さけぶ。

「マスター！　電波レーザー受信！　ロックオンされてます！」

「嘘うそっ！　どこよ！」

　周囲を確認する間もなく、ロシェは機体を傾かたむける。

　だが、遅おそすぎた。

　どこからともなく飛来した銃じゆう弾だんがＬラピスラズーリンの翼つばさを撃うち抜ぬく。機体が傾かたむき、上を向いていた先頭が下を向いた。そのままキリモミしながら落ちていく。

「くっ……この……っ！　飛びなさい……！」

「ダメですマスター！　左さ翼よく損傷！　バランス保てません！」

　黒こく煙えんを吐はきながら地面へ迫せまるＬラピスラズーリン。地面はあっという間に近づいていく。

　墜つい落らくまであと十数メートル。

「お願いだから……飛んでぇっ！」

　渾こん身しんの力で操そう縦じゆう桿かんを引く。その時、翼がわずかに風を捉とらえた。Ｌラピスラズーリンがほんの少し水平になる。だが地面が近すぎた。機底が地面を擦こする。その拍ひよう子しに撃ち抜かれた翼が折れ、Ｌラピスラズーリンは墜落した。

　機体が地面を削けずる。激しく揺ゆれる操縦席。操縦桿を握にぎり締しめ、首を縮こませて衝しよう撃げきに耐たえる。ふと薄うす目めを開けた時、目の前にあったのは屋や敷しきの壁かべだった。

　激げき突とつ──ロシェは操縦席の壁に強く頭を打ちつけ、眩暈めまいを起こす。意識が切れそうになるのを必死に繋つなぎ留とめ、何とか目を開けた。Ｌラピスラズーリンの頭は壁にめり込んでいる。機体は白い煙けむりを上げ、完全に機能を停止させた。

　ロシェは苦痛混じりの声で、妹の名前を呼ぶ。

「エ、エネット……生きてる？」

「私は元から死んでいますマスター」

「……大だい丈じよう夫ぶそうね……」




　Ｌラピスラズーリンが墜落した。オズワルドはその光景を視界の端はしで捉とらえたが、目を動かすことはない。視線は、一点に集中している。

　屋敷の大門が開き、人型重機シユタインが姿を現した。──黒くろ塗ぬりのボディ。頭部にはまるで角のように突つき出でた三本の突とつ起き物ぶつ。横幅が広く、足が短い。相当重量のある人型重機シユタインらしく、一歩踏ふみ出だすごとに脚きやく部ぶについたマフラーが煙を吐き出し、地面を陥かん没ぼつさせている。

　そしてその手には、Ｌラピスラズーリンを撃ち抜いた銃じゆう。それは幅はばの広いブレードがついた銃じゆう剣けんだった。

「まさかお前のようなチンピラに、このＯオニキスプラトーンを見せるとは思わなかったぞ」

　聞き覚えのある声が聞こえてくる。その声にオズワルドはこれ以上ないほどの笑えみを浮かべる。まるで、顔面の筋きん肉にくが全て後頭部に引っ張られたような、異様に歪ゆがんだ笑みだった。

「やっと……会えた……！」

　オズワルドはライトイーブンを構え、刃はの回転率を最大まで上げる。身体が、Ｄダイヤランページが小刻みに震ふるえているのはその回転振しん動どうのせいか、それとも武む者しや震ぶるいのせいか、はたまた歓喜のためかわからない。

「野や蛮ばんな男だな。育ちが知れる。お前は自分がなにをしたのかわかっているのか？　ここまで私の屋や敷しきを壊こわしおって、修理にいくらかかると思っている？」

　Ｏオニキスプラトーンの首が、「やれやれ」とでも言いたげに左右に動いた。

「まったく……私が何をしたと言うんだ」

　その言葉に、オズワルドの脳みそが沸ふつ騰とうする。

「エドガァッ！」

　腹の底から獣けもののような咆ほう哮こうをあげ、オズワルドは一歩踏ふみ出だした。

「止まれッ！」

　だがエドガーは叩たたきつけるように言い、銃じゆう剣けんを墜つい落らくしたＬラピスラズーリンに向ける。

「そこのラズーリンに乗っている女は生きているようだな？　だが、お前があと一歩でも動いたらどうなるかわからんぞ？」

　Ｏオニキスプラトーンから、下げ卑びた笑い声が聞こえてくる。
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　──しかし。

「死ね……ッ！」

　オズワルドは構わず踏ふみ込こみ、跳ちよう躍やくした。

「なっ!?　バカかお前！」

　空中からライトイーブンを構え、Ｏオニキスプラトーン目め掛がけて振ふり下おろす。とっさに後退するエドガー。ライトイーブンは空から振ぶり、その刃は先さきを地面に深々とめり込ませた。回転する刃が土を巻き上げ、Ｄダイヤランページのボディを汚よごす。

「俺おれが死なせたくない奴やつはな……とっくに死んじまったんだよ……」

　地面からライトイーブンを引ひき抜ぬき、ＤダイヤランページはゆっくりＯオニキスプラトーンに向き直る。

「今さら、誰だれが死のうが関係あるか……！」

　その怨えん恨こんにまみれた声は、悲鳴にも似ていた。

「アンタは、そういう男だったわね……」

　ロシェは呟つぶやくが、オズワルドの耳には入ってこない。

「ふ、ふん……ハッタリだろう？　奇き襲しゆうで私の肝きもを抜いたつもりだろうが、二度、同じ手が通用すると思うなよ？」

　Ｏオニキスプラトーンが再び銃けん剣じゆうをＬラピスラズーリンに向ける。だが、オズワルドは気にせずライトイーブンを構えた。

「オズっ！　なにしてんのよ！　ロシェちゃんのこと見捨てるつもり!?」

　屋や敷しきの屋根からＴトリマリンマクスウェルが飛び降りてくる。しかし、着地点にはオズワルドの相手を免まぬかれた人型重機シユタインたちが待ち構えていた。

　とっさにアサルトライフルを構えるシェリル。だが、いくら早はや撃うちが得意でも、五体に取り囲まれては無意味だった。一体を撃ち抜いたところで腕うでを掴つかまれ、あっという間に残りの三対によって組くみ伏ふせられる。

「ど、どいてよ！　この……このぉっ！」

　Ｔトルマリンマクスウェルは身じろぎするが、四体の人型重機シユタインを押おしのけるパワーはなかった。その光景を見て、エドガーの声に余よ裕ゆうが混じる。

「人質が増えたな。どうする？　見せしめに一人殺してみせようか？」

　トリガーに掛かけた指に力が籠こもる。

「ほら、よく見てろ。お前のせいで仲間が死ぬぞ」

「エドガァアッ！」

　Ｄダイヤランページが駆かけ出だそうと体勢を低くする。

　驚きと悲鳴を混ぜ合わせたかのようなエドガーの声。

　トリガーに掛けた指がわずかに動く。

　──その瞬しゆん間かん、Ｄダイヤランページの操そう縦じゆう席せきのモニターが真っ暗になった。

「なっ!?」

　動きを止めるＤダイヤランページ。

　すると、モニター一いつ杯ぱいにエネットの顔が映し出された。

「──ッ！　おいガキィッ！　邪じや魔まするんじゃねぇッ！」

　怒ど鳴なるが、モニターのエネットは消えない。彼女はただ、何も言わずに穏おだやかな笑みを浮うかべている。オズワルドがいくら怒ど声せいを浴びせようと、その表情は変わらない。まるで、写真か何かを見ているようだ。

　その時、違い和わ感かんに気がついた。

「これ…………ロシェ……なのか？」

　モニターに映し出された少女。あどけない顔で笑い、赤毛を両サイドでくくっている。その姿はエネットだ。だけど、肌はだの質感はアンドロイドではない。よく見れば、その顔つきはエネットよりもロシェに近かった。

「昔の……アイツ？　こいつは、もしかして……」

　──Ｄランページの動力エネツトのダイヤに宿る記憶を、Ｄダイヤランページが映し出しているのか？

　画面が切り替わる。次のロシェは、髪かみを下ろしていた。彼女は床ゆかに座り込み、うなだれながら泣いている。

　彼女の傍そばにいるのは、血まみれのエネットだった。

『エネット！　しっかりしてエネット！』

　ロシェは床に伏ふせるエネットにしがみつき、ボロボロと涙なみだをこぼしながら妹の名前を叫さけんでいる。聞きなれた小生意気な声ではない。歳相応で、どこにでもいるような幼い少女の声だった。

『お姉、ちゃん……痛いよ……いたいよぉ……』

　エネットは力なくロシェにしがみつき、今にも消え入りそうな声で訴うつたえる。

『こわいよ……死にたく、ないよ……おねえ……ちゃん』

『大だい丈じよう夫ぶだから！　エネット！　助かるから！　だからお願い！　目を開けてて！』

『……たす、けて……おねぇ、ちゃん……。あの、ね……お目め……がね……見えなく、なっちゃたの……。こわ、いよ……。おね……がい……どこに、も……いかな、いで……』

『わかってる！　ここにいるから！　目も見えるようになるから！　だから──！』

『……ぉ……ね……ぇ…………ちゃ……────』

『エ、エネット……？　エネット！　エネットッ！』

　ロシェの手を握にぎっていたエネットの手が、するりと離はなれた。その拍ひよう子しに手の中から転がり落ちてくる、一ひと粒つぶのダイヤモンド。

　ロシェの絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたる。彼女は妹の亡なき骸がらを抱だき締しめ、血にまみれた頬ほおに顔を押おし付つけ、まるでこのまま自分も死んでしまいそうなほどの涙をこぼす。

『うぅあぁ……エネット、やだぁ……死んじゃ、やだぁ……』

　妹の身体を、強く強く抱き締める。

『うっううぅ……エネット……約束するから……』

　ロシェは嗚お咽えつをこぼしながら、動かなくなった妹の小指に自分の小指を絡からめる。

『お姉ちゃんが……お姉ちゃんがね…………』

　ロシェは、震ふるえる手で血に染まったダイヤモンドを拾い、握にぎり締しめた。

『お姉ちゃんが、絶対に生き返らせてあげるからね…………』

　ダイヤモンドを握り締め、ロシェは涙で濡ぬれた瞳ひとみに強い光をともす。

『絶対に、一人ぼっちになんてさせないからね──』

　その姿を見て、オズワルドの目が動どう揺ようで揺ゆれる。

　否が応でも、思い出してしまう。

　親友が死んだ時のことを。自分も彼女のように、親友の亡なき骸がらにしがみつき、なりふり構わず泣なき叫さけんだ。一つだけ違ちがうのは、死者を生き返らせようとしたロシェと、死者の仇かたきを取ろうとした自分。

　違う。自分とロシェは違う。

　でも、違うのはその一つだけだ。

　あとは、全部、同じ。

「Ｄダイヤランページ……助けてやれって言うのか……？」

　オズワルドは操そう縦じゆう席せき内ないの虚こ空くうに向かって問いかける。

「あいつらを……俺おれやベルのようにするなって言うのか……？」

　次の瞬しゆん間かん、モニターが元に戻もどった。目の前では、未だＬラピスラズーリンに銃じゆう剣けんを向けているＯオニキスプラトーンがいる。

「……ふん。やはりハッタリだったか」

「────くッ」

「二度とおかしな真ま似ねができないよう、見せしめにしてくれる」

　Ｏオニキスプラトーンの指が、トリガーを引ひき絞しぼる。

「──クソがぁぁぁあああッ！」

　Ｄダイヤランページが進路を変える。フルパワーで地面を踏ふみ出だし、Ｌラピスラズーリンの方向へと駆かけ出だした。同時に響ひびく銃じゆう声せい。

　早かったのはＤダイヤランページ。だが、Ｌラピスラズーリンを抱かかえて逃にげるには遅おそすぎた。

　着ちやく弾だん音おん。衝しよう撃げき。スパーク。エドガーの放った銃じゆう弾だんが、Ｄダイヤランページの腹を撃うち抜ぬいた。

　操縦席中のランプが点てん滅めつする。オズワルドはとっさに立ち上がろうとしたが、Ｄダイヤランページは反応しない。

「……チッ」

　Ｄダイヤランページ、機能停止。

　哄こう笑しようするエドガーの乗ったＯオニキスプラトーンがゆっくりと近づいてきた。




「エネット！　逃げるわよ！」

　Ｏオニキスプラトーンに銃剣を向けられたロシェは、すぐさまハッチを開いた。だが、墜つい落らくの衝撃でどこかが壊こわれたのか、ハッチは半分も開かない。とても人が通れる大きさじゃなかった。

「マスター、ダメです。緊きん急きゆう脱だつ出しゆつ装置も作動しません」

「嘘うそでしょ……」

　逃にげ道みちのない状じよう況きようの中、Ｏオニキスプラトーンがトリガーを引ひき絞しぼる。

　とっさにエネットを抱だき寄よせ、目を瞑つむるロシェ。

　だが次の瞬しゆん間かん、目の前にＤダイヤランページが躍おどり出でてきた。それは撃うち出だされた銃じゆう弾だんを受け止め、地面に膝ひざを突つく。その拍ひよう子しに眼に宿る光は消え、Ｄダイヤランページは完全に動かなくなった。

「オズ……？　なんで……？」

　その問いかけに、答えはない。答えたくないのか、通信機能まで停止したか。

「大口叩たたいておきながら、あっけないなオスカー・オズワルド！」

　エドガーが嘲あざけった笑い声をあげながら近づいてくる。目の前までやってくると、銃剣を振ふりかぶり、ブレードの腹をＤダイヤランページの顔面に打ち付けた。金属同士が衝しよう突とつする重たい音。Ｄダイヤランページは受身も取れず、地面を転がる。

　Ｏオニキスプラトーンの追つい撃げきはやまない。倒たおれたＤダイヤランページを短い足で蹴けりつけブレードの腹を何度も叩たたきつける。一いち撃げきごとにＤダイヤランページは地面にめり込み、余計に身動きが取れなくなった。なんとか腕うでを動かすものの、それすら踏ふみつけられ、封ふうじられる。

　エドガーは決してブレードを突き立てたり、銃弾を撃ち込んだりはしない。とことん痛めつけるつもりなのだろう。だが、彼の気が済んだら最後。確実に殺される。

「何よ……何やってるのよ！　もうっ！」

　ロシェはたまらず操そう縦じゆう桿かんを握にぎると、飛び立とうとする。だがＬラピスラズーリンはピクリとも動かない。ハッチ開閉ボタンを叩いてもダメ。唯ゆい一いつ状じよう況きようを打破できそうなＴトルマリンマクスウェルは、押おさえつけられて身動きが取れない。

　ロシェは歯を食いしばった。打つ手がなくなると、自責と現実逃とう避ひに駆かられる。自分が撃たれなければ──そんな考えが浮うかんできて、でも「そんなこと考えてる場合じゃない」と頭を振って切きり替かえ……だけどどうしようもなくて、ロシェはただただ操縦桿を握り締めた。Ｄダイヤランページが痛めつけられる音を聞きながら悔くやしさを噛かみ締しめる。

「マス、ター……」

　その時だった。エネットが異音を発し始める。振り返ると、彼女は小刻みに身体を震ふるわせていた。その瞳ひとみに生気が宿り、妹の人格が現れる。

「マスター！　私が何とかしてみます！」

「エ、エネット？」

　ロシェの戸と惑まどいをよそに、エネットは副操縦席から立ち上がった。

「私なら、Ｄダイヤランページを動かせるかもしれないです！」

　そうだ──エネットは、可変電磁砲レールガンを受けてショートしたＤダイヤランページを動かしたことがある。彼女ならば、あるいは……。

　しかし、Ｄダイヤランページは今、Ｏオニキスプラトーンに蹂じゆう躙りんされている。周囲には手下の人型重機シユタイン。たどり着くことすら難しい。

「む、無茶よエネット！」

　ロシェは止める。だが、それよりも早くエネットはハッチの隙すき間まに身体をねじ込んでいた。人が通れる大きさではないが、幼い体格のエネットなら、挟はさまれ軋きしむ関節の痛みが気にならないエネットなら、通ることはできる。

「ま、待ちなさいエネット！」

　ロシェはハッチの隙間から手を伸ばすが、それは届かず、エネットは暴力が舞まう戦場へと飛び出していった。




「くそっ……！　動けっ！　動きやがれっ！」

　オズワルドは必死にＤダイヤランページに命令するが、返ってくるのは沈ちん黙もくとＯオニキスプラトーンの攻こう撃げきばかりだ。もう何度目になるかわからない。ブレードで殴なぐられ、操そう縦じゆう席せきが激しく揺ゆれる。

　やられるのも時間の問題だ。エドガーが弄いたぶるのに飽あきたら最後、確実にブレードの切っ先か銃じゆう弾だんがこの操縦席を貫つらぬくだろう。

　親友を殺した相手に、一ひと太た刀ちも浴びせられないまま死ぬ──そんなことは許せない。認めない。オズワルドは力任せに操縦席のレバーを動かすが、やはり反応は同じだった。

「動けっつってんだろうが！」

　操縦席に拳こぶしを叩たたきつける。

「オズワルドさんっ！」

　その時だった。操縦席に、幼い少女の声が聞こえてくる。モニターを見ると、エネットがこちらに向かって走ってくるところだった。

「な……っ！　なにやってんだガキ！」

　怒ど鳴なるが、エネットは止まらない。そんな彼女に、今まで静観していた部下の人型重機シユタインが反応を見せる。銃じゆうを構え、彼女にポイントした。

「──っ！　逃にげろガキ！」

　銃じゆう声せい。同時に着ちやく弾だん音おんと悲鳴が聞こえてくる。土つち煙けむりでエネットの姿が見えなくなった。それが晴れた時、モニターに彼女が地面に横たわっている姿が映し出される。

　それを見てオズワルドのこめかみが痙けい攣れんする。だが、エネットは震ふるえながら立ち上がると、再び走り出した。

「オズワルドさん！　ハッチを……ハッチを開けてください！」

　走りながら叫さけぶエネット。その間にも、彼女の前後に銃弾が撃うち込こまれた。飛び散った土や破片が彼女の身体を打ちつけ、エネットは何度も揺らぎ、転ぶ。それでも立ち上がり、ボロボロになりながら駆かけ寄よってくる。

「なんだ、このアンドロイドは？」

　Ｄダイヤランページを弄いたぶっていたＯオニキスプラトーンが手を止めると、こちらに向かってくるエネットを見て首を傾かしげた。そして、銃じゆう剣けんを彼女に向かって突つきつける。

「テメェの相手は俺おれだぞエドガァッ！」

　オズワルドは叫さけぶが、Ｏオニキスプラトーンは無情にもトリガーに指を掛かける。

「エネットちゃんに────なにするんだぁぁぁあああッ！」

　押おさえつけられたシェリルが叫ぶ。しかし何もできない。パワーが足りなすぎる。

　──人型のままでは。

「変形！　遠えん距きよ離り射しや撃げきモードッ！」

　Ｔトルマリンマクスウェルの頭部が折りたたまれ、背中の砲ほう身しんが下りようとする。だが、自分を押さえつけている人型重機シユタインに砲身を掴つかまれ、変形できない。長い砲身はギチギチと、今にも壊こわれそうな音を鳴らす。

「Ｔトルマリンマクスウェル！　ロボットアニメオタクマイセルが作ったんなら、こんな時こそ根性見せてよッ！」

　軋きしむ砲身。それが、押さえつけている人型重機シユタインごと下りた。砲身とボディに挟はさまれた人型重機シユタインは、まるでギロチンのように真っ二つになる。

　砲身が粉を吐はき出だす。たとえ押さえつけられ、狙ねらいを定められなくても、このトルマリン宝ほう石せき粉ふんがあれば問題ない。

「可変電磁砲レールガン──ぶち抜ぬけぇっ！」

　スパーク音と共に、雷かみなりが発射された。それは空中で湾わん曲きよくし、Ｏオニキスプラトーンに向かっていく。突然変化した電磁砲レールガンに対応できなかったエドガーは、それをまともに受け止めた。

「なっ、なんだこの電磁砲レールガンは……!?」

　仰あお向むけに倒たおれるＯオニキスプラトーン。その隙すきに、エネットがＤダイヤランページの前まで到とう着ちやくした。

　とっさにハッチを開けるオズワルド。開けた外には、服も身体もボロボロになったエネットが安心したような笑みを浮うかべて立っていた。

「よかった……オズワルドさん。無事だったんですね」

「なに言ってんだこの馬鹿アンドロイドは！」

　オズワルドはエネットを操そう縦じゆう席せきに引きずり込むと、急いでハッチを閉める。

「何しに来たッ！」

「私が、Ｄダイヤランページを動かします」

　オズワルドの怒ど声せいにもひるまず、エネットがハッキリした口調で言う。彼女は操縦席床ゆかの蓋ふたを開けると、中を覗のぞき込こんだ。

　オズワルドもエネットの上から操縦席の下を覗く。そこは動力部だった。ダイヤモンドが一つ、透明なケースに入っていて、そのケースには様々な配線が突つき刺ささっている。

「やっぱり……さっき受けた銃じゆう弾だんで、断線を起こしてます。これなら、私にでも──！」

　エネットは配線を何本か引っ張り出す。そして、ボロキレ同然になった服を脱ぬぎ捨すてた。露あらわになった胸元。エネットはそこを開けると、自分の動力部をさらけ出す。

「私だって、守られてばかりじゃないんだ……！　マスターのために……皆みなのために、戦えるんだから！」

　エネットはＤダイヤランページの配線を掴つかむと、それを自分の動力部に接続した。

　その瞬しゆん間かん、エネットが感電したように痙けい攣れんする。

「お、おい！」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ……です。オズワルド、さんは……Ｄダイヤランページを、動かして──！」

　歯を食いしばりながら、苦しさを押おし込こめた声を絞しぼり出だすエネット。オズワルドは悪態を一つつくと、操そう縦じゆう席せきのレバーに飛びついた。

　Ｄダイヤランページの目に光が灯る。今まで沈ちん黙もくを保っていたそれが、ゆっくりと、動き出した。

「動いた……やるじゃねぇか……！」

「え、えへへ……」

　何とか笑みを見せるエネット。

「ガキと乱射魔トリガーハツピーに借りができたな……」

　オズワルドは彼女達に口の中で礼を言うと、立ち上がろうとするＯオニキスプラトーンを睨にらみつけた。

「待たせたなエドガー！」

「ちっ……動いたか」

　Ｄダイヤランページがライトイーブンを振ふりかぶった。

　だが、同時に背後のエネットが悲鳴をあげる。振り返ると、彼女は流れる電流に目を瞑つむって耐たえているところだった。

「お前……まさか」

「だ、い、じょうぶ……で、す、から……」

　エネットはそう言うが、明らかに無理をしている。

　ライトイーブンを扱あつかうエネルギーは膨ぼう大だい。Ｄダイヤランページを起動させることはできても、もともと互ご換かん性せいのない人型重機シユタインを自分の動力に直結させて無理やり動かしているんだ。彼女に反動がないわけがない。

「くそっ……！」

　Ｄダイヤランページがゆっくり一歩踏ふみ出だす。たったそれだけの動作でも、エネットは苦痛に満ちた声をあげた。

　ダメだ……いつもどおりに戦ったら、彼女が壊こわれる。オズワルドは、ライトイーブンを構えたまま身動きが取れなくなる。

「どうした？　やっぱり動けないか？」

　探るようなエドガーの声。オズワルドは答えられない。それを肯こう定ていと受け取られてしまったのか、エドガーが鼻で笑うのが聞こえてきた。

「答えられないのか？　それじゃあテストさせてもらおう」

　Ｏオニキスプラトーンが、Ｔトルマリンマクスウェルの方を向く。

「おい！　その人型重シユタイン機を破は壊かいしろ！」

「え？　ちょっ！　なんであたしなの！」

　オズワルドは歯を噛かみ締しめる。どうすればいい？　このまま斬きり掛かかるか？　シェリルを助けるのか？　エネットの身体が持つのか？　一か八かに賭かけるにはリスクが大きすぎる。

　その間にも、部下の人型重機シユタインはＴトルマリンマクスウェルの胸に銃じゆう口こうをあてがった。

「や、やめてよ！　もーっ！　サシで勝負しろー！　早はや撃うちなら負けないんだから！　こんな状態で撃つなんて卑ひ怯きようだぞ！」

　Ｄダイヤランページがライトイーブンを握にぎり締しめる。

　やるしかない。このままＯオニキスプラトーンをぶった切り、そのままＴトルマリンマクスウェルのところまで行って助ける。エネットが持つかどうかはわからない。間に合うかどうかもわからない。だが、やらなきゃここで全員死んでしまう。

　オズワルドが敗戦濃のう厚こうな賭けに出ようとした──その刹せつ那な。

「男数人で女の子を押おさえつけるなんて、恥はじを知るんだ」

　突とつ然ぜん、屋や敷しきの塀へいが吹っ飛んだ。その瓦が礫れきが、Ｔトルマリンマクスウェルを押さえつけていた人型重機シユタインにぶつかる。瓦が礫れきを受けた人型重機シユタインは顔面を潰つぶされて倒たおれた。

　大きな穴の開いた塀。そこから、美しい青色と、左右非対称なボディを持った人型重機シユタインが現れる。

　細い骨格に似つかわしくない、巨大な右手と杭打ち機パイルバンカーを持ったその人型重機シユタインは──間ま違ちがいない。

「Ａアゲートノッカー……ウーノか!?」

「助けに来たよオズ」

　言うと同時にＡアゲートノッカーが走り出す。右手のパイルバンカーを構えたまま疾しつ走そうし、Ｔトリマリンマクスウェルを押さえつける人型重機シユタインにぶち込んだ。同時に響ひびく、火打石を打つような音。パイルバンカーの杭くいが勢いよく突とつ貫かんし、敵を貫かん通つうした。

　巨大な杭に貫つらぬかれる人型重機シユタイン。Ａアゲートノッカーはソイツを串くし刺ざしにしたまま、もう一体にもパイルバンカーを突貫する。そして、二体を刺さしたまま最後の一体も突つき貫ぬいた。

　まるで人型重機シユタインのバーベキューだ。Ａアゲートノッカーは三体の人型重機シユタインを貫いたパイルバンカーを空に向かって掲かかげると、トリガーを引いた。パイルバンカーの杭に開いた無数の穴から爆ばく薬やくが飛び出し、串刺しにした人型重機シユタインたちが木こっ端ぱ微み塵じんとなる。

　操そう縦じゆう者しやからは想像もつかないほど、荒あら々あらしく、力ずくで、容よう赦しやのない機体だ。Ａアゲートノッカーは人型重機シユタインの破片が降り注ぐ中、ゆっくりとこちらに向かって歩き出す。

「メリンジャー・ウーノ殿……これは一体どういうつもりだ？　まさかワールドハート遊石部隊ハートビーツの隊長が、私的な理由で事を起こそうというのか？　問題だぞ。貴様の敬愛するホープス社長とやらの顔に泥どろを塗ぬるつもりか？」

「勘かん違ちがいしないでもらえるかな？　エドガー。僕がホープス社長の不利益になることをするわけないだろう」

　ＡアゲートノッカーはパイルバンカーをＯオニキスプラトーンに突つきつける。

「今日の僕は、ワールドハート遊石部隊ハートビーツの隊長として来たんじゃない！」

　いつもの気弱な響ひびきが消えたウーノの声。

「オスカー・オズワルド！　そして！　ベルナルトの友としてここに来た！」
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　パイルバンカーを構え、Ａアゲートノッカーは腰こしを据すえる。

「二人の友を救うために戦わせてもらう！」

「な、なにを言っているんだメリンジャー・ウーノ！」

　Ａアゲートノッカーが地面にパイルバンカーを打ち込み、突とつ貫かんした。ゆっくり右みぎ腕うでを持ち上げると、地面が抉えぐれ、巨大な土つち塊くれが引ひき抜ぬかれる。Ａアゲートノッカーはそれを近くの手下に投げつけると、相手が怯ひるんだ隙すきに駆かけ出だした。

　敵の懐ふところに飛び込み、突貫。パイルバンカーを引き抜くと同時に横よこ薙なぎにし、迫せまっていた人型重機シユタインの顔を砕くだく。数も少なくなった手下が取り囲んでくるが、Ａアゲートノッカーはパイルバンカーを頭上に掲かかげ、トリガーを引いて爆ばく薬やくを散さん布ぷ。パイルバンカーの火打石で火種を作り、爆ばく破はして一気に数体を鉄くずに変えてしまう。

「オズ！　三さん下したは僕に任せろ！　ベルの仇かたきは君が取るんだ！」

「ああ……そのつもりだ……ッ！」

　オズワルドは凶きよう悪あくな笑みを浮うかべる。だが、一度呼吸して表情を元に戻もどすと、背後を振ふり返かえった。

「おい、エネット」

　名前を呼ばれたエネットは、驚いたように顔を上げる。

「十秒……我が慢まんできるか？」

　エネットは嬉うれしそうに微ほほ笑えむと、大きく頷うなずく。

「はいっ！　頑がん張ばります！」

　オズワルドは薄うすく笑い、「よし」と呟つぶやくと、Ｏオニキスプラトーンを見み据すえる。

「いくぞ、Ｄダイヤランページ」

　オズワルドがＤダイヤランページのレバーを引いた。

　その瞬しゆん間かん、ライトイーブンの鍔つば元もとのギミックからブースターが飛び出す。

「ライトイーブン・荒削りプリフオーム」

　ブースターが、エンジンワイヤーを引くと同時に火を噴ふいた。

　その勢いは凄すさまじく、ライトイーブンを持っているＤダイヤランページがブースターの推すい進しん力りよくで前進しそうなほど。Ｄダイヤランページは腰こしを落として踏ふん張ばっているが、それでも耐たえ切きれずに少しずつ引きずられ、地面に足で溝みぞを作っている。

「──力の差を見せてやる！」




　一秒。Ｄダイヤランページがライトイーブンに引かれるように駆かけ出だす。響ひびくエネットの苦痛。

　二秒。襲おそい掛かかるエドガーの銃じゆう弾だん。Ｄダイヤランページはライトイーブンの腹でそれを受け止める。

　三秒。Ｄダイヤランページがエネットの悲鳴と共に跳ちよう躍やくし、一気にＯオニキスプラトーンの懐ふところに飛び込んだ。

　四秒。Ｄダイヤランページがライトイーブンを振るうが、Ｏオニキスプラトーンは銃じゆう剣けんでそれを受け止める。

　五秒。ライトイーブンのブースターが火を噴き、その勢い任せに銃剣を切断。

　六秒。Ｏオニキスプラトーンの脇わき腹ばらから斜ななめ上に向けてライトイーブンをめり込ませる。

　七秒。ライトイーブンは火を噴きながらＯオニキスプラトーンのボディを切断し、肩かたから抜ぬけた。

　八秒。エドガーの絶ぜつ叫きようとともに、斜めにスライドしながらずり落ちるＯオニキスプラトーンのボディ。

　九秒。Ｄダイヤランページはそれが落ち切る前に、反対側の肩にもライトイーブンを叩たたきつけた。

　十秒。ライトイーブンは火花を散らしながら左右斜めにＯオニキスプラトーンを切断。




「あの世まで聞こえるくらいのヤツを、頼たのむぞ」

　天まで届くような断だん末まつ魔まが響ひびき渡わたり、Ｏオニキスプラトーンは爆ばく発はつした。立たち昇のぼる黒こく煙えんと、夜空に光る満月を見上げながら、オズワルドはタバコを取り出す。

　火をつけると同時ハッチを開け、燃えるＯオニキスプラトーンの黒こく煙えんに混ぜて紫し煙えんを吐はき出だした。

「なぁベル……そう怒おこるなよ。コイツらをこんなふうに使うのは、これで最後なんだから」

　オズワルドは空に向かって呟つぶやくと、ゆっくりと振ふり返かえった。

「助かったぞ、エネット」

　オズワルドは操そう縦じゆう席せきの床ゆかに座すわり込こむエネットに声をかける。

　だが、彼女は何も答えない。

「……おい？　どうした？　……おい！　おいエネット！」

　機械仕じ掛かけの胸から配線を覗のぞかせ、生気のない眼でどこも見ていない彼女は、まるで、人形のようだった。




　Ｄダイヤランページが動くたびに、身体の自由が利かなくなるほどの電流が流れる。自分は痛みを感じないアンドロイドだが、身体のあちこちがショートする感覚は、人格に精神的な苦痛を与えていた。

　悲鳴をあげてはいけない。オズワルドが動けなくなってしまう。……そうは思っても、耐たえ切れない電撃に声が漏もれた。

　スパークする視界の中、薄うすく眼を開ける。「十秒、我が慢まんできるか？」と言った彼。その言葉どおり、オズワルドは指折り数える合間にＯオニキスプラトーンを切り刻む。だが、その間も体中に流れる高圧電流は自分を蝕むしばみ、段々と意識を遠のかせていた。

　そして十秒。Ｏオニキスプラトーンが爆ばく発はつし、Ｄダイヤランページが動きを止めた。同時に、電流も止まる。

　だが、すでに意識は切れる寸前。どこかの回路が焼切れたか。瞼まぶたは重くなり、視界に靄もやがかかる。声をあげようとしたが、それは喉のどから出る前に消えた。

　暗い海に沈しずんでいくような感覚とともに、完全に自分の機能は停止する。

　これを死と言うのか。壊こわれたと言うのか。

「…………あれ…………？」

　ふと気がつけば、目の前が開けていた。しかし、Ｄダイヤランページの操縦席ではない。知らない場所だ。下を見ても床はない。上を見ても天井がない。ただ、左右に壁かべだけがある。その壁すら不可思議で、まるでカットしたダイヤモンドが隙すき間まなく並んでいるようだ。

「ここは、どこ？　マスター？　オズワルドさん？」

　呼びかけるが、声は響いて消えるだけだ。何もない。誰だれもいない。ただ、多面体にカットしたダイヤのような壁に、何人もの自分が映りこんでいる。

「久しぶりだね」

　ふいに、ダイヤの壁かべに映りこむ自分が喋しやべった。…………いや、違ちがう。映りこんだ自分ではなく、本当に自分と同じ姿形をした少女がいた。一つだけ違うのは、腕うでや足の関節に継つぎ目めがないこと。アンドロイドではなく、生身なのだ。いつの間に現れたのか、まるで鏡を見ているようなその少女は、こちらに向かって優しく微ほほ笑えんでいる。

「あなたは……誰だれですか？」

　そう尋たずねると、自分のような少女は、困ったような、悲しそうな顔で笑う。

「酷ひどいよ。私はエネットあなた。エネットあなたは私」

　少女は自分の胸に手を当て、首を傾かしげる。仕草までそっくりだった。

「私は、Ｄダイヤランページの動力に宿るエネットの人格だよ」

「え？　じゃあ……あなたは私の……片割れ？」

「私にしてみれば、あなたが私の片割れなんだよ？」

　奇き妙みような気持ちだ。独り言を言っているみたいなのに、予想とは別の答えが返ってくる。けれどよくよく考えてみれば、「自分ならそう言うだろう」とも思える。

　混乱する自分がおかしいのか、目の前の自分は小さく笑った。

「ありがとう。Ｄランページわたしを助けてくれて。オズも感謝してるよ」

　そこで初めて違い和わ感かんが訪れた。彼女は自分だけど、まったく同じではない。オズワルドともに数年を過ごした私なのだ。

「いえ……私はただ必死で……。あ、あの……それよりも聞きたいことがあるんだけど……私はこれからどうなるの？」

「大だい丈じよう夫ぶ。安心して。きっとマイセルさんが直してくれる。マイセルさんは腕のいいメカニックだって、言ってたから」

　誰が？　──と聞く前に、目の前の自分は次の言葉を紡つむぐ。

「ねぇ、お願いがあるの。目を覚ましたら、お姉ちゃんとオズに伝えて」

　動どう揺ようする。彼女は、マスターを姉と認識できるんだ。マスターと過ごした日々をしっかり覚えているんだ。

　少し……いや、凄すごく羨うらやましい。

「なにを……？」

　動どう揺ようを隠かくしながら尋ねると、目の前の自分は、こちらの背後を見るように爪つま先さき立だちになった。

「それは、彼が説明してくれるから」

　彼女の視線に釣つられるように、背はい後ごを振り返る。

　そこには、いつの間にかもう一人の人物が立っていた。

　──知らない人だ。女性のようにさらさらとした直毛。小こ奇ぎ麗れいな服装をして、小ぶりなメガネを掛かけている。表情は薄うすく笑みを浮うかべているがどこか冷たく、目つきに至ってはオズワルドよりも悪い。

「初めまして……っていうのも変だな。僕はずっと君と一いつ緒しよにいたから……まぁ……もう一人の君とは初めましてだ」

　淡たん々たんと喋しやべる青年。皮肉を言うのが得意そうな、ニヒルな声だった。

「オズのバカヤロウに伝言を頼たのむ。頭が足りないのをいいことに、ロクに考えもしないからこんなことになったんだ。君の口から真実を教えてやってくれ」

　そう言ったところで、青年は「あっ」と気がついたように少し視線を上げた。それからこちらの瞳ひとみを見つめ、少しだけ微ほほ笑えむ。

「自己紹しよう介かいが遅おくれたね。失礼した」

　彼は、もしかして……。

「僕の名前は、ベルナルトだ」




　水の中からゆっくり浮うき上あがるような感覚とともに、瞼まぶたが開いた。ぼやけた視界の中、誰だれかが自分を覗のぞき込こんでいるのがわかる。

「エネット……よかった……」

　ハッキリした目に映ったのは、顔をくしゃくしゃにしているマスターだった。自分が「あ、マスター……」と呟つぶやくと、彼女は勢いよく抱だきついてくる。

「マスター……どうなさいましたか？」

「どうなさいましたかじゃないわよ……！　三日も目を覚まさないんだから……！　もう、駄だ目めかと思ったじゃない」

　自分の胸の中で、マスターがすすり泣く。こういう時、どうしたらいいかわからない。困った末、いつも彼女が自分にするように、頭をそっと抱きしめてみた。それだけで、マスターは安心したように肩かたの震ふるえを小さくする。

　そこで、やっと思い出してきた。自分は、Ｄダイヤランページを無理やり動かして、ショートしてしまったんだ。よく見ればここはイーストウッド号の船室で、自分はベッドの上にいる。身体のあちこちに補ほ修しゆうした痕あとがあるから、きっとマイセルが直してくれたんだろう。

　──マイセルさんは腕うでのいいメカニックだって、言ってたから──

「うっ……」

　突とつ然ぜん、頭の中にノイズが走った。なんだ？　人格が出てこようとしているのだろうか？　何か重要なことを伝えなければならなかった気がするが、思い出せない。

「ねぇエネット、聞いて？」

　やっと落ち着いたマスターは、目を赤くしながら嬉うれしそうに微笑んでくる。

「オズの復ふく讐しゆうが終わったから、Ｄダイヤランページのダイヤをもらえることになったの。エネットの記き憶おくが、少しだけ戻もどるのよ！」

　──ありがとう。Ｄダイヤランページを助けてくれて。オズも感謝してるよ──

　まただ。またノイズが走った。

「今、マイセルがＤダイヤランページのダイヤを取り外してるの。それが終わったら、エネットに組み込んでくれるって。さ、行きましょ？　歩ける？」

「あ、はい……」

　エネットはマスターの命令どおり、ベッドから立ち上がった。

　だけど、何か気持ちの悪いノイズが渦うず巻まいている。

　──Ｄダイヤランページのダイヤを取り外す。

　それは、とてつもない間ま違ちがいのような気がした。




　四年かけた復ふく讐しゆうが終わった。オズワルドの心は今、なんとなく空くう虚きよな気分を孕はらんでいる。

　親友の仇かたきを取れば、長年にわたって蓄ちく積せきされたどす黒いものが晴れるかと思った。だが、実際に終わってみると、妙みように身体が軽くて違い和わ感かんがある。

　それでも、悪い気分じゃなかった。まるで晩ばん夏かの暖かな日差しの中、涼すずしい風に身をゆだねているような……そんな穏おだやかな気持ちだ。目を瞑つむると、昔の懐なつかしい記き憶おくが脳裏を巡めぐるような気がする。

　オズワルドは少しだけベルナルトと過ごした日々を思い出すと、目を開けてＤダイヤランページを見た。イーストウッド号の格納庫に収まり、徐じよ々じよに解体されていく戦友。彼を動かしていた不純ダイヤモンドジルコニアは、本当の持ち主の元に帰ることになる。

「ふぅー、ちょっと休きゆう憩けいっと」

　Ｄダイヤランページの操そう縦じゆう席せきで作業していたマイセルが、はしごを使って下りてくる。彼は作業台の上に置いていたソーダ水を手に取ると、一気に三分の一ほど飲み干して大きく息を吐はいた。

「どうだ？　進行具合は」

「ええ。これから不純ダイヤモンドジルコニアを取り外します。繊せん細さいな作業ですから、ちょっと休憩して集中力を戻もどさないと」

　そう言った後で、マイセルは少しだけ目を伏ふせた。

「でも、なんだか寂さびしいですね。Ｄダイヤランページは芸術品でした。一応、他の宝石を動力にして動かせるようにはしますけど、前と同じレベルとまではいかないでしょう……」

「それでいいんだよ。こいつは元々、宝石をカットするために作られた機体だ。今までの使い方が間違ってたんだよ」

　オズワルドは、そっとマイセルの肩かたに手を置く。

「オズワルドの言うとおりだぞ、マイセル。不純ダイヤモンドジルコニアはクロウ姉妹に、オズワルドはワールドハート社に、Ｄダイヤランページは宝石カット用の人型重機シユタインに。あるべき姿であるのが、一番幸福なんだ」

　格納庫の隅すみに座っていたトラヴィスが、感かん慨がい深ぶかそうにタバコの煙けむりを吐はく。

「そうかもねー。エドガーの鉱こう山ざんは白紙に戻もどったし、奴ど隷れいも自由になったし！　みんな幸せ！」

　トラヴィスの隣となりに座るシェリルは、足をぶらぶらさせながら笑う。

「……そういや、あの奴隷はどうなったんだ？　助けたのか？」

「お前はまったく気にしてなかったもんな……」

　トラヴィスは呆あきれたようにため息をつき、それからうんざりしたような顔つきになる。

「奴隷たちは、エドガーの屋や敷しきにあった金品を持たせて逃にがした。勝手に親元に帰るだろう。ったく、このバカがイーストウッド号に逃げろとか言うから、面めん倒どうだったんだぞ」

「でもちゃんと世話してくれたんだから、ボスは優しいよね！」

「俺おれを褒ほめても、お前が面倒かけたことは変わらないんだぞ？」

　トラヴィスがシェリルの顔面をがっちり掴つかむ。彼女は「痛い痛い！　痛いボス！」と悲鳴をあげながらもがいた。

　そうして騒さわいでいると、格納庫にエレベーターの到とう着ちやく音おんが響ひびいた。全員が目を向けると、開いたドアからロシェとエネットが出てくる。

「あーっ！　エネットちゃん！　目、覚めたんだ！」

　エネットの姿を見るなり、シェリルはトラヴィスの手から飛び出して彼女に抱だきつく。そして、これでもかというばかりに頬ほおずりを始めた。

「よかったー！　もう心配したんだよー！　マイセルは、『直したから時間が経てば大だい丈じよう夫ぶ』って言ってたけどさー！　ずっと眠ねむりっぱなしなんだもん！」

「は、はい……あの、ご迷めい惑わく、おかけ、しました」

　シェリルにひっつかれながら、エネットは何とか頭を下げて礼を言う。

　そんな彼女の元に、オズワルドはゆっくり歩み寄った。そして、その赤毛にそっと手を置く。

「あの時は助かったぞ、エネット」

「あ、いえ……そんな……」

「礼……と言うか約束どおり、Ｄダイヤランページの動力はお前に返すよ」

「……うっ」

　その時、エネットは突とつ然ぜん頭ず痛つうでも起こしたように顔を歪ゆがめた。

「どうしたのエネット？　まだ調子よくないの？」

「いえ、マスター……なんでもないです」

　心配そうにエネットの顔を覗のぞき込こんでいたロシェは、安心したようにホッと息を吐はく。

「なんにせよ、これで不純ダイヤモンドジルコニアの器もそろったってわけだ」

「ですね。それじゃあ、Ｄダイヤランページの解体を進めます」

　トラヴィスに促うながされ、マイセルは再びはしごを昇のぼってＤダイヤランページの操そう縦じゆう席せきに戻る。

　誰だれもが、彼の作業を見守っていた。オズワルド。クロウ姉妹。イーストウッドクルー。それぞれが共に過ごすようになってわずか数週間だが、その中心にあったのはいつもＤダイヤランページのダイヤモンドだ。この不純ダイヤモンドジルコニアを巡めぐり、騙だまし、争い、手を組み、共に飯を食べて同じ船の中で眠ねむった。

　これをエネットの中に戻もどせば、全てが終わり、またそれぞれ別の道へと歩き出す。

「ねぇ、オズ」

　皆みなが見上げている中、そっとロシェが傍かたわらに近づいてきた。今までと違ちがい、敵意も何もない接近。オズワルドも、疑うことなく彼女の歩みが作った空気の流れに触ふれ、長い赤毛から香かおるほのかなシャンプーの匂においを感じ取った。

「これから、オズはどうするの？」

「そうだな……明日にはウーノと合流して、ワールドハート社に戻るとするかな」

「そっか……。ま、アンタみたいな奴やつが会社勤めなんて似合わないけどね。できるのかしら？」

「馬鹿言え。俺おれだってやる時はやる。ウーノと約束したからな。……お前こそ、これからも残りの宝石を探すんだろ？　下手打っても、もう助けてやれないからな」

「……助けたいなら…………一いつ緒しよに来てもいいわよ」

「……お前を助けるのはコリゴリだ」

　オズワルドとロシェは、互たがいの顔を見ながら憎にくたらしい笑み浮うかべる。

「嫌いや味みな男」

「可愛くない女」

「うるさいわね……でもまぁ、あの時は助かったわ…………ありがと」

「気にするな。気まぐれだよ」

　オズワルドは肩かたをすくめ、ロシェは首を傾かしげて小さく鼻を鳴らした。

　そうしている間にもＤダイヤランページの解体作業は続く。マイセルは、いよいよ動力の取り外しに差さし掛かかっていた。オズワルドとロシェは笑み混じりの罵ののしり合あいをやめ、そちらを見つめる。

「──う、うぅぅっ」

　その時だ。突とつ然ぜんエネットがうめき声をあげた。オズワルドとロシェは同時に振ふり向むき、床ゆかに膝ひざを突つくエネットに駆かけ寄よる。

「ど、どうしたのエネット！」

　ロシェの声に、トラヴィスとシェリルも駆け寄ってくる。マイセルも驚いた表情でＤダイヤランページの操そう縦じゆう席せきから顔を出した。

「エネットさん!?　だ、だめですよ！　修理したばっかりなんだから、人格は出さないでください！　負荷が大きすぎます！」

　マイセルの言葉にも、エネットはうめき声と異音を発するのをやめない。やがてその目に生気が宿る。だが、いつもよりも明らかに疲ひ弊へいした眼光だった。彼女はその瞳ひとみでＤダイヤランページを見上げ、やっと言葉を吐はき出だす。

「や、やめて……！　そのダイヤを外さないでください……！」

「エネット？　なにを言って──」

「そのダイヤは……そのダイヤには──」

　響ひびき渡わたる、エネットの声。

「そのダイヤには！　ベルナルトさんの人格も宿っているんです！」

　オズワルドは、身体が一気に冷えるのを感じた。

　手足の感覚がない。彼女の言葉が頭の中でぐるぐる回る。

「聞いて、くだ、さい……」

　エネットは荒あらい息を吐はきながら、オズワルドにしがみついた。

「ベルナルトさんを殺した人は……別にいます」






　第四章　それが彼の生きる道







「悪いね、ベル。せっかくの休みなのに……邪じや魔ましちゃったかな？」

「別に構わない。どうせ明日ワールドハートで会うのにわざわざ来たってことは、大事な用なんだろ？」

　珍めずらしく、ウーノが自分の工こう房ぼうにやってきた。ベルナルトは描かきかけの図面を中断させると、彼にコーヒーを出し、再び図面描きを始める。

「そう言ってくれると助かるよ。……うん。実はちょっとお願いがあって来たんだ」

「なんだ？　オズがワールドハートの社員食堂でツケを払はらわないって話なら、先日聞いた。その話ならオズにしてくれ。もうじき帰ってくるはずだ」

「その件については、オズの給料から天引きするって話で決着ついたから……」

　ウーノは相変わらず、困ったような笑みを浮うかべながら答える。だけど、ベルナルトはにこりともしなかった。デスク前の窓ガラスにはウーノの顔が映っているが、彼の目は少しも笑っていなかった。

「なら……Ｄダイヤランページとライトイーブンを引ひき渡わたせって話か？」

　窓ガラスに映ったウーノの笑みが消える。彼はコーヒーをテーブルの上に置くと、ゆっくり腰の後ろで手を組んだ。

「さすが……君は話が早いね」

「だろ？　だけど物わかりは悪いぞ、僕は」

　ベルナルトは椅い子すを回転させて彼の方を向くと、ニヒルな笑みを浮うかべる。

「ベル……『世界の心臓』を発はつ掘くつして六年が経った。オズが微び調ちよう整せいを重ねてきたけれど、それも先月で終わった。ホープス社長も完かん璧ぺきと評されている。ならば、Ｄダイヤランページとライトイーブンはもはや無用の長ちよう物ぶつだ」

　ウーノの言葉を聞きながら、描きかけの図面を手に取って眺ながめる。そこに書いてあるのは、Ｄダイヤランページとライトイーブンのバージョンアップ案だった。

「違ちがうだろう？　まだ『ハートの欠片かけら』が残ってる。そんなものがあるとすれば、それをカットできるのはライトイーブンだけで、それを扱あつかえるのもＤダイヤランページだけだ」

　ベルナルトは図面を丁てい寧ねいに折りたたむと、上着の内ポケットにしまう。

「ワールドハートは恐おそれているんだろ？　『世界の心臓』をカットできるのは、Ｄダイヤランページとライトイーブンだけだった。けれど、完成してしまえば、それは『世界の心臓』を破は壊かいできる唯ゆい一いつの兵器となってしまう。そしてそれを作ったり、扱ったりできるのは、ホープス社長に心しん酔すいしていない僕とオズだ」

　押おし黙だまるウーノを嘲あざけるように、ベルナルトは少し顎あごを上げる。

「ワールドハートにしてみれば、手元に置いておくのは懸け念ねんがある二人だ。しかし、『ハートの欠片かけら』の存在がある。故に破は壊かいはできない。だから、僕たちを排はい除じよし、Ｄダイヤランページとライトイーブンは完全に自分たちの物にしたい……違ちがうか？」

　そこまで言ったところで、黙って聞いていたウーノが、元の穏おだやかな笑みを浮うかべた。

「酷ひどいね、ベル。確かに、君たちはいまいちホープス社長に敬意を払はらわない。それは良くないと思う。だけど、それでも二人は僕らにとって大切な友達だ。Ｄダイヤランページとライトイーブンを引ひき渡わたして欲しいのは、そのノウハウを調べたいからさ」

「調べて僕らは用済み……と」

　ウーノは困ったように眉まゆを顰ひそめ、両手を広げて訴うつたえる。

「そう言わないでくれよ。共にホープス社長の元で『世界の心臓』を発はつ掘くつし、世界を変えた仲間じゃないか」

「黙れ。白々しいことを言うな。メリンジャー・ウーノ」

　ベルナルトは据すわった目でウーノを睨にらみつける。ワールドハートで最も悪いと評される目つきは、明らかに敵対の光を宿していた。

「Ｄダイヤランページにアンドロイドの人格形成技術を転用させようとして知った……。Ｄダイヤランページの動力──不純ダイヤモンドジルコニア。これはワールドハートが手に入れたものだったな？　それを、どうやって手に入れた？」

「それは、市場に出回っていたものを──」

「まだシラを切るつもりか？　両親の形見だった希少宝石のネックレス──それを持っていた幼い姉妹を強ごう盗とうのフリをして襲おそい、殺したんだろ？　Ｄダイヤランページの動力に宿った彼女が、全て教えてくれた。ウーノ……実行犯はお前だ。お前は姉の見ている前で、両親の形見を奪うばわれまいと抵てい抗こうする幼い妹を殺し、希少宝石を奪った」

　ウーノは顔を伏ふせる。前まえ髪がみが垂れて表情は窺うかがえなかった。……自分だって、できるなら友人を糾きゆう弾だんするような真ま似ねはしたくない。ここで彼が罪を認め、悔くい改あらためることを祈った。

「……だって、仕方ないだろう……？」

　だが、顔を上げた彼の瞳ひとみは、まるで汚お泥でいのように淀よどんでいた。その奥おくに、爛らん々らんと光るものが見える。

「彼女の希少宝石があれば、『世界の心臓』を発はつ掘くつする人型重機シユタインを何体も作れる。そうすれば、世界はもっと発展する。ホープス社長は豊かで平和な世界を作ろうとしていらっしゃるのに、彼女は理解してくれなかったんだ。聞き分けのない子供を躾しつけるつもりで殴なぐったけれど、それでも言うことを聞かないから、殺したんだよ」

　ウーノは、まるでドジを見られた子供のように、照れ笑いしながら頭をかいた。

「まぁ……殺しちゃったのはホープス社長のお考えを理解しない低能さにイラついたからなんだけど……まぁいいじゃないか！　人格だけは宝石に宿っているんだろう？　身体がないだけだから、大した問題じゃないよ。ホープス社長だってそう仰おつしやる」

　ベルナルトは頭の中で、彼の贖しよく罪ざいを祈った自分を殴なぐり、言い捨てた。

「外げ道どうが……！　お前みたいな男を、一時期でも友人と思っていたなんて──虫むし酸ずが走る」

　ウーノは悲しそうな笑みを浮うかべながら、腰こしから銃じゆうを引ひき抜ぬいた。それでもベルナルトは慌あわてず、「結局それか」と呟つぶやいてポケットに手を突つっ込こむ。

「ベル……君は頭がいい。理解してくれるだろう？　僕たちの──ホープス社長の夢を。世界に繁はん栄えいと平和をもたらしたいんだ。わずかの犠ぎ牲せいで数億人が幸せになるなら、それは素晴らしいことだよ。その犠牲ですら、僕らは英えい雄ゆうとして語かたり継つごう」

　ベルナルトは、シニカルに笑う。

「言っただろ？　僕は物わかりが悪いんだ」

　そう言って、ポケットの中にあった端たん末まつのボタンを押おした。その瞬しゆん間かん、ベルナルトとウーノの間に防火シャッターが下りてくる。ウーノはすかさず引き金を引いたが、銃じゆう弾だんはシャッターに阻はばまれ、届かなかった。

　同時に出口に向かって駆かけ出だす。自分はオズワルドほど戦せん闘とうに向いていない。身の危険にさらされれば、逃にげるのが得策だ。

「さすがウーノだ……社長のためとなれば仕事が速い……」

　ベルナルトは苦い顔をしながら工こう房ぼうの廊ろう下かを駆ける。

　Ｄダイヤランページの動力に宿る人格──クロウ・エネットから真実を聞いた時、自分はすぐに離り反はんを考えた。ホープス社長は危険思想の持ち主だ。ワールドハート社の面々は彼に心しん酔すいしているが、それでも真実を知ったらこちら側についてくれる人間もいるはず。少しずつ仲間を集めようと思っていたが、計画を早めなければ。

「仕方ない……オズにも動いてもらうか」

　唯ゆい一いつ心を許せる親友にすら、まだこのことは伝えていない。伝えたならば、あのバカは一人で飛び出すはずだ。だが、こうなってしまえば致いたし方かたがない。

　こんなところで死ぬわけにはいかない。自分たちには夢がある。

　宝石大量発掘時代ジユエリー・ラツシユが訪れ、没ぼつ落らくした宝石職人のオズワルドと、宝石商だった自分。今までの全てを否定され、蔑さげすまれた。だけど、オズワルドのカット技術は天下一品だ。宝石が路上の石ころと変わらなくなったとしても、その輝かがやきが消えたわけじゃない。宝石は美しい。貴重かどうかなんて関係ない。オズワルドのカットは、それを教えてくれる。そんな素晴らしいものを、世界中に伝えるのが自分の役割だ。

　道みち端ばたに咲く花を美しいと思うように、貶おとしめられた宝石の美しさをもう一度人々に思い出させるのが、自分たちの夢だ。

「オズがカットした宝石は、狂くるった支配者の道具じゃない……！」

　ベルナルトはポケットから通信端たん末まつを取り出す。

　そして、オズワルドにコールしようとした瞬しゆん間かん。

「──が……ッ……！」

　銃じゆう弾だんが、胸を貫つらぬいた。通信端末が手から離はなれ、床を転がる。自分も地面に倒たおれた。少し遅おくれて銃じゆう創そうから痛みが拡散し、全身から汗あせが噴ふん出しゆつす。白い床ゆかには、赤黒い血がだくだくと広がり始めた。

　何故……？　ウーノは防火シャッターで閉じ込めたはずだ。

　霞かすむ瞳ひとみで前を向き、ベルナルトは絶望する。

「……そう、か……僕と、オズ以外は……もう……」

　そこにいたのは、閉じ込めたはずのメリンジャー・ウーノ。そしてその背後には、ワールドハート宝石発掘フランドルチームのメンバー。ともに『世界の心臓』を発はつ掘くつした仲間。

　友人だと、思っていた人々。

「全員……狂っていたのか……」

　下ろしたはずの防火シャッターは、彼らによって無理やりこじ開けられていた。

　全てはこうなることを予期した布ふ陣じん。

　自分の離り反はんは、最初から不可能だったのだ。

「オ、ズ……」

　ベルナルトは通信端末に手を伸ばす。

　そこに銃弾が突つき刺ささった。骨は砕くだかれ、肉は弾はじけ、それはもはや手と呼べない代物となる。Ｄダイヤランページを作り、ライトイーブンを作り、親友と夢を叶かなえようと握あく手しゆを交わした手は……なくなってしまった。

「こんな……ところで────」

　そこで、ベルナルトの意識は途と切ぎれた。




「私を殺したのはメリンジャー・ウーノ。ベルナルトさんを殺したのはワールフドハーラト宝石ン発掘ドチームルのメンバー。そして、全ての命令を下したのは、社長のホープス。私たちはみんな、騙だまされて────」

　エネットの言葉を待たず、オズワルドはライトイーブンを彼女の首に突きつけた。俯うつむき、歯を噛かみ締しめ、エンジンワイヤーを血が滲にじむほど握にぎる。

「自分が……なにを言ってるのか……わかってるのか……！」

　ロシェがすかさず飛び出し、こちらに背中を向けてエネットを抱だきしめる。だが、その身体は震ふるえていた。混乱しているのか、本能的にエネットのことは庇かばうが、いつものように食ってかかるような言葉は吐はかない。

　格納庫の中は静かだった。マイセルは俯うつむいたまま微び動どうだにせず、シェリルはどうしたらいいかわからないようにオロオロ皆みなの顔を見ている。トラヴィスも、咥くわえたタバコに火もつけずに眉み間けんに皺しわを寄せていた。

　その中でただ一人、エネットがしっかりとこちらを見つめている。

「ウーノさんの言葉を思い出してください。彼は、エドガーがベルナルトさんから設計図を奪うばって人型重機シユタインを作ったと言っていました。でも、ＯオニキスプラトーンとＤダイヤランページは少しも似ていません。あれはオズワルドさんをけしかけるための嘘うそだったんです」

　その否定できない事実に、オズワルドは強く歯を噛かみ締しめる。

「そんなことをする理由は、ただ一つ。『ハートの欠片かけら』です。それをカットできるのはオズワルドさんだけ。ウーノさんは……ワールドハートは、真実に気付いたベルナルトさんを殺し、エドガーを仇かたきに仕立て上げ、何も知らなかったオズワルドさんだけを仲間に引ひき戻もどそうとしたんです……」

　彼女の話は、すべて事実なのだろう。自分のダイヤが目の前にあるのに、わざわざこんなことを言うはずがない。

　もしも彼女がダイヤを手に入れたら、確実にワールドハートに狙ねらわれる。ワールドハートが欲しがっているのはオズワルドと、『ハートの欠片』をカットできるＤダイヤランページだ。その動力が人手に渡わたっているとなったら、なんとしても取り戻そうとするに決まっている。

　エネットはもう一度殺され、ロシェも生きながらえることはできない。

　ベルナルトは、そんなことを平気でするワールドハートを嫌けん悪おし、離り脱だつを考え、殺された。

「もう……何もなかったことにするわけにはいかないんです。オズワルドさんと私たち、どちらかが目的を諦あきらめるか、殺されなきゃならない……」

　そう言って、エネットは悲しげ目を伏ふせた。

「……話は、わかった……」

　ようやく、オズワルドはエネットの首からライトイーブンを離はなして背中にしまう。そして、愁うれいを帯びた瞳ひとみで窓の外に目を向ける。

「明日……ウーノを殺しに行く」

「──っ、オズ！」

　ロシェが声をあげる。こちらに駆かけ寄より、強くコートを掴つかんで引っ張った。

「無茶よ！　相手は世界の半分を支配する奴やつらよ！　それに──」

　悲痛な面持ちで俯くロシェ。

「それに──ウーノは仲間だったんでしょ……？」

　彼女の言葉に、誰だれもが心配そうにこちらを見つめる。だが、オズワルドは表情を変えず、そっとロシェの手をコートから離した。

「…………ブレーキが……壊こわれちまってるんだ……」

　オズワルドはタバコに火をつけて煙けむりを吐はき出だす。立たち昇のぼる煙は、まるでオズワルドの眼まな差ざしのように儚はかなげに揺ゆれていた。

「止められないんだ……復ふく讐しゆうは……」

　宝石大量発掘時代ジユエリー・ラツシユと共に没ぼつ落らくした宝石ブランド『オズ』。過去の栄光にしがみつこうとする親族によって、オズワルドは時代遅おくれの宝石職人として育てられた。そんな彼の未来にあったのは、自分を必要としない時代。

　そこで支えになったのは、ベルナルトだった。彼は、共に宝石の美しさを世界に思い出させようと言ってくれた。生きる意味を与えてくれた。

　だが、彼はもういない。

　残ったのは、兵器と化したライトイーブンと、消しようのない復讐心。

　今や復讐こそがオズワルドの生きる意味。

　オズワルドは、皆みなに背を向けて歩き出す。

「マイセル……Ｄダイヤランページを、動かせるようにしておいてくれ」

　そう言い残し、オズワルドは格納庫を後にした。




　オズワルドは自室に籠こもってしまった。眠ねむっているのか、ノックしても返事がない。

　イーストウッドクルーはブリッジのソファに身体を沈しずめ、なにをするでもなく黙だまっていた。時刻はとっくに夜になっている。

　あと数時間もすれば、オズワルドはかつての仲間を殺しに行く。

「……今回は、何も聞かなかったことにするぞ」

　静せい寂じやくの中、しばらくぶりにトラヴィスが口を開いた。

「相手が悪すぎる。……オズワルドとはここで縁えんを切るぞ」

「ボス！　なんでよーっ！」

　シェリルが怒ど鳴なり、テーブルを叩たたいて立ち上がった。目を怒いからせ、拳こぶしで何度もテーブルを叩いて抗こう議ぎする。

「今回こそ手を貸さなきゃ！　オズ死んじゃうよ！　それに、ワールドハートは許せないじゃん！　オズのこと騙だまして、ロシェちゃんとエネットちゃんに酷ひどいことして！　あたしらで潰つぶしてやろーよ！」

　喚わめき散ちらすシェリルに、トラヴィスは腕うでを組んで苦々しくため息をつく。

「確かに、ワールドハートのやり方は気に食わん。……だがな、俺おれはイーストウッド号の船長だ。船長にはクルーを守る義務がある。無む謀ぼうな戦いに繰くり出だすようなことは許可できない」

「むーっ！　ボスのばかぁっ！　人でなしっ！」

「なんとでも言え。クルーを死にに行かせる船長は馬鹿で人でなし以下だ」

　トラヴィスはイラついたようにタバコに火をつける。そこに、マイセルが顔色を窺うかがうようにおずおずと手を挙げた。

「あの……トラヴィスさん。僕も、その……助けに行ったほうがいいと思うんです……」

　トラヴィスはマイセルを見て「お前もか」と言いたげに顔をしかめた後、ほとんど吸っていないタバコをもみ消した。

「オズワルドさんが死んでしまったら『ハートの欠片かけら』をカットできる人がいなくなってしまいます。そしたら、僕らが『ハートの欠片』を手に入れても意味なくなるじゃないですか。全ての遊ゆう石せき民みんの夢がなくなってしまいますよ。……それに、短い間ですけどオズワルドさんは一いつ緒しよに遊石民をやった仲間です。見殺しにするのは、あんまりにも……」

「それは……──ん？」

　ふと、トラヴィスは何か考えるように視線を下に移した。顎あご鬚ひげを撫なでながら黙だまり込こむこと十数秒──トラヴィスは何かを振ふり切きるように首を左右に振る。

「ダメだダメだ！　いくら理由があろうと、ワールドハートに手を出すことは許さん！　確かにオズワルドは仲間だったが、クおル前ーらと天てん秤びんにかければアイツは軽い！」

「もうッ！　ボスのわからずや！　いいよ！　あたしだけでも助けに行くから！　ここで動かないイーストウッドクルーなんて、やめちゃうんだから！　本気だよ！　本当に本気だよ!?」

　シェリルは立ち上がると、トラヴィスに背を向け、床ゆかを踏ふみ鳴ならしながら出て行こうとする。

「ああそうか！　そこまで言うなら勝手にしろ！　俺おれは絶対に行かないぞ！」

　シェリルが不満げに振り返る。じっとトラヴィスの方を睨にらむが、その瞳ひとみには徐じよ々じよに涙なみだがたまっていった。

「何さ……見損なったよ……もうボスなんて大だい嫌きらいっ！」

　そしてシェリルは部屋の外へと走り去っていく。すかさずマイセルが立ち上がって彼女の名前を叫さけぶ。そして部屋の外と、黙ったままのトラヴィスの顔を見比べた後、ぽつりと呟つぶやいた。

「……ごめんなさい、トラヴィスさん」

　そしてマイセルはシェリルの後を追って行った。トラヴィスは二人の背中を目で追うこともせず、苛いら立だった表情のまま腕を組んでいる。

　船内はいやに静かになった。こんなイーストウッド号は初めてだろう。クズ山に引っかかって大損害を被こうむった時でも、荒こう野やのど真ん中でエンストして動けなくなった時でも、イーストウッド号は賑にぎやかだった。

　トラヴィスはタバコに火をつけようとしたが、オイルが少ないせいかなかなか点火できない。

「……クソったれッ！」

　誰だれに言うでもなく罵ば倒とうした後、トラヴィスはライターを思いっきり壁かべに投げつけた。




　昼間から散々眠ねむったから、夜中に目が覚めてしまった。

　目が冴さえて眠れそうにない。オズワルドは自室を抜ぬけ出だすと、イーストウッド号のデッキへと向かった。

　暗く静かな船内を抜ぬけ、屋外デッキに出る。すると、宝石を散りばめたような星空が出迎えてくれた。足元のイーストウッド号も、遠くの街も、明かりを灯していない。月と星……その光だけが周囲を照らしている。

　静かな風が吹き、砂が動く音がした。復ふく讐しゆう前夜にしては、穏おだやかすぎる夜だと思う。

　どこまでも広がる荒こう野や。遠くを見つめると、地平線の先で星空と荒野が合わさる場所がある。それはまるで、地上に大量の宝石が降りたような光景だった。

　綺き麗れいだ──素直にそう思う。そんなことを考えるのは、世界で自分一人だろう。星を美しいという人はいても、宝石をそう思う人間は、もはやこの世界にいない。昔は、自分以外にもう一人いてくれたが、彼は星に──いや、宝石になってしまった。

「世界中に宝石の輝かがやきを広めようって言ってた奴やつが、宝石になってどうするんだよ……」

　地平線で瞬またたく星に向かって呟つぶやき、オズワルドはタバコに火をつけた。

「眠ねむれないの？」

　その時、デッキの扉とびらが開く音と共にそんな声が聞こえてきた。振ふり返かえると、ロシェが風になびく髪かみを押おさえながら立っている。

「私も、眠れないのよ」

　ロシェはそう言いながらこちらに歩み寄り、オズワルドの隣となりに並んだ。そして、一いつ緒しよに荒野の向こうを見つめる。

　緩ゆるやかな時間が流れた。二人で飽あきもせず、ただ地平を見つめる。オズワルドが煙けむりを吐はけば、風に乗って流れるそれを一緒に目で追った。

「ねぇ……オズ」

　風の音に紛まぎれて紡つむがれた言葉に、オズワルドは目を動かして隣を見る。

「復讐なんてさ……やめなよ……」

　……いつもだったら、条件反射で拒きよ否ひしただろう。それでもオズワルドが何も言わなかったのは、彼女が俯うつむいてたからだ。いつも小生意気なことばかり言う女が、俯いて、絞しぼり出だすように呟いている。そうして見ると彼女は、本当に……妹と無む邪じや気きに笑っているのが似合う、なんでもない少女だった。

「ワールドハートと戦って、生き残れるはずがないじゃない……。たとえウーノを倒たおせたとしても、まだまだ敵がいる……。何も知らない振りして生き残れるのは、今しかないのよ……？」

　ロシェがこちらを見上げる。どこかで見たことがある顔だ──そう考え、思い出す。今のロシェの表情は、死にかけたエネットを抱だきしめている時の顔にそっくりだ。

　誰だれかの死を恐れる顔だ。

「前にオズが言ってたよね？　死んだ奴のためにできることなんてなにもない。でも私にはあるって。それは幸せだって。なら……今のオズだってそうでしょ？　ベルナルトさんの人格が宝石に宿っているのがわかったんだから、彼のために生きることができるでしょ？」

　訴うつたえかけるロシェの声を聴ききながら、オズワルドは夜空を見上げた。

「……そういう生き方も……あるな」

　正直に言えば、ベルナルトの人格が宝石に宿っていたのは嬉うれしかった。死してなお、自分のことを考えてくれていることに途と方ほうもない幸福を感じる。このまま彼と共に静かに生きることができれば、それは何度も夢見て絶望した幸せなのだろう。

　でも……自分は。

「俺おれにはできない」

「どうしてっ!?」

　ロシェが自分のコートの裾すそを掴つかみ、強く引っ張る。

「仮にそうしたとして、お前はどうする？　Ｄダイヤランページのダイヤには、エネットの人格もいるんだぞ？」

「…………今は……その話はしてないわ……」

　ロシェは俯うつむき、何かを押おさえ込こむようにして言葉を絞しぼり出だす。

「私は……感謝してるのよ……。オズとベルナルトさんは、もう一人のエネットと一いつ緒しよにいてくれた。妹を孤こ独どくにしないでくれた。私が守れなかった約束を、守ってくれていたのよ……。だから、エネットの恩おん人じんが無む駄だに死んだり、悲しんだりするのは……無視できない……」

　ロシェは強い光を瞳ひとみに宿し、オズワルドを睨にらみつける。

「オズは今！　私より幸せになれるはずなのよ！　エネットと違ちがって人格や記き憶おくが分ぶん裂れつしてない！　死んだ人ともう一度一緒に過ごせるのに、どうしてその道を選ぼうとしないの!?　どうして復ふく讐しゆうをやめようとしないのよ!?」

　ロシェは一度、強くオズワルドの胸板を叩たたいた。

「……なら、ロシェ。お前はどうなんだ？」

　オズワルドは、自分の胸元にいるロシェを見下ろす。

「お前は、復讐を考えなかったのか？」

　ロシェの瞳が揺ゆれる。彼女は口を結んだあと、そっと俯いた。

「……それは……考えたことあるわよ。……でも、私にはエネットがいる……人格だけでも、あの子は生きているのよ……。それなのに仇かたき討うちなんてしたら、あの子の生を否定することになるわ。なにより、あの子は復讐なんて望んでない。私とエネットの願いは、一つだけなのよ。また昔みたいに、姉妹で暮らしたいだけなの……」

　強い感情を押し込めるように、ロシェは肩かたを震ふるわせながら喋しやべる。

「じゃあ、お前は仇を……ウーノを恨うらんでないのか？」

「──ッ！　そんなわけないでしょッ！」

　ロシェが勢いよく顔を上げる。限界だったのかもしれない。彼女の瞳から、大おお粒つぶの涙なみだがボロボロと溢あふれ出でてくる。

「恨うらんでるわよ！　憎にくいわよ！　でも、復ふく讐しゆうなんかして何になるのよ！　エネットはそんなこと望んでない！　あの子の願いは！　昔の記き憶おくを……取とり戻もどしたい──だけなのに……」

　力なくうなだれるロシェ。妹を殺され、記憶と人格をバラバラにされ、どれだけ相手を恨んだろう。それでも一番大切な願いを叶かなえるため、妹の幸せのため、心に根付く復讐心を抑おさえ込こみ、生きてきた。

　心を蝕むしばむジレンマと戦いながら。

「……ロシェ」

　ふと、オズワルドが言った。

　ロシェがこちらを向いたところで、オズワルドは新しいタバコに火をつける。

「ガキの頃ころの話だけどな……」

　オズワルドはタバコを一口吸い、煙けむりを吐はき出だすと同時に語り出した。

「街でゴロツキと喧けん嘩かしたとこがあるんだ。……でも数で負けててな、結局ボコボコにされた」

「え……？」

　オズワルドは少しだけ遠くを見つめ、くすんだ色の過去に思いをはせる。

「傷だらけで帰ったら、ベルは指差して俺おれを笑いやがった。クソヤロウだよ。……でもな、次の日アイツはロードローラーをかっぱらって、そいつらの車を全部ぺしゃんこにしたんだ」

　押おし殺ころすように、オズワルドは肩かたを震ふるわせて小さく笑う。

「……で結局、今度は俺もベルもボコられた。散々殴なぐられて、身み包ぐるみ剥はがれて、パンツ一丁で家まで帰った。途と中ちゆうで通報されて、保安官に追いかけられて、町中を一いつ緒しよにパンツ一丁で逃にげ回まわったんだ」

　我が慢まんできず、オズワルドは声を出して笑う。腹を抱かかえて、苦しそうに、目に涙なみだを浮うかべて笑い散らす。それは復讐する時とは違ちがい、ただのバカが、友達と一緒に笑うような声だった。

「……アイツは、友達が殴なぐられたら、代わりに殴りかかってくれるような奴やつだったんだよ」

　オズワルドは、笑いすぎて目め尻じりに溜たまった涙を拭ぬぐう。

「勝ち目がなくてもだ。ベルは凄すごいだろ？　言うことは冷たいし、目つきも悪いし、何かにつけてスカしたヤツだけど……いい奴なんだ」

　笑いすぎて苦しい。オズワルドは空を見上げ、大きく深呼吸をする。

「俺は、そんな奴の親友だったんだ。だから、俺もベルが殴られたら、殴り返さなきゃいけないんだ」

「そんなの……ベルナルトさんが望むの……？」

「あいつが望む望まないは関係ないんだよ。復讐は、誰だれかのためにするもんじゃない。自分の気持ちに整理をつけるためにするもんなんだよ。宝石になったベルと穏おだやかに過ごせれば、それは幸せだ。でも、そんな生活を送った時『俺は自分をベルの親友だと思えるのか？』って考えたら違ちがってくる。俺おれはただ『自分はアイツの親友だ』って、思いたいだけなんだ」

「でも……復ふく讐しゆうの相手も、友達だったんでしょ……？」

　ロシェの言葉に、オズワルドは黙だまってポケットに手を入れた。その時に触ふれた冷たい感かん触しよく。取り出してみると、それはウーノからもらったライターだった。しばらくそれを見つめた後、オズワルドはそっとポケットに戻もどす。

「そうだ。仲間だった。気のいい奴やつもいたし、いけ好かない奴も、変な奴もいたけど、仲間だったんだ」

　目を瞑つむると、仲間だった者の顔が次々と浮うかんでくる。

　仲間だった。

　──〝だった〟。

「でも俺は、ベルの親友でありたい」

　そう言い、オズワルドはそっとロシェの頭に手を乗せる。

「……礼を言うぞ、ロシェ。俺はもう、復讐しか生きる道を知らない。だけどお前は、もっと幸せな道を教えてくれた。俺にその道は歩けそうもないけど、そんなものがあるって分かっただけで十分だ。……なにより、俺の代わりにお前がその道を歩いてくれているからな」

　オズワルドが背中のライトイーブンを揺ゆらす。

「だから、お前の復讐心も俺が持っててやるよ」
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　大切な人を殺され、復ふく讐しゆうを誓ちかう男。

　大切な人を殺され、生き返らせたいと願う少女。

　始まりは同じだったが、歩む道は違ちがった。互たがいにもう一方の道を歩きたいと未練がありつつも、相手を見ながら歩けるから救われる。二人を繋つなぐのは一ひと欠片かけらのダイヤモンド。二人の関係性は奇き妙みようであるが、最も美しい宝石の石言葉を借りるなら、それは絆きずななのかもしれない。

「……それじゃあ、オズは……ずっと幸せになれないじゃない……」

「そういう生き方なんだ」

　その時、地平線の彼方が白んだ。

　二人はその先を見つめる。

　太陽がゆっくり現れ、光が夜の闇やみと星を喰くらいながら迫せまってきた。

　──今、復讐の陽が昇のぼる。




　朝あさ靄もやの中に山やま影かげが見える。しかし、近づいてみるとそれが巨大な遊ゆう石せき船せんだということがわかるだろう。

　ウーノが部隊長を務めるワールドハート遊石部隊ハートビーツの遊石船ハートビーツ──アルドリッチ号は、イーストウッド号が五つは入るであろう大きさを誇ほこっていた。船首は三さん箇か所しよ。それぞれに角がついており、さながらそれは三つ首のサイのような異い形ぎようの遊石船である。

　オズワルドがＤダイヤランページで近づくと、すぐに入船許可が下りた。下りてきたタラップを上ってサイの背中にたどり着くと、甲かん板ぱんの一部が下がり、格納庫に入れるようになる。

「オスカー・オズワルド様、お待ちしておりました」

「ああ……」

　オズワルドがＤダイヤランページから降りると、すぐにウーノの部下が近づいてくる。オズワルドは必死に平静を装いながら、言葉少なめに頷うなずいた。

「嬉うれしいですよ。現存する最後の宝石職人ラスト・カツターのオズワルド様が戻もどってきてくれれば、ワールドハート社はさらなる発展を遂とげるでしょうね」

　今度は何も答えない。オズワルドはウーノの部下に案内されるまま船内を歩き、ブリッジにたどり着いた。

　アルドリッチ号のブリッジは、イーストウッド号のそれがおままごとに見えるほど重厚な作りをしている。操そう縦じゆう者しやは五人、それぞれモニターの前に座って船を動かしていた。部屋の中央には、上等な革かわ張ばりの椅い子すが置いてある。そしてそこには、許しがたい男が座っていた。

「やぁオズ！　おかえり、僕らのワールドハートに」

　ウーノは革張りの椅子から腰こしを上げると、両手を広げて嬉しそうに笑った。それを見てオズワルドのこめかみが引きつく。背中のライトイーブンで斬り掛かかりたい衝しよう動どうを何とか押おさえ、彼の目の前に立った。

「じゃあ早さつ速そく本社に行こうか。君が戻もどってくることは『世界の心臓』の発はつ掘くつメンバーにも伝えたんだけど、皆みな喜んでたよ。もちろんホープス社長もだ！　ねぇ、隊長を覚えてるかい？　彼が君の歓迎会をやろうって召しよう集しゆうをかけてるから、きっと本社に着く頃ころには皆揃そろってるはずさ」

　ウーノは、子供のようにはしゃぎながら矢や継つぎ早ばやに語る。

「道中思い出話に花を咲かせよう！　さぁ面おも舵かじ一いつ杯ぱいだ！　ワールドハート本社に全速前進！」

「待てよ、ウーノ」

　操そう縦じゆう者しやに向かって指示を飛ばしたウーノを遮さえぎり、オズワルドは一歩彼に近づく。

「あいつらのところに行く前に、聞きたいことが──」

「なんだい？　クロウ姉妹を襲おそったことかい？　君を騙だましてエドガーを仇かたきに仕立てたことかい？　それとも──」

　ウーノの笑みが醜しゆう悪あくに歪ゆがむ。

「僕がベルを殺したことについてかい？」

（どうして──）

「どうしてわかった？　──って顔をしてるね」

　オズワルドが言葉を詰つまらせた。目を見開き、とっさにライトイーブンに手をかける。だが、それよりも早く彼の部下たちが一いつ斉せいに銃じゆうを構えた。

「悪いね、オズ」

　ウーノは困ったように、指先で頬ほおをかきながら弱々しく苦笑いした。まるで道みち端ばたで人にぶつかってしまった時に謝るような、一言限りの簡潔な謝罪。

　ウーノは、操縦席にいた部下に向かって視線を送った。すると、ヘッドフォンをつけた部下が一度頷うなずき、操作板のスイッチを入れる。

『君は、友人に対して甘すぎるよ』

　スピーカーから、ウーノの声が聞こえてきた。

　──盗とう聴ちよう器き。いつ？　どこで？　そう考え、はっと思いつき、ポケットの中に手を入れた。

　中にあったのは、ウーノからもらったオイルライター。

「約束どおり、大切にしてくれていたみたいだね」

　オズワルドは歯を噛かみ締しめる。そんな自分を、ウーノの部下が馬鹿にしたようにニヤニヤと見ていた。オズワルドは頬をヒクつかせると、ライターを自分の口元まで持っていく。

「──破けろッ！」

　そして、思いっきりライターに向かって怒ど鳴なった。そのとたん、ヘッドフォンをつけていた部下は耳を押おさえてうずくまる。そんな彼を見てウーノは「挑ちよう発はつするから……」と呆あきれ気ぎ味みに呟つぶやいた。

「……とまぁ、こういうわけだったんだ。本当は、一石三鳥の計画だったんだよね。君を騙して有ゆう益えきなエドガーの鉱こう山ざんの権利を得る。そして仇を取ったと思い込んだ君をワールドハート社に戻もどす。そして『ハートの欠片かけら』をカットできるＤダイヤランページとライトイーブンを手に入れる。盗とう聴ちよう器きは君の動きを把は握あくするために持たせてた。……だけど、失敗しちゃったよ」

　ウーノは心底残念そうにため息をついた。

「エドガーの鉱こう山ざんはイーストウッドクルーに取られちゃった。……でも、それでも一石二鳥だし、彼の鉱山は一番優先順位が低かったからいいか。君とベルの忘れ形見は、手に入るんだ」

　ウーノの目つきが変わる。暗く澱よどんでいて、それでも狂きよう気きじみた光が瞳ひとみの奥おく底そこで爛らん々らんと輝かがやいている。

「本当は、君には何も知らないままワールドハート社で平和に過ごしてもらいたかったんだけどね。まぁ今さら言ってもしょうがない。さぁオズ。一いつ緒しよにホープス社長のために働こうよ。僕らは世界に平和と繁はん栄えいをもたらすんだ。素晴らしいだろ？　やりがいのある仕事だ。復ふく讐しゆう心しんなんて絶対に忘れる。後々、ホープス社長のお考えを理解しなかったベルを愚おろかと思えるよ」

　その瞬しゆん間かん、オズワルドの中にある血液が沸ふつ騰とうした。

「ウーノォォォォオオオオッ[image: ]」

　銃じゆうを向けられていることも忘れ、オズワルドはライターを投げ捨ててライトイーブンを引ひき抜ぬく。ウーノも遅おくれずに銃を引き抜いた。とっさにライトイーブンの腹でガードするオズワルド。……しかし、銃じゆう弾だんは襲おそってこない──と思ったら、ライトイーブンの陰かげからウーノが飛び出し、銃のグリップで殴なぐりつけられた。

　頭に響ひびく鈍どん痛つう。オズワルドは床ゆかに膝ひざを突つくと、手負いの獣けもののような眼で下からウーノを睨にらみつけた。

「オズ。今は怒いかりで頭が回らないかもしれないけど、ホープス社長のお話を拝はい聴ちようすれば、きっと考えが変わる。ね？　まずは一緒にワールドハート社に行こう」

「言われなくても……行ってやるよ……あいつらを、皆みな殺ごろしにな……！」

「困ったなぁ……とりあえず、着くまで拘こう束そくしておこうか。誰だれか、手て錠じようを持ってきてくれるかい？」

　ウーノが部下達に呼びかける。だが、手錠を持ってくるよりも先に、部下の一人が歩み出た。

「ウーノ隊長！　こいつは危険ですよ！　ここで殺しましょう！」

　それは、さっきオズワルドの怒ど声せいを耳に食らった男だった。まだ聞こえづらいのか、やけに大きな声で喋しやべる。

「そんなの駄だ目めだよ。まずはホープス社長のお話を聞いてもらわないと。殺したり、無理やり従わせたりするのは最後の手段。……大だい丈じよう夫ぶ。心配無用さ。ホープス社長は素晴らしいお方だから、直じかにお会いすればオズみたいな頑がん固こ者ものでも必ず心を開くよ」

　ウーノはなだめるように言うが、それでも部下は引き下がらない。

「社長の考えなんかよりも、まずは安全策をとるのが──」

「──君、今なんて言った？」

　突とつ然ぜん、ウーノの声こわ色いろが変わる。いつも浮うかべている笑みは消え、目玉は屠と殺さつ場ばの豚ぶたを見下すように澱よどんだ。ウーノはその瞳ひとみで部下を睨にらみつけ、ゆっくりと部下に歩み寄っていく。

「い、いえ隊長……その、自分は──」

　部下は後ずさりするが、ウーノはそっと彼の肩を掴つかんで逃にがさない。

「……駄だ目めだね……よく言い聞かせないといけない……いいかい？」

　ウーノは彼にヘッドフォンを掛かけ直なおさせる。そして他の部下に目配せすると、それを受けた一人がボリュームコントローラーを目め一いつ杯ぱい右に回した。それからウーノは床ゆかに落ちていたオイルライターを手に取り、口元に近づける。

　ヘッドフォンをつけた男は顔面蒼そう白はくだ。とっさに外そうとするが、ウーノの手が優しくそれを遮さえぎった。

　ウーノは大きく息を吸い込み──

「『社長の考えなんか』とは何だッ！」

　空気が弾はじけそうなほどの爆ばく音おん。オズワルドはその音量に耳を押おさえる。生身でさえ、耳が麻ま痺ひした。ならばヘッドフォンをつけていたならば無事ではすまない。重たい音がしたかと思えば、ウーノの怒ど声せいを数倍増しで聞いた彼が床ゆかに横たわっていた。

　ウーノは何事もなかったようにライターをポケットにしまう。床に倒たおれた男は、他の部下に引きずられてダストシュートの中に詰つめ込こまれた。部屋には、自業自得で痛い目を見た奴やつに嘲ちよう笑しようを送るような空気が流れている。オズワルドの記き憶おくでは、アルドリッチ号のダストシュートの先には、ゴミを粉ふん砕さいするスクリューがあったはず……。

「……いや恥はずかしいなぁ。部下の教育がなってないって思われたかな？」

　ウーノは元の苦笑いを浮かべると、こちらに向かって手を伸ばす。

「さぁ、オズ。しばらくじっとしていてね？」

　ウーノの手が近づいてくる。オズワルドは足に力を込めた。頭の痛みは引いている。耳鳴りはまだあるが、無視して動けるレベルだ。しかし、銃じゆう口こうは依い然ぜんこちらを向いている。切り込めるのは一いつ瞬しゆんだ。オズワルドは息を殺し、その瞬しゆん間かんを見極める。

　ウーノの手が自分に触ふれようとした、その刹せつ那な──。

「なっ！　どうした！」

　突然、ブリッジ内に警けい告こく音おんが鳴なり響ひびいた。そこらじゅうにあるランプが赤く点てん滅めつを始める。オズワルドとウーノはそちらに気をとられ、思わず赤く染まる部屋の天井を見上げた。

「ウーノ隊長！　格納庫で異常発生！　攻こう撃げきを受けています！」

「いったい誰だれが──早くモニターに出すんだ！」

　ウーノの指示で部下が操そう縦じゆう席せきのパネルを操作した。すると、目の前の巨大モニターに格納庫の様子が映し出される。

　その光景を見て、ウーノも、部下たちも、そしてオズワルドでさえも目を剝むいた。

「どうして……Ｄダイヤランページが動いてるんだっ！」

　モニターの中。そこでは、Ｄダイヤランページが格納庫の中を踏ふみ荒あらしていた。拳こぶしを振ふるい、格納庫に収まっている他の人型重機シユタインを破は壊かいしている。だが、どうもおかしい。今のＤダイヤランページはまるで、ケンカもしたことがない子供がむやみやたらに拳を振り回しているようだ。

「くっ！　お前たち！　オズを拘こう束そくしろ！　僕はＡアゲートノッカーでＤダイヤランページを止めにいく！」

　ウーノは部下に命令を飛ばすと、やや苛いら立だった表情で部屋を飛び出していった。部屋に残ったのは三人の部下と、アルドリッチ号の操そう縦じゆう者しやたち。

　一体、なにが起こったのかわからない。ただ一つ言えるのは──。

（こいつは僥ぎよう倖こうだっ！）

　オズワルドがとっさにライトイーブンを抜ぬく。その鉄てつ擦ずれの音に部下たちは一いつ斉せいに銃じゆうを構えた。しかし、オズワルドは彼らが引き金を引くよりも早く躍おどり掛かかり、ライトイーブンで瞬またたく間に三人を殴なぐり倒たおす。操縦席に座っていた奴やつらが慌あわてて応おう援えんを呼ぼうとするが、オズワルドがライトイーブンを投とう擲てきする構えを取ると、大人しく動きを止めて両手を挙げた。

　やはり操縦者は非ひ戦せん闘とう員いん。オズワルドは薄うすら笑いを浮うかべながら彼らに近づくと、一人ずつ順番に殴って昏こん倒とうさせる。

「ナメられたもんだな、こんな三さん下したが見張りとは」

　その時、大きな破壊音と振しん動どうがアルドリッチ号を襲おそった。オズワルドは衝しよう撃げきによろめいた後、窓に駆かけ寄よって外を見回す。──同時に、数百メートル先の格納庫の天井が割れ、そこからＤダイヤランページが這はいずり出てきた。Ｄダイヤランページはまるで怪かい獣じゆう映画の怪獣のように暴れ、アルドリッチ号を破壊し始めている。

「……のんびりしてられないな。あんな暴れ方じゃ、Ａアゲートノッカーの餌え食じきだ」

　どうする？　オズワルドが顔をしかめた──その時だった。

『オズ！　生きてるなら返事しなさいっ！』

　晴天に何かが光り、Ｄダイヤランページの後方から空と同じ色をした戦闘機が飛来した。それは船首についたガトリング砲ほうで弾だん丸がんをばら撒まき、アルドリッチ砲の外がい壁へきを傷つけながら頭上を旋せん回かいし始める。

「Ｌラピスラズーリン──ロシェか!?」

　どうしてここに──そう思うよりも早く、オズワルドは窓から身を乗り出すと、上の縁へりに手をかけた。そしてよじ登り、屋根にたどり着く。強風に体勢を崩くずさないようにゆっくり立ち上がると、頭上を旋回するＬラピスラズーリンに向かって手を伸ばした。

「こっちだロシェ！　ここに来いっ！」

『そこにいたのね──って、『来てください』くらい言えないの!?』

　Ｌラピスラズーリンが軌き道どうを変え、こちらに向かって飛んでくる。その時、足元の操縦席がにわかに騒さわがしくなった。──そう思ったら、窓からウーノの部下が顔を出してくる。彼はこちらに気が付くと、すぐによじ登ってこようとするが、オズワルドは無情にも窓の縁ふちにかかった手を蹴けり落おとした。それから、オズワルドは再び空に向かって手を伸ばす。

『エネット！　操そう縦じゆうお願い！　あの礼れい儀ぎ知らずを拾うわよ！』

　ラズーリンのハッチが開き、ロシェがそこから身を乗り出してくる。風で暴れる髪かみを押おさえもせず、オズワルドのように限げん界かいまで手を伸ばした。

『了解ですマスター！　ギリギリで飛びますから、落ちないでくださいね！』

　Ｌラピスラズーリンが船体を傾かたむけ、こちらに向かってくる。速度を落とすためブースターを逆ぎやく噴ふん射しやさせたので、その暴風が襲おそい掛かかってきた。落ちそうになるのを堪こらえ、オズワルドはタイミングを見計らう。

　だが、そんな隙すきだらけのオズワルドたちを敵が見み逃のがすはずがない。甲かん板ぱんにはウーノの部下たちが現れ、こちらに向かって一いつ斉せいに銃じゆうを構えた。そればかりか、アルドリッチ号の砲ほう台だいも動いてＬラピスラズーリンを狙ねらい始はじめる。

「くっ──おい！　速度上げろ！　撃うたれるぞ！」

『わかってる！　エネット！』

『これ以上は無理です！　オズワルドさんを掴つかんだ瞬しゆん間かんに、マスターの腕うでが千切れます！』

　Ｌラピスラズーリンとの距きよ離りは数百メートル。弾だん丸がんがたどり着くまでには十分の距離。Ｌラピスラズーリンはとっさに上じよう昇しようし、なんとか敵の狙いから逃のがれようとする。

　このままじゃ近づけない。

　その時だ──かすかに、風船が割れるような音がした。

　見ると、眼下の部下たちにキラキラと輝かがやく粉が降ふり注そそいでいる。

『可変電磁砲レールガン──はっしゃぁっ！』

　少女のようなキンキン声とスパーク音。それと共に、甲板にいた奴やつらに雷かみなりが襲い掛かった。

『昨日の友は今日の敵！　今日の敵は今も敵！　正義の遊ゆう石せき民みん！　イーストウッド号のガンマン！　早撃ちシェリルちゃん参上！　悪い奴らにゃこの可変電磁砲レールガンが雷吹くよっ！』

　荒こう野やの向こう。そこから、巨大なマンボウが猛もうスピードで走ってくる。そのデッキにいるのは、まるでカブトムシのような形に変形した人型重機シユタイン──Ｔトルマリンマクスウェルだ。

『シェリル！　口上語る暇ひまがあったら砲台を狙え！　アイツらを援えん護ごしろ！』

『わかってるよー！　何さ、絶対行かないって言ってたのにー』

『オズワルドのタバコ代を立て替えたことを忘れていたんだ！　返してもらう前に死なれちゃ困る！　俺おれのことはいいから撃ちまくれ！　今日だけはいくら撃ってもいいぞ！』

『ホントっ!?　やったぁぁああっ！　やっぱりボス大大だぁーい好きっ！』

『ただし！　ちゃんと狙って撃てよ！　──おい！　シェリル！　聞いてるのか！』

『どけどけぇーっ！　痺しびれちゃうぞーっ！　あっははははははは！』

　イーストウッド号が進路を変え、アルドリッチ号の砲台に船首を向けた。同時にＴトルマリンマクスウェルがトルマリン宝ほう石せき粉ふんをばら撒まく。それから続く動作で砲ほう身しんがスパークし、電磁砲レールガンがうねりながらアルドリッチ号の砲台を撃うち抜ぬいた。

『どうです！　変形時は移動できないＴトルマリンマクスウェルの弱点を補おぎなったこの形態は！　これぞ人型重機シユタインと遊石船の夢の合体！　その名も！　機動合体！　キャノンイースト──』

『なにが合体だ！　デッキにＴトルマリンマクスウェルが乗ってるだけだろう！　俺の船に妙みような名前をつけるなマイセル！』

『そんな！　トラヴィスさん、ロマンがなさすぎますよっ！』

『ああッ、クソッ！　どうしてウチのクルーはこう馬鹿ばっかりなんだ！』

　イーストウッドクルーは、いつもと変わらぬ調子でいながら、自分たちの五倍もあるアルドリッチ号に次々と電磁砲レールガンを叩たたき込こむ。その姿は、雷かみなりを吐はくマンボウVS三つ首のサイ……冗じよう談だんじみた光景だが、アルドリッチ号からは切せつ羽ぱ詰つまったエラー音が鳴りやまない。

「あいつらまで……ったく、相変わらず派手な奴やつらだな。……ともあれ」

　オズワルドは操そう縦じゆう室しつの屋根で一度だけ呆あきれると、前を見み据すえた。

　目の前では、再びラズーリンがこちらに向かってきている。ハッチが開いた操縦席からはロシェが身を乗り出し、こちらに向かって手を伸ばしていた。

　ロシェがオズワルドの名前を叫さけぶ。

　オズワルドもロシェの名前を叫んだ。

　操縦室の屋根から、オズワルドは跳ちよう躍やくした。空に向かって伸ばした手。そこに、ラズーリンが突つっ込こんでくる。オズワルドとロシェの手が触ふれ合あった瞬しゆん間かん、二人は同時に互たがいの手をがっちり掴つかんだ。

　そして、Ｌラピスラズーリンは船首を上に向けて急きゆう上じよう昇しようする。風圧に身体が旗はたのようになびき、飛ばされそうになった。そんな自分を掴むロシェは、歯を食いしばって耐たえている。オズワルドは彼女の肩かたが外れないよう、ライトイーブンを機底に突つき刺さして体を支えた。

　Ｌラピスラズーリンは空高く高く舞まい上あがり、雲を突き抜けたところで機体を水平にする。

　そこでやっと、オズワルドはＬラピスラズーリンの操縦席によじ登った。

「生身で空を飛ぶ気分ってのは、例えるならこんな感じなんだな」

「はぁっ……はぁっ……吞のん気き、ね……言うべきことは……それなの……？」

　ロシェは息を切らしながら、呆あきれつつこちらを睨にらんでくる。

「何しに来たんだ？　ワールドハートに敵対したらただじゃすまないって言ってただろ？」

「それも言うべきことじゃないでしょ……」

　ロシェはため息をつき、風で乱れた髪かみの毛を撫なでつける。

「ホント、自己中なオトコね」

　口をへの字にしたロシェは、オズワルドの胸板に軽く拳こぶしを当ててきた。

「オズが死んだら、エネットのダイヤモンドがワールドハートに取られちゃうじゃない。それに、ウーノのＡアゲートノッカーにもエネットの宝石が使われてるんだから、オズには勝ってもらわなきゃ困るの。利害の一いつ致ちってやつよ」

「なんだ、人のこと言えないじゃないか、自己中オンナ」

　オズワルドが言うと、ロシェは鼻を鳴らしてそっぽを向いた。

「オズワルドさん、一いつ緒しよに戦いましょう。Ｄダイヤランページは今、私がアクセスして動かしている状態ですから、オズワルドさんが乗ればすぐに操そう縦じゆうを引ひき継つげます」

　エネットが生気の宿った目でこちらを見つめ、力強い口調で言う。

「お前、そんなことできたんだな。マイセルが勝手に変な改造でもしたのかと思ったぞ」

「いくらマイセルさんでも、勝手に起動する人型重機シユタインを作るのは無理ですよ。遠えん隔かく操縦もないですし……Ｄダイヤランページは、動力に私の人格が宿っているから動かせたんです。それに……」

　エネットはそっと、嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。

「ベルナルトさんが、アクセス許可をくれましたから」

「……アイツ」

　不思議な感情が、胸の中にある。ベルが死んでから、自分は一人で戦ってきた。孤こ独どくの中、日ごとに擦すり切きれていく感情を繋つなぎ留とめていたのは、自分の奥おく底そこに根付いた復ふく讐しゆう心しん。

　それが今、自分はベルと共にある。彼が力を貸してくれている。そしてクロウ姉妹も、イーストウッドクルーも……。

「……ロシェ。Ｄダイヤランページに向かって飛んでくれ」

「言われなくても。オズの機体をアテにしてワールドハートにケンカ売ったんだから」

　オズワルドはライトイーブンを引ひき抜ぬき、眼下で暴れ回る自分の相棒を見み据すえる。

「他人の目的のために使われるのは気が乗らないが、ついでだ……やってやるよ」

「ホント……無愛想な男」

「お前にゃ負ける」

　オズワルドとロシェは互たがいに皮肉めいた笑みを交わす。同時に、Ｌラピスラズーリンの機首が下方を向いた。それから背面のブースターが火を噴ふき、アルドリッチ号に向かって急降下していく。

「オズ！　ところでどうやってＤダイヤランページに乗り込むつもり!?」

　操そう縦じゆう桿かんを握にぎり締しめたロシェが、迫せまる地面を見ながら叫さけぶ。

「わかってるくせに聞くな」

「ああ、やっぱり……ったく！　ヘマしないでよ！」

「お前が上手く飛べば問題ない！」

「誰だれにモノ言ってるのよ！　クロウ姉妹の航空機動マニユーバ、見てなさい！」

　地上数十メートルの時点まで降下したＬラピスラズーリンは、そこで機体を一気に傾かたむけ水平飛行を始める。そして、アルドリッチ号の上で暴れるＤダイヤランページに向かって全速力で飛び始めた。

『トラヴィスさん！　Ｌラピスラズーリンが帰ってきました！』

『よしシェリル！　援えん護ごしろ！　間ま違ちがって味方誤射フレンドリーフアイアするなよ！』

『ロシェちゃんに言ってよボス！　あたしの射線上に入るなってねーっ！』

　自分達に銃じゆうを向ける人型重機シユタインに、Ｔトルマリンマクスウェルの可変電磁砲レールガンが襲おそい掛かかる。ロシェはイーストウッド号からの通信に顔を歪ゆがめながら、必死に操そう縦じゆう桿かんを操っていた。銃じゆう弾だんを避さけるために機体は横回転を繰くり返かえし、何度も上下が入れ替わる。その中で、オズワルドは操縦席から身を乗り出し、ライトイーブンを構えた。

「おい、ロシェ」

「なによ！　話しかけないで！　集中してるんだから！」

「……来てくれて助かったぞ」

　そのとたん、ロシェは驚いたようにこちらを見た。一秒未満の短い時間、彼女は惚ほうけたようにオズワルドの顔を見つめる。

　──その瞬しゆん間かん、機体が激しく揺ゆれて傾かたむいた。

「お、おい！　しっかりしろよ！　落ちるだろっ！」

「うっ、うるさいわね！」

　ロシェは再び前を向き、力強く操縦桿を握にぎり直なおす。

「お礼を言うのが遅おそいのよ！」

　さらに速度を上げるＬラピスラズーリン。オズワルドは小さく笑みを浮うかべて前を見み据すえる。

　Ｄダイヤランページはもう目の前だ。

『総員！　オズをＤダイヤランページに近づけるな！』

　ウーノの艦かん内ない放送が聞こえる。だが、もう遅い。ＬラピスラズーリンはＤダイヤランページの頭上に差さし掛かかった。その瞬間、オズワルドは躊躇ためらいなく操縦席から飛び降りる。

　同時にライトイーブンのスイッチでＤダイヤランページのハッチを開閉。そこに向かって落ちていく。風を受けて落下する中、自分の横を何発も銃弾が掠かすめていった。敵の人型重機シユタインの一体が、開こうとするハッチを押おさえつけたが、そいつは可変電磁砲レールガンで吹っ飛んでいく。

　ついにＤダイヤランページのハッチが開き切る。

　まるで、親友を歓迎するように。

　オズワルドは操縦席に着地すると同時にライトイーブンを鍵かぎ穴あなにねじ込み、捻ひねる！

『アクセス遮しや断だん！　Ｄダイヤランページの操縦権限をオズワルドさんに譲じよう渡とします！』

　エネットの声が聞こえた瞬しゆん間かん、オズワルドは操縦席のレバーを渾こん身しんの力で引いた。

『っ！　総員！　一いつ旦たん退ひくんだ！』

　ウーノの命令が飛ぶ。だが、それよりも早くＤダイヤランページはライトイーブンを引ひき抜ぬいていた。そして、周囲にいた人型重機シユタイン三体の首を一気に切断する。

　Ｄダイヤランページが跳ちよう躍やくする。そしてアルドリッチ号から飛び降りて敵の全体を睨にらみつけた。その傍かたわらにイーストウッド号が寄ってきて停車し、デッキからＴトルマリンマクスウェルが降りて並ぶ。Ｌラピスラズーリンも上空から舞まい降おり、自分の傍そばでホバリングし始めた。

　Ｄダイヤランページが、アルドリッチ号に向かってライトイーブンを突つきつける。

「さぁ！　こっからが本番だぞ、ウーノッ！」




　アルドリッチ号の船首にある三つ首のサイ。それぞれの角の先せん端たんが開き、中から人型重機シユタインが飛び出してくる。一体着地するごとに地面が陥かん没ぼつし、土つち煙けむりが舞い上がる。オズワルドたちの目の前に立ちはだかった数十体の人型重機シユタインたちは、まるで軍隊のように規則正しく整列し、こちらに向かって銃じゆうを構えた。

　そして最後に、Ａアゲートノッカーが角の中から飛び出してくる。彼が編隊の最後尾に陣じん取どると、部下たちは割れるように左右に避よけ、ＤダイヤランページとＡアゲートノッカーを繋つなぐ道を作った。

「愚おろか者ものでも、この布ふ陣じんを前にしたら勝てないと諦あきらめるだろう。賢かしこい人間なら、こうなる前に僕らに迎げい合ごうしたはずだ。それでも向かってくるとしたら……オズ、君は愚か者以下だ」

　部下たちの奥おくで、Ａアゲートノッカーが構えを取る。

「オズ……最後の警告だ。降こう伏ふくしてくれ。君と争うなんてしたくないんだ」

「そう思ってるのはお前だけだ、ウーノ」

　オズワルドはライトイーブンのワイヤーを引き、刃はを回転させ始める。その騒そう音おんは、もはや何の話も聞く気がないというように喧やかましかった。

「なら、君を殺すしかないぞ……オズ！」

　やってみろ──そうオズワルドが言う前に、トラヴィスの鼻で笑う音が聞こえてきた。

「それは無理だろう」

「……どうしてそう思うんだい、トラヴィス船長」

「ウーノ隊長……まさか俺おれ達が、勝算もなしにワールドハートと敵対するとでも思ったのか？」

　スピーカーに混じる、火打石を回す音。トラヴィスがタバコに火をつけたようだ。

「ワールドハートがオズワルドとその機体を欲しがるのは、『ハートの欠片かけら』を見つけた時にカットするためだ。ここでそれをできる奴やつを殺してしまったら元も子もない。お前たちは、オズワルドを殺すわけにはいかないんだろ？　故に勝算がある──そう踏ふんだのさ」

　さらに──とトラヴィスは続ける。

「オズワルドは仇かたきの軍門に下るような真ま似ねはしないだろう。コイツは、死ぬまでお前たちとやり合うに決まっている。『ハートの欠片』の存在がある以上、俺達──いや、遊ゆう石せき民みんはオズワルドに死なれちゃ困るんだ。──もっとも、それでクルーが命を落としちゃどうしようもないから、不本意ではあるがな」

「そういうことか……納得だ。でもね、トラヴィス船長。アナタは一つだけ勘かん違ちがいしている。僕たちはオズを殺せないってことは、ないんだ」

　Ａアゲートノッカーが、左手で自分の胸をコンコンと叩たたいた。

「希少宝石に人格が宿る条件は知っているかな？　それは持ち主が強い感情を持って死んだ時だ。エネットさんのダイヤ然り……ベルのダイヤ然り……もちろんオズが死ねば、復ふく讐しゆう半ばで倒たおれた彼もまた、宝石に宿る人格となるだろうね」

「なに？　……まさか、お前たちは……」

「そう。どうしてもオズが協力しない場合は、殺して人格だけにする。それを元にアンドロイドを作り、プログラムして、『ハートの欠片かけら』をカットさせるんだ。……いいかい？　生かして仲間に戻もどそうとしたのは、仲間だったからじゃない。オズのセンスを完全に受うけ継ついだアンドロイドを作るのは困難だからだ。エネットさんのような出来損ないになったら困るしね。……でも、もうそんなことは言ってられない。先ほど、ホープス社長が第二の指示をくださった」

　Ａアゲートノッカーのパイルバンカーが、Ｄダイヤランページに向けられる。

「早く殺せ……とね」

　イーストウッド号が沈ちん黙もくする。やがて聞こえてきたのは、トラヴィスの深いため息だった。

「……はぁ、そういう魂こん胆たんだったとはな。しかしまぁ、残念ながらウチはオズワルドに『ハートの欠片』のカットをしてもらうという約束をしているんだ。タバコ一箱と旨うまい飯を奢おごる条件でな。……遊ゆう石せき民みんという人種は勝手でね、横取りはしても、されるのは死ぬほど嫌きらいなんだよ」

「おい船長。俺おれ、そんな約束していたか？」

「……今ならロシェリアの気持ちがよーくわかる。オズワルド。自分が言ったことくらい責任を持て」

「冗じよう談だんだよ。本気にするな」

　オズワルドの軽口にトラヴィスはますます深いため息をつく。

「どうにも場が締しまらないな。……こういう時は、やはり遊石民流のやり方が一番だ──マイセル！　準備はいいか？」

「いつでも行けますよ！　トラヴィスさん！」

　マイセルの言葉と同時に、イーストウッド号の砲ほう台だいが動いた。ワールドハートの人型重機シユタインたちは警けい戒かいしたように銃じゆうの狙ねらいを変えるが、砲ほう身しんは何故か上を向く。

「よし──ぶちかませ！」

　そして、軽い射出音とともに何かを打ち出した。それは空に向かって突つき進すすんだ後、空中で放物線を描えがき、頭を下にして地面に落下する。

　地面に突つき刺ささったのは、鉄製の杭くいだった。それは突き刺さると同時に上部が枝分かれし、アンテナとなる。

　ジュエリーマーカー──それを他の遊石民に打ち込むことは、宣戦布告の証。

「なるほど、わかりやすくていい」

　オズワルドは口を歪ゆがめ、腰こしを落とし、ライトイーブンを低く構える。

「西部劇風に言うなら、『抜ぬきな』の合図だな」

　ジュエリーマーカーが、開戦の警けい告こく音おんをかき鳴らす。

「残念だよ！　オズ！」

「くたばれ！　ウーノ！」

　ウーノが部下に指示を飛ばす。同時にＤダイヤランページがライトイーブンを引きずりながら駆かけ出だした。回転する刃はが火花を散らし、地面を抉えぐる。それを振ふり上あげ、迫せまってきた敵の股また下したから脳天まで切きり裂さいた。続く動作で右からやってきた人型重機シユタインを斜ななめに切断する。

「バカ！　いつも一人で突つっ込こむんだから！」

　空中でガトリング砲ほうを撒まき散ちらすＬラピスラズーリンから、遠えん慮りよのない罵ば声せいが飛び込んでくる。

「マスター、もう敵に全方位囲まれてます！　このままじゃオズワルドさんが不利ですよ！」

「ちっちっち。エネットちゃん。こういう時は的が多くて当てやすいんだよ！」

　背はい後ごからＴトルマリンマクスウェルの弾だん幕まくが迫ってくる。彼女の言うとおり、滅め茶ちや苦く茶ちやに乱射しているそれは、どれかには当たっていた。だが、アサルトライフルの銃弾では、硬かたい装そう甲こうを持つワールドハートの人型重機シユタインに対して決定打にはならない。

「オズ！　埒らちが明あかないわ！　一いち網もう打だ尽じんにするわよ！」

「マイセルさんの言う合体攻こう撃げきですね？　マスター」

「なんだそれ？　聞いてないぞ！」

「言ってないもーん！　決めたのオズが行っちゃった後だしね！」

　話がまとまらないまま、Ｌラピスラズーリンは高度を上げた。チラリと見上げると、船底の車輪をしまうハッチが開き、中からキラキラと輝かがやく粉を散さん布ぷし始める。Ｌラビスラズーリンはそのまま周囲を旋せん回かいし、粉を敵全体へと浴びせ始めた。

「そういうことか……！」

　オズワルドは口元に笑みを浮うかべると、ライトイーブンを頭の上で構えた。

　同時に、後方のＴトルマリンマクスウェルが遠えん距きよ離り射しや撃げきモードに変形する。長い砲ほう身しんは上を向き、けたたましい電でん撃げき音おんが鳴り始めた。

「出力全開！　空くう爆ばく式しき可変電磁砲レールガン──はっしゃぁっ！」

　Ｔトルマリンマクスウェルの砲身がスパークし、上空に向かって電磁砲レールガンを吐はき出だした。それはＬラピスラズーリンが撒き散らした粉──トルマリン宝ほう石せき粉ふんに触ふれると、まるで雷らい雲うんのように敵の頭上を覆おおい尽つくす。

「落ちろーっ！　可変電磁砲レールガン！」

　上空に集まった電撃が、降り注ぐトルマリン宝石粉に導かれて敵てき陣じんに降り注ぐ。それはまるで雷かみなりの絨じゆう毯たん爆ばく撃げき。人工の落らく雷らいは敵を撃うち抜ぬき、大地を焦こがし、漂ただよう宝石粉に引っ張られてさらに猛もう威いを振るう。雷は落ちた後も宝石粉が漂う中を縦じゆう横おう無む尽じんに走り回り、敵の人型重機シユタインを次々にショートさせていった。

　目が焼き切れるかと思うスパークが収まった時、荒こう野やにできあがったのは焦げた地面と痙けい攣れんする鉄くずの山。そこに唯ゆい一いつ立っているのは、電磁砲レールガンを切断するライトイーブンを構えたＤダイヤランページだけだった。

　辛かろうじて残った人型重機シユタインたちは、巻き込まれないように距きよ離りをとる。

　これでやっと──ウーノへの道ができた。

「ウーノ！」

　オズワルドは壊こわれた人型重機シユタインを踏ふみつけ、Ａアゲートノッカーへと飛とび掛かかる。味方の陣じん形けいから一歩離はなれて雷の空くう爆ばくを免まぬがれたＡアゲートノッカーは、こちらに向かってパイルバンカーを突つき出だした。

　カチ合うライトイーブンとパイルバンカー。飛び散る火花が二つの機体のボディを滑すべる。

「恐おそろしい兵器だ……これがワールドハートに向けられているとは──軽視できない！」

「銃じゆう口こうよりもコイツの刃はを先に見たらどうだ！　このままぶった切るぞ！」

「それはもう見み飽あきている！」

　Ａアゲートノッカーの武器を切断しようとライトイーブンに力を込めた瞬しゆん間かん、パイルバンカーが爆ばく薬やくを噴ふいた。それが火打石によって着火され、爆ばく発はつが巻き起こる。オズワルドはとっさに身を引いて巻き込まれる前に下がった。

　だが、黒こく煙えんに目の前を遮さえぎられてしまう。

　それを貫つらぬいてパイルバンカーが迫せまってきた。しかしオズワルドはライトイーブンでそれを受け止め、刃はの回転で上方向に逸そらす。そのまま爆ばく煙えんの中に突とつ入にゆうすると、がら空きの胴どう体たいが見えた。

「ウーノ！　お前は──」

　Ａアゲートノッカーが後退しようとする──が、その前にライトイーブンがボディに触ふれた。火花が散り、Ａアゲートノッカーの胸に裂れつ傷しようを刻み込む。その衝しよう撃げきに耐たえ切きれなかったのか、Ａアゲートノッカーは無様にも尻しり餅もちをついた。

　そこに、Ｄダイヤランページがライトイーブンを突きつける。

「お前は、俺おれにケンカで勝ったことがあったか？」

「……ないね」

　スピーカー越しに聞こえる、ウーノの張はり詰つめた声。

「終わりだ、ウーノ」

　Ｄダイヤランページがライトイーブンを振ふり上あげる。すると、Ａアゲートノッカーが「待って」とでも言いたげに左ひだり腕うでを突き出した。オズワルドは、思わず動きを止める。

「……命いのち乞ごいか？　聞く気はないぞ」

「だろうね。君は、そういう男だ」

　ウーノが小さく、感傷じみた笑い声を漏もらす。

「安心してくれ。僕もそんなつもり──ないッ！」

「ッ!?」

　瞬しゆん間かん、Ａアゲートノッカーの左手から何かが飛び出した。オズワルドはとっさに身を引き、迫せまってきたそれを叩たたき落おとす。

　Ａアゲートノッカーがゆっくり立ち上がる。その左手から伸びていたのは、鉄の触しよく手しゆだった。その先せん端たんには小さなパイルバンカーが付いており、まるでヘビのようにうねっている。

「追つい貫かん型がたパイルバンカー……射出」

　Ａアゲートノッカーが左手を突つき出だすと、そこから四本の触手が飛び出した。それは各々方向を変え、上と左右から襲おそい掛かかってくる。オズワルドはライトイーブンで左右の触手を弾はじき返かえし、上から迫る触手を切断した。

「もう一本は──」

　その時、足元の土が盛り上がった。気づいた時にはすでに遅おそく、そこから触手付きのパイルバンカーが飛び出してくる。その先せん端たんがＤダイヤランページの足に突つき刺ささり、火打石の音とともに突とつ貫かんした。

　オズワルドは崩くずれ落おちそうになるＤダイヤランページを何とか保ち、足から触手を引ひき抜ぬいて後退する。

「なんだ……そりゃあ。Ａアゲートノッカーにそんな物はついてなかっただろ？」

「それは君がワールドハートにいた頃ころの話さ。まさか、四年の間になにも変わってないと思ったのかい？　アルドリッチ号で僕が君を殴なぐり倒たおした時、何も思わなかったのかい？」

　珍めずらしく、ウーノの声から弱気な色が消える。

「まだ、自分が僕より強いと思っているのか？」

　慢まん心しん……いや、感傷による不覚か。昔の友人に変わって欲しくないと、どこかで思っていたのかもしれない。その感傷が、目と頭を鈍にぶらせた。

　こいつは……強くなっている。

「少し前から開発していた、遠えん距きよ離り突貫・自在可動を目的としたパイルバンカーだ。つい先日、いい宝石が入ったから、ようやく僕の機体に組み込めた」

　Ａアゲートノッカーが左手のカバーを開いた。そこに収まっているのは、見覚えのある縞しま模も様ようの宝石。

　自分がカットした、紅縞瑪瑙サードニクスだった。

「君の職人芸が裏目に出たな！」

　今度は六本、追貫型パイルバンカーが射出される。Ｄダイヤランページは低く構え、地面をへこませて踏ふみ出だした。迫り来る触手を断ち切り、弾き返し、一気にライトイーブンの間ま合あいまで飛び込む。

　交差するライトイーブンとパイルバンカー。火花が飛び散り、ダイヤモンドの刃はが鉄の杭くいを削けずる。いくら強きよう靭じんなパイルバンカーの杭とて、ライトイーブンを使えば切断は可能。

　このまま一気に切断しようとする──が。

「君の口くち癖ぐせだ、オズ。ライトイーブンの斬きれ味あじは、悪い」

　追つい貫かん型がたパイルバンカーが射出される。それは周囲四方に散ると、一気にこちらに向かって突つっ込こんできた。とっさにＤダイヤランページはパイルバンカーからライトイーブンを離はなし、後退する。だが、追貫型パイルバンカーはこちらを追って迫せまってきた。

　Ｄダイヤランページがライトイーブンを振ふり下おろす。しかし、追貫型パイルバンカーは断ち切られるすんでのところで四散すると、両りよう肩かた両足にその先せん端たんを突とつ貫かんしてきた。

「ライトイーブンは、きっと、この世のどんなものでも削けずり切きることができるだろう。だけど、切断するまでに時間がかかるのが武器として致ち命めい的てき！」

　Ａアゲートノッカーが突つき刺ささった追貫型パイルバンカーを、Ｄダイヤランページごと引ひき戻もどす。オズワルドは踏ふん張ばるが、両手両足を捉とらえられていてはまともな抵てい抗こうもできない。Ｄダイヤランページは地面を抉えぐりながらＡアゲートノッカーの元へと引き寄せられていく。

「君は！　動かない宝石しか相手にしてこなかった男だ！」

　Ａアゲートノッカーが右手のパイルバンカーを突き出す。Ｄダイヤランページは身を捻ひねり、辛かろうじて突貫を避よけた。だが、パイルバンカーの先端はＤダイヤランページの脇わき腹ばらを削る。さらにそこから爆ばく薬やくが散さん布ぷされ、凄すさまじい爆ばく発はつとともにＤダイヤランページは吹っ飛んだ。あまりの衝しよう撃げきに両手両足に突き刺さっていた追貫型パイルバンカーは抜ぬけ、傷口がスパークを起こす。

「……お前の言うとおりだな、ウーノ」

　オズワルドはゆっくりとＤダイヤランページを起こす。モニターには、赤いエラーの文字が光っていた。動けないことはないが、機動力が大おお幅はばに削そがれている。

「だけど、コイツならそうも言ってられないぞ！」

　Ｄダイヤランページがライトイーブンにあるレバーを引く。すると鍔つばの脇からブースターが飛び出した。それはエンジン音を響ひびかせながら火を噴ふくと、前方に向かって飛び出そうとガタガタ震ふるえ始はじめる。

「荒削りプリフオームか……。確かに、それならタイムラグなくＡアゲートノッカーのボディを貫つらぬけるだろうね」

　Ａアゲートノッカーが、挑ちよう発はつするように両手を広げる。

「いいよ……やってみなよ」

　Ｄダイヤランページが駆かけ出だす。胴どう体たいはがら空きだ。フルパワーで飛び込めば、逃にげる暇ひますら与えず胸に大穴を開けられる。

　──だが。

「でも、いいのかい？　それを使えば、あの子の宝石が砕くだけるよ」

　オズワルドが、足を止めた。こめかみに浮うかんだ汗が顎あごから滴したたり落おちる一秒間、動きを止めてしまう。

　そこに襲おそい掛かかる、追貫型パイルバンカー。

「しま──ッ！」

　Ｄダイヤランページの身体が、数本の触しよく手しゆに貫かれた。

「オズ！」

　Ｄダイヤランページが追つい貫かん型がたパイルバンカーに貫つらぬかれるのを見て、ロシェはＬラピスラズーリンをＡアゲートノッカーの元へと飛ばした。切せつ迫ぱくする間にガトリング砲ほうを撃うち込こむが、そんなもの、人型重機シユタインの装そう甲こうには豆まめ鉄でつ砲ぽうと変わらない。Ａアゲートノッカーはガトリング砲の雨を避よけようともせず、ゆっくりこちらに左手を伸ばすと、追貫型パイルバンカーを射出した。

　襲おそい掛かかる五本の触しよく手しゆ。ロシェは操そう縦じゆう桿かんを引き、螺旋を描くようにバレル機体を回転ロールさせて避ける。

「マスター！　後ろから迫せまってます！」

　見ると、避けた追貫型パイルバンカーが方向を変えて背後から迫ってくる。ロシェはとっさに機体を急きゆう上じよう昇しようさせた。追貫型パイルバンカーはどんどん引ひき離はなされ、一定の高度で動きを止める。

「マスター、あの武器の射程は二十メートルほどのようです」

「二十……余よ裕ゆうでこっちの射程内だけど、当たっても意味がないんじゃ……」

　その時、スピーカーからノイズとともに耳みみ障ざわりな声が聞こえてきた。

「ロシェリアさん、Ｌラピスラズーリンで人型重機シユタインに敵うわけないよ」

「やってみなきゃわからないでしょっ！」

　ロシェが怒ど鳴なると、ウーノは小さく鼻を鳴らした。

「愚おろかだね、君は。エネットさんの希少宝石を使って人型重機シユタインを作れば、せめて勝負にはなったのに。アンドロイドに使うなんて無む駄だなことをして」

「無駄……ですって……!?」

　鏡を見なくてもわかった。自分は今、とても人に見せられない表情をしている。

「Ａアゲートノッカーを見ればわかるだろう。エネットさんの希少宝石はこれほどまでの機体を作り上げる。とても優秀だ」

　Ａアゲートノッカーが、見せつけるように両手を開いた。

「ねぇロシェリアさん。Ａノッカーエネツトさんが、どれだけ人を殺したと思う？」

　その瞬しゆん間かん、ロシェの中で何かが切れた。頭が溶とけたように熱い。心臓が破は裂れつしそうだ。抑おさえきれない衝しよう動どうが、口から絶ぜつ叫きようとなって飛び出す。

「アンタは！　どこまで妹を弄もてあそべば気が済むのよッ！」

　操そう縦じゆう桿かんを押おし込こみ、ロシェは機体の船首を真下に向け、全速力で降下していく。

「マスターやめて！　危ないよ！」

　エネットの言葉にも耳を貸さず、ロシェは叫さけびながらＡアゲートノッカーへと突とつ進しんする。そして、船首からワイヤーアンカーを発射した。鉤かぎ爪づめのついたワイヤーはいとも容た易やすくＡアゲートノッカーに食らいつく。

「エネット！　ブーストよ！」

　Ｌラピスラズーリンのブースターが火を噴ふいた。だが、Ａアゲートノッカーは引きずられる前にパイルバンカーを地面に打ち込んだ。その瞬しゆん間かん、Ｌラピスラズーリンの内部は激しく揺ゆれ、それ以上進まなくなる。

「なっ！　そんな……そんな杭くい一本で……！」

　ロシェは操そう縦じゆう桿かんを激しく切って機体を左右に動かすが、前には進まない。

「どうだい？　Ａノッカーエネツトさんは、綱つな引ひきが強いだろ？」

「ふざけたこと──っ！」

　振ふり返かえった時に、気がついた。Ａアゲートノッカーに打ち込んだワイヤーアンカーを、追つい貫かん型がたパイルバンカーがヘビのように螺ら旋せんを描えがきながら登ってきていることに。

「やっと、射程内に入ってくれたね」

　ロシェが慌あわててワイヤーアンカーを外した時には、すでに手て遅おくれ。

　追貫型パイルバンカーが、Ｌラピスラズーリンを貫つらぬいた。




「オズ！　ロシェちゃん！　エネットちゃん！」

　Ｄダイヤランページが吹き飛び、Ｌラピスラズーリンが墜おちた姿を見て、シェリルは瞬しゆん間かん的てきにＴトルマリンマクスウェルを変形させた。

「可変電磁砲レールガン！　発射っ！」

　宝ほう石せき粉ふんを吐はき出だし、それにつられて電磁砲レールガンが打ち出される。金色の電磁砲レールガンはうねりながらＡアゲートノッカーへと迫せまり、そのボディを撃うち抜ぬいた。

「ちょっくげきーっ！」

　ガッツポーズをして笑うシェリル。

「眩まぶしいなぁ。可変電磁砲レールガンっていうのは、ライトかなにかかい？」

　だが、傷一つなく大地に立っているＡアゲートノッカーを見て、笑顔を凍こおりつかせた。

「う、嘘うそ！　なんでなんで!?　ちゃんと当てたのに！」

『た、耐たい電でんコート!?　それも可変電磁砲レールガンを防ぐなら最高級クラスです！　全身に施ほどこしてるなら、それだけでＴトルマリンマクスウェルがもう一体作れますよ！』

『奴やつこさん、金かけたモン持ってやがる……くそっ！　シェリル！　実じつ弾だんに切り替えろ！』

　イーストウッド号からの通信を受け、シェリルは「ＯオーＫケーボス！」と叫んで変形を解かい除じよした。そして、アサルトライフルを構えてＡアゲートノッカーへと迫る。

『シェリルさん！　アサルトライフルじゃＡアゲートノッカーの装そう甲こうには効き目薄うすいです！　多た弾だん頭とうミサイルを使ってください！　それならかなり有効です！』

『いいか！　エネットの宝石まで木こっ端ぱ微み塵じんにするなよ！』

「任せてよ！　手足だけ吹き飛ばしちゃうからさっ！」

　Ｔトルマリンマクスウェルが左手を突つき出だす。Ａアゲートノッカーはその先から逃のがれようと、横に逃にげた。

「そっちに行っちゃ駄だ目めだよっ！」

　ＴトルマリンマクスウェルがＡアゲートノッカーの進行方向にアサルトライフルの銃じゆう弾だんをばら撒まく。地面を撃うち抜ぬかれ、急ブレーキで止まるＡアゲートノッカー。その停てい滞たいは一いつ瞬しゆんだったが、早はや撃うちシェリルにとってその一瞬は、狙ねらいをつけて引き金を引くまでに十分な時間だった。

「多た弾だん頭とうミサイル！」

　──発射、しようとしたその瞬しゆん間かん。突とつ然ぜん、目の前に二体の人型重機シユタインが躍おどり出でた。とっさにシェリルは多弾頭ミサイルのトリガーから指を離はなす。

　シェリルはすぐにアサルトライフルで撃とうと思った。だが、目の前の人型重機シユタインがボロボロで、武器すら持っていないのを見て思わずやめてしまう。

『シェリルちゃん！　やめて！』

『頼たのむ！　撃たないでくれ！』

　聞き覚えがあるような、ないような声が人型重機シユタインから聞こえてきた。シェリルは銃じゆう口こうを目の前の人型重機シユタインから逸そらさないまま、口先を尖とがらせて「誰だれ？」と尋たずねる。

『ほら！　エドガーの鉱こう山ざんで一いつ緒しよに発はつ破ぱ作業をしたドノヴァンだよ！』

『私はシャロンタウンの酒場で一緒に飲んだサリー！　船長さんに内ない緒しよでカクテル飲ませてあげたこと、覚えてるでしょ？』

　名前を聞いて、ようやくシェリルは「あ……」と思い出した。

　同時に、彼らと一緒に楽しく過ごしたことも思い出してしまう。少しだけ、銃口がブレるのを感じ、慌あわてて修正した。

『もうやめろ！　イーストウッドクルーとは戦いたくない！　一緒に発はつ掘くつした仲だろ！』

『お願い、銃じゆうをしまって？　シェリルちゃんを殺すのも殺されるのも、イヤよ……』

「え……でも……」

　また銃口がブレる。彼らとは一緒に働いた仲。それがワールドハートの真実を知って敵対した。だが、それがなければ良い関係だった。オズワルドの気持ちが、少しだけわかってしまう。

『今ならまだ間に合う！　俺おれ達が隊長にお願いして、イーストウッドクルーだけでも見み逃のがしてもらえるようにするから！』

　心が揺ゆれる。オズのことは好きだ。ロシェもエネットも好きだ。だけど、イーストウッドクルーも好きだ。自分は、どれを取ればいい？

『シェリルさん！　耳を貸しちゃ駄だ目めです！』

『撃てシェリル！　命令だ！　撃つんだっ！』

　イーストウッド号からの通信が、さらに心を揺さぶる。揺れて揺れて気持ち悪くなる。

　──ダメだ、撃てない。

『ありがとうシェリルちゃん、受け入れてくれたのね？』

　サリーの人型重機シユタインの手が、そっとこちらに伸ばされる────が。

『逃にげろシェリルッ！』

　次の瞬しゆん間かん、サリーの人型重機シユタインが勢いよく前に踏ふみ出だし、Ｔトルマリンマクスウェルの左手をがっちり掴つかんだ。「え？」と声を出す暇ひまもなく、今度はドノヴァンの人型重機シユタインが抱だきついてきて動きを封ふうじられる。

『隊長！　今です！　ミサイルは封じました！』

『俺おれ達ごと、このガキぶっ殺してくださいっ！』

　人型重機シユタインから聞こえてきた声に、シェリルは目を見開いた。

「そん、な……！　な、なんで!?　やめてよ！　離はなしてってばぁ！　二人も死んじゃうよっ！」

　シェリルは彼らを振ふりほどこうとするが、捨て身の二体に掴まれていてはそれも叶かなわない。

『ドノヴァン、サリー。君たちの誠せい意い、しっかり受け取ったよ。ホープス社長に伝えよう。君たちのことは、必ずワールドハートの歴史に刻み込んでもらえる』

　Ａアゲートノッカーが、追つい貫かん型がたパイルバンカーを構えた。

『あは、あははは！　社長に喜んで頂ける！　こんな私でも社長のために死ねるなんて！』

『親父！　お袋ふくろ！　やったぞ！　俺の名前が、ワールドハートに刻まれるんだ！』

　自分にしがみつく人型重機シユタインからは、狂くるったような笑い声が聞こえてきた。トラヴィスとマイセルが自分の名前を叫んでいるが、それすらもかき消す狂きよう笑しようだ。

「ボス……マイセル……」

　追貫型パイルバンカーが射出され、二人の人型重機シユタインごと、Ｔトルマリンマクスウェルが串くし刺ざしにされた。




「ん？　二人が盾たて代がわりになってしまったかな？　突とつ貫かんの手ごたえがイマイチだ。改良が必要だな。……まぁ、一応Ｔトルマリンマクスウェルは破は壊かいできたし、今は良しとしよう」

　ＡアゲートノッカーはＴトルマリンマクスウェルを貫つらぬいた追貫型パイルバンカーを引ひき戻もどし、じっくりその先せん端たんを愛めでるように撫なでる。

　ラズーリンが撃墜され、Ｔトルマリンマクスウェルが串刺しになった。そしてオズワルドのＤダイヤランページもあちこち壊こわれている。無理やり立ち上がると、ダメージを受けた部分からボルトやネジがパラパラと落ちた。モニターは赤く光るエラー警けい告こくが次々表示され、もう長くは動けないことをしつこく伝えてくる。

「まだ、立つか……オズ」

　Ａアゲートノッカーがゆっくりこちらに向き直った。人型重機シユタイン二体と戦闘機一体を相手にして、傷らしい傷は胸にある裂れつ傷しよう一つしかない。

「武器を捨て、両手両足を広げてくれないか？　機体はできるだけ傷つけず、君だけを貫こう」

「すまん。やり方がわからない。見本を見せてくれ」

「いいよ。でも、君は僕の機体を貫けないだろう？」

　言葉に詰つまるオズワルド。微び調ちよう整せいが利かない荒削りプリフオームでは、エネットの宝石を傷つけてしまう。ならば方法は一つだけ。動力にダメージを与えず、動きを完全に封じる。だが、大型パイルバンカーと追つい貫かん型がたパイルバンカーを前にしてそんな真ま似ねができるなら、奇き跡せきじみた職人芸だ。

　しかし、やる外ない。

　Ｄダイヤランページがライトイーブンを構えて駆かけ出だす。襲おそい掛かかる追貫型パイルバンカー。Ｄダイヤランページは向かってきたそれを斬きり捨すてるが、刃やいばを逃のがれた追貫型パイルバンカーが頭上から襲い掛かる。

　Ｄダイヤランページは地面をへこませて横に跳とび、それを避よけた。だが、追貫型パイルバンカーは後を追って何本も上から降ってくる。十本目でようやく攻こう撃げきがやんだと思ったが、次の瞬しゆん間かんに地面が盛り上がり、今まで避けたものが一いつ斉せいに飛び出してきた。

　跳ちよう躍やくしてそれから逃れるＤダイヤランページ。追貫型パイルバンカーはまるで海面をジャンプして泳ぐイルカのように、地面に潜もぐるのを繰くり返かえしながら追ってくる。

「まるで鬼おにごっこだね、オズ」

「ああ。こういう時、遠くで高みの見物を決め込む奴やつがいるけど、そういう輩やからが一番気に食わねぇ」

　Ｄダイヤランページが地面を踏ふみしめ、急きゆう転てん換かんをする。向かう先は、追貫型パイルバンカーに任せて突っ立っているＡアゲートノッカー。

「お前のことだ、ウーノ！」

「酷ひどい言い様だね。作戦の一つじゃないか」

　振ふり下おろしたライトイーブンは、パイルバンカーによって受け止められる。だが、それは想定内。Ｄダイヤランページは一気にＡアゲートノッカーの懐ふところに飛び込むと、その肩かたを掴つかみ、ぐるりと立ち位置を入れ替えた。

「自分の武器で死ね！」

　勢いづいた追貫型パイルバンカーは、まっすぐＡアゲートノッカーへと向かってくる。だが──

「自分が作った武器で死んでね」

　追貫型パイルバンカーは、Ａアゲートノッカーに当たる直前で左右に分かれ、適確にＤダイヤランページを貫いた。両肩に突つき刺ささる追貫型パイルバンカー。それが引ひき抜ぬかれると同時にＡアゲートノッカーが身を翻ひるがえし、こちらに向かって大型パイルバンカーを振り下ろす。

　瞬しゆん間かん的てきに下がるＤダイヤランページ。パイルバンカーは外れ、地面に杭くいを打ち込む。だが、続く爆ばく発はつで地面が抉えぐられ、それを間近で受けたＤダイヤランページは後方に吹っ飛んだ。

「くっ……そ……」

　歯を食いしばるオズワルド。ライトイーブンは使えない上に、機体も限げん界かい。正直に言うと、もう腕うでが胸の高さまでしか上がらなくなっていた。ブースターもイカれ、推すい進しん力りよくがなくなっている。人間に例えなるなら満まん身しん創そう痍いだ。

　時を追うにつれ、勝ち目が薄うすくなってきている。

『身に沁しみたかい？　オズ。僕たちと君じゃあ、抱かかえているものが違ちがうんだ。僕らは世界に安定した電力を供給し、この世の平和と発展を目指している。だけど君は、過去に囚とらわれているだけの男だ。全人類のために戦う僕らと、すでに死んだ男一人のために戦う君。……いいかい、オズ。君は安っぽいんだ』

「知ったこっちゃないな……俺おれのダチを殺して平和を得る世界なんて、クソ喰くらえだ」

『その愚ぐ考こうがホープス社長の世界には必要ないんだッ！』

　追つい貫かん型がたパイルバンカーが射出される。オズワルドはとっさに身を捻ひねるが、辛かろうじて急所を外すので精せい一いつ杯ぱいだった。このままでは嬲なぶり殺ごろしになる。

『……オズぅ……』

　不意に、力ない少女の声が聞こえてきた。普ふ段だんとあまりに違ちがうので一いつ瞬しゆん誰だれだかわからなかったが、モニターに映った金きん髪ぱつでようやくはっきりする。

「シェリルか。無事だったんだな」

『えへへ……ロボットアニメオタクマイセルは、やたら硬かたいか、やたら速い人型重機シユタインを作るのが好きだからねー。……でも、ちょっとヤバイかも。Ｔトルマリンマクスウェルの足が壊こわれちゃったし、ミサイルも全ぜん壊かい。宝ほう石せき粉ふんだってさっきので全部漏もれちゃったから、可変電磁砲レールガンも撃うてないよー……』

　見れば、シェリルが座る操そう縦じゆう席せき内ないは滅め茶ちや苦く茶ちやだった。そこら中に穴が開き、千切れた配線から漏ろう電でんしている。撃げき墜ついされた衝しよう撃げきで頭を打ったのか、彼女の額からは血が流れていた。

『ロシェちゃんとエネットちゃんは？』

『……なんとか平気よ。Ｌラピスラズーリンはオンボロプロペラ機レベルになっちゃったけどね。この通信だって、エネットが何とか繋つないでくれてるんだから』

　モニターにロシェとエネットが映し出される。こちらの操縦席も酷ひどい。そこらじゅうから飛び出したケーブルが全てエネットに繋がれている。

『オズ……どうしよ？　このままじゃ負けちゃうよ……』

　オズワルドは答えられない。その間にもＡアゲートノッカーはこちらに向かって近づいてくる。Ｄダイヤランページは立ち上がるが、その姿は生まれたての小こ鹿じかのように覚おぼ束つかない。緩ゆるいテレフォンパンチすら避よけられるか疑問だ。

『…………一つだけ……勝つ方法があります』

　ふいに、呟つぶやくようなエネットの言葉に、皆みなが一いつ斉せいに言葉を失った。モニターを見ると、ケーブルだらけのエネットが、何か決心したような瞳ひとみでこちらを見つめている。

『なに!?　なになに、それってなんなのエネットちゃん！』

『…………オズワルドさんの荒削りプリフオームを使ってください』

『それが使えりゃこんなザマになってねぇよ』

　オズワルドはため息をつくが、ロシェは驚きよう愕がくに目を見開いている。

『エネット……まさか……』

　震ふるえるようなロシェの声に、エネットが頷うなずいた。

『私の宝石がどうなっても構いません！　このままじゃ皆みな死んじゃいます！』

「……っ、お前……！」

　こちらに食い入るように、エネットが身を乗り出す。

『私はもう死んでるんです！　だけど！　そんな私のために皆さんが死んじゃうなんて嫌いやです！　駄だ目めなんです！　だから！　オズワルドさん！』

　今にも泣き出しそうな声で、エネットが叫さけぶ。

『Ａノッカーわたしを、殺してくださいっ！』

『エネットちゃん……そんな……ダメだよ！　ねぇ！　ロシェちゃんも何とか言ってよ！』

　ロシェは黙だまり、操そう縦じゆう桿かんを握にぎり締しめて俯うつむいている。垂れた長い赤毛の隙すき間まから見える口元では、砕くだけそうなほど歯を食いしばっている。

　だが、やがて彼女の手から力が抜ぬけた。顔を上げた彼女の表情は、妹のように力強い。

『……オズ……エネットの言うとおりにして』

『ロシェちゃん！　そんな！　なんで！　なんで……』

『なんで、じゃないわ。このままじゃ皆死ぬのよ。それに、ここでやめるってことは、エネットの覚かく悟ごを侮ぶ辱じよくすることじゃない。私にはそんなことできないわ』
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　強くこちらを見つめるロシェ。だが、ふいにその瞳ひとみから雫しずくがこぼれた。ロシェは不思議そうに頬ほおに手を触ふれた後、慌あわててカメラを止める。やがて、真っ暗になったモニターから、堰せきを切ったような嗚お咽えつが聞こえてきた。さっきまでの強い口調が嘘うそのように、幼い少女の咽むせび泣なく声だけが木こ霊だまする。

『ごめん……ごめんね……エネット……』

『どうして、マスターが謝るんですか……マスターがやってきたこと、全部無だ駄めにしちゃうのは、私なのに……』

『だから、ごめん……エネット。生き返らせてあげられなくて……ごめんね……約束破っちゃって……ごめん……』

『マスター…………』

　二人の嗚咽が響ひびく中、オズワルドはライトイーブンを握にぎり締しめた。

　大きく息を吸い込み、そして吐はく。

「おい、誰だれがやるなんて言ったよ？」

『──！　オズッ……！』

「俺おれ抜ぬきで話を進めるな。……いいか、勘かん違ちがいするなよ？　俺がここでエネットの宝石を壊こわしたら、俺の親友が怒おこるんだよ。アイツはきっと許さない。だから、俺はやらない」

　Ｄダイヤランページがライトイーブンを構える。

「ウーノは殺して、エネットの宝石は取とり戻もどす。──任せろよ、簡単だ」

「オズ……そんなこと────」

　──その時だ。突とつ然ぜん、Ｄダイヤランページのモニターがフェードアウトした。ついに壊れたか──そう思ったが、何かが違ちがう。何者かが意図的にモニターを乗っ取ったような違い和わ感かん。

　それは、以前、どこかで体験したことがあった。

　やがて聞こえてくる、懐なつかしい声。

「──よく言った、オズ」

　突とつ如じよモニターに映し出された、一人の男。他の機体にもここからの映像が流れているのか、ロシェとシェリルが困こん惑わくした声をあげる。イーストウッド号に乗っているトラヴィスとマイセルも狼狽うろたえていた。ただ、エネットだけがハッとしたように目を見開く。

　そしてオズワルドは……かつて復讐鬼アヴエンジヤーとなる前、幸せだった頃ころのように、笑っていた。

　喉のどが震ふるえている。

　またこの名前で呼びかけることができることが、何よりも嬉うれしい。

　四年もの間、脳裏にこびりついていた死に顔が、今……払ふつ拭しよくされた。

「ベル……！」

　さらさらした髪かみの毛に、メガネの奥おくで光る鋭するどい瞳ひとみ。口元には、今も変わらずニヒルな笑みを浮うかべている。昔と変わらぬ顔つきの親友が、そこにいた。

「……お前は……！　いたんならさっさと出て来いよ、馬鹿野郎……！」

「やれやれ……君に馬鹿呼ばわりされるなんて、死してなお首をくくりたくなるくらい屈くつ辱じよくだ。まったく、人の気も知らないで……。Ｄダイヤランページに希少宝石の人格を読み込む機能はないんだ。君が無様にやられて機能が低下したから、こうして乗っ取ることができたんだよ」

　そう言ったあとで、ベルナルトは「おっと、そんな話をしている場合じゃない」と話題を変える。自分の都合で勝手に話を変えるところまで、昔のままだ。

「オズ、君は直情バカだが、Ａアゲートノッカーに荒削りプリフオームを使わなかったことだけは賢けん明めいだったぞ」

「ああ、そのおかげでお前が出てこられるようなザマになってんだよ」

「それでいいんだよ、オズ」

　ベルナルトは企たくらみがあるような、嫌いやらしい笑みを浮うかべる。

「君に伝え損ねたことを言える。いいかい？　ライトイーブンには、荒削りプリフオームの他にもう一つバージョンがある。それを使えば何とかなるだろう。…………まぁ、完成する前に僕は殺されたけどね」

「駄だ目めじゃねぇか」

「駄目じゃない。死んだ僕の意志を継ついで──もとい、図面を自分の物にして勝手に完成させた人物がいる。……ね？　マイセル君？」

　スピーカーから、マイセルの狼狽うろたえたような呻うめき声ごえが聞こえてくる。オズワルドはモニター越しに、冷ひや汗あせをかいているマイセルを睨にらみつけた。

「お前……」

「いや、その、ははは…………すみません！　図面見つけて我が慢まんできなかったんです！」

「……いや、よくやった」

「え？　そ、そうですか？　い、いやぁ。やっぱりメカニックの性さがって言うかですね──」

　マイセルは汗を拭ぬぐいながら、ほっとしたような笑みを浮かべる……が。

「これで勝てたら、お礼に沢山の女と酒が飲める場所に連れてってやるぞ」

「それって拷ごう問もんじゃないですかっ！」

　泣きそうな声で叫さけぶマイセル。そこに、シェリルのからからという笑い声が混じる。

『いーじゃんマイセル！　女性恐きよう怖ふ症しようを治すいい機会だよ！』

　すっかり、彼女は元の調子に戻もどったようだ。

『笑ってる場合じゃないわよシェリル！　それで？　これからどうすればいいの？』

　ロシェもまた、元の口調に戻っていた。最悪の決断をしなくて済む希望が見えたためか、その声色はいつも以上に力強い。

「操作方法はマイセル君が知っているはずだ。だけど、Ｄダイヤランページは死に損ないの状態。かなりエネルギーを食うから、チャージする時間も必要。チャンスは一度きりと思ってくれ」

「さっきはそのチャンスすらなかったわ。ありがとう……ベルナルトさん」

「私からも、本当にありがとうございます」

「お礼は勝ってから。そして僕の不ふ肖しようの親友に」

　その言葉にオズワルドは薄うすく笑い、ライトイーブンを握にぎり締しめる。

「さて、それじゃあ──」

　復ふく讐しゆうと、約束を。

「始めるか！」




　どうもおかしい。もはや壊こわれる寸前のＤダイヤランページが立ち上がった。……それはわかる。自分の知るオズワルドは、ダイヤモンドのように硬かたい意思と精神力を持つ男だ。彼が一度戦うと決めたならば、それを諦あきらめるのは死んだ時だけだと思う。

　だけど、墜おちたＬラピスラズーリンも、裏切られたＴトルマリンマクスウェルも、Ｄダイヤランページのように戦意を喪そう失しつしていない。幾度となく戦い、ワールドハートを邪じや魔まする者を屠ほふってきたウーノにとって、ここまで頑がん固こな人間が三人もそろっていることが信じられない。

『誤差修正！　ロック完了！』

　マイセルの声と共にイーストウッド号の砲ほう台だいが動いた。だが、なぜかその銃じゆう口こうはＤダイヤランページを向いている。

『よしマイセル！　食い意地張ったアイツに腹いっぱい食わせてやれ！』

　トラヴィスの号令とともに、イーストウッド号の砲台がケーブルを射出した。それはまっすぐＤダイヤランページへと向かい、背中のコネクタに突つき刺ささる。背面にケーブルを繋つながれたＤダイヤランページは、双そう眸ぼうの赤い光を消し、代わりに緑色の光を点てん滅めつさせ始めた。

「急速外部エネルギー供給？　今さら、何をしようと言うんだ！」

　ウーノがＡアゲートノッカーを走らせる。敵を前にして外部からエネルギーを供給してもらうなど愚ぐの骨こつ頂ちよう。あんなケーブルに繋がれているＤダイヤランページなど、相手にならない。

　頭の中には、すでに勝利のシナリオができあがっていた。

　──最初に追つい貫かん型がたパイルバンカーを射出し、それを受けさせた後に大型パイルバンカーで操そう縦じゆう席せきを突とつ貫かんする。

『エネット！　オズを援えん護ごするわよ！』

『はい！　マスター！』

　そこに、Ｌラピスラズーリンのガトリング砲ほうが飛んできた。しかしウーノはチラリと見ただけで相手にしない。Ｌラピスラズーリンはすでに紙飛行のような不安定な飛行で、しかも武器はたかがガトリング砲。

「鬱うつ陶とうしい……気に障さわる……後で、今度こそ二人とも殺してあげよう」

　今は相手にするまでもない──そう思った。だが、視界の端はしに鮮あざやかな青が飛び込んでくる。再び目だけを横に動かしたウーノは、予想以上にラズーリンが接近していることに表情を引きつらせた。

「まさか──！」

『特攻するわ！　エネット！　あの澄すまし顔がおに機首をお見み舞まいするわよ！』

『了解マスター！　ブースト全開！　出し惜しみなしで行きます！』

「死ぬ気かっ！」

　こちらに向かって突とつ撃げきしようとするＬラピスラズーリン。とっさに、ウーノは右手の大型パイルバンカーを振ふるった。巨大な杭くいが青色の機底を貫つらぬき、Ｌラピスラズーリンは無様にキリモミしながら墜つい落らくする。二人の悲鳴を聞いたところで、ウーノはしばし目を離はなしてしまったＤダイヤランページに向き直った。

『こらぁっ！　あたしを忘れるなぁっ！』

　またしても、スピーカーから声が飛び出てくる。見ると、部下の残ざん骸がいに埋うもれたＴトルマリンマクスウェルが遠えん距きよ離り射しや撃げきモードに変形していた。しかし足が壊こわれているせいで傾かたむいている。砲ほう身しんの根元にも大穴が開き、そこからトルマリン宝ほう石せき粉ふんがこぼれていた。

「ふん。宝石粉もなし。あってもこちらは耐たい電でんコート仕様。まるで状じよう況きようがわかっていないな」

『メリンジャー・ウーノ……宝石粉なら、あるわよ』

　ふいに、ロシェの声聞こえてきた。その言葉にハッと前を見ると、目の前にキラキラと輝かがやく粉が舞まっている。思わずラズーリンを振り返ると、横たわった船底と、全開になったハッチが見えた。

　あそこにしまってあるのは着陸用の車輪だけじゃなかったはず……。

「空くう爆ばく式しき可変電磁砲レールガンの時の……宝石粉……っ！　──だが！　こっちは耐電コートがある！」

『その耐電コートは、内部にも施ほどこしてあるんですか？』

　そうでないと確信したようなエネットの声。ウーノは、Ａアゲートノッカーの胸元を見て目を見開いた。そこには、ライトイーブンによって付けられた裂れつ傷しようがある。

「くっ！　小こ賢ざかしい真ま似ねを！」

　すぐに右手で胸の裂傷を覆おおう。こうすれば、耐電コートで守られる。大だい丈じよう夫ぶだ。冷静に対処すれば問題ない。

『んふ。やっとパイルバンカーをこっちに向けてくれたね！』

　ふいに、シェリルの含み笑いと、Ｔトルマリンマクスウェルが鳴らすスパーク音が耳に飛び込んできた。

　──その時、気が付く。

　パイルバンカーの穴の中から、輝く粉がサラサラと落ちていることに。

『可変電磁砲レールガン！　はっしゃぁっ！』

　Ｔトルマリンマクスウェルの砲身から、眩まばゆい電磁砲レールガンが打ち出される。それはうねりながら迫せまり、パイルバンカーに着ちやく弾だんした。更に、電磁砲レールガンはトルマリン宝石粉に導みちびかれて杭くいに開いた穴の内部に入り込み、中の爆ばく薬やくに引火する。

「しまっ──！」

　とっさに右手を挙げるＡアゲートノッカー。同時に右手のアームが爆ばく発はつした。肩かたが吹っ飛び、パイルバンカーが空中を舞まって地面に突つき刺ささる。急に軽くなった右みぎ腕うでにバランスを崩くずされ、左によろめいた。

『バカね……私が、エネットを乗せたまま特攻なんてするはずないじゃない』

『アレは、Ｌラピスラズーリンの機底をパイルバンカーで攻こう撃げきしてもらいたかっただけです』

『そしたらパイルバンカーの中は宝ほう石せき粉ふんでいっぱいぱい！　えへへー。大成功っ！』

　三人娘の歓声が響ひびく。その不ふ愉ゆ快かいな声に歯を噛かみ締しめた。だが、そんなことはしてられない。予想以上に時間を食ってしまった。オズワルドが何を考えているかはわからないが、みすみすエネルギーの供給を見み逃のがすような真ま似ねはさせない。

　ウーノは全速力でＡアゲートノッカーをＤダイヤランページに走らせる。

『オズワルド！　もう持たん！　ケーブルを撤てつ去きよする！』

　Ｄダイヤランページの背面に繋つながった急速外部エネルギー供給ケーブルが、外された。

『エネルギーはギリです！　失敗したら二度目はないですよ！』

『十分だ！』

「くっ……！　間に合わせてしまったか！」

　Ｄダイヤランページも駆かけ出だした。ライトイーブンの輝かがやきが目に痛い。それが自分を貫つらぬくかと思うと、焦しよう燥そうで全身が汗あせばんだ。

「だが、まだ──まだだ！」

　まだ追つい貫かん型がたパイルバンカーがある。

「オズ！　最後は君が作った兵器で締しめよう！」

　瞬しゆん時じに勝利のシナリオを変へん更こうし、Ａアゲートノッカーは左手を突き出した。

「出力最大！　追貫型パイルバンカー！　一いつ斉せい射出ッ！」

　左手から、無数の触しよく手しゆが飛び出した。それは互たがいに絡からみ合あい、一本の巨大なパイルバンカーとなって迫せまりくる。Ｄダイヤランページはとっさにライトイーブンでそれらを弾はじいた。だが、それが致ち命めい的てき。最大出力の追貫型パイルバンカーは、Ｄダイヤランページのそれを上回っている。

　Ｄダイヤランページが、大きくよろめいた。

　ウーノは顔全体を歪ゆがめて笑みを浮うかべ、絡み合った追貫型パイルバンカーをＤダイヤランページに向かって走らせる。

「オズッ！　僕のッ！　最初で最後の一勝目だッ！」

　──その時響いた、何かが割れる音。

　同時に、追貫型パイルバンカーが動きを止めた。

「な────」

　追貫型パイルバンカーを射出した腕。そこのカバーが落ちる。中にあったのは、オズワルドがカットした紅縞瑪瑙サードニクス。彼が磨みがき、彼を殺すはずだった皮肉めいた宝石。

　それが、ひび割れている。

「──何故だァッ！」

　気づけば、Ｄダイヤランページはすでに体勢を立て直していた。その中で、ウーノは自分の身に襲おそい掛かかった不条理に叫さけび、そして思い出す。

　──『この話はこれで終わりだ。カットも終わった』──

　──『腕うでを上げたんだね……本当に惜しいよ』──

　──『そうでもない。少し集中力が切れたから、多少歪ひずみがあるかもな』──

　──『だとしたら、それは僕の責任だね』──

「あの時……そうか、あの時──」

　自分は、彼をエドガーにけしかけるため、わざとベルナルトの話を持ち出して怒おこらせた。

　彼は親友のことに関しては単純だから、簡単だった。

　だけど、そのせいで…………。

「だとしたら、これは……僕自身が招まねいた……結末……？」

　Ｄダイヤランページは、もう目の前に迫せまっている。




『不純ダイヤモンドジルコニア出力最大！　ライトイーブン・バージョンⅡ、使用可能です！』

『オズ！　いけッ！』

　マイセルとベルナルトの声が聞こえると同時に、オズワルドはＤダイヤランページのキーホールに収まっているライトイーブンのワイヤーを引いた。その瞬しゆん間かん、Ｄダイヤランページの腕からコネクタが飛び出し、その手に持つ巨大ライトイーブンに連結する。

　響ひびく轟ごう音おん。それと共に、ライトイーブンの腹に亀き裂れつが走り、刀身が二つに分かれた。その姿は、まるで二ふた叉またのチェーンソー。そして、空白になった刀身の間が、激しくスパークを始める。

　迸ほとばしる電でん撃げきは刀身全てを包み込み、眩まばゆい輝かがやきを放つ。

　電磁砲レールガン──ではない。高出力の電気を刀身の形に固定したそれは──

『Ｄダイヤランページの不純ダイヤモンドジルコニアを使った──電磁レーザー切断機!?』

　Ｄダイヤランページが雷かみなりを帯びるライトイーブンを持って駆かけ出だす。その先せん端たんが向いているのはＡアゲートノッカーの胸。とっさに下がろうとするウーノ。だが、大型パイルバンカーを失った機体は、バランスを保てず逃にげ切きれない。

『──ッ！　馬鹿めッ！　そんな高出力の物で僕を貫つらぬいてみろ！　彼女の宝石が壊こわれるぞ！』

　ウーノは脅おどすように叫ぶが、Ｄダイヤランページは止まらない。

「馬鹿はお前だ。俺おれたちを誰だれだと思ってる」

　踏ふみ込こむＤダイヤランページ。

「僕らは、世界でたった二人、宝石の真価がわかる人間だぞ」

　その手には雷を帯びたライトイーブン。

「ライトイーブンは、宝石を磨みがく物だ」

　苦くるし紛まぎれに腕うでを突つき出だすＡアゲートノッカー。

「傷つける物なんかじゃあない」

　しかし追つい貫かん型がたパイルバンカーは出てこない。

「俺おれと──」

「──僕ぼくが」

　突き出されるライトイーブン。

「「宝石を壊こわすかァッ!!」」

　ライトイーブンのダイヤエッジが耐たい電でんコートを突き破り、Ａアゲートノッカーの胸を貫つらぬいた。

　電でん磁じレーザー切断機と化した刀身が、エネットの宝石を──貫く。

『がァぁあっぁっ！』

　絶ぜつ叫きようするウーノ。電磁刀身に貫かれたＡアゲートノッカーは、その膨ぼう大だいな電でん撃げきを体中に流され、搭とう乗じよう者しやすら焼やき焦こがす。

「……ぐっ……Ａアゲートノッカーの……エネルギーが、逆流……し、て……ッ！　制せい御ぎよが……っ！』

　Ａアゲートノッカーが痙けい攣れんする。その高出力な電撃に機体が耐たえ切きれず、あちこちで小しよう規き模ぼな爆ばく発はつが起こり始めた。

『し……しかし……ッ！　オズ……っ！　君は信念を崩くずした！　エネットの宝石は壊こわれたぞ！　彼女は！　もう二度と！　記き憶おくを取とり戻もどすことはできないッ！』

　流れる電流の中で、ウーノが叫さけぶ。だが、オズワルドは物もの怖おじせずにライトイーブンの鍔つば元もとにあるスイッチを押おした。

「そいつはどうかな」

　ゆっくりと、Ｄダイヤランページがライトイーブンを引ひき抜ぬき始めた。

「これはエネットの宝石ハートを取り戻し、世界の心臓ワールドハートに喰くらい付つく、俺とベルの牙きば──」

　Ａアゲートノッカーの内部に埋うまっていた刀身が徐じよ々じよに現れ、ダイヤモンドの輝かがやきを曝さらけ出だす。

「「ライトイーブン・心臓喰らいハートイーター」」

　ＤダイヤランページがＡアゲートノッカーからライトイーブンを一気に引き抜く。二ふた叉また刀身が挟はさんでいるのは、配線が千切れた動力ケースに収まっている、エネットの宝石だ。
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　──壊れて、いない。

「なッ──何故だァッ！」

　心臓を抉えぐり取とられたＡアゲートノッカーが、傷口から漏ろう電でんし、火花を散らす。一秒間をおき、ウーノの断だん末まつ魔まと共にＡアゲートノッカーが爆ばく散さんした。凄すさまじい爆風が地面を抉り、破片が機体を打ち付ける。

「……これがライトイーブンの本当の姿……」

　ふと、眩まばゆい電でん磁じレーザー光に包まれたライトイーブンを見つめながら、マイセルが呟つぶやく。

「光と同等のものライトイーブン」

　荒あれ狂くるう爆発の中でも、ダイヤモンドに守られたエネットの心臓ハートは、傷一つ付かなかった。




　荒こう野やに散らばる人型重機シユタインの残ざん骸がい。もはや、どれがＡアゲートノッカーの破片かもわからなかった。その瓦が礫れきの山の中を、オズワルドはポケットに手を突つっ込こんで歩く。傾かたむきかけた太陽のオレンジ色が、鉄くずだらけの大地にオズワルドの長い影かげを映し出していた。

「よぉ……ウーノ。手を貸すか？」

　やがてオズワルドは、瓦礫の一角でかつての友を見つけた。彼は瞳ひとみだけ動かしてこちらを見ると、昔と変わらぬ気弱そうな笑みを浮うかべる。

「オ、ズ……その必要は、ないさ……どのみち……もう、長くない……」

　ウーノの身体は、半分以上が瓦礫に埋うまっていた。電流で体を焼かれ、身体のあちこちを壊こわれたパーツで貫つらぬかれた彼は、降り注ぐ夕日よりも鮮あざやかな血を大地に染み込ませている。

「足が……潰つぶれてる……。内ない臓ぞうにも……何か、刺ささった……みたいだ……」

　ウーノが咳せき込こみ、口の端はしから血を垂らした。

「ねぇ……オズ……どうして、彼女の宝石は……壊れなかったんだ……？」

「……宝石職人なら、誰だれでも知ってたことだが──」

　オズワルドは静かに言い、背中のライトイーブンを揺ゆらす。

「宝石大量発掘時代ジユエリー・ラツシユの宝石は、電気を吸収・増ぞう幅ふくしちまう。電気の刃はじゃ宝石は切れないんだ。電でん磁じレーザー切断機が廃すたれて、宝石職人が没ぼつ落らくした理由の一つだよ」

　時代遅おくれの宝石職人に似合う、時代遅れのライトイーブン。

「……そう、か……。君の誇ほこりを……軽く見た僕が……負けるわけだ……」

　ウーノは笑おうとして失敗し、苦痛に満ちたうめき声を漏もらす。

「……いつだったか……オズに教えてもらったことを、思い出したよ……。Ａアゲートノッカーに使われている、メノウの宝石言葉……。勇気と……行動力……そして──」

　ため息をつくように、ウーノが言葉を紡つむいだ。

「〝対人トラブル〟……。そのとおり、だったよ……オズを怒おこらせたばっかりに……これだ……」

　小さく皮肉めいた笑みを浮うかべ、ウーノはさらに咳せき込こむ。

「なぁ……オズ……僕は、ホープス社長が好きだった……君のことも好きだった……ベルのことも……好きだった。なにが、いけなかったのかなぁ……君たちは、大切な、仲間だったのに……ホープス社長と……君たちと、仲間と、世界を幸せにすることが……夢、だったのに……」

　ウーノの瞳ひとみから、少しずつ光が消えていく。声も、段々とか細くなっていった。

「お前は……ホープスのことを信じすぎていたんだよ……」

　オズワルドがそう言うと、ウーノは悲しそうな瞳でこちらを見た。

「僕は、今でもホープス社長のことを、信じているんだ……。ホープス社長なら、世界を平和に……幸せにできる……今までやってきたことだって、いつか皆みなわかってくれる……君もわかってくれる……ホープス社長の言葉は、いつも正しい……そう、思っていたんだ……」

　死のふちに立たされた今でも、生気がなくなりつつある瞳には、ホープスに対する心しん酔すいが宿っていた。澱よどみ、濁にごった瞳──それでも、目の縁ふちに浮かんだ涙なみだが、わずかにそれを薄うすめている。

「……ねぇ、オズ……タバコを一本……くれないかな……？」

　ウーノが、震ふるえる手をこちらに伸ばした。

「……確かめて……みたいんだ……」

　オズワルドは無言でタバコを取り出し、一本をウーノの指に掴つかませた。彼はそれをゆっくり口に咥くわえると、ポケットからオイルライターを取り出す。だが、もはや火打石を回す力も残っていないようで、火はつかなかった。

　オズワルドは自分の手をそっとウーノの手に添そえ、火打石を回した。小さな火が灯り、オズワルドはゆっくりそれをウーノのタバコに近づけていく。

「あ……オズ……」

　タバコに火が灯る直前、ウーノはこちらを正視し、気弱な笑みを浮かべた。

「やっぱり、僕は…………いいや……」

　彼の瞳から涙が一筋こぼれ、口からタバコが落ちた。ウーノはそのまま目を閉じると、ゆっくりと呼吸を止める。

「……一本くらい、付き合ってから逝いけよ……」

　オズワルドは立ち上がると、彼に背中を向けて歩き出した。酷ひどく静かな夕暮れで、彼の呼吸の残ざん響きようが耳にこびりついている。オズワルドはタバコを取り出すと、そっと口に咥くわえた。

　だが、ふと火をつけようとしたオイルライターを見て、動きを止めた。血で汚よごれ、爆ばく発はつの衝しよう撃げきで歪ゆがんだそれを手の中で二、三度転がすと、背後に向かって放り投げる。オズワルドは、それが地面に落ちる音が聞こえる前にライトイーブンを引ひき抜ぬき、刃はを回転させ、飛び散った火花でタバコに火をつけた。

　煙を吐はき出だし、空を見上げる。

　暮れかかった世界には、ダイヤモンドのような星が見え始めていた。




　薄うす赤あかの絨じゆう毯たんを敷しき詰つめたホール。数百人は収容できそうなそこにいたのは、たった数人の男女だった。テーブルも椅い子すもないので、彼らは立ったまま集まっている。ホール全体が薄うす暗ぐらいため、目を凝こらさなければ互たがいの顔すら見えない。

　ただ、ホール奥おくに飾かざられているワールドハートの社章だけが輝かがやいている。

　ふいに、ホールの扉とびらが開いた。わずかに光が差し込むが、すぐに扉が閉まったため、部屋の中は再び薄暗くなる。辛かろうじてわかったのは、入ってきたのが男ということだろう。

「メリンジャー・ウーノが……殺された」

　互いの姿は見えなくても、全員が男の方を向いたのがわかった。

「……誰だれが殺したの？」

　女の声がする。彼女の問いかけに、男は一秒だけ間を置き、答えた。

「オスカー・オズワルド」

　ホールの人間が、わずかに狼狽うろたえる。

「……ったく、アイツの復帰祝いをやるって言うから、元『ワールフドハーラト宝石ン発掘ドチームル』のメンバーが集まったのに、とんだサプライズだな」

　別の男が軽口を叩たたくが、笑う者は誰もない。

『──誰が死に、誰が殺したか。……そんなことよりも、宝石はどうなった？』

　突とつ然ぜん、ホール内に響ひびいた声。それを聞いた面々に緊きん張ちようが走る。一いつ斉せいに姿勢を整えると、奥おくに掲かかげられたワールドハートの社章に向き直った。

「はい。ウーノが発はつ掘くつした宝石は、輸送列車でこちらに向かっています。……ですが、Ａアゲートノッカーの動力はオズワルドの手に……」

　静せい寂じやくが訪れた。ホールに集まる男女は、息を吞のんで声が聞こえるのを待つ。

『──ホイットニー・ララ』

「はい」

　やがて降り注いだ声に、一人の女が頭を下げる。

『お前の部隊が最も近い。ＡアゲートノッカーとＤダイヤランページ──二つの機体の動力を手に入れて我に献けん上じようせよ。オスカー・オズワルドの肉体を殺し、人格にすることも忘れるな』

「心得ております。……メリンジャー・ウーノの死体は回収いたしますか？」

　女──ララが尋たずねると、降り注ぐ声に小さな笑いが混じる。

『動かぬものに用はない。死体となってなお、我のために働くならば別だが』

「はい。了解しました──」

　ララがゆっくりと頭を上げる。

「ホープス社長」

　ララの視線の先にあるワールドハートの社章。部屋の暗さに目が慣れてきた今ならば、はっきりとわかる。

　その社章は、人型重機シユタインの胸に刻まれたものだった。

　ホールの奥おく。そこに、漆しつ黒こくのボディを持った人型重機シユタインが鎮ちん座ざしている。……いや、これを人型重機シユタインと言っていいものか。その大きさは他のものと比べ物にならない。なにせ、Ｄダイヤランページほどのサイズならば片手で鷲わし掴づかみできるほどの規格を持っているのだから。

　その人型重機シユタインが座る玉ぎよく座ざもまた巨大であり、背面の機械から様々なケーブルが差し込まれている。人型重機シユタインと玉座は連結しているようで、まるで一つの巨大な装置にも見えた。

『期待しているぞ、ホイットニー・ララ。我が荒こう野やに立つ時、世界は統一され、世は平和と発展を遂とげる』

　漆黒の人型重機シユタインが腕うでを振ふるった。それが生み出した風圧に、ホールにいた男女は堪こらえ切きれずに膝ひざを突つく。

『我は鼓こ動どうし、世に新たな血を送り届ける世界の心臓ワールドハート也なり』






　終章　そして彼らは荒野を往く







　妹の手は、相変わらず冷たい。ロシェはそれを暖めるように両手で優しく包み込み、動かないエネットを見つめていた。隣となりではマイセルが彼女の胸を開け、丁てい寧ねいに作業をしている。その傍かたわらには、Ａアゲートノッカーからオズワルドが取り出したメノウがあった。

　マイセルの作業を、オズワルドやトラヴィス、シェリルがじっと見つめている。ロシェは妹の手を自分の額に当て、祈るように目を瞑つむった。

　やがて、マイセルがエネットの動力にメノウを嵌はめ込こみ、胸を閉じる。それから首の後ろにある電源を入れると、小さな起動音と共に、エネットの瞳ひとみがゆっくりと開き始めた。

　全員が、彼女の顔を覗のぞき込こむ。

　ロシェがエネットの手をぎゅっと握にぎる。すると彼女は首を傾かたむけてこちらを向いた。そして自分の姿を捉とらえると、やさしく手を握り返し、嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。

　彼女の口から、幼い頃ころと変わらぬ声が聞こえてくる。

「……お姉ちゃんだ…………」




　白と黒モノトーンカラー。背中にあるのは巨大なダイヤモンドのチェーンソー。Ｄダイヤランページは雲一つない荒こう野やを歩いていた。

　Ａアゲートノッカーを撃げき退たいしてから、ベルナルトは姿を消してしまった。だが、彼が今、自分が乗っているＤダイヤランページの中にいるということは、何となく感じられる。

「暑ぃな……つっても冷れい房ぼうかけると燃料食うからなぁ……」

　オズワルドは手で自分をあおぎ、タバコに火をつけた。口の先に火があると余計に熱くなるが、それでもこのだだっ広い荒こう野やを歩いていると暇ひまで、吸わずにはいられない。

「動力に幽ゆう霊れいみたいなのが二人もいるんだから、少しくらい涼すずしくてもいいのによ……」

　ぼやき、オズワルドは忌いま々いましげに太陽を見上げる。すると、ちょうど何かが頭上を飛んで太陽を遮さえぎった。それはしばらく空を走ると、方向転換してこちらに向かって飛んでくる。

　目の前にやってきたのは、空の青さが落ちていたような、群ぐん青じよう色いろのラズーリンだった。

『オズ！　勝手にどこ行くのよっ！』

　モニター一いつ杯ぱいに、不ふ機き嫌げんそうなロシェの顔が映うつる。オズワルドは顔をしかめると、モニターに向かってタバコの煙を吐きかけた。

「決まってるだろ。ワールドハート本社だよ。……って、おい。勝手ってなんだ勝手って」

　ウーノを撃げき退たいしたオズワルドだが、ベルナルトを殺した人間はまだいる。それは元発はつ掘くつメンバーであり、命令を下したのはホープスだ。ウーノ一人を殺したところで、オズワルドの復ふく讐しゆうは終わらない。

　復讐を終わらせるために、これから本社に乗り込む算段だった。

『あのね……私が言いたいのは、勝手にエネットのダイヤを持っていかないでってことよ！』

　ロシェは腕うでを組み、ラズーリンのシートにふんぞり返る。

『それに、ワールドハート幹部の機体には全てエネットの宝石が使われているんだから、行くなら私たちも行くわ』

　ロシェがそう言うと、彼女の背後からエネットが顔を出した。表情を見る限り、人格が出ているのだろう。心なしか、その顔は今までよりも人間らしくなっているように思えた。

『オズワルドさん、一いつ緒しよにワールドハートと戦いませんか？　目的は違ちがいますけど、この広い荒こう野やの中で歩く道は同じです。道のりは厳しいですけれど、足並みをそろえて歩けば、きっとどんな困難でも乗り越えられますよ！　──そう思いませんか？』

『思わないって言っても付いていくわよ。オズの復讐が終わったらＤダイヤランページのダイヤをもらうって約束、まだ生きてるんだからね』

　モニター越しに二人に見つめられたオズワルドは、しかめっ面でタバコをもみ消し、深くため息をついた。

「勝手にしろ。俺おれは俺の好きなようにやる」

　そう言うとエネットは嬉うれしそうに笑みを浮うかべ、ロシェはそっぽを向いて「偉えらそうに」と呟つぶやいた。

　その時、背後から大きなエンジン音が響ひびき、地面が振しん動どうを始める。振ふり返かえると、マンボウを半分に切ったような遊ゆう石せき船せんが、こちらに向かって走ってくるところだった。

『オズのばかぁーっ！　なんで一人で行っちゃうのさ！　ちょっとそこから動かないでよー！　動くと撃うつからねーっ！』

　同時に、耳に痛いシェリルのキンキン声が響いてくる。

『オズワルドさん！　なにやってるんですか！　Ｄダイヤランページは応急処置しかしてないんですよ！　動かすには早すぎます！　人型重機シユタインは大切に使ってくださいっ！』

　続いて、珍めずらしく憤ふん慨がいしたマイセルの声まで聞こえてくる。

　マンボウのようなイーストウッド号が目の前で停止すると、モニターに向こうの操そう縦じゆう席せきが映し出された。そこにいたのは、しかめっ面のトラヴィスだ。シェリルとマイセルはそんなトラヴィスを両りよう脇わきから挟はさみこみ、こちらに向かって好き放題に言いたいことを言っている。

『あーっ！　お前ら！　鬱うつ陶とうしいぞ！　いい加減にしろ！』

　トラヴィスは二人をカメラの前から追い出すと、頭を掻かき、咳せき払ばらいを一つしてからこちらに向き直った。

『オズワルド。ワールドハートの遊石部隊を潰つぶして、俺達イーストウッドクルーもめでたく狙ねらわれる身だ。ここは一つ共同戦線といかないか？　俺おれ達はハートの欠片かけらを見つけるまでくたばるわけにはいかないんだ。…………ついでに、ラズーリンの二人も乗っていいぞ』

「共同戦線ねぇ……一人の方が気楽なんだがな」

　呟つぶやき、そう言えば断ったところで女一人とアンドロイド一体が付いてくることを思い出した。どう転んでも、一人の気ままな旅には戻もどれないらしい。

「……船長。そっちに冷れい房ぼうはついているか？」

『ガンガンだ』

「……なら、乗ってやるか。船にも、船長の提てい案あんにも」

　オズワルドがそう言うと、トラヴィスは薄うすく笑い、シェリルとマイセルが歓声をあげた。

『ありがとうございます。トラヴィスさん』

『まぁいいさ。エネットにはウチの爆ばく弾だん娘むすめの遊び相手という重要な仕事をしてもらうからな。ロシェリアには女中をしてもらおう』

『なによそれ。言い方変えただけで、やることは捕ほ虜りよの時と同じじゃない』

『ロシェリア。そういう文句は、捕虜らしいことをしてた奴やつが言うもんだ』

「不満ならついてこなくてもいいぞ」

『いやよ。ここまで来たら、地の果てまでだろうと付き合ってやるわ』

　だだっ広い荒こう野やの中で、騒さわがしい声が響ひびく。オズワルドは皆みなの声に混じって少しだけ笑った。

　とある姉妹は失った宝石を取り戻すため。

　とある遊ゆう石せき民みんは幻まぼろしの宝石を探すため。

　そして復讐鬼アヴエンジヤーは、宝石に成り果てた親友の仇かたきを取るため。

　……いや、親友が成なし遂とげられなかった目的を果たすため。

　エネットが言ったように、それぞれ目的は違ちがえど、歩く道は同じ。その中で笑い合っている。少し懐なつかしい気がしたと思ったら、それは昔、ベルナルトと共にワールドハートにいた時と同じだった。

　もはや輝かがやきを失った、遠い過去の思い出。

「……もう一度、輝かせてみるのも悪くないかもな」

　──今度は、彼らを仲間と呼ぶようになるのだろうか？

　オズワルドは新たに同じ道を歩む人々の声を聞きながら、そっとタバコに火をつけた。

　煙けむりを吐はき出だし、ダイヤに向かってそっと呟く。

「お前も付き合えよ、ベル」


See you NEXT !!








　あとがき




「正直に言いますと、ロボット物ってジャンルは売れないんですよ」

　電話口の編集さんはそう言った後で、さらに続ける。

「ですが、決してロボット物というジャンルが面白くないわけじゃない。それだけで書く価値はありますよ」

　最初の打ち合わせはここから始まり、そして完成したのが『オズのダイヤ使い』でした。




　さて、「火がつく」という瞬しゆん間かんはいつも唐とう突とつに起こる物です。とりわけ本作を執しつ筆ぴつするに当たっては、編集さんのこの言葉が起き爆ばく剤ざいでした。「面白いものがあるならば、書いてみるしかない」。ロボット物という、小説では何かと制約が多いジャンルを書くことに尻しり込ごみしていた私は、唐突に言われた一言で「火がついた」のです。




　考えてみれば、なにかしら未経験の行動を起こす時にはいつも火種が必要なのです。

　前作『Let  it  BEE!』を出版した際に受けたインタビューで、私は「チャレンジャー精神を忘れない作品を書いていきたい」と答えました。しかし、チャレンジャー精神が必要となる作品を執筆するには、書くたびにそれ相応の火種が必要となるのです。「我ながらずいぶん大口を叩たたいたなあ」と呆あきれるばかりですが、答えてしまったものは仕方がない。

「なあに、面白いテーマや執筆意欲を刺し激げきするものなど、世の中に溢あふれているじゃないか。そこらじゅう火種だらけである！」……と、私は懲こりずに大口を叩くのです。




　最後のお礼を。

　担当編集の粂くめ田たさん。「ロボット物を書いてみませんか」と言われた時は度ど胆ぎもを抜ぬかれましたが、先に述べた一言で書ききることができました。この言葉で私はまだまだ書けそうです。

　イラストレーターのTeaテイーさん。前作に引き続き、再びコンビを組めることを心から嬉うれしく思います。素敵なイラストをありがとうございます。

　家族や、幼おさな馴な染じみを始めとする友人たち。「作品を楽しみしている」と仰おつしやってくださった方々。

　そしてなにより読者の皆みな様。ありがとうございます。これからも皆様に楽しんでいただけるような作品を書けるよう、努力していきたいと思いますので、どうかよろしくお願い致いたします。

　この作品が多少なりとも皆様にとって何らかの良き「火種」となれば、これより嬉しいことはありません。


末すえ羽ば　瑛えい
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末すえ羽ば 瑛えい

１９８７年生まれ。２０１１年「Let it BEE!」でデビュー。数年前よりインテリアに心頭し、快適な執筆部屋を作るために模索中。「家具を自作したい！」とぬかし、日々ガラクタにしかならないような物の構想を練っている。工具大好き。中でもラジオペンチが一番好き。
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Tea

沖縄県在住のフリーの絵描きです。今まで女の子の絵ばかり描いていましたが、挿絵のお仕事のおかげで男も描くようになりました！
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